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　現在、日本は世界一子ども(14歳未満)率

の低い国であり1）　、子どもや子持ち家庭は

マイノリティである。そのため避難所の妊

産婦や乳児は声を上げづらく、管理・運営

側からはそのニーズが見えづらい。

　乳児は被災地において特にリスク下に置

かれ、災害時には母子にとって安心して過

ごせる場所と、安全で十分な食糧や飲料水

が確保されにくい2）。

　3.11発災後、筆者は日本プライマリ・ケ

ア連合学会被災地支援プロジェクト

（PCAT）の一環として震災直後から9月1

日まで家庭医と産婦人科医、助産師の中か

ら被災地支援者を募り、石巻市・東松島市

にて計35名の医師と50名の助産師を派遣

し、母子保健システムのサポートを行った。

(１)3.11で明らかになった課題

　東日本大震災（以下、3.11）で重大な被

害を受けた東北地方では、もともと診療所

での分娩率が半数前後と高く（図表１）、特

に宮城県は診療所の７割が分娩対応中止と

なった（図表２）。

　被災地の医療施設は保健師と連携して妊

産婦の状況を把握しようと努めていたが、

市町村によっては母子保健担当保健師たち

も役所内の業務や避難所の衛生管理に追わ

れて母子保健業務を優先的に行えなかった

ため、末端の保健所や妊産婦の状況把握は

困難を極めた。「母子のことは気になってい

るものの、災害時のマニュアルに母子保健

関連のことが書いていないので、どうして

も後回しになってしまう」という声が、多

くの保健師から聞かれた。

　災害時には地域の医療従事者をはじめと

して、子どもを取り巻くすべての関係者の

小さな命を救え！災害時の母子支援

国立保健医療科学院　生涯健康研究部
母子保健担当　主任研究官

吉田　穂波

災害対策

診療所
分娩率
（％）

分娩数**
人口*

診療所病院全体

54.06,0745,16811,2421,388,000青森
47.95,5666,05811,6241,347,000岩手

51.49,5359,00118,5362,329,000宮城

31.42,5485,5598,1071,105,000秋田
40.84,2546,18310,4371,182,000山形

56.610,5268,06818,5942,043,000福島
43.510,64413,83924,4832,923,000茨城

図表１　被災地およびその周辺の
　　　　産婦人科医療供給体制

*　  2008年人口動態調査から
**　2010年日本産婦人科医会施設情報調査から
　　岩手、宮城、福島３県で年間分娩件数は48,754件
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連携が必要である。筆者らは2011年４月1

日から５月15日までの間に避難所で被災

した妊産婦を訪れニーズアセスメントを行

った3-6）。

　多くの妊婦は妊娠していることを自分か

ら周囲に言えずにいた。分娩・診察可能な

産科医療機関に関する情報がなく、一方で

避難所の救護所では妊婦であることを理由

に診察を断られていた。栄養が非常に偏っ

ており、脱水傾向、便秘、精神不安、不眠、

深部静脈血栓症のリスクを負っていた。

　プライバシーを得るため、避難所からラ

イフラインが通っていない自宅に帰ってい

る妊婦もいたが、重い水を運び寒さを耐え

忍ぶため劣悪な環境におかれていた。他府

県に出産受け入れ施設があるという情報を

提供したが、家族のことが気がかりで、仮

設住宅に入居したいことからできるだけ地

元を離れたくないとのことであった。

　宮城県の東北大学東北メディカル・メガ

バンク機構地域医療支援部門が宮城県の津

波被災地の周産期予後について解析した結

果、早産児、低出生体重（LBW）児の割合

も低く、周産期予後は予想に反して良好で

あった半面、妊娠高血圧症候群（PIH）が

震災後に増加傾向を示し、産後うつ病の高

リスクが２割を超えた7）。

　また、岩手県立大船渡病院が、震災後の

１カ月間に受診した妊婦の不安・悩み・症

状を調査した結果によると 8）（図表３、４）

全般に避難所生活の悪影響が見られていた

（図表５）。津波で車を流された、ガソリン

がない等で、移動手段を失ったことで妊娠

初期の受診が遅れる、妊婦健診を受けられ

ない、情報の欠如・連絡方法喪失により飛

び込み受診・飛び込み分娩が多発したこと

が明らかになった。

　筆者が「人口動態調査死亡票」を用いて

解析した3.11当日のゼロ歳児死亡の解析

によれば、被災３県で70名のゼロ歳児が死

亡している。そのうち44名は溺死で、全て

病院外での死亡であった（注1）。

　これらの経験から、災害時に母子を守る

ためには病院で待っているだけでは不十分

で、産婦人科・小児科医療従事者だけでは

役に立たないこと、プライマリ・ケア医師

のような、地域に根付いたスタイルと幅広

い診療能力が必要となることが分かった。

　また、筆者は病院だけではなく、地域と

ともに人々の健康を守るアウトリーチの姿

勢（地方自治体や地域とともに支援の手に

たどり着くことができなかった母子へ、こ

ちらから出向くこと）の重要性を痛感した。

特に避難所で妊産婦と乳幼児を把握する方

法や、災害時の分娩対応への十分な準備、

妊産婦搬送手段と地域医療連携の仕組みが

必要であり、次の災害までに確立するため

に、現職で政策研究や自治体の事業作りに

かかわっている。

診療所数診療所
の分娩
取扱率
（％）

病院数全分娩 
施設数 合計

分娩 
対応 
中止

分娩 
対応 
可能

288
（29％）2047.91038岩手

3122
（71％）951.41849宮城

3114
（45％）1756.62354福島

9044
（49％）4651141合計

図表２　被災地の分娩施設の状況

日本産婦人科医会提供資料から作成（2011年）

－143－

35診療研究　第 505 号　2015.03

(２)次の災害時に母子を守るために
私たちができること
①妊産婦への対応ができる体制づくり
　今後は、妊産婦への対応について平時か

ら準備をしておく必要がある。特に避難所

での産科医療ニーズに関しては十分な準備

をすべきこと、救護所チームとして、助産

師、看護師、事務、薬剤師などとの連携を

図る必要があること、産科診療情報提供や、

母子健康手帳情報のバックアップが必要で

あり、避難している妊産婦の巡回訪問や地

域での妊産婦健診を行う必要があることが

明らかになった9）。

　妊産婦の体は１人だけのものではなく、

必要とするエネルギーがとても大きい。

また、母親としての本能で子どもや自分を

守ろうとするため、外界からの刺激や言葉、

ストレスに敏感であり、強いストレスのか

かる環境下では異常症状や強い不安を呈す

ることが多い。安心して母乳をあげたり、

休息したりできる空間が必要である。

　ほかの被災者の方々も大変だが、その中

でも特に、寒さや騒音、照明や外の光など

を気にせずに済む特別な空間が必要である

ことを、常識として広めることが必要だ。

また、産後の褥婦さんに対しては、妊婦さ

んと同様災害時要援護者であるとの認識を

持つことも、今後への教訓の１つである。

②災害直後の診療では母子健康手帳を活用
　大きな災害を体験した後の母子は、なに

がしかのショックを受けている。しかし、

あからさまな「心のケア」や「調査」はな

かなか受け入れられがたい。それでは、ど

のような形であれば、子どもやその親の手

助けをできるのであろうか。

　まずは、母子手帳を手にしながら、平時

の妊婦健診、子どものことであれば子ども

図表３　3.11後の妊婦の主訴
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図表５　避難生活で増加する産婦人科関連疾患

◎膣炎・外陰炎
◎骨盤内感染症（子宮付属器炎・骨盤腹膜炎）
◎月経異常（月経不順・続発無月経）
◎不眠症・不安神経症
◎膀胱炎
◎便秘症
◎人工妊娠中絶・緊急避妊
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　大きな災害を体験した後の母子は、なに

がしかのショックを受けている。しかし、

あからさまな「心のケア」や「調査」はな

かなか受け入れられがたい。それでは、ど

のような形であれば、子どもやその親の手

助けをできるのであろうか。

　まずは、母子手帳を手にしながら、平時

の妊婦健診、子どものことであれば子ども

図表３　3.11後の妊婦の主訴
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図表５　避難生活で増加する産婦人科関連疾患
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◎人工妊娠中絶・緊急避妊
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の発達や成長についていろいろな問いかけ

をすることで、ケアに繋げられることが分

かっている。妊婦健診・乳幼児健診とは一

般的に疾患や障害を発見するためのスク

リーニングであるが、受ける側は健康であ

るという保証を得て安心できることが多く、

医療スタッフとの信頼関係を築くきっかけ

となることもある。

　患者の心配を受け止め、理解を示すだけ

で安心して支援者を頼れると感じ、その後

の関係性に良い影響を与える。

③乳幼児身体発育曲線の活用
　被災し、不自由な生活の中で子育てをす

る中、子どもの環境を反映するのが体重や

身長である。

　まずは、子どもの身体計測をして被災前

と比べてみると、被災後の栄養状態が分か

る。一時点だけの計測値では将来への健康

影響が決まるわけではないことを話すとと

もに、成長曲線10)やパーセンタイル発育曲

線（2010年乳幼児身体発育調査報告書

http://www.mhlw.go.jp/stf/

houdou/2r9852000001t3so.html）を紹

介すると良い11)。成長曲線はその範囲内か

ら外れたら即異常、という性質のものでは

ないが、痩せや肥満の程度が診察のたびに

増加しているような場合や、身長の伸びが

悪くなっているような場合は注意が必要で

ある12）。

④低出生体重児、知的障害児の増加に合わ
せた対応
　近年、2500グラム未満で出生した低出

生体重児の割合が増え、1975年には5.1%

であったのが1995年には7.5%へ、2007年

には9.6%へと30年で倍増している13）。

　若年女性がメディアや周囲から受ける痩

せ志向が妊娠中の体重増加を抑える方向に

働いていること、初産や高齢初産・不妊治

療・多胎・帝王切開率の増加や分娩週数の

早まりなどの要因も相まって、新生児の体

重減少が予想を上回る速度で進行している。

　また、2010年の人口動態統計によると、

40－44歳で第一子を持つ女性は30年前の

20倍の1.6％であり14)、年代の違うママ友

達ができない、孤立しやすい、情報過多、

親が高齢化しており介護が必要、という傾

向が見られる15) 。

　近年、特別児童扶養手当認定数にみる知

的障害児は中等度のみ急激な増加が目立ち、

1975年には出生千あたり２人、1993年に

は出生千あたり５人であったのが、2012

年には出生千あたり12人となっている16）。

知的障害の原因疾患は明確ではないことが

多いが、母の出産年齢の高齢化や低出生体

重との関連が示唆されている。

　このような、特別な配慮が必要な児やそ

の家族の増加を受け、いくつかの自治体で

は災害時の母子避難所作りを進めるところ

が出てきている。

⑤自治体における取り組み
　災害時に備えて地域レベルで計画すべき

対策には、母子の緊張を緩和できる場所の

確保や妊婦、授乳婦、乳児が必要とする食

糧と飲料水の優先的な確保、授乳支援を適

切に行える人員の確保などがある。災害時

の支援は医療従事者のみでは難しく、被災

者を支援するほとんどすべての立場の人た
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ちの協力を必要とするため、地元の資源や

行政との連携に関する具体的かつ現実的な

準備が必要となる。

　例えば、自治体の妊産婦数の算出を行い、

災害時を想定した日頃の備蓄をリストにす

るというのも、具体的で実践的な方法であ

り、文京区で作成した母子救護所備蓄リス

ト17）が参考になる。

　地域医療機関や医師会はあらかじめ、行

政、自衛隊などと提携して情報共有システ

ムや人的、物的支援の体制を構築しておく

ことが求められる。行政の防災担当部署（防

災課、危機管理課）と災害時に備えて地域

レベルで計画すべき対策（災害弱者の緊張

を緩和できる場所の確保、妊婦、授乳婦、

乳児が必要とする食糧と飲料水の優先的な

確保、母子支援を適切に行える人員の確

保 ）について、対話の場を持つことから始

める必要がある。

　救護所で妊産婦を把握し、リスクアセス

メントをする際には「災害時妊産婦・乳幼

児チェックリスト」「アクション・カード」が

有効であり18）、地域の実情や地名などに応

じ改変して使用できるようになっている19）。

　産婦人科的支援を行うためには、発災後

速やかに災害時母子救護所を設置できるよ

う、内科医・家庭医が最低限の緊急時妊産

婦ケアを行えるよう研修（Advanced Life 

Support in ObstetricsやBasic Life 

Support in Obstetrics：ALSO（注2））を

受けておくことも災害対応として有用であ

る。

怯

　災害時・紛争下・紛争後などの人道的支

援の取り組みにおいて弱者としての女性・

乳幼児保護を前提とするのが、世界標準で

あるSphere Standard20)。

　2012年以降、多数の自治体と共同で災

害時の妊産婦災害対策および母子保健対策

について検討を行ってきたなかで、「災害」

というキーワードが平時から子育て支援の

ための連帯を強めることが明らかになった。

このような準備が、明日、あるいは１年後

に貴重な命を救うことに結びつくであろう。

　未来のある貴重な次世代の命を社会全体

で守るため、3.11は大きな教訓を授けてく

れたのではないだろうか。

　本論文を通じて今回の被災経験を共有で

きたこと、次の災害への準備につながるよ

うな経験値が蓄積できたことにより、今後

とも地域、行政、社会全体で、災害時のみ

ならず平時から母子を守る仕組み作りが進

むことを願っている。

（よしだ・ほなみ）

＜謝辞＞
　PCATでお世話になった皆様、遠藤ゆかり氏（東
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の発達や成長についていろいろな問いかけ

をすることで、ケアに繋げられることが分

かっている。妊婦健診・乳幼児健診とは一

般的に疾患や障害を発見するためのスク

リーニングであるが、受ける側は健康であ

るという保証を得て安心できることが多く、

医療スタッフとの信頼関係を築くきっかけ

となることもある。

　患者の心配を受け止め、理解を示すだけ

で安心して支援者を頼れると感じ、その後

の関係性に良い影響を与える。

③乳幼児身体発育曲線の活用
　被災し、不自由な生活の中で子育てをす

る中、子どもの環境を反映するのが体重や

身長である。

　まずは、子どもの身体計測をして被災前

と比べてみると、被災後の栄養状態が分か

る。一時点だけの計測値では将来への健康

影響が決まるわけではないことを話すとと

もに、成長曲線10)やパーセンタイル発育曲

線（2010年乳幼児身体発育調査報告書

http://www.mhlw.go.jp/stf/

houdou/2r9852000001t3so.html）を紹

介すると良い11)。成長曲線はその範囲内か

ら外れたら即異常、という性質のものでは

ないが、痩せや肥満の程度が診察のたびに

増加しているような場合や、身長の伸びが

悪くなっているような場合は注意が必要で

ある12）。

④低出生体重児、知的障害児の増加に合わ
せた対応
　近年、2500グラム未満で出生した低出

生体重児の割合が増え、1975年には5.1%

であったのが1995年には7.5%へ、2007年

には9.6%へと30年で倍増している13）。

　若年女性がメディアや周囲から受ける痩

せ志向が妊娠中の体重増加を抑える方向に

働いていること、初産や高齢初産・不妊治

療・多胎・帝王切開率の増加や分娩週数の

早まりなどの要因も相まって、新生児の体

重減少が予想を上回る速度で進行している。

　また、2010年の人口動態統計によると、

40－44歳で第一子を持つ女性は30年前の

20倍の1.6％であり14)、年代の違うママ友

達ができない、孤立しやすい、情報過多、

親が高齢化しており介護が必要、という傾

向が見られる15) 。

　近年、特別児童扶養手当認定数にみる知

的障害児は中等度のみ急激な増加が目立ち、

1975年には出生千あたり２人、1993年に

は出生千あたり５人であったのが、2012

年には出生千あたり12人となっている16）。

知的障害の原因疾患は明確ではないことが

多いが、母の出産年齢の高齢化や低出生体

重との関連が示唆されている。

　このような、特別な配慮が必要な児やそ

の家族の増加を受け、いくつかの自治体で

は災害時の母子避難所作りを進めるところ

が出てきている。

⑤自治体における取り組み
　災害時に備えて地域レベルで計画すべき

対策には、母子の緊張を緩和できる場所の

確保や妊婦、授乳婦、乳児が必要とする食

糧と飲料水の優先的な確保、授乳支援を適

切に行える人員の確保などがある。災害時

の支援は医療従事者のみでは難しく、被災

者を支援するほとんどすべての立場の人た
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ちの協力を必要とするため、地元の資源や

行政との連携に関する具体的かつ現実的な

準備が必要となる。

　例えば、自治体の妊産婦数の算出を行い、

災害時を想定した日頃の備蓄をリストにす

るというのも、具体的で実践的な方法であ

り、文京区で作成した母子救護所備蓄リス

ト17）が参考になる。

　地域医療機関や医師会はあらかじめ、行

政、自衛隊などと提携して情報共有システ

ムや人的、物的支援の体制を構築しておく

ことが求められる。行政の防災担当部署（防

災課、危機管理課）と災害時に備えて地域

レベルで計画すべき対策（災害弱者の緊張

を緩和できる場所の確保、妊婦、授乳婦、

乳児が必要とする食糧と飲料水の優先的な

確保、母子支援を適切に行える人員の確

保 ）について、対話の場を持つことから始

める必要がある。

　救護所で妊産婦を把握し、リスクアセス

メントをする際には「災害時妊産婦・乳幼

児チェックリスト」「アクション・カード」が

有効であり18）、地域の実情や地名などに応

じ改変して使用できるようになっている19）。

　産婦人科的支援を行うためには、発災後

速やかに災害時母子救護所を設置できるよ

う、内科医・家庭医が最低限の緊急時妊産

婦ケアを行えるよう研修（Advanced Life 

Support in ObstetricsやBasic Life 

Support in Obstetrics：ALSO（注2））を

受けておくことも災害対応として有用であ

る。

怯

　災害時・紛争下・紛争後などの人道的支

援の取り組みにおいて弱者としての女性・

乳幼児保護を前提とするのが、世界標準で

あるSphere Standard20)。

　2012年以降、多数の自治体と共同で災

害時の妊産婦災害対策および母子保健対策

について検討を行ってきたなかで、「災害」

というキーワードが平時から子育て支援の

ための連帯を強めることが明らかになった。

このような準備が、明日、あるいは１年後

に貴重な命を救うことに結びつくであろう。

　未来のある貴重な次世代の命を社会全体

で守るため、3.11は大きな教訓を授けてく

れたのではないだろうか。

　本論文を通じて今回の被災経験を共有で

きたこと、次の災害への準備につながるよ

うな経験値が蓄積できたことにより、今後

とも地域、行政、社会全体で、災害時のみ

ならず平時から母子を守る仕組み作りが進

むことを願っている。

（よしだ・ほなみ）
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―東日本大震災における母子の健康影響に関する
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省が人口動態統計を作成するための人口動態調査
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付されることになっており、この調査では、統計
法(平成19年法律第53号)に基づき厚生労働大臣
の承認を得て人口動態調査死亡票を磁気媒体に転
写した資料の提供を受けている。
（注2）　Advanced Life Support in 
Obstetrics（ALSO）は家庭医や救急医、産科医
向けに作成された2日間の産科救急シミュレーシ
ョ ン コ ー ス で あ る。Basic Life Support in 
Obstetrics（BLSO）はより基礎的内容を扱う1
日間のコースであり、研修医、救急救命士、保健
師などを対象としている。周産期傷病者チェック
シートの活用なども練習できる。
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 自

己
紹

介

み
な
さ
ん

，
は
じ

め
ま
し

て
。
産

婦
人
科

医
の
吉

田
穂

波
で
す
。

私
は

年
に
三
重

大
学
を
卒

業
後
，
聖
路
加

国
際
病

院
で
産
婦

人
科
の

研
修
医

と
し
て

お
産
を

学
び
ま

し
た
。

そ
の
頃
は

，
年
間
に

日
し
か

休
み
が

取
れ
な

い
よ
う

な
，
病
院

に
寝
泊

ま
り
す

る
研
修

医
生
活

が
当
た

り
前
。

仲
間
の
研

修
医
と

助
け
合

い
な
が

ら
「
自

分
が
担

当
し
て

い
る
患
者

さ
ん
の

お
産
は

，
最
初

か
ら
最

後
ま
で

自
分
が

付
き
添
う

！
」
と

い
う
意

気
込
み

で
，
ひ

た
す
ら

患
者
さ

ん
の
ご
主

人
と
腰

を
さ
す

り
，
患

者
さ
ん

の
飲
み

物
を
支

え
，
お
産

の
経
過

を
片
時

も
離
れ

ず
見
せ

て
い
た

だ
い
た

お
か
げ
で

，
お
産

の
な
ん

た
る
か

を
教
え

て
い
た

だ
い
た

の
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

何
も
な

い
時
で

も
，
い

つ
お
産

に
呼
ば
れ

て
も
い

い
よ
う

に
室

あ
っ
た

の
脇
に
あ

る
研
修
医

室
で
糸

結
び
を

し
な
が

ら
待
機

し
，
陣

痛
が
来

て
入
院
し

て
こ
ら

れ
た
妊

婦
さ
ん

が
い
ら

し
た
ら

そ
れ
っ

と
ば
か
り

に
出
て

い
く
…

。
三
度

の
飯
よ

り
お
産

が
好
き

，

と
い
う
研

修
医
生

活
で
し

た
。

心
の

支
え
は

同
僚
の

助
産
師

そ
の
後
，

研
究
を

し
た
り

，
臨
床

を
し
た

り
，
産

婦
人

科
医
と
し

て
普
通

の
生
活

を
送
っ

て
い
た

の
で
す

が
，
夫

の
留
学
に

つ
い
て

滞
在
し

た
ド
イ

ツ
の
フ

ラ
ン
ク

フ
ル
ト

で
産
婦
人

科
の
研

修
を
し

て
い
た

時
，
一

人
目
を

出
産
し

た
こ
と
で

人
生
が

度
変
わ
る

よ
う
な

体
験
を

し
ま
し

た
。
私
が

歳
の
時

で
す
。

そ
れ
は
，

自
分
が

妊
婦
に

な
っ
て

初
め
て

わ
か
っ

た
，

非
医
療
的

な
サ
ポ

ー
ト

の
重
要
性

で
し
た

。

ひ
ど
い
つ

わ
り
で

苦
し
ん

で
「
つ

わ
り
は

甘
え
じ

ゃ
な

い
，
精
神

力
の
弱

さ
じ
ゃ

な
い
，

ど
う
に

も
な
ら

な
い
こ

と
な
ん
だ

」
と
悟

っ
た
時

も
，
腰

痛
や
便

秘
と
い

っ
た
マ

イ
ナ
ー
ト

ラ
ブ
ル

に
不
自

由
を
感

じ
な
が

ら
妊
婦

健
診
で

は
あ
ま
り

問
題
と

さ
れ
な

か
っ
た

時
も

，「
い

い
妊
婦

で
い

な
け
れ
ば

」
と
い

う
変
な

プ
ラ
イ

ド
で
ど

う
す
れ

ば
よ
い

の
か
わ
か

ら
な
く

な
っ
て

い
た
時

も
，
一

番
心
強

い
支
え

は
，
同
僚

の
助
産

師
さ
ん

か
ら
の

温
か
い

受
け
入

れ
と
共

感
の
言
葉

で
し
た

。

「
お
母
さ

ん
が
ハ

ッ
ピ
ー

な
ら
，

赤
ち
ゃ

ん
も
ハ

ッ
ピ
ー

な
の
よ
」

妊
娠
中
の

旅
行
や

ス
ポ
ー

ツ
，
食

事
内
容

や
睡
眠

時
間

な
ど
頭
で

っ
か
ち

に
考
え

て
い
た

私
が
，

助
産
師

さ
ん
の

こ
の
言
葉

で
ど
ん

な
に
楽

に
な
っ

た
か
は

，
と
て

も
言
葉

で
は
表
せ

ま
せ
ん

。

か
か

り
つ
け

助
産
師

の
き
め

細
か

い
対

応

ド
イ
ツ
で

は
妊
娠

中
か
ら

か
か
り

つ
け
の

助
産
師

さ
ん

を
決
め
，

家
庭
訪

問
を
し

て
も
ら

い
，
赤

ち
ゃ
ん

を
迎
え

入
れ
る
た

め
の
準

備
に
か

か
わ
っ

て
も
ら

い
ま
す

。
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド

は
ど
ん

な
と
こ

ろ
に
置

く
の
が

い
い
の

か
，
産

後
に
お
母

さ
ん
の

陰
部
を

消
毒
す

る
た
め

に
使
う

洗
面
器

な
ど
，
出

産
後
の

た
め
に

用
意
す

る
べ
き

も
の
は

何
か
，

母
乳
グ
ッ

ズ
，
妊

婦
さ
ん

に
お
す

す
め
の

ハ
ー
ブ

テ
ィ
や

オ
イ
ル
な

ど
，
助

産
師
さ

ん
か
ら

は
日
常

生
活
の

面
で
た

く
さ
ん
の

ア
ド
バ

イ
ス
を

も
ら
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

担
当
助
産

師
さ
ん

に
は
出

産
時
に

立
ち
会

っ
て
も

ら
う

の
は
も
ち

ろ
ん
，

産
後
も

毎
日
毎

日
自
宅

ま
で
来

て
も
ら

え
ま
す
。

生
ま
れ

て
み
な

い
と
分

か
ら
な

い
こ
と

が
た
く

さ
ん
あ
る

中
で
，

夫
が
育

休
を
取

っ
て
く

れ
た
も

の
の
，

自
分
の
気

持
ち
が

不
安
定

だ
っ
た

り
，
傷

が
痛
か

っ
た
り

。

特
に
，
乳

汁
分
泌

が
尐
な

い
と
思

っ
て
一

滴
一
滴

大
切
に

飲
ま
せ
て

い
た
ら

突
然

日
目
に

乳
房
が

岩
の
よ

う
に
固

く
な
り
，

乳
腺
鬱

滞
が
始

ま
っ
た

の
に
は

本
当
に

驚
き
ま

し
た
。
こ

の
時
も

，
担
当

の
助
産

師
さ
ん

が
す
ぐ

に
来
て

く
れ
，
冷

た
く
冷

や
し
た

ヨ
ー
グ

ル
ト
を

二
枚
の

ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル

で
包
み

，
乳
房

に
当
て

る
為
の

冷
湿
布

を
作
っ

て
く
れ
た

り
，
カ

モ
ミ
ー

ル
テ
ィ

を
煮
出

し
た
お

茶
を
冷

や
し
て
陰

部
を
洗

い
，
そ

の
テ
ィ

ー
パ
ッ

ク
を
冷

た
く
冷

や
し
た
も

の
で
陰

部
の
冷

湿
布
を

作
る
こ

と
を
教

え
て
も

ら
う
な
ど

，
き
め

細
や
か

な
対
応

に
，
ど

れ
だ
け

助
か
っ

た
か
わ
か

り
ま
せ

ん
。

お
か
げ
で

，
そ
の

後
，
ロ

ン
ド
ン

に
移
動

し
て
続

い
た

授
乳
中
は

，
子
ど

も
を
連

れ
て
い

つ
で
も

ど
こ
で

も
，
た

と
え
レ
ス

ト
ラ
ン

の
中
で

も
授
乳

し
て
い

る
ほ
ど

完
全
母

乳
で
生
活

で
き
る

よ
う
に

な
り
，

母
子
と

も
に
と

て
も
幸

せ
な
時
間

を
過
ご

さ
せ
て

も
ら
え

ま
し
た

。

そ
の
後
，

次
女
，

三
女
を

日
本
で

産
ん
だ

後
に
，

三
人

の
子
ど
も

た
ち
を

連
れ
て

ボ
ス
ト

ン
に
留

学
し
ま

す
。
こ

こ
で
四
女

が
生
ま

れ
た
の

で
す
が

，
こ
の

時
に
は

，
日
本

の
助
産
師

さ
ん
の

ケ
ア
の

丁
寧
さ

，
母
乳

指
導
の

素
晴
ら

し
さ
に
気

付
か
さ

れ
た
良

い
経
験

に
な
り

ま
し
た

。
ボ
ス

ト
ン
で
お

友
達
に

な
っ
た

日
本
人

の
助
産

師
さ
ん

に
は
大

変
お
世
話

に
な
り

，
お
か

げ
で
子

ど
も
た

ち
と
も

ど
も
元

気
で
帰
国

す
る
こ

と
が
で

き
た
の

で
す
。

を
き

っ
か
け

に

帰
国
後
は

し
ば
ら

く
研
究

職
と
し

て
日
米

を
行
っ

た
り

来
た
り
し

て
い
ま

し
た
が

，
の
東

日
本
大

震
災
を

き

っ
か
け
に

，
こ
こ

日
本
で

，
腰
を

落
ち
着

け
て
お

母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ

ん
の
幸

せ
の
た

め
に
働

き
た
い

と
思
う

よ
う
に

な
り
ま
す

。

年
月

日
午
後

時
分
。
私
は

幸
運
な

こ

と
に

，
自

分
の

子
ど

も
た
ち

を
通

わ
せ
て

い
る

保
育

園
の

近
く

で
，

子
ど

も
た

ち
と
一

緒
に

い
ま
し

た
。

保
育

園
に

戻
る

と
保

育
士

さ
ん

た
ち
が

ほ
か

の
子
ど

も
た

ち
を

パ
ジ

ャ
マ

の
ま

ま
避

難
場

所
で
あ

る
公

園
に
誘

導
し

て
い

ま
し

た
。
私
も

名
ほ
ど

の
子
ど

も
を

抱
え
て

一
生
懸

命
な
保

育
士

さ
ん

た
ち

と
一

緒
に
，

親
の

迎
え
を

待
つ

子
ど

も
た

ち
の

そ
ば

に
い

た
方

が
い
い

と
思

っ
た
の

で
そ

の
場

に
と

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」

年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 ど

ま
り
ま

し
た
。

周
り

は
だ

ん
だ

ん
寒
く

な
っ

て
き

ま
す
。

余
震

の
可
能

性
に

お
っ

か
な

び
っ

く
り
，

保
育

園
に
子

ど
も

た
ち

の
上

着
を

取
り

に
帰

り
，

お
や
つ

を
運

び
，
公

園
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

お
や

つ
や

お
茶

を
分
け

ま
し

た
。
手

回
し

の
発

電
機

で
携

帯
電

話
を

充
電

し
，
防

寒
の

役
に
立

て
ば

と
子

ど
も

た
ち

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト
を

か
ぶ

せ
ま
し

た
。

そ
の

う
ち

暗
く

な
っ

て
き

た
の

で
近
く

の
病

院
の
一

階
フ

ロ
ア

に
寄

せ
て

も
ら

う
こ

と
に

な
り
，

お
な

か
を
す

か
せ

た
子

ど
も

た
ち

の
た

め
に

，
病

院
の
売

店
に

売
っ
て

い
た

パ
ン

や
お

菓
子
を
買

っ
て
皆

で
分
け

ま
し
た

。

徒
歩
で

時
間
も
勤

務
先
か

ら
歩

い
て
き

た
お
母

さ
ん

が
，

子
ど

も
を

見
て

わ
っ
と

泣
き

出
し
な

が
ら

駆
け

寄
り

ま
す

。
お

母
さ

ん
か

ら
知
ら

せ
を

受
け
て

代
わ

り
に

迎
え

に
来
た
ご

親
戚
の

方
が
，
疲
れ
て

病
院
の

ソ
フ
ァ

に
座
り

，

し
ば
ら
く

休
み
を

取
っ
て

い
ま
す

。

そ
の

様
子

を
見

て
，
こ

れ
は

た
だ

事
で
は

な
い

，
と
思

い
ま

し
た

が
，

全
体

像
を
知

っ
た

の
は
夜

中
に

な
っ

て
か

ら
で

し
た

。
わ

が
家

で
は
テ

レ
ビ

を
置
い

て
い

な
い

の
で

す
が

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
か

ら
流

れ
る
大

震
災

の
衝

撃
的

な
映

像
に

，
怖

い
も

の
見
た

さ
で

何
度
も

目
が

釘
付

け
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。
出

勤
し

て
い
た

夫
と

，
た

ま
た

ま
卒

園
遠

足
に

行
っ

て
い
た

長
女

は
夜
中

ま
で

帰
れ

ま
せ

ん
で
し
た

。

被
災

地
の
妊

婦
を
思

う

無
事

だ
っ

た
家

族
を
抱

き
し

め
，

ど
う
す

れ
ば

い
い
か

わ
か

ら
ず

不
安

に
さ

ら
さ
れ

て
い

た
こ
と

を
昨

日
の

こ
と

の
よ

う
に

思
い

出
し

ま
す
。

翌
日

か
ら
，

近
く

の
ス

ー
パ

ー
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
お
水

や
ト

イ
レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
，

お
む

つ
が

姿
を

消
し

ま
し
た

。
遠

く
に
い

る
親

せ
き

が
い

ろ
い

ろ
と

送
っ

て
く

れ
ま
し

た
が

，
自
分

の
家

族
の

食
事

や
保

育
を

含
め

た
生

活
と
，

当
面

の
身
の

振
り

方
に

思
い

を
巡

ら
せ

な
が

ら
も

，
被
災

地
い

る
見
知

ら
ぬ

方
々

，
特

に
お

母
さ

ん
や

赤
ち

ゃ
ん
の

こ
と

が
気
が

か
り

で
な

り
ま

せ
ん
で
し

た
。
な

ぜ
な
ら

，
自
分

の
四
女

は
前
年

の
月

に
生
ま
れ

た
ば
か

り
で
ま

だ
生
後

か
月
。

妊
娠
・

産
後

期
間

の
感

覚
が

残
っ

て
い
た

だ
け

に
，
一

番
デ

リ
ケ

ー
ト

な
時

期
に

災
害

に
遭

っ
た
人

々
は

ど
う
し

て
い

る
の

だ
ろ

う
，

と
い

う
こ

と
が

自
分
の

こ
と

の
よ
う

に
気

に
な

っ
て

い
た
の
で

す
。

そ
の

後
，

し
ば

ら
く
は

努
め

て
普

通
の
生

活
を

過
ご
そ

う
と

し
て

い
ま

し
た

が
，
海

外
や

国
内
に

い
る

事
情

通
の

親
せ

き
，

友
人

か
ら

，
原
発

事
故

か
ら
非

難
し

た
方

が
い

い
の

で
は

と
い

う
連

絡
が
何

度
も

入
り
ま

し
た

。
も

し
一

斉
に

非
難

す
る

事
態

に
な
っ

た
場

合
，
小

さ
な

子
ど

も
を

連
れ

て
周

り
の

足
手

ま
と
い

に
な

っ
て
は

い
け

な
い

か
ら

…
そ

の
一

言
が

，
私

の
背
中

を
押

し
，
後

ろ
め

た
く

思
い

な
が

ら
も

実
家

の
あ

る
東

海
地

方
に

疎
開

し
ま

し
た

。

月
日
の
こ

と
で
す

。
し
か
し
，
実
家

に
は
保

育
園

な
ど

の
預
け
先

が
な
い

た
め
，

朝
か
ら

晩
ま
で

子
ど

も
人
と

過
ご
し
て

い
る

日
間
，
疲

れ
と

興
奮
状

態
と
で

私
は
何

と
な

く
心

落
ち

着
か

ず
，
ス

ッ
キ

リ
し
な

い
気

持
ち

で
し

た
。 自

分
だ

け
こ

う
し

て
安

全
な

と
こ

ろ
に

い
て

い
い

の
？

？
被
災

し
た

お
母
さ

ん
，

特
に
，

小
さ

な
赤

ち
ゃ

ん
を

連
れ

た
お

母
さ

ん
，
妊

婦
さ

ん
は
ど

ん
な

に
か

不
安

で
不

自
由

な
暮

ら
し

を
し
て

い
る

こ
と
か

…
。

自
分

の
抱

っ
こ

ひ
も

の
中

に
い

る
末
っ

子
を

見
な
が

ら
，

自
分

の
子

ど
も

た
ち

の
こ

と
に

集
中
で

き
ず

，
頭
は

い
つ

も
遠

く
離

れ
た
東
北

地
方
の

こ
と
を

思
っ
て

い
ま
し

た
。

被
災

地
の
妊

産
婦
支

援
を
決

意

震
災
後
，

国
内
の

多
く
の

被
災
地

支
援
医

師
募
集

に
応

募
し
た
の

で
す
が

，
す
べ

て
救
急

医
師
，

外
科
医

師
を
募

集
し
て
い

ま
し
た

。
産
婦

人
科
医

が
求
め

ら
れ
る

と
こ
ろ

は
な
い
の

？
と
思

い
な
が

ら
，
災

害
直
後

と
い
う

の
は
産

婦
人
科
医

が
必
要

と
さ
れ

る
時
期

で
は
な

い
の
か

な
，
妊

婦
さ
ん
は

困
っ
て

い
な
い

の
か
な

，
ニ
ー

ズ
は
な

い
の
か

な
，
と
思

っ
て
い

ま
し
た
。

月
日
に
日

本
プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ
ア

連
合
学

会
の
東

日
本
大

震
災
支

援
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（

：
）

か
ら
の

派
遣
依
頼

連
絡
を

受
け
た

時
も
，

つ
い
「

私
は
産

婦
人
科

医
で
す
が

，
い
い

で
す
か

。
診
療

科
に
こ

だ
わ
ら

ず
，
何

で
も
や
り

ま
す
！

ど
ん
な

患
者
さ

ん
で
も

診
ま
す

。
行
か

せ
て
く
だ

さ
い

」
と

一
生
懸

命
で

し
た

。
そ
の

の
派

遣
依
頼
を

受
け
，

現
地
の

妊
婦
さ

ん
や
産

褥
婦
さ

ん
の
ア

セ
ス
メ
ン

ト
や
ニ

ー
ズ
調

査
を
行

っ
て
み

て
初
め

て
，
妊

産
婦
さ
ん

を
扱
え

る
専
門

家
が
い

な
く
て

現
場
で

は
大
変

困
っ
て
い

る
と
い

う
こ
と

が
わ
か

っ
た
の

で
す
。

そ
こ
か

ら
，
妊
婦
健

診
，
産

後
新
生

児
訪

問
，
産
婦

人
科
医

派
遣
，

助
産
院
支

援
，
母

子
の
集

う
場
づ

く
り
な

ど
の
活

動
に
つ

な
が
っ
て

い
き
ま

し
た
。

現
在
は
国

立
保
健

医
療
科

学
院
と

い
う
，

厚
生
労

働
省

の
シ
ン
ク

タ
ン
ク

で
母
子

保
健
の

公
共
政

策
に
か

か
わ
っ

て
い
ま
す

。
震
災

後
の
余

震
や
放

射
能
の

不
安
が

懸
念
さ

れ
る
中
，

自
分
の

子
ど
も

た
ち
を

日
本
に

お
い
て

，
再
び

自
分
だ
け

ア
メ
リ

カ
に
行

く
こ
と

は
で
き

な
い
，

と
い
う

こ
と
も
あ

り
ま
し

た
が
，

被
災
地

の
母
子

に
十
分

な
ケ
ア

が
行
き
届

か
な
い

保
健
医

療
シ
ス

テ
ム
を

目
の
当

た
り
に

し
，
日
本

で
妊
娠

期
か
ら

子
ど
も

期
ま
で

の
連
続

し
た
仕

組
み
づ
く

り
に
関

わ
り
た

い
，
と

思
っ
た

の
で
す

。

こ
の
連
載

で
は
，

助
産
師

さ
ん
が

ど
の
よ

う
に
地

域
の

お
母
さ
ん

た
ち
の

た
め
に

奔
走
し

，
サ
ポ

ー
ト
し

，
喜
ば

れ
た
の
か

を
お
伝

え
し
，

ま
た
，

自
分
た

ち
の
仲

間
が
実

際
に
体
験

し
た
こ

と
か
ら

言
え
る

こ
と
を

，
う
ま

く
い
っ

た
こ
と
も

，
い
か

な
か
っ

た
こ
と

も
，
包

み
隠
さ

ず
シ
ェ

ア
し
て
，

次
の
災

害
後
に

で
き
る

だ
け
早

く
人
々

が
立
ち

直
れ
る
よ

う
，
母

子
が
苦

し
む
姿

を
見
な

く
て
も

す
む
よ

う
，
産
婦

人
科
医

の
目
か

ら
見
て

感
動
し

た
こ
と

を
文
字

－147－－ 153 －
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付されることになっており、この調査では、統計
法(平成19年法律第53号)に基づき厚生労働大臣
の承認を得て人口動態調査死亡票を磁気媒体に転
写した資料の提供を受けている。
（注2）　Advanced Life Support in 
Obstetrics（ALSO）は家庭医や救急医、産科医
向けに作成された2日間の産科救急シミュレーシ
ョ ン コ ー ス で あ る。Basic Life Support in 
Obstetrics（BLSO）はより基礎的内容を扱う1
日間のコースであり、研修医、救急救命士、保健
師などを対象としている。周産期傷病者チェック
シートの活用なども練習できる。
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医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」

年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 自

己
紹

介

み
な
さ
ん

，
は
じ

め
ま
し

て
。
産

婦
人
科

医
の
吉

田
穂

波
で
す
。

私
は

年
に
三
重

大
学
を
卒

業
後
，
聖
路
加

国
際
病

院
で
産
婦

人
科
の

研
修
医

と
し
て

お
産
を

学
び
ま

し
た
。

そ
の
頃
は

，
年
間
に

日
し
か

休
み
が

取
れ
な

い
よ
う

な
，
病
院

に
寝
泊

ま
り
す

る
研
修

医
生
活

が
当
た

り
前
。

仲
間
の
研

修
医
と

助
け
合

い
な
が

ら
「
自

分
が
担

当
し
て

い
る
患
者

さ
ん
の

お
産
は

，
最
初

か
ら
最

後
ま
で

自
分
が

付
き
添
う

！
」
と

い
う
意

気
込
み

で
，
ひ

た
す
ら

患
者
さ

ん
の
ご
主

人
と
腰

を
さ
す

り
，
患

者
さ
ん

の
飲
み

物
を
支

え
，
お
産

の
経
過

を
片
時

も
離
れ

ず
見
せ

て
い
た

だ
い
た

お
か
げ
で

，
お
産

の
な
ん

た
る
か

を
教
え

て
い
た

だ
い
た

の
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

何
も
な

い
時
で

も
，
い

つ
お
産

に
呼
ば
れ

て
も
い

い
よ
う

に
室

あ
っ
た

の
脇
に
あ

る
研
修
医

室
で
糸

結
び
を

し
な
が

ら
待
機

し
，
陣

痛
が
来

て
入
院
し

て
こ
ら

れ
た
妊

婦
さ
ん

が
い
ら

し
た
ら

そ
れ
っ

と
ば
か
り

に
出
て

い
く
…

。
三
度

の
飯
よ

り
お
産

が
好
き

，

と
い
う
研

修
医
生

活
で
し

た
。

心
の

支
え
は

同
僚
の

助
産
師

そ
の
後
，

研
究
を

し
た
り

，
臨
床

を
し
た

り
，
産

婦
人

科
医
と
し

て
普
通

の
生
活

を
送
っ

て
い
た

の
で
す

が
，
夫

の
留
学
に

つ
い
て

滞
在
し

た
ド
イ

ツ
の
フ

ラ
ン
ク

フ
ル
ト

で
産
婦
人

科
の
研

修
を
し

て
い
た

時
，
一

人
目
を

出
産
し

た
こ
と
で

人
生
が

度
変
わ
る

よ
う
な

体
験
を

し
ま
し

た
。
私
が

歳
の
時

で
す
。

そ
れ
は
，

自
分
が

妊
婦
に

な
っ
て

初
め
て

わ
か
っ

た
，

非
医
療
的

な
サ
ポ

ー
ト

の
重
要
性

で
し
た

。

ひ
ど
い
つ

わ
り
で

苦
し
ん

で
「
つ

わ
り
は

甘
え
じ

ゃ
な

い
，
精
神

力
の
弱

さ
じ
ゃ

な
い
，

ど
う
に

も
な
ら

な
い
こ

と
な
ん
だ

」
と
悟

っ
た
時

も
，
腰

痛
や
便

秘
と
い

っ
た
マ

イ
ナ
ー
ト

ラ
ブ
ル

に
不
自

由
を
感

じ
な
が

ら
妊
婦

健
診
で

は
あ
ま
り

問
題
と

さ
れ
な

か
っ
た

時
も

，「
い

い
妊
婦

で
い

な
け
れ
ば

」
と
い

う
変
な

プ
ラ
イ

ド
で
ど

う
す
れ

ば
よ
い

の
か
わ
か

ら
な
く

な
っ
て

い
た
時

も
，
一

番
心
強

い
支
え

は
，
同
僚

の
助
産

師
さ
ん

か
ら
の

温
か
い

受
け
入

れ
と
共

感
の
言
葉

で
し
た

。

「
お
母
さ

ん
が
ハ

ッ
ピ
ー

な
ら
，

赤
ち
ゃ

ん
も
ハ

ッ
ピ
ー

な
の
よ
」

妊
娠
中
の

旅
行
や

ス
ポ
ー

ツ
，
食

事
内
容

や
睡
眠

時
間

な
ど
頭
で

っ
か
ち

に
考
え

て
い
た

私
が
，

助
産
師

さ
ん
の

こ
の
言
葉

で
ど
ん

な
に
楽

に
な
っ

た
か
は

，
と
て

も
言
葉

で
は
表
せ

ま
せ
ん

。

か
か

り
つ
け

助
産
師

の
き
め

細
か

い
対

応

ド
イ
ツ
で

は
妊
娠

中
か
ら

か
か
り

つ
け
の

助
産
師

さ
ん

を
決
め
，

家
庭
訪

問
を
し

て
も
ら

い
，
赤

ち
ゃ
ん

を
迎
え

入
れ
る
た

め
の
準

備
に
か

か
わ
っ

て
も
ら

い
ま
す

。
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド

は
ど
ん

な
と
こ

ろ
に
置

く
の
が

い
い
の

か
，
産

後
に
お
母

さ
ん
の

陰
部
を

消
毒
す

る
た
め

に
使
う

洗
面
器

な
ど
，
出

産
後
の

た
め
に

用
意
す

る
べ
き

も
の
は

何
か
，

母
乳
グ
ッ

ズ
，
妊

婦
さ
ん

に
お
す

す
め
の

ハ
ー
ブ

テ
ィ
や

オ
イ
ル
な

ど
，
助

産
師
さ

ん
か
ら

は
日
常

生
活
の

面
で
た

く
さ
ん
の

ア
ド
バ

イ
ス
を

も
ら
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

担
当
助
産

師
さ
ん

に
は
出

産
時
に

立
ち
会

っ
て
も

ら
う

の
は
も
ち

ろ
ん
，

産
後
も

毎
日
毎

日
自
宅

ま
で
来

て
も
ら

え
ま
す
。

生
ま
れ

て
み
な

い
と
分

か
ら
な

い
こ
と

が
た
く

さ
ん
あ
る

中
で
，

夫
が
育

休
を
取

っ
て
く

れ
た
も

の
の
，

自
分
の
気

持
ち
が

不
安
定

だ
っ
た

り
，
傷

が
痛
か

っ
た
り

。

特
に
，
乳

汁
分
泌

が
尐
な

い
と
思

っ
て
一

滴
一
滴

大
切
に

飲
ま
せ
て

い
た
ら

突
然

日
目
に

乳
房
が

岩
の
よ

う
に
固

く
な
り
，

乳
腺
鬱

滞
が
始

ま
っ
た

の
に
は

本
当
に

驚
き
ま

し
た
。
こ

の
時
も

，
担
当

の
助
産

師
さ
ん

が
す
ぐ

に
来
て

く
れ
，
冷

た
く
冷

や
し
た

ヨ
ー
グ

ル
ト
を

二
枚
の

ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル

で
包
み

，
乳
房

に
当
て

る
為
の

冷
湿
布

を
作
っ

て
く
れ
た

り
，
カ

モ
ミ
ー

ル
テ
ィ

を
煮
出

し
た
お

茶
を
冷

や
し
て
陰

部
を
洗

い
，
そ

の
テ
ィ

ー
パ
ッ

ク
を
冷

た
く
冷

や
し
た
も

の
で
陰

部
の
冷

湿
布
を

作
る
こ

と
を
教

え
て
も

ら
う
な
ど

，
き
め

細
や
か

な
対
応

に
，
ど

れ
だ
け

助
か
っ

た
か
わ
か

り
ま
せ

ん
。

お
か
げ
で

，
そ
の

後
，
ロ

ン
ド
ン

に
移
動

し
て
続

い
た

授
乳
中
は

，
子
ど

も
を
連

れ
て
い

つ
で
も

ど
こ
で

も
，
た

と
え
レ
ス

ト
ラ
ン

の
中
で

も
授
乳

し
て
い

る
ほ
ど

完
全
母

乳
で
生
活

で
き
る

よ
う
に

な
り
，

母
子
と

も
に
と

て
も
幸

せ
な
時
間

を
過
ご

さ
せ
て

も
ら
え

ま
し
た

。

そ
の
後
，

次
女
，

三
女
を

日
本
で

産
ん
だ

後
に
，

三
人

の
子
ど
も

た
ち
を

連
れ
て

ボ
ス
ト

ン
に
留

学
し
ま

す
。
こ

こ
で
四
女

が
生
ま

れ
た
の

で
す
が

，
こ
の

時
に
は

，
日
本

の
助
産
師

さ
ん
の

ケ
ア
の

丁
寧
さ

，
母
乳

指
導
の

素
晴
ら

し
さ
に
気

付
か
さ

れ
た
良

い
経
験

に
な
り

ま
し
た

。
ボ
ス

ト
ン
で
お

友
達
に

な
っ
た

日
本
人

の
助
産

師
さ
ん

に
は
大

変
お
世
話

に
な
り

，
お
か

げ
で
子

ど
も
た

ち
と
も

ど
も
元

気
で
帰
国

す
る
こ

と
が
で

き
た
の

で
す
。

を
き

っ
か
け

に

帰
国
後
は

し
ば
ら

く
研
究

職
と
し

て
日
米

を
行
っ

た
り

来
た
り
し

て
い
ま

し
た
が

，
の
東

日
本
大

震
災
を

き

っ
か
け
に

，
こ
こ

日
本
で

，
腰
を

落
ち
着

け
て
お

母
さ
ん

と
赤
ち
ゃ

ん
の
幸

せ
の
た

め
に
働

き
た
い

と
思
う

よ
う
に

な
り
ま
す

。

年
月

日
午
後

時
分
。
私
は

幸
運
な

こ

と
に

，
自

分
の

子
ど

も
た
ち

を
通

わ
せ
て

い
る

保
育

園
の

近
く

で
，

子
ど

も
た

ち
と
一

緒
に

い
ま
し

た
。

保
育

園
に

戻
る

と
保

育
士

さ
ん

た
ち
が

ほ
か

の
子
ど

も
た

ち
を

パ
ジ

ャ
マ

の
ま

ま
避

難
場

所
で
あ

る
公

園
に
誘

導
し

て
い

ま
し

た
。
私
も

名
ほ
ど

の
子
ど

も
を

抱
え
て

一
生
懸

命
な
保

育
士

さ
ん

た
ち

と
一

緒
に
，

親
の

迎
え
を

待
つ

子
ど

も
た

ち
の

そ
ば

に
い

た
方

が
い
い

と
思

っ
た
の

で
そ

の
場

に
と

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」

年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 ど

ま
り
ま

し
た
。

周
り

は
だ

ん
だ

ん
寒
く

な
っ

て
き

ま
す
。

余
震

の
可
能

性
に

お
っ

か
な

び
っ

く
り
，

保
育

園
に
子

ど
も

た
ち

の
上

着
を

取
り

に
帰

り
，

お
や
つ

を
運

び
，
公

園
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
で

お
や

つ
や

お
茶

を
分
け

ま
し

た
。
手

回
し

の
発

電
機

で
携

帯
電

話
を

充
電

し
，
防

寒
の

役
に
立

て
ば

と
子

ど
も

た
ち

に
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト
を

か
ぶ

せ
ま
し

た
。

そ
の

う
ち

暗
く

な
っ

て
き

た
の

で
近
く

の
病

院
の
一

階
フ

ロ
ア

に
寄

せ
て

も
ら

う
こ

と
に

な
り
，

お
な

か
を
す

か
せ

た
子

ど
も

た
ち

の
た

め
に

，
病

院
の
売

店
に

売
っ
て

い
た

パ
ン

や
お

菓
子
を
買

っ
て
皆

で
分
け

ま
し
た

。

徒
歩
で

時
間
も
勤

務
先
か

ら
歩

い
て
き

た
お
母

さ
ん

が
，

子
ど

も
を

見
て

わ
っ
と

泣
き

出
し
な

が
ら

駆
け

寄
り

ま
す

。
お

母
さ

ん
か

ら
知
ら

せ
を

受
け
て

代
わ

り
に

迎
え

に
来
た
ご

親
戚
の

方
が
，
疲
れ
て

病
院
の

ソ
フ
ァ

に
座
り

，

し
ば
ら
く

休
み
を

取
っ
て

い
ま
す

。

そ
の

様
子

を
見

て
，
こ

れ
は

た
だ

事
で
は

な
い

，
と
思

い
ま

し
た

が
，

全
体

像
を
知

っ
た

の
は
夜

中
に

な
っ

て
か

ら
で

し
た

。
わ

が
家

で
は
テ

レ
ビ

を
置
い

て
い

な
い

の
で

す
が

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
か

ら
流

れ
る
大

震
災

の
衝

撃
的

な
映

像
に

，
怖

い
も

の
見
た

さ
で

何
度
も

目
が

釘
付

け
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。
出

勤
し

て
い
た

夫
と

，
た

ま
た

ま
卒

園
遠

足
に

行
っ

て
い
た

長
女

は
夜
中

ま
で

帰
れ

ま
せ

ん
で
し
た

。

被
災

地
の
妊

婦
を
思

う

無
事

だ
っ

た
家

族
を
抱

き
し

め
，

ど
う
す

れ
ば

い
い
か

わ
か

ら
ず

不
安

に
さ

ら
さ
れ

て
い

た
こ
と

を
昨

日
の

こ
と

の
よ

う
に

思
い

出
し

ま
す
。

翌
日

か
ら
，

近
く

の
ス

ー
パ

ー
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
お
水

や
ト

イ
レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
，

お
む

つ
が

姿
を

消
し

ま
し
た

。
遠

く
に
い

る
親

せ
き

が
い

ろ
い

ろ
と

送
っ

て
く

れ
ま
し

た
が

，
自
分

の
家

族
の

食
事

や
保

育
を

含
め

た
生

活
と
，

当
面

の
身
の

振
り

方
に

思
い

を
巡

ら
せ

な
が

ら
も

，
被
災

地
い

る
見
知

ら
ぬ

方
々

，
特

に
お

母
さ

ん
や

赤
ち

ゃ
ん
の

こ
と

が
気
が

か
り

で
な

り
ま

せ
ん
で
し

た
。
な

ぜ
な
ら

，
自
分

の
四
女

は
前
年

の
月

に
生
ま
れ

た
ば
か

り
で
ま

だ
生
後

か
月
。

妊
娠
・

産
後

期
間

の
感

覚
が

残
っ

て
い
た

だ
け

に
，
一

番
デ

リ
ケ

ー
ト

な
時

期
に

災
害

に
遭

っ
た
人

々
は

ど
う
し

て
い

る
の

だ
ろ

う
，

と
い

う
こ

と
が

自
分
の

こ
と

の
よ
う

に
気

に
な

っ
て

い
た
の
で

す
。

そ
の

後
，

し
ば

ら
く
は

努
め

て
普

通
の
生

活
を

過
ご
そ

う
と

し
て

い
ま

し
た

が
，
海

外
や

国
内
に

い
る

事
情

通
の

親
せ

き
，

友
人

か
ら

，
原
発

事
故

か
ら
非

難
し

た
方

が
い

い
の

で
は

と
い

う
連

絡
が
何

度
も

入
り
ま

し
た

。
も

し
一

斉
に

非
難

す
る

事
態

に
な
っ

た
場

合
，
小

さ
な

子
ど

も
を

連
れ

て
周

り
の

足
手

ま
と
い

に
な

っ
て
は

い
け

な
い

か
ら

…
そ

の
一

言
が

，
私

の
背
中

を
押

し
，
後

ろ
め

た
く

思
い

な
が

ら
も

実
家

の
あ

る
東

海
地

方
に

疎
開

し
ま

し
た

。

月
日
の
こ

と
で
す

。
し
か
し
，
実
家

に
は
保

育
園

な
ど

の
預
け
先

が
な
い

た
め
，

朝
か
ら

晩
ま
で

子
ど

も
人
と

過
ご
し
て

い
る

日
間
，
疲

れ
と

興
奮
状

態
と
で

私
は
何

と
な

く
心

落
ち

着
か

ず
，
ス

ッ
キ

リ
し
な

い
気

持
ち

で
し

た
。 自

分
だ

け
こ

う
し

て
安

全
な

と
こ

ろ
に

い
て

い
い

の
？

？
被
災

し
た

お
母
さ

ん
，

特
に
，

小
さ

な
赤

ち
ゃ

ん
を

連
れ

た
お

母
さ

ん
，
妊

婦
さ

ん
は
ど

ん
な

に
か

不
安

で
不

自
由

な
暮

ら
し

を
し
て

い
る

こ
と
か

…
。

自
分

の
抱

っ
こ

ひ
も

の
中

に
い

る
末
っ

子
を

見
な
が

ら
，

自
分

の
子

ど
も

た
ち

の
こ

と
に

集
中
で

き
ず

，
頭
は

い
つ

も
遠

く
離

れ
た
東
北

地
方
の

こ
と
を

思
っ
て

い
ま
し

た
。

被
災

地
の
妊

産
婦
支

援
を
決

意

震
災
後
，

国
内
の

多
く
の

被
災
地

支
援
医

師
募
集

に
応

募
し
た
の

で
す
が

，
す
べ

て
救
急

医
師
，

外
科
医

師
を
募

集
し
て
い

ま
し
た

。
産
婦

人
科
医

が
求
め

ら
れ
る

と
こ
ろ

は
な
い
の

？
と
思

い
な
が

ら
，
災

害
直
後

と
い
う

の
は
産

婦
人
科
医

が
必
要

と
さ
れ

る
時
期

で
は
な

い
の
か

な
，
妊

婦
さ
ん
は

困
っ
て

い
な
い

の
か
な

，
ニ
ー

ズ
は
な

い
の
か

な
，
と
思

っ
て
い

ま
し
た
。

月
日
に
日

本
プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ
ア

連
合
学

会
の
東

日
本
大

震
災
支

援
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（

：
）

か
ら
の

派
遣
依
頼

連
絡
を

受
け
た

時
も
，

つ
い
「

私
は
産

婦
人
科

医
で
す
が

，
い
い

で
す
か

。
診
療

科
に
こ

だ
わ
ら

ず
，
何

で
も
や
り

ま
す
！

ど
ん
な

患
者
さ

ん
で
も

診
ま
す

。
行
か

せ
て
く
だ

さ
い

」
と

一
生
懸

命
で

し
た

。
そ
の

の
派

遣
依
頼
を

受
け
，

現
地
の

妊
婦
さ

ん
や
産

褥
婦
さ

ん
の
ア

セ
ス
メ
ン

ト
や
ニ

ー
ズ
調

査
を
行

っ
て
み

て
初
め

て
，
妊

産
婦
さ
ん

を
扱
え

る
専
門

家
が
い

な
く
て

現
場
で

は
大
変

困
っ
て
い

る
と
い

う
こ
と

が
わ
か

っ
た
の

で
す
。

そ
こ
か

ら
，
妊
婦
健

診
，
産

後
新
生

児
訪

問
，
産
婦

人
科
医

派
遣
，

助
産
院
支

援
，
母

子
の
集

う
場
づ

く
り
な

ど
の
活

動
に
つ

な
が
っ
て

い
き
ま

し
た
。

現
在
は
国

立
保
健

医
療
科

学
院
と

い
う
，

厚
生
労

働
省

の
シ
ン
ク

タ
ン
ク

で
母
子

保
健
の

公
共
政

策
に
か

か
わ
っ

て
い
ま
す

。
震
災

後
の
余

震
や
放

射
能
の

不
安
が

懸
念
さ

れ
る
中
，

自
分
の

子
ど
も

た
ち
を

日
本
に

お
い
て

，
再
び

自
分
だ
け

ア
メ
リ

カ
に
行

く
こ
と

は
で
き

な
い
，

と
い
う

こ
と
も
あ

り
ま
し

た
が
，

被
災
地

の
母
子

に
十
分

な
ケ
ア

が
行
き
届

か
な
い

保
健
医

療
シ
ス

テ
ム
を

目
の
当

た
り
に

し
，
日
本

で
妊
娠

期
か
ら

子
ど
も

期
ま
で

の
連
続

し
た
仕

組
み
づ
く

り
に
関

わ
り
た

い
，
と

思
っ
た

の
で
す

。

こ
の
連
載

で
は
，

助
産
師

さ
ん
が

ど
の
よ

う
に
地

域
の

お
母
さ
ん

た
ち
の

た
め
に

奔
走
し

，
サ
ポ

ー
ト
し

，
喜
ば

れ
た
の
か

を
お
伝

え
し
，

ま
た
，

自
分
た

ち
の
仲

間
が
実

際
に
体
験

し
た
こ

と
か
ら

言
え
る

こ
と
を

，
う
ま

く
い
っ

た
こ
と
も

，
い
か

な
か
っ

た
こ
と

も
，
包

み
隠
さ

ず
シ
ェ

ア
し
て
，

次
の
災

害
後
に

で
き
る

だ
け
早

く
人
々

が
立
ち

直
れ
る
よ

う
，
母

子
が
苦

し
む
姿

を
見
な

く
て
も

す
む
よ

う
，
産
婦

人
科
医

の
目
か

ら
見
て

感
動
し

た
こ
と

を
文
字
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 に

し
，
文

章
に
し

，
記
録

に
残
し

て
次
の

震
災
に

役
立
て

て
も
ら
い

た
い
，

と
思
っ

て
い
ま

す
。

こ
の
連
載

が
き
っ

か
け
と

な
っ
て

，
お
母

さ
ん
と

赤
ち

ゃ
ん
を
守

る
全
国

の
助
産

師
さ
ん

た
ち
と

出
会
い

，
励
ま

し
あ
い
合

い
，
支
え

合
い
，
心

が
通

じ
合
い

ま
す
よ

う
に
。

こ
れ
か
ら

し
ば
ら

く
の
間

，
ど
う

ぞ
よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た
し
ま

す
。

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
2
月
号

P1
58

-1
63

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
」

 
 は

じ
め

に

災
害
と

母
子

保
健

に
つ

い
て

，
東

日
本

大
震

災
前

の
周
産

期
ケ
ア

専
門

家
の

認
識

は
ど
の
よ

う
な

も
の

だ
っ

た
の

で
し

ょ
う
か
？

以
前
の

私
は

産
婦

人
科

医
と

し
て

「
い

い
お

産
が

目
標
」

で
し
た

が
，

自
分

が
産

後
に
と
て

も
苦

労
し

た
こ

と
か

ら
，

「
お
産

は
ゴ

ー
ル

で
は

な
く
ス
タ

ー
ト

だ
」

と
身

に
し

み
て

感
じ
ま
し

た
。

ま
た
，
私

は
自
分

自
身
も

そ
う
で

あ
る
た

め
，
自

分
の
世

話
を
後
回

し
に
し

て
し
ま

う
お
母

さ
ん
が

，
い
つ

も
気
に

か

か
っ
て
い

ま
し
た

。
「
お

母
さ
ん

に
も
っ

と
注
意

と
い
た

わ

り
を
向
け

て
あ
げ

て
ほ
し

い
」
「

育
児
不

安
で
つ

ら
い
人

を

人
で

も
減
ら

し
た
い

」
「
子
育

て
が
大

切
な
こ

と
だ
と

わ

か
っ
て
は

い
る
け

れ
ど
，

“
孤
独

”
を
感

じ
て
し

ま
う
人

を

人
で

も
癒
し

た
い
」

―
―
。

そ
の
よ

う
な

気
持

ち
か

ら
，

東
日

本
大

震
災

後
，

母
子
保

健
お
よ

び
公

衆
衛

生
専

門
家
を
求

め
て

い
た

日
本

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
連

合
学

会
の

派
遣
医
師

募
集

に
手

を
挙

げ
，

月

日
か
ら

日
本
プ

ラ
イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会
東

日
本
大

震

災
支
援

チ
ー

ム
（

）
メ
ン
バ

ー
の

一
員

と
し

て
宮

城
県

石
巻
地

域
，

女
川

町
，

東
松
島
市

で
の

妊
産

婦
支

援
を

始
め

ま
し
た

。

国
際

基
準
を

知
っ
て

い
れ
ば

…

初
め
て

災
害

医
療

と
い

う
現

場
に

飛
び

込
ん

だ
私

は
，
そ

こ
で
，

災
害

時
の

妊
産

婦
ケ
ア
に

お
け

る
国

際
基

準
は

ど
の

よ
う
に

な
っ
て
い

る
の
か

，
し
ら

み
つ
ぶ

し
に
調

べ
ま
し

た
。

そ
の
結

果
，

国
際

的
な

災
害

医
療

現
場

で
も

，
「

お
産
は

自
然
で

日
常

的
な

営
み

で
あ
り
，

災
害

時
に

救
う

の
は

非
日

常
に
苦

し
む

人
々

」
と

さ
れ
，
緊

急
人

道
援

助
の

分
野

や
災

害
医
療
・
紛
争
医

療
の
中

で
も
“

R
ep
r
od
u
ct
i
ve
 H
e
a
lt
h”

は
，
つ

い
最

近
ま

で
お

ざ
な
り
に

な
っ

て
き

た
と

い
う

こ
と

が
わ
か

り
ま

し
た

。
災

害
時
で
も

平
時

で
も

出
産

は
止

め
ら

れ
な
い

こ
と

な
の

に
，

そ
し
て
，

リ
ス

ク
の

な
い

お
産

は
な

い
の
に
も

か
か
わ

ら
ず
，

で
す
。

国
際
基

準
を

知
り

，
今

回
の

震
災

で
は

も
っ

と
強

く
明
確

に
，「

で
は
，
そ

し
て
国

連
の

声
明
で

は
，
妊

産
婦
さ

ん

や
乳
幼

児
が

災
害

時
に

命
を
落
と

し
や

す
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い
て

は
っ

き
り

示
し

て
あ
り
，

真
っ

先
に

妊
婦

さ
ん

を
避

難
さ
せ
る

べ
き
だ

と
書
い

て
あ
る

」「
災
害
時

だ
か
ら

こ
そ

，

母
乳

を
継

続
さ

せ
る

支
援

が
重

要
だ

」
と

“
外

圧
”

を
頼

り
に

行
政

側
に

訴
え

れ
ば

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
き

ち
ん

と
根

拠
を

示
し

，
「

」
「

国
連

」
の

名
を

使
え

ば
，
行

政
に

対
し

て
は

と
て

も
説

得
力

が
あ

る
と

い
う

こ

と
を

，
地

方
行

政
側

と
の

交
渉

を
通

じ
て

学
び

ま
し

た
。

ぜ
ひ

，
助

産
師

さ
ん

に
は

次
に

来
る

か
も

し
れ

な
い

災
害

で
は

，
こ

れ
ら

の
国

際
的

な
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

「
水

戸
黄

門
の

ご
印

籠
」
の

よ
う

に
利

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思

い
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま
な

国
際
基

準

具
体
的

な
妊

産
婦

救
護

の
国

際
基

準
に

は
表

の
よ

う
な
も

の
が
あ
り

ま
す
。

表
中
の

で
は

，
災
害

時
の

女
性
に

対
し
ど

の
よ
う

な
支
援
が

必
要
か
，

と
い
う

模
式
図

を
準
備

し
て
お

り
，

災
害
地

に
送

る
キ

ッ
ト

も
用
意
し

て
い

ま
し

た
。

世
界

中
ど

こ
か
ら

要
請

が
あ

っ
て

も
，
す
ぐ

に
女

性
や

子
ど

も
た

ち
に

特
化
し

た
医

療
物

資
が

送
ら
れ
る

手
は

ず
を

整
え

て
い

た
の

で
す
。

し
か
し

，
東

日
本

大
震

災
で

こ
の

要
請

を
し

た
者

は
い
ま

せ
ん
で

し
た

。
こ

れ
ま

で
の
助
産

師
や

産
婦

人
科

医
の

領
域

と
，
災

害
医

療
と

が
か

け
離
れ
て

お
り

，
両

方
の

知
識

が
あ

る
人
が
現

地
に
い

な
か
っ

た
か
ら

な
の
で

し
ょ
う

。

で
は

，
全

体
の
目

標
を
被

災
者

の
死

亡
率

，
罹

患

率
，
障

害
率

を
下

げ
る

こ
と
に
お

い
て

お
り

，
そ

の
た

め
に

を
含
む

性
感

染
症
の

予
防
，

母
体

死
亡

と
新

生
児

死
亡

の
低
下

，
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア

の
中

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
，
強
姦
や

の
予
防
な

ど
さ
ま

ざ
ま
な

方

法
を
示
し

て
い
ま

す
。

ま
た
，
女
性
用

の
キ
ッ

ト
は
，
災
害

後
か

月
間
で

必

要
と
さ

れ
る

診
療

用
具

が
含
ま
れ

て
お

り
，

た
と

え
ば

周
産

期
死
亡

を
軽

減
す

る
た

め
に
は

時
間

い
つ

で
も
対

応
可

能
な
分

娩
施

設
，

清
潔

な
分
娩
キ

ッ
ト

，
地

域
全

体
で

こ
の

よ
う
な

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ
れ
て

い
る

と
い

う
認

識
が

重
要

で
あ
る

と
書

か
れ

，
そ

の
た
め
の

分
娩

キ
ッ

ト
，

流
産

処
置

キ
ッ
ト

，
縫

合
キ

ッ
ト

，
吸
引
分

娩
キ

ッ
ト

が
含

ま
れ

て
い

ま
す
。

災
害
時

に
女

性
医

療
や

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス
診

療
用
物

資
が

不
足

し
た

場
合
，
下

記
国

連
の

担
当

機
関

に
連

絡
を
す
れ

ば
，
す

ぐ
に
物

資
を
送

っ
て
く

れ
ま
す

。

電
話

：

：

表
妊
産

婦
救
護

の
国
際

基
準
の

一
例

●
ス

フ
ィ
ア

・
ス
タ

ン
ダ
ー

ド

・
子
ど

も
，

女
性

，
高

齢
者
，
障

が
い

者
，

難
民

，
マ

イ
ノ

リ
テ
ィ

へ
の

特
別

な
配

慮
と
保
護

の
必

要
性

の
観

点
か

ら
，

あ
ら
ゆ
る

行
動
基

準
を
設

定
し
て

い
る
。

・
妊
婦

と
授

乳
中

の
母

親
に
は
優

先
的

に
食

料
供

給
や

現
金

給
付
を
行

な
う
こ

と
。

・
妊
婦

，
授

乳
中

の
母

親
，
乳
児

を
対

象
と

し
た

支
援

活
動

に
は
授
乳

指
導
の

専
門
家

を
含
め

る
こ
と

。

・
新
生

児
の

母
親

を
対

象
と
し
，

完
全

母
乳

の
支

援
を

行
な
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第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
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い
こ
と
」

 
 う

こ
と
。

●
人

道
支
援

時
に
お

け
る
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス
に

関
す

る
（

国
連

）
機

関
間

フ
ィ

ー
ル

ド
・

マ
ニ

ュ
ア

ル

（

）
：

図

妊
産
婦

・
新

生
児

へ
の

具
体
的
配

慮
を

必
須

項
目

と
し

て
挙

げ
て
お
り

，
以
下

の
方
策

を
奨
励

し
て
い

る
。

・
妊
産

婦
の

食
料

，
寝

具
，
衣
服

，
家

庭
用

製
品

，
現

金
お

よ
び
そ

の
他

，
緊

急
支

援
パ
ッ
ケ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
可

能
と
な
る

よ
う
優

先
的
に

配
慮
す

る
。

・
現
金

給
付

は
，

支
援

物
資
の
配

布
に

比
べ

受
給

者
の

尊
厳

を
生
み

出
す

ツ
ー

ル
で

あ
り
，
特

に
女

性
の

受
給

者
に

と
っ

て
有
益
で

あ
る
。

・
妊
産

婦
の

健
康

を
確

保
し
緊
急

時
に

お
け

る
リ

ス
ク

を
軽

減
す
る

た
め

に
，

妊
産

婦
が
必
要

と
す

る
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

十
分
に

把
握

し
，

妊
娠

継
続
や
母

乳
育

児
の

た
め

の
栄

養
サ

プ
リ
メ
ン

ト
を
支

給
す
る

。

・
専
門

家
に

よ
る

母
乳

指
導
を
優

先
的

に
行

う
（

可
能

で
あ

れ
ば
出
産

後
１
時

間
以
内

に
開
始

）
。

● ・
被
災
女

性
に
特

化
し
た

ア
セ
ス

メ
ン
ト

・
シ
ー

ト
。

・
日
本

語
訳

さ
れ

て
お

ら
ず
，
今

ま
で

の
災

害
で

は
使

用
経

験
が
な
い

。

・
年
齢

，
教

育
，

避
難

所
に
い
る

期
間

，
戸

主
，

妊
娠

・
出

産
歴
，

妊
娠

経
過

，
妊

婦
健
診
受

診
状

況
，

母
乳

継
続

，
避

妊
状
況
。

● ・
全
世
界

の
協
力
国

に
よ
っ

て
作
ら

れ
た
。

・
災
害

時
に

脆
弱

性
を

持
つ
集
団

に
つ

い
て

明
記

さ
れ

て
い

る
。

・
日
本

で
も

，
こ

の
災

害
時
要
援

護
者

の
定

義
を

取
り

入
れ

て
い
る
。

地
域

住
民
の

健
康
を

改
善
さ

せ
る

た
め

の
“

掘
り
起

し
”

こ
の
よ
う
に
，
同
じ
災
害
で
も
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
い
災
害
時
要
援
護
者
，
つ
ま
り

①
心

身
障

害
者

（
肢

体
不

自
由

者
，

知
的

障
害

者
，

内

部
障
害
者
，
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
）

②
認
知
症
や
体
力
的
に
衰
え
の
あ
る
高
齢
者

③
日

常
的

に
は

健
常

者
で

あ
っ

て
も

理
解

力
や

判
断

力

の
乏
し
い
乳
幼
児

④
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
人

⑤
一

時
的

な
行

動
支

障
を

負
っ

て
い

る
妊

産
婦

や
傷

病

者

に
関
し
て
は
，
上
述
の
災
害
医
療
の
テ
キ
ス
ト
に
は
載

っ
て
い
て
も
，
実
際
に
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で

特
に

注
意

を
払

わ
れ

て
い

る
と

い
う

場
面

は
見

ら
れ

ま

せ
ん
で
し
た
。

災
害
後
，
私
た
ち
の
先
遣
部
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
宮
城
県

女
川

に
支

援
に

入
っ

た
イ

ス
ラ

エ
ル

軍
災

害
援

助
隊

の

内
科
，
外
科
，
小
児
科
，
産
婦
人
科
，
耳
鼻
科
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
“
移
動
診
療
所
”
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
活
動

し
た
時
に
驚
い
た
こ
と
は
，
彼
ら
が
国
外
の
災
害
援
助
経

験
に
も
と
づ
き
，
豊
富
な
機
材
を
持
参

し
て
い
た
こ
と
で

す
。
特
に
産
科
で
は
，
ポ
ー
タ
ブ
ル
超
音
波
診
断
装
置
や

内
診
台
の
み
な
ら
ず
分
娩
台
，
新
生
児
蘇
生
設
備
ま
で
空

輸
し
て
き
て
お
り
，
被
災
地
で
も
お
産
が
あ
る
こ
と
を
当

然
と
し
て
い
ま
し
た
。

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
2
月
号

P1
58

-1
63

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
」

 
 

災
害
時
に
は
，
病
気
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
，
怪
我

を
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
，
妊
婦
さ
ん
お
よ
び
乳
児
を

特
別
に
扱
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
，
災
害
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
で
，
妊
産
婦
お
よ
び
乳
児
が
，
ほ
か
の
人
よ
り

も
さ

ま
ざ

ま
な

健
康

被
害

を
出

し
や

す
い

と
い

う
こ

と

が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

人
の
怪
我
だ
け
で
は
な
く
避
難
所
の
生
活
そ
の
も
の

を
見
る
公
衆
衛
生
的
な
視
点
か
ら
の
医
療
支
援
・
避
難
所

管
理
も
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

に
は
そ
う
し
た
知
識

に
長
け
た
医
療
者
が
多
く
，
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
予
防
医

学
・

地
域

医
療

と
い

う
側

面
か

ら
対

応
し

て
き

ま
し

た
。

日
本
と
い
う
福
祉
先
進
国
に
お
い
て
は
，
要
介
護
高
齢
者

が
被
災
者
の
大
多
数
を
占
め
る
中
，
地
域
医
療
や
在
宅
医

療
，
老
人
医
療
を
よ
く
知
る

メ
ン
バ
ー
は
，
そ
う

し
た
要
援
護
者
の
存
在
を
早
く
か
ら
察
知
し
，
病
院
で
待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
，
訪
問
診
療
の
観
点
か
ら
避
難

所
内
で
自
分
か
ら
患
者
を
探
し
，
診
療
し
て
い
く
と
い
っ

た
“
掘
り
起
こ
し
タ
イ
プ
”
の
支
援
を
行
な
い
，
真
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
際
保
健
の
分
野
で
よ
く
知
ら
れ
る
「
地
域
住

民
の
健
康

を
い
か

に
改
善

さ
せ
る

か
」
と

い
う
セ

オ
リ
ー

と

共
通
す
る

も
の
が

あ
り
，

災
害
時

に
は
一

番
必
要

と
さ
れ

た

ス
タ
イ
ル

だ
っ
た

と
思
い

ま
す
。

気
持

ち
を
押

し
殺
す

妊
産
婦

や
母

親

大
震

災
の

あ
と

で
，
助

産
師

さ
ん

と
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

宮
城

県
の

石
巻

，
南

三
陸

，
女

川
，

東
松

島
で

妊
産

婦
さ

ん
の

支
援

活
動

を
行

な
う

中
，

多
く

の
妊

産
婦

が
自

分
の

気
持
ち

を
押

し
殺

し
て

い
る
と
感

じ
ま

し
た

。
避

難
所

に
は

不
眠
や

皮
膚

ト
ラ

ブ
ル

に
悩
む
女

性
が

多
く

，
中

に
は

実
父

を
亡
く

し
た

シ
ョ

ッ
ク
で

母
乳
が

出
な

く
な

っ
た

ケ
ー
ス

や
，

虐
待
は

し
て

い
な

い
け

れ
ど
，
と

に
か

く
疲

れ
て

シ
ョ

ッ
ク

を
受
け

て
，

子
ど

も
た

ち
の
こ
と

が
か

わ
い

い
と

思
え

な
い

母
親
が
い

ま
し
た

。

被
災
地
外

の
の
ニ

ュ
ー
ス
で

は
，
被

災
地
の

人
々
の

忍

耐
を
「

美
徳

」
の

よ
う

に
報
道
し

ま
す

。
し

か
し

，
そ

の
場

に
入
っ
て

み
る
と

，
決

し
て
美
徳

で
は
な

く
，「

忍
耐
で
き

な

い
奴
は
弱

い
」「

甘
え
て
い

る
」「

我
慢

で
き
な

い
こ
と

は
恥

」

と
い
う
空

気
が
流

れ
て
い

る
よ
う

に
感
じ

ま
し
た

。
し
か

し
，

何
も
し

な
く

て
も

ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ

の
多

い
妊

婦
さ

ん
や

赤
ち
ゃ
ん

に
「

我
慢

」「
忍

耐
」
を

強
い
る

こ
と
は

，
か

わ
い

そ
う
ど

こ
ろ

で
は

な
く

，
健
康
上

の
悪

影
響

を
も

た
ら

す
こ

と
に
つ
な

が
り
ま

す
。

本
来
，

産
後

は
「

医
療

」
と

「
行

政
」

の
両

方
か

ら
の
サ

ポ
ー
ト

が
必

要
な

の
に

，
い
ず
れ

も
震

災
の

混
乱

で
機

能
ま

ひ
に
陥

り
，

守
備

範
囲

を
縮
小
す

る
中

，
母

子
が

支
援

の
谷

間
に
落

ち
て

し
ま

い
ま

し
た
。

東
日
本

大
震

災
で

は
，

そ
れ

ま
で
の

母
親

を
取

り
巻

く
サ
ポ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
の

不
足

部
分

が
露
呈

し
，

多
く

の
母

親
，
父
親

，
あ

る
い

は
主

要
養

育
者

た
ち
が

十
分

な
支

援
を

受
け
ら
れ

な
い

ま
ま

，
孤

立
と

不
安

に
さ
ら
さ

れ
た
の

で
す
。

良
好

な
養

育
環

境
を

受
け
る
こ

と
は

，
子

ど
も

の
権

利
条

約
で
う

た
っ

て
い

る
よ

う
に
，
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

の
権

利
で
す

。
倫

理
的

に
考

え
れ
ば
，

た
っ

た
１

人
で

も
，

孤
立

し
，
精

神
的

に
不

安
定

な
子
ど
も

が
置

き
去

り
に

さ
れ

る
べ

き
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。

被
災
地

で
支

援
を

行
な

う
中

で
出

会
っ

た
あ

る
小

児
科
医

が
こ
う
言

い
ま
し

た
。「

赤
ち

ゃ
ん

に
と
っ

て
は
お

母
さ
ん

が

シ
ェ
ル

タ
ー

の
よ

う
な

も
の
で
す

。
お

母
さ

ん
の

精
神

状
態

は
赤
ち

ゃ
ん

に
伝

わ
り

ま
す
。
お

母
さ

ん
が

不
安

で
心

細
く

思
っ
て
い

れ
ば
，

赤
ち
ゃ

ん
も
影

響
を
受

け
ま
す

」。

私
は

，
「

な
る

ほ
ど

な
ぁ

。
子

ど
も

と
，

子
ど

も
を

守

る
母

親
の

心
を

満
た

す
こ

と
が

大
切

な
ん

だ
よ

な
」

と
，

こ
の

医
師

の
言

葉
が

深
く

心
に

残
り

ま
し

た
。

出
産

は
社
会

的
な
こ

と

今
回

，
災

害
医

療
現

場
に
入
っ

て
知

っ
た

こ
と

で
す

が
，

日
本
の

災
害

救
急

医
療

チ
ー
ム
の

中
に

，
産

婦
人

科
医

や
助

産
師
は

入
っ

て
い

ま
せ

ん
。
誰
も

，
そ

の
こ

と
を

不
思

議
と

は
思
っ

て
い

な
い

様
子

で
し
た
。

な
ぜ

な
ら

，
災

害
で

救
助

す
べ
き
は
「

医
療

的
な
」
支

援
が

必
要
な

重
症
患

者
で
，
「

病

気
で
は

な
い

」
妊

娠
・

出
産
は
「

社
会

的
な

」
問

題
と

み
な

さ
れ
，

支
援

が
必

要
で

あ
る
と
い

う
認

識
が

な
か

っ
た

の
で

す
。
し

か
し

，
「

社
会

的
な
」
「

自
然

な
」

お
産

が
，

高
度

医
療
技

術
の

必
要

な
「

医
療
的
」

病
気

よ
り

も
軽

視
さ

れ
て

よ
い
の
で

し
ょ
う

か
？

尐
子
高

齢
化

の
中

で
，

妊
婦

さ
ん

は
貴

重
で

稀
有

な
存
在

で
あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
，
社
会

シ
ス

テ
ム

や
高

齢
者

の
マ

イ
ン
ド

は
出

産
数

が
多

か
っ
た

年
前

の
ま

ま
で
あ

る
た

め
，
相

変
わ

ら
ず

妊
娠

・
出
産
を

尊
重

す
る

風
潮

が
な

く
，

「
自
分

で
作

っ
た

の
だ

か
ら
勝
手

に
産

め
」

「
母

親
が

し
っ

か
り
育

て
て

当
た

り
前

」
と
い
う

前
時

代
的

な
部

分
が

残
っ

て
い
ま

す
。

災
害

に
関

す
る
あ
り

と
あ

ら
ゆ

る
予

防
策

は
男

性
の
担

当
と

さ
れ

，
女

性
の
視
点

が
入

る
余

地
は

あ
り

ま
せ

ん
で
し
た

。

避
難
所

や
市

役
所

で
も

「
も

っ
と

優
先

す
べ

き
こ

と
が
あ

－149－－ 155 －
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役
割

第
１
回

連
載
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

 
 に

し
，
文

章
に
し

，
記
録

に
残
し

て
次
の

震
災
に

役
立
て

て
も
ら
い

た
い
，

と
思
っ

て
い
ま

す
。

こ
の
連
載

が
き
っ

か
け
と

な
っ
て

，
お
母

さ
ん
と

赤
ち

ゃ
ん
を
守

る
全
国

の
助
産

師
さ
ん

た
ち
と

出
会
い

，
励
ま

し
あ
い
合

い
，
支
え

合
い
，
心

が
通

じ
合
い

ま
す
よ

う
に
。

こ
れ
か
ら

し
ば
ら

く
の
間

，
ど
う

ぞ
よ
ろ

し
く
お

願
い

い
た
し
ま

す
。

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」
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年
2
月
号
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災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
」

 
 は

じ
め

に

災
害
と

母
子

保
健

に
つ

い
て

，
東

日
本

大
震

災
前

の
周
産

期
ケ
ア

専
門

家
の

認
識

は
ど
の
よ

う
な

も
の

だ
っ

た
の

で
し

ょ
う
か
？

以
前
の

私
は

産
婦

人
科

医
と

し
て

「
い

い
お

産
が

目
標
」

で
し
た

が
，

自
分

が
産

後
に
と
て

も
苦

労
し

た
こ

と
か

ら
，

「
お
産

は
ゴ

ー
ル

で
は

な
く
ス
タ

ー
ト

だ
」

と
身

に
し

み
て

感
じ
ま
し

た
。

ま
た
，
私

は
自
分

自
身
も

そ
う
で

あ
る
た

め
，
自

分
の
世

話
を
後
回

し
に
し

て
し
ま

う
お
母

さ
ん
が

，
い
つ

も
気
に

か

か
っ
て
い

ま
し
た

。
「
お

母
さ
ん

に
も
っ

と
注
意

と
い
た

わ

り
を
向
け

て
あ
げ

て
ほ
し

い
」
「

育
児
不

安
で
つ

ら
い
人

を

人
で

も
減
ら

し
た
い

」
「
子
育

て
が
大

切
な
こ

と
だ
と

わ

か
っ
て
は

い
る
け

れ
ど
，

“
孤
独

”
を
感

じ
て
し

ま
う
人

を

人
で

も
癒
し

た
い
」

―
―
。

そ
の
よ

う
な

気
持

ち
か

ら
，

東
日

本
大

震
災

後
，

母
子
保

健
お
よ

び
公

衆
衛

生
専

門
家
を
求

め
て

い
た

日
本

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
連

合
学

会
の

派
遣
医
師

募
集

に
手

を
挙

げ
，

月

日
か
ら

日
本
プ

ラ
イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会
東

日
本
大

震

災
支
援

チ
ー

ム
（

）
メ
ン
バ

ー
の

一
員

と
し

て
宮

城
県

石
巻
地

域
，

女
川

町
，

東
松
島
市

で
の

妊
産

婦
支

援
を

始
め

ま
し
た

。

国
際

基
準
を

知
っ
て

い
れ
ば

…

初
め
て

災
害

医
療

と
い

う
現

場
に

飛
び

込
ん

だ
私

は
，
そ

こ
で
，

災
害

時
の

妊
産

婦
ケ
ア
に

お
け

る
国

際
基

準
は

ど
の

よ
う
に

な
っ
て
い

る
の
か

，
し
ら

み
つ
ぶ

し
に
調

べ
ま
し

た
。

そ
の
結

果
，

国
際

的
な

災
害

医
療

現
場

で
も

，
「

お
産
は

自
然
で

日
常

的
な

営
み

で
あ
り
，

災
害

時
に

救
う

の
は

非
日

常
に
苦

し
む

人
々

」
と

さ
れ
，
緊

急
人

道
援

助
の

分
野

や
災

害
医
療
・
紛
争
医

療
の
中

で
も
“

R
ep
r
od
u
ct
i
ve
 H
e
a
lt
h”

は
，
つ

い
最

近
ま

で
お

ざ
な
り
に

な
っ

て
き

た
と

い
う

こ
と

が
わ
か

り
ま

し
た

。
災

害
時
で
も

平
時

で
も

出
産

は
止

め
ら

れ
な
い

こ
と

な
の

に
，

そ
し
て
，

リ
ス

ク
の

な
い

お
産

は
な

い
の
に
も

か
か
わ

ら
ず
，

で
す
。

国
際
基

準
を

知
り

，
今

回
の

震
災

で
は

も
っ

と
強

く
明
確

に
，「

で
は
，
そ

し
て
国

連
の

声
明
で

は
，
妊

産
婦
さ

ん

や
乳
幼

児
が

災
害

時
に

命
を
落
と

し
や

す
い

と
い

う
こ

と
に

つ
い
て

は
っ

き
り

示
し

て
あ
り
，

真
っ

先
に

妊
婦

さ
ん

を
避

難
さ
せ
る

べ
き
だ

と
書
い

て
あ
る

」「
災
害
時

だ
か
ら

こ
そ

，

母
乳

を
継

続
さ

せ
る

支
援

が
重

要
だ

」
と

“
外

圧
”

を
頼

り
に

行
政

側
に

訴
え

れ
ば

よ
か

っ
た

と
思

い
ま

し
た

。
き

ち
ん

と
根

拠
を

示
し

，
「

」
「

国
連

」
の

名
を

使
え

ば
，
行

政
に

対
し

て
は

と
て

も
説

得
力

が
あ

る
と

い
う

こ

と
を

，
地

方
行

政
側

と
の

交
渉

を
通

じ
て

学
び

ま
し

た
。

ぜ
ひ

，
助

産
師

さ
ん

に
は

次
に

来
る

か
も

し
れ

な
い

災
害

で
は

，
こ

れ
ら

の
国

際
的

な
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
を

「
水

戸
黄

門
の

ご
印

籠
」
の

よ
う

に
利

用
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思

い
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま
な

国
際
基

準

具
体
的

な
妊

産
婦

救
護

の
国

際
基

準
に

は
表

の
よ

う
な
も

の
が
あ
り

ま
す
。

表
中
の

で
は

，
災
害

時
の

女
性
に

対
し
ど

の
よ
う

な
支
援
が

必
要
か
，

と
い
う

模
式
図

を
準
備

し
て
お

り
，

災
害
地

に
送

る
キ

ッ
ト

も
用
意
し

て
い

ま
し

た
。

世
界

中
ど

こ
か
ら

要
請

が
あ

っ
て

も
，
す
ぐ

に
女

性
や

子
ど

も
た

ち
に

特
化
し

た
医

療
物

資
が

送
ら
れ
る

手
は

ず
を

整
え

て
い

た
の

で
す
。

し
か
し

，
東

日
本

大
震

災
で

こ
の

要
請

を
し

た
者

は
い
ま

せ
ん
で

し
た

。
こ

れ
ま

で
の
助
産

師
や

産
婦

人
科

医
の

領
域

と
，
災

害
医

療
と

が
か

け
離
れ
て

お
り

，
両

方
の

知
識

が
あ

る
人
が
現

地
に
い

な
か
っ

た
か
ら

な
の
で

し
ょ
う

。

で
は

，
全

体
の
目

標
を
被

災
者

の
死

亡
率

，
罹

患

率
，
障

害
率

を
下

げ
る

こ
と
に
お

い
て

お
り

，
そ

の
た

め
に

を
含
む

性
感

染
症
の

予
防
，

母
体

死
亡

と
新

生
児

死
亡

の
低
下

，
プ

ラ
イ

マ
リ

ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア

の
中

の
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル

ス
，
強
姦
や

の
予
防
な

ど
さ
ま

ざ
ま
な

方

法
を
示
し

て
い
ま

す
。

ま
た
，
女
性
用

の
キ
ッ

ト
は
，
災
害

後
か

月
間
で

必

要
と
さ

れ
る

診
療

用
具

が
含
ま
れ

て
お

り
，

た
と

え
ば

周
産

期
死
亡

を
軽

減
す

る
た

め
に
は

時
間

い
つ

で
も
対

応
可

能
な
分

娩
施

設
，

清
潔

な
分
娩
キ

ッ
ト

，
地

域
全

体
で

こ
の

よ
う
な

サ
ー

ビ
ス

が
提

供
さ
れ
て

い
る

と
い

う
認

識
が

重
要

で
あ
る

と
書

か
れ

，
そ

の
た
め
の

分
娩

キ
ッ

ト
，

流
産

処
置

キ
ッ
ト

，
縫

合
キ

ッ
ト

，
吸
引
分

娩
キ

ッ
ト

が
含

ま
れ

て
い

ま
す
。

災
害
時

に
女

性
医

療
や

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス
診

療
用
物

資
が

不
足

し
た

場
合
，
下

記
国

連
の

担
当

機
関

に
連

絡
を
す
れ

ば
，
す

ぐ
に
物

資
を
送

っ
て
く

れ
ま
す

。

電
話

：

：

表
妊
産

婦
救
護

の
国
際

基
準
の

一
例

●
ス

フ
ィ
ア

・
ス
タ

ン
ダ
ー

ド

・
子
ど

も
，

女
性

，
高

齢
者
，
障

が
い

者
，

難
民

，
マ

イ
ノ

リ
テ
ィ

へ
の

特
別

な
配

慮
と
保
護

の
必

要
性

の
観

点
か

ら
，

あ
ら
ゆ
る

行
動
基

準
を
設

定
し
て

い
る
。

・
妊
婦

と
授

乳
中

の
母

親
に
は
優

先
的

に
食

料
供

給
や

現
金

給
付
を
行

な
う
こ

と
。

・
妊
婦

，
授

乳
中

の
母

親
，
乳
児

を
対

象
と

し
た

支
援

活
動

に
は
授
乳

指
導
の

専
門
家

を
含
め

る
こ
と

。

・
新
生

児
の

母
親

を
対

象
と
し
，

完
全

母
乳

の
支

援
を

行
な

－148－－ 154 －
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こ
と
。

●
人

道
支
援

時
に
お

け
る
リ

プ
ロ

ダ
ク

テ
ィ

ブ
・
ヘ

ル
ス
に

関
す

る
（

国
連

）
機

関
間

フ
ィ

ー
ル

ド
・

マ
ニ

ュ
ア

ル

（

）
：

図

妊
産
婦

・
新

生
児

へ
の

具
体
的
配

慮
を

必
須

項
目

と
し

て
挙

げ
て
お
り

，
以
下

の
方
策

を
奨
励

し
て
い

る
。

・
妊
産

婦
の

食
料

，
寝

具
，
衣
服

，
家

庭
用

製
品

，
現

金
お

よ
び
そ

の
他

，
緊

急
支

援
パ
ッ
ケ

ー
ジ

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
可

能
と
な
る

よ
う
優

先
的
に

配
慮
す

る
。

・
現
金

給
付

は
，

支
援

物
資
の
配

布
に

比
べ

受
給

者
の

尊
厳

を
生
み

出
す

ツ
ー

ル
で

あ
り
，
特

に
女

性
の

受
給

者
に

と
っ

て
有
益
で

あ
る
。

・
妊
産

婦
の

健
康

を
確

保
し
緊
急

時
に

お
け

る
リ

ス
ク

を
軽

減
す
る

た
め

に
，

妊
産

婦
が
必
要

と
す

る
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

十
分
に

把
握

し
，

妊
娠

継
続
や
母

乳
育

児
の

た
め

の
栄

養
サ

プ
リ
メ
ン

ト
を
支

給
す
る

。

・
専
門

家
に

よ
る

母
乳

指
導
を
優

先
的

に
行

う
（

可
能

で
あ

れ
ば
出
産

後
１
時

間
以
内

に
開
始

）
。

● ・
被
災
女

性
に
特

化
し
た

ア
セ
ス

メ
ン
ト

・
シ
ー

ト
。

・
日
本

語
訳

さ
れ

て
お

ら
ず
，
今

ま
で

の
災

害
で

は
使

用
経

験
が
な
い

。

・
年
齢

，
教

育
，

避
難

所
に
い
る

期
間

，
戸

主
，

妊
娠

・
出

産
歴
，

妊
娠

経
過

，
妊

婦
健
診
受

診
状

況
，

母
乳

継
続

，
避

妊
状
況
。

● ・
全
世
界

の
協
力
国

に
よ
っ

て
作
ら

れ
た
。

・
災
害

時
に

脆
弱

性
を

持
つ
集
団

に
つ

い
て

明
記

さ
れ

て
い

る
。

・
日
本

で
も

，
こ

の
災

害
時
要
援

護
者

の
定

義
を

取
り

入
れ

て
い
る
。

地
域

住
民
の

健
康
を

改
善
さ

せ
る

た
め

の
“

掘
り
起

し
”

こ
の
よ
う
に
，
同
じ
災
害
で
も
受
け
る
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
い
災
害
時
要
援
護
者
，
つ
ま
り

①
心

身
障

害
者

（
肢

体
不

自
由

者
，

知
的

障
害

者
，

内

部
障
害
者
，
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
）

②
認
知
症
や
体
力
的
に
衰
え
の
あ
る
高
齢
者

③
日

常
的

に
は

健
常

者
で

あ
っ

て
も

理
解

力
や

判
断

力

の
乏
し
い
乳
幼
児

④
日
本
語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
人

⑤
一

時
的

な
行

動
支

障
を

負
っ

て
い

る
妊

産
婦

や
傷

病

者

に
関
し
て
は
，
上
述
の
災
害
医
療
の
テ
キ
ス
ト
に
は
載

っ
て
い
て
も
，
実
際
に
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で

特
に

注
意

を
払

わ
れ

て
い

る
と

い
う

場
面

は
見

ら
れ

ま

せ
ん
で
し
た
。

災
害
後
，
私
た
ち
の
先
遣
部
隊
の
メ
ン
バ
ー
が
宮
城
県

女
川

に
支

援
に

入
っ

た
イ

ス
ラ

エ
ル

軍
災

害
援

助
隊

の

内
科
，
外
科
，
小
児
科
，
産
婦
人
科
，
耳
鼻
科
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
“
移
動
診
療
所
”
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
活
動

し
た
時
に
驚
い
た
こ
と
は
，
彼
ら
が
国
外
の
災
害
援
助
経

験
に
も
と
づ
き
，
豊
富
な
機
材
を
持
参

し
て
い
た
こ
と
で

す
。
特
に
産
科
で
は
，
ポ
ー
タ
ブ
ル
超
音
波
診
断
装
置
や

内
診
台
の
み
な
ら
ず
分
娩
台
，
新
生
児
蘇
生
設
備
ま
で
空

輸
し
て
き
て
お
り
，
被
災
地
で
も
お
産
が
あ
る
こ
と
を
当

然
と
し
て
い
ま
し
た
。
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災
害
時
に
は
，
病
気
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
，
怪
我

を
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
，
妊
婦
さ
ん
お
よ
び
乳
児
を

特
別
に
扱
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
，
災
害
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
で
，
妊
産
婦
お
よ
び
乳
児
が
，
ほ
か
の
人
よ
り

も
さ

ま
ざ

ま
な

健
康

被
害

を
出

し
や

す
い

と
い

う
こ

と

が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

人
の
怪
我
だ
け
で
は
な
く
避
難
所
の
生
活
そ
の
も
の

を
見
る
公
衆
衛
生
的
な
視
点
か
ら
の
医
療
支
援
・
避
難
所

管
理
も
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

に
は
そ
う
し
た
知
識

に
長
け
た
医
療
者
が
多
く
，
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
予
防
医

学
・

地
域

医
療

と
い

う
側

面
か

ら
対

応
し

て
き

ま
し

た
。

日
本
と
い
う
福
祉
先
進
国
に
お
い
て
は
，
要
介
護
高
齢
者

が
被
災
者
の
大
多
数
を
占
め
る
中
，
地
域
医
療
や
在
宅
医

療
，
老
人
医
療
を
よ
く
知
る

メ
ン
バ
ー
は
，
そ
う

し
た
要
援
護
者
の
存
在
を
早
く
か
ら
察
知
し
，
病
院
で
待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
，
訪
問
診
療
の
観
点
か
ら
避
難

所
内
で
自
分
か
ら
患
者
を
探
し
，
診
療
し
て
い
く
と
い
っ

た
“
掘
り
起
こ
し
タ
イ
プ
”
の
支
援
を
行
な
い
，
真
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
際
保
健
の
分
野
で
よ
く
知
ら
れ
る
「
地
域
住

民
の
健
康

を
い
か

に
改
善

さ
せ
る

か
」
と

い
う
セ

オ
リ
ー

と

共
通
す
る

も
の
が

あ
り
，

災
害
時

に
は
一

番
必
要

と
さ
れ

た

ス
タ
イ
ル

だ
っ
た

と
思
い

ま
す
。

気
持

ち
を
押

し
殺
す

妊
産
婦

や
母

親

大
震

災
の

あ
と

で
，
助

産
師

さ
ん

と
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

宮
城

県
の

石
巻

，
南

三
陸

，
女

川
，

東
松

島
で

妊
産

婦
さ

ん
の

支
援

活
動

を
行

な
う

中
，

多
く

の
妊

産
婦

が
自

分
の

気
持
ち

を
押

し
殺

し
て

い
る
と
感

じ
ま

し
た

。
避

難
所

に
は

不
眠
や

皮
膚

ト
ラ

ブ
ル

に
悩
む
女

性
が

多
く

，
中

に
は

実
父

を
亡
く

し
た

シ
ョ

ッ
ク
で

母
乳
が

出
な

く
な

っ
た

ケ
ー
ス

や
，

虐
待
は

し
て

い
な

い
け

れ
ど
，
と

に
か

く
疲

れ
て

シ
ョ

ッ
ク

を
受
け

て
，

子
ど

も
た

ち
の
こ
と

が
か

わ
い

い
と

思
え

な
い

母
親
が
い

ま
し
た

。

被
災
地
外

の
の
ニ

ュ
ー
ス
で

は
，
被

災
地
の

人
々
の

忍

耐
を
「

美
徳

」
の

よ
う

に
報
道
し

ま
す

。
し

か
し

，
そ

の
場

に
入
っ
て

み
る
と

，
決

し
て
美
徳

で
は
な

く
，「

忍
耐
で
き

な

い
奴
は
弱

い
」「

甘
え
て
い

る
」「

我
慢

で
き
な

い
こ
と

は
恥

」

と
い
う
空

気
が
流

れ
て
い

る
よ
う

に
感
じ

ま
し
た

。
し
か

し
，

何
も
し

な
く

て
も

ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ

の
多

い
妊

婦
さ

ん
や

赤
ち
ゃ
ん

に
「

我
慢

」「
忍

耐
」
を

強
い
る

こ
と
は

，
か

わ
い

そ
う
ど

こ
ろ

で
は

な
く

，
健
康
上

の
悪

影
響

を
も

た
ら

す
こ

と
に
つ
な

が
り
ま

す
。

本
来
，

産
後

は
「

医
療

」
と

「
行

政
」

の
両

方
か

ら
の
サ

ポ
ー
ト

が
必

要
な

の
に

，
い
ず
れ

も
震

災
の

混
乱

で
機

能
ま

ひ
に
陥

り
，

守
備

範
囲

を
縮
小
す

る
中

，
母

子
が

支
援

の
谷

間
に
落

ち
て

し
ま

い
ま

し
た
。

東
日
本

大
震

災
で

は
，

そ
れ

ま
で
の

母
親

を
取

り
巻

く
サ
ポ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
の

不
足

部
分

が
露
呈

し
，

多
く

の
母

親
，
父
親

，
あ

る
い

は
主

要
養

育
者

た
ち
が

十
分

な
支

援
を

受
け
ら
れ

な
い

ま
ま

，
孤

立
と

不
安

に
さ
ら
さ

れ
た
の

で
す
。

良
好

な
養

育
環

境
を

受
け
る
こ

と
は

，
子

ど
も

の
権

利
条

約
で
う

た
っ

て
い

る
よ

う
に
，
す

べ
て

の
子

ど
も

た
ち

の
権

利
で
す

。
倫

理
的

に
考

え
れ
ば
，

た
っ

た
１

人
で

も
，

孤
立

し
，
精

神
的

に
不

安
定

な
子
ど
も

が
置

き
去

り
に

さ
れ

る
べ

き
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。

被
災
地

で
支

援
を

行
な

う
中

で
出

会
っ

た
あ

る
小

児
科
医

が
こ
う
言

い
ま
し

た
。「

赤
ち

ゃ
ん

に
と
っ

て
は
お

母
さ
ん

が

シ
ェ
ル

タ
ー

の
よ

う
な

も
の
で
す

。
お

母
さ

ん
の

精
神

状
態

は
赤
ち

ゃ
ん

に
伝

わ
り

ま
す
。
お

母
さ

ん
が

不
安

で
心

細
く

思
っ
て
い

れ
ば
，

赤
ち
ゃ

ん
も
影

響
を
受

け
ま
す

」。

私
は

，
「

な
る

ほ
ど

な
ぁ

。
子

ど
も

と
，

子
ど

も
を

守

る
母

親
の

心
を

満
た

す
こ

と
が

大
切

な
ん

だ
よ

な
」

と
，

こ
の

医
師

の
言

葉
が

深
く

心
に

残
り

ま
し

た
。

出
産

は
社
会

的
な
こ

と

今
回

，
災

害
医

療
現

場
に
入
っ

て
知

っ
た

こ
と

で
す

が
，

日
本
の

災
害

救
急

医
療

チ
ー
ム
の

中
に

，
産

婦
人

科
医

や
助

産
師
は

入
っ

て
い

ま
せ

ん
。
誰
も

，
そ

の
こ

と
を

不
思

議
と

は
思
っ

て
い

な
い

様
子

で
し
た
。

な
ぜ

な
ら

，
災

害
で

救
助

す
べ
き
は
「

医
療

的
な
」
支

援
が

必
要
な

重
症
患

者
で
，
「

病

気
で
は

な
い

」
妊

娠
・

出
産
は
「

社
会

的
な

」
問

題
と

み
な

さ
れ
，

支
援

が
必

要
で

あ
る
と
い

う
認

識
が

な
か

っ
た

の
で

す
。
し

か
し

，
「

社
会

的
な
」
「

自
然

な
」

お
産

が
，

高
度

医
療
技

術
の

必
要

な
「

医
療
的
」

病
気

よ
り

も
軽

視
さ

れ
て

よ
い
の
で

し
ょ
う

か
？

尐
子
高

齢
化

の
中

で
，

妊
婦

さ
ん

は
貴

重
で

稀
有

な
存
在

で
あ
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
，
社
会

シ
ス

テ
ム

や
高

齢
者

の
マ

イ
ン
ド

は
出

産
数

が
多

か
っ
た

年
前

の
ま

ま
で
あ

る
た

め
，
相

変
わ

ら
ず

妊
娠

・
出
産
を

尊
重

す
る

風
潮

が
な

く
，

「
自
分

で
作

っ
た

の
だ

か
ら
勝
手

に
産

め
」

「
母

親
が

し
っ

か
り
育

て
て

当
た

り
前

」
と
い
う

前
時

代
的

な
部

分
が

残
っ

て
い
ま

す
。

災
害

に
関

す
る
あ
り

と
あ

ら
ゆ

る
予

防
策

は
男

性
の
担

当
と

さ
れ

，
女

性
の
視
点

が
入

る
余

地
は

あ
り

ま
せ

ん
で
し
た

。

避
難
所

や
市

役
所

で
も

「
も

っ
と

優
先

す
べ

き
こ

と
が
あ

－149－－ 155 －
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災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
」

 
 る

」
「

も
っ

と
大

事
な

こ
と
を
話

し
て

い
る

」
と

，
妊

産
婦

さ
ん
が

不
安

で
不

衛
生

で
，
冷
た

く
ひ

も
じ

い
状

況
に

お
か

れ
て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は
，
あ

ま
り

耳
を

傾
け

て
も

ら
え

ま
せ
ん

。
役

所
や

地
域

の
上
層
部

に
と

っ
て

は
，

イ
ン

フ
ラ

整
備
や

住
宅

建
設

，
街

の
復
興
が

最
優

先
事

項
で

，
あ

ま
り

に
も
周

囲
が

お
母

さ
ん

と
子
ど
も

の
状

況
に

関
し

て
無

関
心

な
の
で
す

。

そ
ん
な

中
，

助
産

師
や

小
児

科
医

の
メ

ン
バ

ー
も

，
「
自

分
た
ち

が
妊

産
婦

さ
ん

，
新
生
児

の
こ

と
ば

か
り

言
う

こ
と

が
，
果

た
し

て
い

い
こ

と
な
の
か

？
」

「
行

政
か

ら
の

依
頼

を
受
け

ず
に

妊
婦

さ
ん

や
新
生
児

の
健

康
を

確
認

し
て

歩
く

こ
と
は

正
し

い
こ

と
な

の
か
？
」

と
，

不
安

を
感

じ
始

め
ま

し
た
。

支
援

活
動

の
チ

ー
ム

の
仲
間
は

皆
，

災
害

後
の

支
援

活
動

は
初
め

て
で

，
産

婦
人

科
医
，
助

産
師

，
小

児
科

医
と

し
て

の
純
粋

で
熱

い
人

間
性

に
突
き
動

か
さ

れ
て

集
ま

っ
た

人
た

ち
ば
か

り
で

す
。

自
ら

も
情
報
不

足
や

物
資

不
足

，
食

糧
不

足
の
中

で
極

度
の

緊
張

状
態
に
あ

り
，

仕
事

や
家

族
に

対
し

強
い
責

任
感

を
持

ち
な

が
ら
も
，

被
災

地
支

援
の

た
め

に
無

理
を
し

て
時

間
を

作
っ

て
き
て
く

れ
た

有
志

で
す

。
私

は
，

現
地
に

派
遣

さ
れ

て
い

る
仲
間
と

，
こ

ま
め

に
電

話
で

や
り

と
り
を

し
な

が
ら

，
「

子
ど
も
の

安
全

を
守

る
こ

と
，

そ
し

て
そ
の

シ
ェ

ル
タ

ー
で
あ

る
お
母

さ
ん

を
ケ

ア
す

る
こ
と

は
，

と
っ
て

も
大

事
な

こ
と

な
ん
だ
よ

」
と

励
ま

し
続

け
て

い
ま

し
た
。

そ
う

し
な

け
れ

ば
，
ど
ん

な
に

タ
フ

な
人

々
も

，
心

が
折
れ
そ

う
だ
っ

た
の
で

す
。

支
援

者
の
た

め
の
支

援
シ
ス

テ
ム

こ
の

よ
う

な
中

，
産

前
・
産
後

の
母

親
，

そ
し

て
そ

の
支

援
者
で

あ
る

保
健

師
，

助
産
師
，

看
護

師
，

産
婦

人
科

医
，

小
児
科

医
，

保
育

士
，

養
護
教
諭

，
児

童
相

談
所

等
職

員
，

精
神
科

医
，

臨
床

心
理

士
，
警
察

官
，

そ
の

他
の

各
種

専
門

職
種
を
す

べ
て
つ

な
い
で

支
援
す

る
，「

支
援

者
の
た

め
の
支

援
シ
ス
テ

ム
」
が

絶
対
に

必
要
だ

，
と
感

じ
ま
し

た
。

た
と

え
ば

，
私

た
ち

が
足
を
棒

に
し

て
避

難
所

や
半

壊
住

宅
で
産

後
訪

問
を

し
て

も
，
掘
り

起
こ

し
た

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
受
け

皿
が

あ
り

ま
せ

ん
。
産
前

・
産

後
の

母
親

の
支

援
者

で
あ
る

身
近

な
人

々
や

地
域
の
人

が
頼

り
た

く
て

も
頼

る
先

の
情
報

が
あ

り
ま

せ
ん

。
も
し
母

親
が

何
か

相
談

で
き

る
人

が
い
た

と
し

て
も

，
そ

の
悩
み
を

聞
い

た
人

が
問

題
を

解
決

で
き
ず
に

苦
し
む

，
と
い

う
こ
と

に
な
っ

て
し
ま

い
ま
す

。

被
災

地
だ

け
で

な
く

，
全
国
ど

こ
の

場
所

で
も

簡
単

に
ア

ク
セ
ス

で
き

る
相

談
所

や
テ
レ

フ
ォ

ン
セ
ン

タ
ー

な
ど

の
社

会
資
源

の
活

用
，

民
間

団
体

，
と

の
連

携
に

つ
い
て

情

報
提
供

を
し

，
率

先
し

て
活
動
と

活
動

と
を

つ
な

ぐ
活

動
が

必
要
だ

と
感
じ
ま

し
た
。

助
け

を
求
め

ら
れ
な

い
人
を

救
う

年
ほ

ど
前

か
ら

日
本

で
は

，
個

人
主

義
や

自
己

責
任

，

自
助
な

ど
の

内
容

が
強

く
教
え
ら

れ
，

助
け

を
求

め
ら

れ
な

い
世
代

が
親

に
な

っ
て

い
ま
す
。

実
際

に
，

支
援

を
必

要
と

す
る
人

ほ
ど

，
「

自
分

か
ら
は
支

援
を

求
め

な
い

」
と

い
う

こ
と
を

，
今

回
の

被
災

地
支
援
で

痛
感

し
ま

し
た

。
病

院
に

来
ら
れ
る

人
は
ま

だ
い
い

ほ
う
で

，
老
人

や
子
ど

も
を
抱

え
，

車
な
ど

の
交

通
手

段
を

持
た
ず
，

健
康

状
態

が
悪

い
人

の
ほ

う
が
，

自
分

か
ら

は
医

療
や
行
政

に
助

け
を

求
め

ら
れ

な
い

の
で
す
。
こ

れ
は
，
災

害
が
あ

っ
て

も
な
く

て
も
同

じ
で

す
。

普
段
の

生
活

を
い

つ
も

よ
り

心
を

込
め

て
過

ご
す

こ
と
の

大
切
さ

や
家

族
の

あ
り

が
た
み
は

，
震

災
後

日
本

の
誰

も
が

感
じ

た
こ

と
で

し
ょ

う
。

震
災

直
後

，
家

族
を

ぎ
ゅ

ー
っ

と
抱

き
し

め
，
当

た
り

前
の

日
常

が
な

ん
と

か
け

が
え

の

な
い

も
の

で
あ

っ
た

か
を

か
み

し
め

た
日

々
。
わ

れ
わ

れ

日
本

人
が

心
の

奥
に

隠
し

て
き

た
他

者
へ

の
思

い
，
日

本

と
い

う
国

に
対

す
る

希
望

，
愛

情
，

人
と

の
つ

な
が

り
に

対
す

る
畏

敬
，
自

然
と

い
う

も
の

に
対

す
る

畏
怖

が
改

め

て
顔

を
の

ぞ
か

せ
た

の
も

こ
の

時
で
す

。

震
災

後
は

，
日

本
中

が
，
東
北

に
い

る
他

者
の

こ
と

を
思

い
，
被
災
し

て
つ
ら

い
状
況

の
中

，
や

さ
し

く
い

た
わ

り
合

う
人

々
に

励
ま

さ
れ

ま
し

た
。
そ

の
日

本
人

の
優

し
さ

と

強
さ

が
，

現
在

抱
え

て
い

る
弱

点
を

凌
駕

し
，

悲
し

み
を

希
望

に
変

え
る

力
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。

今
月
の
教

訓

●
多

く
の

妊
産

婦
さ

ん
は

自
分

の
気

持
ち

を
押

し
殺

し
て

い
る
。

●
だ
か
ら

こ
そ
，
真
っ
先

に
妊
産

婦
さ
ん

を
避
難

さ
せ
る

べ

き
だ
っ
た

。
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第

3
回

被
災
地
で
，
助
産
師
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由

 
 普

通
の

人
へ

の
ケ
ア

私
を
被

災
地

支
援

活
動

に
迎

え
入

れ
て

く
れ

た
日

本
プ
ラ

イ
マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
で
は
，

そ
の

人
を

ト
ー

タ
ル

に
見

る
，
つ

ま
り

，
病

気
の

部
分
だ
け

で
は

な
く

家
族

背
景

や
仕

事
の
ス

ト
レ

ス
，

人
生

に
お
い
て

幸
せ

か
ど

う
か

ま
で

を
考

え
て
診

療
を

す
る

人
た

ち
に
多
く

出
会

い
ま

し
た

。
こ

の
学

会
の
東
日

本
大
震

災
支
援

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

(P
CA

T)
は

，
今
ま

で
救
急
救

命
が
中

心
だ
っ

た
災
害

医
療
に

，「
普
通
の

人
へ
の

ケ
ア
」

と
い

う
視

点
を

入
れ
た
，

国
内

で
は

初
め

て
の

災
害

復
興
支
援

チ
ー
ム

で
し
た

。
 

震
災

2
週
間

後
か
ら

地
元
の

つ
て

を
た
ど

っ
て
次

々
と
家

庭
医
た

ち
が

被
災

地
に

赴
き
，
壊

滅
状

態
だ

っ
た

被
災

地
で

の
診
療

に
あ

た
り

ま
し

た
。
東
北

地
方

で
は

日
本

の
ど

こ
で

も
見
ら

れ
る

よ
う

に
少

子
化
を
反

映
し

て
妊

産
婦

・
乳

幼
児

が
少
数

派
で

，
日

ご
ろ

か
ら
産
婦

人
科

医
・

小
児

科
医

不
足

で
も
悩

ん
で

い
ま

し
た

。
災
害
の

時
は

な
お

さ
ら

，
そ

ん
な

少
数
の

こ
と

に
か

ま
っ
て

い
ら
れ

な
い

と
い

う
状

況
に
な

り
，

ど
う
し

て
も

妊
婦

さ
ん

や
赤
ち
ゃ

ん
の

安
全

・
安

心
面

に
は

目
が
向

け
ら

れ
て

い
な

か
っ
た
の

で
す

。
私

た
ち

の
妊

産
婦

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
CA

T 
の

中
の

妊
産

婦
支

援
部

門
で

あ
る

PC
O

T；
Pr

im
ar

y 
Ca

re
 fo

r 
O

bs
te

tr
ic

sT
ea

m
)で

は
，
そ

の
よ

う
な

状
況

に
危
機
感

を
抱

き
，

震
災

後
長

期
に

わ
た
っ

て
継

続
的

に
助

産
師
と
医

師
を

被
災

地
に

派
遣

し
，

現
地
の

妊
婦

さ
ん

や
産

後
の
お
母

さ
ん

た
ち

の
サ

ポ
ー

ト
に

努
め
て
き

ま
し
た

。
 

  
助

産
師

と
医

師
の

共
通
点

被
災
地

で
は

，
避

難
所

の
生

活
そ

の
も

の
を

見
る

公
衆
衛

生
的
な

視
点

か
ら

の
医

療
支
援
・

避
難

所
管

理
が

必
要

と
さ

れ
ま
し
た

。
PC

AT
 は

も
と

も
と

プ
ラ
イ

マ
リ
・

ヘ
ル
ス

・

ケ
ア

(P
ri

m
ar

y 
H

ea
lth

 C
ar

e)
と
い

う
地
域

医
療
・
予

防
医

療
に
重

き
を

置
い

て
い

る
医
師
お

よ
び

専
門

家
か

ら
構

成
さ

れ
る
チ
ー

ム
で
す

。
日
本

に
お
け

る
地
域

医
療
や

在
宅
医

療
，

老
人
医
療

に
身
近

な
PC

AT
 メ

ン
バ
ー

は
，
そ

う
し
た

支
援

の
重
要

性
を

早
く

か
ら

察
知
し
，

避
難

所
内

で
も

自
分

か
ら

患
者
を

探
し

，
診

療
し

て
い
く
と

い
っ

た
掘

り
起

こ
し

タ
イ

プ
の
支

援
を

行
な

い
，

真
の
ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
っ

た
の

で
す
。

こ
れ

は
，

国
際

保
健
の
分

野
で

よ
く

知
ら

れ
る

「
地

域
住
民

の
健

康
を

い
か

に
改
善
す

る
か

」
と

い
う

セ
オ

リ
ー

と
共
通

す
る

も
の

が
あ

り
ま
す
。

こ
の

点
で

，
助

産
師

さ
ん

と
医
師

に
は
共

通
点
が
あ

り
ま
し

た
。

訪
問

診
療
の

視
点

産
婦
人

科
医

は
，

基
本

的
に

施
設

ベ
ー

ス
で

診
療

を
し
，

訪
問
診

療
と

い
う

ス
タ

イ
ル
を
取

り
ま

せ
ん

。
い

つ
何

時
容

体
が
変

わ
る

か
ど

う
か

が
わ
か
ら

な
い

妊
娠

時
期

に
あ

っ
て

は
，
い
つ

で
も
帝

王
切
開

が
で
き

る
よ
う

な
診
療

所
や
病

院
，

最
低
限

で
も

超
音

波
検

査
機
器
や

胎
児

心
拍

モ
ニ

タ
ー

が
な

い
と
診

断
が

つ
け

ら
れ

な
い
と
い

う
認

識
が

あ
り

ま
す

。
世

界
で
群

を
抜

い
て

高
い

日
本
の
周

産
期

医
療

レ
ベ

ル
，

そ
し

て
い
つ

も
心

の
隅

に
引

っ
掛
か
っ

て
い

る
産

科
の

訴
訟

リ
ス

ク
。
こ

れ
ら

長
い

間
の

高
い
医
療

安
全

意
識

の
な

か
で

産
婦

人
科
医

は
分

娩
時

の
環
境

に
対
し

慎
重

に
な

っ
て

き
ま
し

た
。

一
方
，
地

域
の
助

産
師
さ

ん
は
訪

問
を
得

意
と
し

て
い
ま

す
。

そ
し
て

，
こ

ち
ら

か
ら

サ
ー
ビ
ス

を
出

前
す

る
よ

う
な

ア
ウ

ト
リ
ー

チ
型

の
方

法
が

，
災
害
後

の
母

子
保

健
に

は
最

も
適

し
て
い

た
の

で
す

。
私

た
ち
が
，

疲
弊

し
て

い
る

被
災

地
の

保
健
所

の
支

援
を

申
し

出
た
時
に

，
地

元
の

保
健

師
さ

ん
か

ら
頼
ま
れ

た
こ
と

が
あ
り

ま
し
た

。「
遠
く
の

親
せ
き

を
頼
っ

て
避
難

し
て

い
る

産
後

の
方
の
新

生
児

訪
問

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん
か
」

と
。
車

で
時
間

も
時

間
も
か

け
て

産
後
の

褥

婦
さ
ん
を

訪
ね
る

と
，
そ

れ
だ
け

で
日
が

終
わ
っ

て
し
ま

い
ま
す

。
「
行
政

に
勤

務
す

る
助

産
師

さ
ん

は
数

が
少
な

く
，

手
が
回
ら

な
い
ん

で
す
」

と
の
こ

と
で
し

た
。

私
た
ち

は
，

日
本

助
産

師
会

か
ら

派
遣

し
て

い
た

だ
い

た

や
る
気

満
々

の
助

産
師

さ
ん
た
ち

に
車

を
提

供
し

，
褥

婦
さ

ん
の
い

る
場

所
を

伝
え

，
産
後
の

新
生

児
訪

問
に

行
っ

て
い

た
だ
き

ま
し

た
。

初
め

て
の
道
で

，
ま

だ
舗

装
さ

れ
て

い
な

い
道
も

あ
り

ま
す

。
畑

が
あ
っ
た

と
こ

ろ
が

根
こ

そ
ぎ

失
わ

れ
，
平

ら
に

な
っ

た
土

地
を
横
目

に
，

こ
ん

な
と

こ
ろ

に
人

が
住
ん

で
い

る
の

か
と

思
い
な
が

ら
車

を
走

ら
せ

ま
し

た
。

カ
ー
ナ

ビ
と

地
形

が
一

致
し
な
い

場
所

も
た

く
さ

ん
あ

り
ま

し
た
。
そ

の
よ
う

な
な
か

で
も
助

産
師
さ

ん
は
，

「
そ
こ
に

妊
婦
さ

ん
が
い

る
」

「
そ
こ
に

赤
ち
ゃ

ん
が
い

る
」

と
い
う
だ

け
で
，

駆
け
つ

け
て
く

だ
さ
い

ま
し
た

。

「
わ
ざ

わ
ざ

こ
こ

ま
で

訪
ね
て
き

て
く

れ
た

。
そ

れ
も

助
産

師
さ
ん
が

」
。
そ
し

て
，
助
産

師
さ

ん
が
持

参
し
た

地
元
自

治

体
の
母

子
保

健
の

パ
ン

フ
レ
ッ
ト

や
マ

マ
向

け
講

座
の

お
知

ら
せ
を
，
褥
婦
さ

ん
は
ど

ん
な
に

か
喜
ん

だ
こ
と

で
し
ょ

う
。

昔
な
が

ら
の

体
重

計
で

赤
ち
ゃ
ん

の
体

重
を

計
っ

て
も

ら
っ

た
り
，

自
分

の
母

乳
に

つ
い
て
相

談
し

た
り

，
血

圧
を

測
っ

て
も
ら

っ
た

り
，

そ
ん

な
当
た
り

前
の

ケ
ア

を
受

け
る

だ
け

で
「
自
分

は
大
切

に
さ
れ

て
い
る

」
と
満

た
さ
れ

，「
自
分
の

こ
と
を
気

に
か
け

て
も
ら

っ
て
い

る
」
と

安
心
す

る
の
で

す
。

私
自
身

，
何

回
も

助
産

師
さ

ん
の

訪
問

に
ご

一
緒

さ
せ
て

い
た
だ

き
ま

し
た

が
，

全
国
の
ど

こ
で

受
け

る
新

生
児

訪
問

よ
り
も

，
被

災
地

の
こ

こ
で
受
け

る
訪

問
が

一
番

感
謝

さ
れ

る
訪
問

な
の

で
は

な
い

か
と
涙
が

こ
ぼ

こ
と

が
し

ば
し

ば
あ

り
ま
し

た
。

妊
産

婦
支

援
チ
ー
ム

で
は

，
私

た
ち

医
師

は
で

き
る
だ
け

ド
ラ
イ

バ
ー
に

徹
し
，
助
産

師
さ
ん
た
ち
が
自
分

の
仕
事

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
注
い
で

い
た

だ
け

る
よ

う
気

を
つ

け
ま
し
た

。

患
者

さ
ん
に

寄
り
添

い
，
待

つ
姿

勢

診
察
室

で
待

っ
て

い
る

タ
イ

プ
の

産
婦

人
科

医
に

比
べ
，

助
産
師

さ
ん

は
，

妊
産

婦
さ
ん
の

生
活

の
場

で
ケ

ア
を

す
る

と
い
う

こ
と

に
抵

抗
が

あ
り
ま
せ

ん
。

勤
務

助
産

師
と

し
て

働
い
て

き
た

方
も

，
患

者
さ
ん
の

そ
ば

に
行

き
，

話
を

聞
く

－150－－ 156 －
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被
災
地
で
，
助
産
師
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由

 
 ス

タ
イ
ル

が
基
本

だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
私

が
ド
イ

ツ
で
第

子
を

出
産
し

た
と
き

に
学
ん

だ
こ
と

で
す

が
，

欧
米

，
特
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
は

助
産

師
さ

ん
が
周

産
期

管
理

を
担

っ
て
い
る

た
め

，
妊

産
婦

さ
ん

の
暮

ら
し
，
家

族
，
生

活
習
慣

か
ら
食

事
ま
で

，「
普
段
し

て
い
る

普
通
の

こ
と

」
ま

で
含

め
た
ケ
ア

が
当

た
り

前
で

し
た

。
も

し
か
し

た
ら

，
助

産
師

さ
ん
た
ち

自
身

で
も

，
自

分
た

ち
の

こ
の
ス

タ
イ

ル
の

長
所

に
つ
い
て

気
づ

い
て

い
な

い
方

が
い

る
か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

妊
産
婦
と

し
て

助
産

師
さ

ん
の

ケ
ア

を
受
け

た
私

は
，

よ
り

近
し
い
存

在
で

，
普

通
の

こ
と

で
あ

っ
て
も

小
さ

な
気

が
か

り
で
あ
っ

て
も

質
問

し
や

す
く

，
安

心
さ
せ

て
も

ら
え

る
助

産
師
さ
ん

の
存

在
が

あ
り

が
た

く
て

た
ま
り
ま

せ
ん
で

し
た
。

人
の

子
ど
も

を
出
産

す
る
中

で
，

助
産
師
さ

ん
の
「

距
離
が

近
い
」「

親
し
み
の

あ
る
」
勤
務
ス

タ
イ
ル
は

大
き
な

強
み
だ

と
痛
感

し
ま
し

た
。

よ
く
，
褥
婦
さ

ん
や
マ

マ
友
か
ら

も
言
わ

れ
ま
す

。「
お
産

を
経
験

し
て

み
て

初
め

て
，
助
産

師
さ

ん
が

ど
ん

な
に

あ
り

が
た
い
お

仕
事
な

の
か
が

わ
か
っ

た
。
生

ま
れ
変

わ
っ
た

ら
，

絶
対
に
助

産
師
さ

ん
に
な

り
た
い

」
と
。

生
活
，
特

に
食
事

の
面
ま

で
考
え

て
い
る

の
家
庭

医
た
ち

は
，
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
立
ち

上
が

っ
て
す

ぐ
に

日
本

栄
養

士
会
の
方

々
と

提
携

し
，

被
災

地
に

派
遣
す

る
メ

ン
バ

ー
の

な
か
に
栄

養
士

さ
ん

を
組

み
込

み
ま

し
た
。

健
康

に
つ

い
て

考
え
れ
ば

，
本

来
な

ら
栄

養
や

食
事

と
い
う

要
素

は
と

て
も

大
切
で
す

。
し

か
し

，
病

気
に

関
す

る
知
識

・
技

術
だ

け
を

学
ん
で
き

た
医

療
従

事
者

の
中

で
，

栄
養
や

食
事

ま
で

こ
だ

わ
り
，
し

っ
か

り
勉

強
し

て
い

る
職

種
は
な
か

な
か
あ

り
ま
せ

ん
。

そ
の
点

，
家

庭
医

は
，

患
者

さ
ん

の
生

活
や

食
事

に
関
し

て
も
細

か
く

ケ
ア

す
る

と
い
う
特

徴
が

あ
り

ま
し

た
。

助
産

師
さ
ん

も
，

妊
産

婦
さ

ん
や
乳
幼

児
の

栄
養

に
関

す
る

知
識

が
豊
富

で
，

お
ま

け
に

，
何
を
食

べ
る

か
だ

け
で

は
な

く
，

温
度
や

組
み

合
わ

せ
な

ど
食
事
を

ど
う

食
べ

る
か

，
と

い
う

こ
と
に

こ
だ

わ
り

，
体

が
喜
ぶ
こ

と
を

重
視

す
る

と
い

う
優

れ
た
視

点
を

持
っ

て
い

ま
し
た
。

表
は

，
被

災
地

の
妊

産
婦

さ
ん
の

た
め

に
栄

養
補

給
の
相
談

に
乗

っ
て

い
た

私
た

ち
妊

産
婦
支

援
メ

ン
バ

ー
が

，
国
立
健

康
・

栄
養

研
究

所
の

資
料

「
避
難

生
活

向
け

リ
ー

フ
レ
ッ
ト

．
赤
ち

ゃ
ん

，
妊

婦
・

授
乳
婦

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を
参
考

に
作

り
直

し
た

，
妊

産
婦

さ
ん
，

乳
児

を
お

持
ち

の
お
母
さ

ん
の

た
め

の
栄

養
ア

ド
バ

イ
ス
で
す

。

生
き

る
力
を

引
き
出

す
助
産

師

私
た
ち

医
療

従
事

者
は

，
つ

い
「

ハ
イ

リ
ス

ク
・

ア
プ
ロ

ー
チ
」
で

ハ
イ
リ

ス
ク
な

人
に
ば

か
り
注

意
が
い

き
が
ち

で
，

「
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
プ
ロ

ー
チ

」，
つ

ま
り
，
う
ま
く

い
っ
て

い
る

人
も

含
め

た
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

，
健

康
状

態
を

維
持
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ
と
を

忘
れ

が
ち

で
す

。
た

と
え

ば
産
後

訪
問

で
虐

待
が

な
い
か
ど

う
か

を
見

張
る

よ
り

も
，

ま
ず
は

お
母

さ
ん

が
ハ

ッ
ピ
ー
で

健
康

に
な

る
よ

う
気

を
配

る
こ
と

，
そ

れ
が

子
ど

も
へ
の
虐

待
を

予
防

し
，

明
る

く
楽

し
い
子
育

て
に
つ

な
が
る

の
で
す

。

病
気
や

貧
し

い
人

を
援

助
す

る
た

め
に

一
生

を
捧

げ
た
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ

の
言
葉

に
，「

人
間

に
と
っ

て
耐
え

難
い
苦

痛

は
，
飢

餓
や

貧
困

や
伝

染
病
で
は

な
い

。
そ

れ
は

孤
独

で
あ

る
。
」
と
い

う
言
葉

が
あ
り

ま
す
。
産
後

の
女
性

が
一
番

つ
ら

い
の
は

，
社

会
と

の
接

点
を
失
う

こ
と

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す
。

そ
の

う
え

，
震

災
で
家
を

失
い

，
慣

れ
な

い
土

地
で

友
だ
ち

も
い

な
い

よ
う

な
状
況
だ

っ
た

ら
な

お
さ

ら
，

ど
ん

な
に
苦
し

く
，
恐

怖
で
力

を
失
っ

て
し
ま

う
こ
と

で
し
ょ

う
。

私
た
ち

は
，

避
難

所
で

，
半

壊
住

宅
で

，
被

災
し

て
い
る

妊
婦
さ
ん

や
褥
婦

さ
ん
を

訪
問
す

る
時
は

，「
妊
婦
さ

ん
の
こ

と
，
本

当
に
心

配
し
て

い
る
ん
で

す
」「

人
様
に
お

世
話
に

な

っ
て
い

る
と

遠
慮

し
な

い
で
く
だ

さ
い

。
お

腹
の

中
で

赤
ち

ゃ
ん
を

育
て

て
い

る
妊

婦
さ
ん
は

，
そ

れ
だ

け
で

す
ご

く
大

事
な
仕
事

を
し
て

い
る
ん

で
す
」「

出
産
後

，
一
番
大

変
な
こ

の
～

か
月

だ
け
，
無
理
を

せ
ず

人
に
甘

え
て
も

ら
え
ま

せ

ん
か
」

と
話

す
よ

う
に

し
て
き
ま

し
た

。
励

ま
す

よ
り

も
，

希
望
を

語
る

よ
り

も
，

た
だ
，
会

え
て

嬉
し

か
っ

た
で

す
，

あ
な
た

の
こ

と
を

ず
っ

と
気
に
か

け
て

い
ま

す
，

と
助

産
師

さ
ん
が

言
う

だ
け

で
，

何
か
温
か

い
も

の
が

流
れ

る
よ

う
な

気
が
し
ま

し
た
。

も
ち
ろ

ん
，

人
間

に
は

強
い

「
生

き
る

力
」

が
あ

り
，
自

分
で
立

ち
直

る
こ

と
も

で
き
ま
す

。
し

か
し

，
も

っ
と

人
に

頼
っ
て

も
い

い
の

に
抱
え

込
ん
で

苦
戦

し
て

い
る

お
母
さ

ん
，

「
病
気

じ
ゃ

な
い

か
ら

助
け
を
求

め
ら

れ
な

い
」

と
遠

慮
し

て
奮
闘

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
消
耗

し
て

い
る

お
母

さ
ん

た
ち

の
「
生

き
る

力
」

を
引

き
出
し
て

く
だ

さ
っ

た
助

産
師

さ
ん

の
姿
に

，
私

は
何

度
励

ま
さ
れ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。
そ

の
よ

う
な
ケ

ア
が

で
き

る
助

産
師
さ
ん

が
，

災
害

時
に

は
一

番
必

要
と
さ
れ

た
の
で

す
。

今
月
の
教

訓

●
被
災
地

で
の
訪

問
診
療

の
視
点

は
大
切

。
妊
婦

，
母
親

の

「
生
活
の

場
」
で

支
援
す

る
。

●
妊

婦
，

母
親

を
ず

っ
と

気
に

か
け

て
い

る
と

伝
え

，
「

生

き
る
力
」

を
引
き

出
す
。

参
考

文
献

独
立

行
政
法

人
国
立

健
康
・

栄
養
研

究
所

，
社

団
法
人

日
本
栄

養

士
会

：
避
難

生
活
向

け
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
．

赤
ち

ゃ
ん
，

妊
婦
・

授
乳

婦
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
．

．
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災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第
４
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
･シ

ー
ト

(1
) 

 自
立

を
助
け

る
支
援

年
月

日
，
震
災

当
日

，
日
本

プ
ラ
イ

マ
リ
・

ケ
ア
連

合
学

会
員

は
，

ど
ん
な
形

の
救

援
・

支
援

が
で

き
る

か
と
い

う
こ

と
を

模
索

し
ま
し
た

。
そ

し
て

学
会

と
し

て
，

被
災
後
約

日
目
以

降
の
亜

急
性

期
か
ら

中
長
期

を
目
標

と

し
て
，

地
元

の
開

業
医

，
診
療
所

レ
ベ

ル
の

医
師

な
ど

，
基

本
的
に

は
個

人
ベ

ー
ス

で
開
業
し

て
い

る
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
医
師

，
家

庭
医

，
総

合
診
療
医

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

こ
と

に
方
向
性

が
固
ま

り
ま
し

た
。

月
日
に

は
日
本

プ
ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学
会
東

日
本

大
震

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ
ー
ム

が
で
き
，
急
性
期

に
ヒ

ー
ロ
ー

の
よ
う

に
人
の

命

を
救
う

の
で

は
な

く
，

被
災
し
た

診
療

所
，

避
難

所
で

の
医

療
保
健

活
動

や
避

難
所

で
の
生
活

を
公

衆
衛

生
面

等
か

ら
サ

ポ
ー
ト

す
る

こ
と

，
仮

設
住
宅
や

自
宅

を
建

設
す

る
人

々
の

健
康
を

支
え

る
こ

と
を

ミ
ッ
シ
ョ

ン
に

掲
げ

て
支

援
活

動
を

開
始
し

ま
し

た
。

被
災

し
た
人
々

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

に
戻

る
，
ま

た
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ー
を

再
形

成
す

る
，

そ
し

て
自

分
た
ち

の
生

活
を

己
の

手
や
力
で

も
う

一
度

始
め

る
，

と
い

う
と
こ
ろ

ま
で
が

支
援
な

の
で
す

。

健
診

先
が
な

い
妊
婦

た
ち

日
本
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
の

方
向

性
は

地
元
サ

ポ
ー
ト
タ

イ
プ
の

支
援
で

あ
り
，

月
日

に
は
，
も
と
も

と
産
科
診

療
能
力

を
も
つ

人
の

家
庭
医

，
藤
岡

洋
介
医

師

と
綱
分

信
二

医
師

が
現

地
視
察
を

行
な

い
，

母
子

保
健

分
野

の
フ
ォ

ロ
ー

の
必

要
性

を
実
感
し

，
本

部
に

伝
え

て
い

ま
し

た
。
南

三
陸

町
や

女
川

町
な
ど
沿

岸
地

域
で

は
，

行
政

機
能

は
停
電

，
ス

タ
ッ

フ
は

被
災
，
ア

ク
セ

ス
不

能
，

膨
大

な
作

業
を
か

か
え

母
子

保
健

機
能
が
麻

痺
し

て
い

た
の

で
，

妊
産

婦
・
新

生
児

の
安

否
・

所
在
位
置

情
報

を
誰

も
把

握
で

き
て

い
な
い
状

態
で
し

た
。

南
三
陸

町
避

難
所

の
救

護
所

で
は

，
妊

産
婦

さ
ん

の
情
報

が
ま
っ
た

く
あ
り

ま
せ
ん

。
そ
こ

で
人
の

医
師
が

集
会
所

や
小
さ

な
避

難
所

に
行

っ
て
み
る

と
，

妊
産

婦
さ

ん
が

い
ま

し
た

。
自

宅
が

流
さ

れ
て

親
戚

宅
に

身
を

寄
せ

て
い

る

週
の
初
産

婦
さ
ん

，
避
難

所
に
い

る
週
の

妊
婦
さ

ん
。

そ
の
後

も
女

川
町

や
石

巻
市

で
避

難
先

や
自

宅
に

い
る
妊

産
婦
さ
ん

を
発
見

し
，
診

察
を
し

た
人
は

驚
き
ま

し
た
。

妊
娠
高

血
圧

，
妊

娠
糖

尿
病
，
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
，

帝
王

切
開
の

既
往

等
リ

ス
ク

の
あ
る
人

が
多

数
見

つ
か

り
，

早
め

の
受
診
を

勧
め
ま

し
た
が

，
ア
ク

セ
ス
方

法
が
あ

り
ま
せ

ん
。

な
か
で
も

週
の
方

は
臨
月
に

も
か
か

わ
ら
ず
，
震
災
後

週
以
上

受
診

で
き

て
お

ら
ず
，
か

か
り

つ
け

の
産

科
も

被
災

し
，
お

産
場

所
も

決
ま

っ
て
い
な

か
っ

た
た

め
，

自
衛

隊
に

病
院
の
産

科
受
診

の
た
め

の
輸
送

を
要
請

し
ま
し

た
。

人
の
医

師
は

日
間
で
南

三
陸

町
・
石

巻
市
の

遠
隔
地

域
で
あ

る
雄

勝
地

域
・

女
川
町
と

い
っ

た
交

通
ア

ク
セ

ス
の

大
変
悪

く
，

ま
た

広
範

囲
の
地
域

で
捜

索
を

行
な

い
，

名

の
妊
婦

を
確

認
し

，
妊

婦
健
診
に

準
じ

た
診

察
を

行
な

い
ま

し
た
。

妊
婦

さ
ん

た
ち

は
移
動
の

手
段

も
な

く
，

ど
こ

で
診

察
を
受

け
ら

れ
る

か
も

わ
か
ら
な

い
状

態
で

し
た

。
そ

の
な

か
に
は

リ
ス

ク
の

高
い

妊
婦
，
日

本
語

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
が
難

し
い
外

国
人
の

妊
婦
も

い
ま
し

た
表

。

妊
産

婦
を
気

遣
う
チ

ー
ム

こ
の

よ
う

な
な

か
，

が
お

ざ
な
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
心

を
痛

め
た

コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

の
林

健
太

郎
医
師
が

，
公

衆
衛

生
学

的
視

点
を

持
っ
た

産
婦

人
科

医
で

あ
る
私
に

現
地

派
遣

を
打

診
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
が

月
日
の
こ

と
で
す

。

林
医
師

は
そ

れ
ま

で
国

際
的

な
人

道
支

援
に

携
わ

っ
て
お

り
，「

災
害

時
で
も

平
時
で

も
出
産

は
止
め

ら
れ
な

い
」
と
い

う
こ
と

，
「
お
産

は
自

然
で

日
常

的
な

営
み

」「
災
害

時
に

救

う
の
は

非
日

常
に

苦
し

む
人
々
」

と
の

認
識

か
ら

，
国

際
的

な
緊
急

人
道

援
助

の
世

界
，
災
害

医
療

・
紛

争
医

療
の

な
か

で
も

は
つ
い
最

近
ま
で

お
ざ
な

り

に
な
っ

て
き

た
分

野
で
あ

る
こ
と

を
よ

く
知

っ
て

い
ま
し

た
。

国
連

人
口
基

金
が

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
，

～
年

前

か
ら
災

害
・

紛
争

時
の

母
子
保
健

対
策

の
重

要
性

を
世

界
に

発
信
し

て
き

ま
し

た
が

，
そ
れ
は

，
発

展
途

上
国

向
け

の
情

報
で
あ

り
，

先
進

国
と

い
わ
れ
る

日
本

で
こ

の
事

実
を

認
識

し
て
い

た
専

門
家

は
ご

く
少
数
で

あ
っ

た
よ

う
で

す
。

そ
れ

ほ
ど
，

災
害

や
紛

争
と

母
子
保
健

と
い

う
カ

テ
ゴ

リ
ー

は
日

本
社
会
の

な
か
で

は
未
開

拓
の
分

野
で
し

た
。

そ
の
よ

う
な

こ
と

に
目

を
留

め
，

母
子

保
健

専
門

家
を
被

災
地
に

送
り

込
ん

だ
災

害
支
援
チ

ー
ム

は
，

残
念

な
が

ら
ご

く
わ
ず
か

で
あ
っ

た
よ
う

で
す
。

い
え
，
も

う
つ
，

妊
産
婦

を
気

遣
う
チ

ー
ム
が

い
ま
し

た
。
本
誌

月
号
で

も
ご
紹

介
し

ま
し
た

が
，
イ

ス
ラ
エ

ル

か
ら
来

た
医

療
チ

ー
ム

で
す
。
今

回
の

震
災

で
唯

一
海

外
か

ら
の
医
療

支
援
を

受
け
入

れ
た
南

三
陸
町

で
，
彼

ら
は
内

科
，

外
科
，

小
児

科
，

産
婦

人
科
，
耳

鼻
科

な
ど

で
構

成
さ

れ
る

自
前
の

“
移

動
診

療
所

”
を
持
参

し
て

や
っ

て
き

ま
し

た
。

ハ
イ
チ

等
の

国
外

の
災

害
に
派
遣

さ
れ

た
経

験
を

も
つ

こ
の

チ
ー
ム

は
，

豊
富

な
機

材
を
有
し

，
特

に
産

科
で

は
，

ポ
ー

タ
ブ
ル

超
音

波
や

内
診

台
の
み
な

ら
ず

分
娩

台
，

新
生

児
蘇

生
設
備
ま

で
携
え

て
き
ま

し
た
。

妊
産

婦
専
用

の
ア
セ

ス
メ
ン

ト
･
シ

ー
ト

の
誕

生

人
の

医
師

は
，

地
域

に
残

さ
れ

て
い

た
中

核
病

院
の
産

婦
人
科

を
訪

ね
，

手
伝

え
る
こ
と

は
な

い
か

と
申

し
出

ま
し

た
。
し
か
し
，
大
学
病

院
か
ら

派
遣

さ
れ
た

人
が
十

分
い
て

，

病
院
内
の

業
務
は

十
分
ま

わ
せ
て

い
ま
す

，
と
の

答
え
。

「
で
も

地
域

に
取

り
残
さ

れ
た
妊

婦
さ

ん
は

？
」
「
そ

れ
は

，

病
院
に

来
て

い
た

だ
か

な
い
と
，

こ
ち

ら
で

は
何

と
も

で
き

ま
せ
ん

」
多

く
の

産
科

医
は
病
院

勤
務

医
の

視
点

で
あ

り
，

足
の
な

い
被

災
妊

婦
さ

ん
た
ち
の

た
め

に
，

自
分

た
ち

の
産

科
診
療

を
出

前
し

て
運

ぶ
と
い
う

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
概

念
が

あ
り
ま
せ

ん
で
し

た
。

・
あ
る
妊

婦
さ
ん

の
歳
の

子
ど

も
を
診

に
小
児

科
チ
ー

ム
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第

2
回

被
災
地
妊
産
婦
の
状
況
に
つ
い
て
「
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
」

 
 る

」
「

も
っ

と
大

事
な

こ
と
を
話

し
て

い
る

」
と

，
妊

産
婦

さ
ん
が

不
安

で
不

衛
生

で
，
冷
た

く
ひ

も
じ

い
状

況
に

お
か

れ
て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は
，
あ

ま
り

耳
を

傾
け

て
も

ら
え

ま
せ
ん

。
役

所
や

地
域

の
上
層
部

に
と

っ
て

は
，

イ
ン

フ
ラ

整
備
や

住
宅

建
設

，
街

の
復
興
が

最
優

先
事

項
で

，
あ

ま
り

に
も
周

囲
が

お
母

さ
ん

と
子
ど
も

の
状

況
に

関
し

て
無

関
心

な
の
で
す

。

そ
ん
な

中
，

助
産

師
や

小
児

科
医

の
メ

ン
バ

ー
も

，
「
自

分
た
ち

が
妊

産
婦

さ
ん

，
新
生
児

の
こ

と
ば

か
り

言
う

こ
と

が
，
果

た
し

て
い

い
こ

と
な
の
か

？
」

「
行

政
か

ら
の

依
頼

を
受
け

ず
に

妊
婦

さ
ん

や
新
生
児

の
健

康
を

確
認

し
て

歩
く

こ
と
は

正
し

い
こ

と
な

の
か
？
」

と
，

不
安

を
感

じ
始

め
ま

し
た
。

支
援

活
動

の
チ

ー
ム

の
仲
間
は

皆
，

災
害

後
の

支
援

活
動

は
初
め

て
で

，
産

婦
人

科
医
，
助

産
師

，
小

児
科

医
と

し
て

の
純
粋

で
熱

い
人

間
性

に
突
き
動

か
さ

れ
て

集
ま

っ
た

人
た

ち
ば
か

り
で

す
。

自
ら

も
情
報
不

足
や

物
資

不
足

，
食

糧
不

足
の
中

で
極

度
の

緊
張

状
態
に
あ

り
，

仕
事

や
家

族
に

対
し

強
い
責

任
感

を
持

ち
な

が
ら
も
，

被
災

地
支

援
の

た
め

に
無

理
を
し

て
時

間
を

作
っ

て
き
て
く

れ
た

有
志

で
す

。
私

は
，

現
地
に

派
遣

さ
れ

て
い

る
仲
間
と

，
こ

ま
め

に
電

話
で

や
り

と
り
を

し
な

が
ら

，
「

子
ど
も
の

安
全

を
守

る
こ

と
，

そ
し

て
そ
の

シ
ェ

ル
タ

ー
で
あ

る
お
母

さ
ん

を
ケ

ア
す

る
こ
と

は
，

と
っ
て

も
大

事
な

こ
と

な
ん
だ
よ

」
と

励
ま

し
続

け
て

い
ま

し
た
。

そ
う

し
な

け
れ

ば
，
ど
ん

な
に

タ
フ

な
人

々
も

，
心

が
折
れ
そ

う
だ
っ

た
の
で

す
。

支
援

者
の
た

め
の
支

援
シ
ス

テ
ム

こ
の

よ
う

な
中

，
産

前
・
産
後

の
母

親
，

そ
し

て
そ

の
支

援
者
で

あ
る

保
健

師
，

助
産
師
，

看
護

師
，

産
婦

人
科

医
，

小
児
科

医
，

保
育

士
，

養
護
教
諭

，
児

童
相

談
所

等
職

員
，

精
神
科

医
，

臨
床

心
理

士
，
警
察

官
，

そ
の

他
の

各
種

専
門

職
種
を
す

べ
て
つ

な
い
で

支
援
す

る
，「

支
援

者
の
た

め
の
支

援
シ
ス
テ

ム
」
が

絶
対
に

必
要
だ

，
と
感

じ
ま
し

た
。

た
と

え
ば

，
私

た
ち

が
足
を
棒

に
し

て
避

難
所

や
半

壊
住

宅
で
産

後
訪

問
を

し
て

も
，
掘
り

起
こ

し
た

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
受
け

皿
が

あ
り

ま
せ

ん
。
産
前

・
産

後
の

母
親

の
支

援
者

で
あ
る

身
近

な
人

々
や

地
域
の
人

が
頼

り
た

く
て

も
頼

る
先

の
情
報

が
あ

り
ま

せ
ん

。
も
し
母

親
が

何
か

相
談

で
き

る
人

が
い
た

と
し

て
も

，
そ

の
悩
み
を

聞
い

た
人

が
問

題
を

解
決

で
き
ず
に

苦
し
む

，
と
い

う
こ
と

に
な
っ

て
し
ま

い
ま
す

。

被
災

地
だ

け
で

な
く

，
全
国
ど

こ
の

場
所

で
も

簡
単

に
ア

ク
セ
ス

で
き

る
相

談
所

や
テ
レ

フ
ォ

ン
セ
ン

タ
ー

な
ど

の
社

会
資
源

の
活

用
，

民
間

団
体

，
と

の
連

携
に

つ
い
て

情

報
提
供

を
し

，
率

先
し

て
活
動
と

活
動

と
を

つ
な

ぐ
活

動
が

必
要
だ

と
感
じ
ま

し
た
。

助
け

を
求
め

ら
れ
な

い
人
を

救
う

年
ほ

ど
前

か
ら

日
本

で
は

，
個

人
主

義
や

自
己

責
任

，

自
助
な

ど
の

内
容

が
強

く
教
え
ら

れ
，

助
け

を
求

め
ら

れ
な

い
世
代

が
親

に
な

っ
て

い
ま
す
。

実
際

に
，

支
援

を
必

要
と

す
る
人

ほ
ど

，
「

自
分

か
ら
は
支

援
を

求
め

な
い

」
と

い
う

こ
と
を

，
今

回
の

被
災

地
支
援
で

痛
感

し
ま

し
た

。
病

院
に

来
ら
れ
る

人
は
ま

だ
い
い

ほ
う
で

，
老
人

や
子
ど

も
を
抱

え
，

車
な
ど

の
交

通
手

段
を

持
た
ず
，

健
康

状
態

が
悪

い
人

の
ほ

う
が
，

自
分

か
ら

は
医

療
や
行
政

に
助

け
を

求
め

ら
れ

な
い

の
で
す
。
こ

れ
は
，
災

害
が
あ

っ
て

も
な
く

て
も
同

じ
で

す
。

普
段
の

生
活

を
い

つ
も

よ
り

心
を

込
め

て
過

ご
す

こ
と
の

大
切
さ

や
家

族
の

あ
り

が
た
み
は

，
震

災
後

日
本

の
誰

も
が

感
じ

た
こ

と
で

し
ょ

う
。

震
災

直
後

，
家

族
を

ぎ
ゅ

ー
っ

と
抱

き
し

め
，
当

た
り

前
の

日
常

が
な

ん
と

か
け

が
え

の

な
い

も
の

で
あ

っ
た

か
を

か
み

し
め

た
日

々
。
わ

れ
わ

れ

日
本

人
が

心
の

奥
に

隠
し

て
き

た
他

者
へ

の
思

い
，
日

本

と
い

う
国

に
対

す
る

希
望

，
愛

情
，

人
と

の
つ

な
が

り
に

対
す

る
畏

敬
，
自

然
と

い
う

も
の

に
対

す
る

畏
怖

が
改

め

て
顔

を
の

ぞ
か

せ
た

の
も

こ
の

時
で
す

。

震
災

後
は

，
日

本
中

が
，
東
北

に
い

る
他

者
の

こ
と

を
思

い
，
被
災
し

て
つ
ら

い
状
況

の
中

，
や

さ
し

く
い

た
わ

り
合

う
人

々
に

励
ま

さ
れ

ま
し

た
。
そ

の
日

本
人

の
優

し
さ

と

強
さ

が
，

現
在

抱
え

て
い

る
弱

点
を

凌
駕

し
，

悲
し

み
を

希
望

に
変

え
る

力
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。

今
月
の
教

訓

●
多

く
の

妊
産

婦
さ

ん
は

自
分

の
気

持
ち

を
押

し
殺

し
て

い
る
。

●
だ
か
ら

こ
そ
，
真
っ
先

に
妊
産

婦
さ
ん

を
避
難

さ
せ
る

べ

き
だ
っ
た

。

図
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第
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回

被
災
地
で
，
助
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要
と
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た
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由

 
 普

通
の

人
へ

の
ケ
ア

私
を
被

災
地

支
援

活
動

に
迎

え
入

れ
て

く
れ

た
日

本
プ
ラ

イ
マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
で
は
，

そ
の

人
を

ト
ー

タ
ル

に
見

る
，
つ

ま
り

，
病

気
の

部
分
だ
け

で
は

な
く

家
族

背
景

や
仕

事
の
ス

ト
レ

ス
，

人
生

に
お
い
て

幸
せ

か
ど

う
か

ま
で

を
考

え
て
診

療
を

す
る

人
た

ち
に
多
く

出
会

い
ま

し
た

。
こ

の
学

会
の
東
日

本
大
震

災
支
援

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

(P
CA

T)
は

，
今
ま

で
救
急
救

命
が
中

心
だ
っ

た
災
害

医
療
に

，「
普
通
の

人
へ
の

ケ
ア
」

と
い

う
視

点
を

入
れ
た
，

国
内

で
は

初
め

て
の

災
害

復
興
支
援

チ
ー
ム

で
し
た

。
 

震
災

2
週
間

後
か
ら

地
元
の

つ
て

を
た
ど

っ
て
次

々
と
家

庭
医
た

ち
が

被
災

地
に

赴
き
，
壊

滅
状

態
だ

っ
た

被
災

地
で

の
診
療

に
あ

た
り

ま
し

た
。
東
北

地
方

で
は

日
本

の
ど

こ
で

も
見
ら

れ
る

よ
う

に
少

子
化
を
反

映
し

て
妊

産
婦

・
乳

幼
児

が
少
数

派
で

，
日

ご
ろ

か
ら
産
婦

人
科

医
・

小
児

科
医

不
足

で
も
悩

ん
で

い
ま

し
た

。
災
害
の

時
は

な
お

さ
ら

，
そ

ん
な

少
数
の

こ
と

に
か

ま
っ
て

い
ら
れ

な
い

と
い

う
状

況
に
な

り
，

ど
う
し

て
も

妊
婦

さ
ん

や
赤
ち
ゃ

ん
の

安
全

・
安

心
面

に
は

目
が
向

け
ら

れ
て

い
な

か
っ
た
の

で
す

。
私

た
ち

の
妊

産
婦

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(P
CA

T 
の

中
の

妊
産

婦
支

援
部

門
で

あ
る

PC
O

T；
Pr

im
ar

y 
Ca

re
 fo

r 
O

bs
te

tr
ic

sT
ea

m
)で

は
，
そ

の
よ

う
な

状
況

に
危
機
感

を
抱

き
，

震
災

後
長

期
に

わ
た
っ

て
継

続
的

に
助

産
師
と
医

師
を

被
災

地
に

派
遣

し
，

現
地
の

妊
婦

さ
ん

や
産

後
の
お
母

さ
ん

た
ち

の
サ

ポ
ー

ト
に

努
め
て
き

ま
し
た

。
 

  
助

産
師

と
医

師
の

共
通
点

被
災
地

で
は

，
避

難
所

の
生

活
そ

の
も

の
を

見
る

公
衆
衛

生
的
な

視
点

か
ら

の
医

療
支
援
・

避
難

所
管

理
が

必
要

と
さ

れ
ま
し
た

。
PC

AT
 は

も
と

も
と

プ
ラ
イ

マ
リ
・

ヘ
ル
ス

・

ケ
ア

(P
ri

m
ar

y 
H

ea
lth

 C
ar

e)
と
い

う
地
域

医
療
・
予

防
医

療
に
重

き
を

置
い

て
い

る
医
師
お

よ
び

専
門

家
か

ら
構

成
さ

れ
る
チ
ー

ム
で
す

。
日
本

に
お
け

る
地
域

医
療
や

在
宅
医

療
，

老
人
医
療

に
身
近

な
PC

AT
 メ

ン
バ
ー

は
，
そ

う
し
た

支
援

の
重
要

性
を

早
く

か
ら

察
知
し
，

避
難

所
内

で
も

自
分

か
ら

患
者
を

探
し

，
診

療
し

て
い
く
と

い
っ

た
掘

り
起

こ
し

タ
イ

プ
の
支

援
を

行
な

い
，

真
の
ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
っ

た
の

で
す
。

こ
れ

は
，

国
際

保
健
の
分

野
で

よ
く

知
ら

れ
る

「
地

域
住
民

の
健

康
を

い
か

に
改
善
す

る
か

」
と

い
う

セ
オ

リ
ー

と
共
通

す
る

も
の

が
あ

り
ま
す
。

こ
の

点
で

，
助

産
師

さ
ん

と
医
師

に
は
共

通
点
が
あ

り
ま
し

た
。

訪
問

診
療
の

視
点

産
婦
人

科
医

は
，

基
本

的
に

施
設

ベ
ー

ス
で

診
療

を
し
，

訪
問
診

療
と

い
う

ス
タ

イ
ル
を
取

り
ま

せ
ん

。
い

つ
何

時
容

体
が
変

わ
る

か
ど

う
か

が
わ
か
ら

な
い

妊
娠

時
期

に
あ

っ
て

は
，
い
つ

で
も
帝

王
切
開

が
で
き

る
よ
う

な
診
療

所
や
病

院
，

最
低
限

で
も

超
音

波
検

査
機
器
や

胎
児

心
拍

モ
ニ

タ
ー

が
な

い
と
診

断
が

つ
け

ら
れ

な
い
と
い

う
認

識
が

あ
り

ま
す

。
世

界
で
群

を
抜

い
て

高
い

日
本
の
周

産
期

医
療

レ
ベ

ル
，

そ
し

て
い
つ

も
心

の
隅

に
引

っ
掛
か
っ

て
い

る
産

科
の

訴
訟

リ
ス

ク
。
こ

れ
ら

長
い

間
の

高
い
医
療

安
全

意
識

の
な

か
で

産
婦

人
科
医

は
分

娩
時

の
環
境

に
対
し

慎
重

に
な

っ
て

き
ま
し

た
。

一
方
，
地

域
の
助

産
師
さ

ん
は
訪

問
を
得

意
と
し

て
い
ま

す
。

そ
し
て

，
こ

ち
ら

か
ら

サ
ー
ビ
ス

を
出

前
す

る
よ

う
な

ア
ウ

ト
リ
ー

チ
型

の
方

法
が

，
災
害
後

の
母

子
保

健
に

は
最

も
適

し
て
い

た
の

で
す

。
私

た
ち
が
，

疲
弊

し
て

い
る

被
災

地
の

保
健
所

の
支

援
を

申
し

出
た
時
に

，
地

元
の

保
健

師
さ

ん
か

ら
頼
ま
れ

た
こ
と

が
あ
り

ま
し
た

。「
遠
く
の

親
せ
き

を
頼
っ

て
避
難

し
て

い
る

産
後

の
方
の
新

生
児

訪
問

を
し

て
く

れ
ま

せ
ん
か
」

と
。
車

で
時
間

も
時

間
も
か

け
て

産
後
の

褥

婦
さ
ん
を

訪
ね
る

と
，
そ

れ
だ
け

で
日
が

終
わ
っ

て
し
ま

い
ま
す

。
「
行
政

に
勤

務
す

る
助

産
師

さ
ん

は
数

が
少
な

く
，

手
が
回
ら

な
い
ん

で
す
」

と
の
こ

と
で
し

た
。

私
た
ち

は
，

日
本

助
産

師
会

か
ら

派
遣

し
て

い
た

だ
い

た

や
る
気

満
々

の
助

産
師

さ
ん
た
ち

に
車

を
提

供
し

，
褥

婦
さ

ん
の
い

る
場

所
を

伝
え

，
産
後
の

新
生

児
訪

問
に

行
っ

て
い

た
だ
き

ま
し

た
。

初
め

て
の
道
で

，
ま

だ
舗

装
さ

れ
て

い
な

い
道
も

あ
り

ま
す

。
畑

が
あ
っ
た

と
こ

ろ
が

根
こ

そ
ぎ

失
わ

れ
，
平

ら
に

な
っ

た
土

地
を
横
目

に
，

こ
ん

な
と

こ
ろ

に
人

が
住
ん

で
い

る
の

か
と

思
い
な
が

ら
車

を
走

ら
せ

ま
し

た
。

カ
ー
ナ

ビ
と

地
形

が
一

致
し
な
い

場
所

も
た

く
さ

ん
あ

り
ま

し
た
。
そ

の
よ
う

な
な
か

で
も
助

産
師
さ

ん
は
，

「
そ
こ
に

妊
婦
さ

ん
が
い

る
」

「
そ
こ
に

赤
ち
ゃ

ん
が
い

る
」

と
い
う
だ

け
で
，

駆
け
つ

け
て
く

だ
さ
い

ま
し
た

。

「
わ
ざ

わ
ざ

こ
こ

ま
で

訪
ね
て
き

て
く

れ
た

。
そ

れ
も

助
産

師
さ
ん
が

」
。
そ
し

て
，
助
産

師
さ

ん
が
持

参
し
た

地
元
自

治

体
の
母

子
保

健
の

パ
ン

フ
レ
ッ
ト

や
マ

マ
向

け
講

座
の

お
知

ら
せ
を
，
褥
婦
さ

ん
は
ど

ん
な
に

か
喜
ん

だ
こ
と

で
し
ょ

う
。

昔
な
が

ら
の

体
重

計
で

赤
ち
ゃ
ん

の
体

重
を

計
っ

て
も

ら
っ

た
り
，

自
分

の
母

乳
に

つ
い
て
相

談
し

た
り

，
血

圧
を

測
っ

て
も
ら

っ
た

り
，

そ
ん

な
当
た
り

前
の

ケ
ア

を
受

け
る

だ
け

で
「
自
分

は
大
切

に
さ
れ

て
い
る

」
と
満

た
さ
れ

，「
自
分
の

こ
と
を
気

に
か
け

て
も
ら

っ
て
い

る
」
と

安
心
す

る
の
で

す
。

私
自
身

，
何

回
も

助
産

師
さ

ん
の

訪
問

に
ご

一
緒

さ
せ
て

い
た
だ

き
ま

し
た

が
，

全
国
の
ど

こ
で

受
け

る
新

生
児

訪
問

よ
り
も

，
被

災
地

の
こ

こ
で
受
け

る
訪

問
が

一
番

感
謝

さ
れ

る
訪
問

な
の

で
は

な
い

か
と
涙
が

こ
ぼ

こ
と

が
し

ば
し

ば
あ

り
ま
し

た
。

妊
産

婦
支

援
チ
ー
ム

で
は

，
私

た
ち

医
師

は
で

き
る
だ
け

ド
ラ
イ

バ
ー
に

徹
し
，
助
産

師
さ
ん
た
ち
が
自
分

の
仕
事

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
注
い
で

い
た

だ
け

る
よ

う
気

を
つ

け
ま
し
た

。

患
者

さ
ん
に

寄
り
添

い
，
待

つ
姿

勢

診
察
室

で
待

っ
て

い
る

タ
イ

プ
の

産
婦

人
科

医
に

比
べ
，

助
産
師

さ
ん

は
，

妊
産

婦
さ
ん
の

生
活

の
場

で
ケ

ア
を

す
る

と
い
う

こ
と

に
抵

抗
が

あ
り
ま
せ

ん
。

勤
務

助
産

師
と

し
て

働
い
て

き
た

方
も

，
患

者
さ
ん
の

そ
ば

に
行

き
，

話
を

聞
く
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第

3
回

被
災
地
で
，
助
産
師
さ
ん
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由

 
 ス

タ
イ
ル

が
基
本

だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
私

が
ド
イ

ツ
で
第

子
を

出
産
し

た
と
き

に
学
ん

だ
こ
と

で
す

が
，

欧
米

，
特
に
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

で
は

助
産

師
さ

ん
が
周

産
期

管
理

を
担

っ
て
い
る

た
め

，
妊

産
婦

さ
ん

の
暮

ら
し
，
家

族
，
生

活
習
慣

か
ら
食

事
ま
で

，「
普
段
し

て
い
る

普
通
の

こ
と

」
ま

で
含

め
た
ケ
ア

が
当

た
り

前
で

し
た

。
も

し
か
し

た
ら

，
助

産
師

さ
ん
た
ち

自
身

で
も

，
自

分
た

ち
の

こ
の
ス

タ
イ

ル
の

長
所

に
つ
い
て

気
づ

い
て

い
な

い
方

が
い

る
か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

妊
産
婦
と

し
て

助
産

師
さ

ん
の

ケ
ア

を
受
け

た
私

は
，

よ
り

近
し
い
存

在
で

，
普

通
の

こ
と

で
あ

っ
て
も

小
さ

な
気

が
か

り
で
あ
っ

て
も

質
問

し
や

す
く

，
安

心
さ
せ

て
も

ら
え

る
助

産
師
さ
ん

の
存

在
が

あ
り

が
た

く
て

た
ま
り
ま

せ
ん
で

し
た
。

人
の

子
ど
も

を
出
産

す
る
中

で
，

助
産
師
さ

ん
の
「

距
離
が

近
い
」「

親
し
み
の

あ
る
」
勤
務
ス

タ
イ
ル
は

大
き
な

強
み
だ

と
痛
感

し
ま
し

た
。

よ
く
，
褥
婦
さ

ん
や
マ

マ
友
か
ら

も
言
わ

れ
ま
す

。「
お
産

を
経
験

し
て

み
て

初
め

て
，
助
産

師
さ

ん
が

ど
ん

な
に

あ
り

が
た
い
お

仕
事
な

の
か
が

わ
か
っ

た
。
生

ま
れ
変

わ
っ
た

ら
，

絶
対
に
助

産
師
さ

ん
に
な

り
た
い

」
と
。

生
活
，
特

に
食
事

の
面
ま

で
考
え

て
い
る

の
家
庭

医
た
ち

は
，
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
立
ち

上
が

っ
て
す

ぐ
に

日
本

栄
養

士
会
の
方

々
と

提
携

し
，

被
災

地
に

派
遣
す

る
メ

ン
バ

ー
の

な
か
に
栄

養
士

さ
ん

を
組

み
込

み
ま

し
た
。

健
康

に
つ

い
て

考
え
れ
ば

，
本

来
な

ら
栄

養
や

食
事

と
い
う

要
素

は
と

て
も

大
切
で
す

。
し

か
し

，
病

気
に

関
す

る
知
識

・
技

術
だ

け
を

学
ん
で
き

た
医

療
従

事
者

の
中

で
，

栄
養
や

食
事

ま
で

こ
だ

わ
り
，
し

っ
か

り
勉

強
し

て
い

る
職

種
は
な
か

な
か
あ

り
ま
せ

ん
。

そ
の
点

，
家

庭
医

は
，

患
者

さ
ん

の
生

活
や

食
事

に
関
し

て
も
細

か
く

ケ
ア

す
る

と
い
う
特

徴
が

あ
り

ま
し

た
。

助
産

師
さ
ん

も
，

妊
産

婦
さ

ん
や
乳
幼

児
の

栄
養

に
関

す
る

知
識

が
豊
富

で
，

お
ま

け
に

，
何
を
食

べ
る

か
だ

け
で

は
な

く
，

温
度
や

組
み

合
わ

せ
な

ど
食
事
を

ど
う

食
べ

る
か

，
と

い
う

こ
と
に

こ
だ

わ
り

，
体

が
喜
ぶ
こ

と
を

重
視

す
る

と
い

う
優

れ
た
視

点
を

持
っ

て
い

ま
し
た
。

表
は

，
被

災
地

の
妊

産
婦

さ
ん
の

た
め

に
栄

養
補

給
の
相
談

に
乗

っ
て

い
た

私
た

ち
妊

産
婦
支

援
メ

ン
バ

ー
が

，
国
立
健

康
・

栄
養

研
究

所
の

資
料

「
避
難

生
活

向
け

リ
ー

フ
レ
ッ
ト

．
赤
ち

ゃ
ん

，
妊

婦
・

授
乳
婦

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

」
を
参
考

に
作

り
直

し
た

，
妊

産
婦

さ
ん
，

乳
児

を
お

持
ち

の
お
母
さ

ん
の

た
め

の
栄

養
ア

ド
バ

イ
ス
で
す

。

生
き

る
力
を

引
き
出

す
助
産

師

私
た
ち

医
療

従
事

者
は

，
つ

い
「

ハ
イ

リ
ス

ク
・

ア
プ
ロ

ー
チ
」
で

ハ
イ
リ

ス
ク
な

人
に
ば

か
り
注

意
が
い

き
が
ち

で
，

「
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
・
ア
プ
ロ

ー
チ

」，
つ

ま
り
，
う
ま
く

い
っ
て

い
る

人
も

含
め

た
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

，
健

康
状

態
を

維
持
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ
と
を

忘
れ

が
ち

で
す

。
た

と
え

ば
産
後

訪
問

で
虐

待
が

な
い
か
ど

う
か

を
見

張
る

よ
り

も
，

ま
ず
は

お
母

さ
ん

が
ハ

ッ
ピ
ー
で

健
康

に
な

る
よ

う
気

を
配

る
こ
と

，
そ

れ
が

子
ど

も
へ
の
虐

待
を

予
防

し
，

明
る

く
楽

し
い
子
育

て
に
つ

な
が
る

の
で
す

。

病
気
や

貧
し

い
人

を
援

助
す

る
た

め
に

一
生

を
捧

げ
た
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ

の
言
葉

に
，「

人
間

に
と
っ

て
耐
え

難
い
苦

痛

は
，
飢

餓
や

貧
困

や
伝

染
病
で
は

な
い

。
そ

れ
は

孤
独

で
あ

る
。
」
と
い

う
言
葉

が
あ
り

ま
す
。
産
後

の
女
性

が
一
番

つ
ら

い
の
は

，
社

会
と

の
接

点
を
失
う

こ
と

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す
。

そ
の

う
え

，
震

災
で
家
を

失
い

，
慣

れ
な

い
土

地
で

友
だ
ち

も
い

な
い

よ
う

な
状
況
だ

っ
た

ら
な

お
さ

ら
，

ど
ん

な
に
苦
し

く
，
恐

怖
で
力

を
失
っ

て
し
ま

う
こ
と

で
し
ょ

う
。

私
た
ち

は
，

避
難

所
で

，
半

壊
住

宅
で

，
被

災
し

て
い
る

妊
婦
さ
ん

や
褥
婦

さ
ん
を

訪
問
す

る
時
は

，「
妊
婦
さ

ん
の
こ

と
，
本

当
に
心

配
し
て

い
る
ん
で

す
」「

人
様
に
お

世
話
に

な

っ
て
い

る
と

遠
慮

し
な

い
で
く
だ

さ
い

。
お

腹
の

中
で

赤
ち

ゃ
ん
を

育
て

て
い

る
妊

婦
さ
ん
は

，
そ

れ
だ

け
で

す
ご

く
大

事
な
仕
事

を
し
て

い
る
ん

で
す
」「

出
産
後

，
一
番
大

変
な
こ

の
～

か
月

だ
け
，
無
理
を

せ
ず

人
に
甘

え
て
も

ら
え
ま

せ

ん
か
」

と
話

す
よ

う
に

し
て
き
ま

し
た

。
励

ま
す

よ
り

も
，

希
望
を

語
る

よ
り

も
，

た
だ
，
会

え
て

嬉
し

か
っ

た
で

す
，

あ
な
た

の
こ

と
を

ず
っ

と
気
に
か

け
て

い
ま

す
，

と
助

産
師

さ
ん
が

言
う

だ
け

で
，

何
か
温
か

い
も

の
が

流
れ

る
よ

う
な

気
が
し
ま

し
た
。

も
ち
ろ

ん
，

人
間

に
は

強
い

「
生

き
る

力
」

が
あ

り
，
自

分
で
立

ち
直

る
こ

と
も

で
き
ま
す

。
し

か
し

，
も

っ
と

人
に

頼
っ
て

も
い

い
の

に
抱
え

込
ん
で

苦
戦

し
て

い
る

お
母
さ

ん
，

「
病
気

じ
ゃ

な
い

か
ら

助
け
を
求

め
ら

れ
な

い
」

と
遠

慮
し

て
奮
闘

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
消
耗

し
て

い
る

お
母

さ
ん

た
ち

の
「
生

き
る

力
」

を
引

き
出
し
て

く
だ

さ
っ

た
助

産
師

さ
ん

の
姿
に

，
私

は
何

度
励

ま
さ
れ
た

こ
と

で
し

ょ
う

。
そ

の
よ

う
な
ケ

ア
が

で
き

る
助

産
師
さ
ん

が
，

災
害

時
に

は
一

番
必

要
と
さ
れ

た
の
で

す
。

今
月
の
教

訓

●
被
災
地

で
の
訪

問
診
療

の
視
点

は
大
切

。
妊
婦

，
母
親

の

「
生
活
の

場
」
で

支
援
す

る
。

●
妊

婦
，

母
親

を
ず

っ
と

気
に

か
け

て
い

る
と

伝
え

，
「

生

き
る
力
」

を
引
き

出
す
。
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第
４
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
･シ

ー
ト

(1
) 

 自
立

を
助
け

る
支
援

年
月

日
，
震
災

当
日

，
日
本

プ
ラ
イ

マ
リ
・

ケ
ア
連

合
学

会
員

は
，

ど
ん
な
形

の
救

援
・

支
援

が
で

き
る

か
と
い

う
こ

と
を

模
索

し
ま
し
た

。
そ

し
て

学
会

と
し

て
，

被
災
後
約

日
目
以

降
の
亜

急
性

期
か
ら

中
長
期

を
目
標

と

し
て
，

地
元

の
開

業
医

，
診
療
所

レ
ベ

ル
の

医
師

な
ど

，
基

本
的
に

は
個

人
ベ

ー
ス

で
開
業
し

て
い

る
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
医
師

，
家

庭
医

，
総

合
診
療
医

の
サ

ポ
ー

ト
を

す
る

こ
と

に
方
向
性

が
固
ま

り
ま
し

た
。

月
日
に

は
日
本

プ
ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学
会
東

日
本

大
震

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ
ー
ム

が
で
き
，
急
性
期

に
ヒ

ー
ロ
ー

の
よ
う

に
人
の

命

を
救
う

の
で

は
な

く
，

被
災
し
た

診
療

所
，

避
難

所
で

の
医

療
保
健

活
動

や
避

難
所

で
の
生
活

を
公

衆
衛

生
面

等
か

ら
サ

ポ
ー
ト

す
る

こ
と

，
仮

設
住
宅
や

自
宅

を
建

設
す

る
人

々
の

健
康
を

支
え

る
こ

と
を

ミ
ッ
シ
ョ

ン
に

掲
げ

て
支

援
活

動
を

開
始
し

ま
し

た
。

被
災

し
た
人
々

が
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

に
戻

る
，
ま

た
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
ー
を

再
形

成
す

る
，

そ
し

て
自

分
た
ち

の
生

活
を

己
の

手
や
力
で

も
う

一
度

始
め

る
，

と
い

う
と
こ
ろ

ま
で
が

支
援
な

の
で
す

。

健
診

先
が
な

い
妊
婦

た
ち

日
本
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
の

方
向

性
は

地
元
サ

ポ
ー
ト
タ

イ
プ
の

支
援
で

あ
り
，

月
日

に
は
，
も
と
も

と
産
科
診

療
能
力

を
も
つ

人
の

家
庭
医

，
藤
岡

洋
介
医

師

と
綱
分

信
二

医
師

が
現

地
視
察
を

行
な

い
，

母
子

保
健

分
野

の
フ
ォ

ロ
ー

の
必

要
性

を
実
感
し

，
本

部
に

伝
え

て
い

ま
し

た
。
南

三
陸

町
や

女
川

町
な
ど
沿

岸
地

域
で

は
，

行
政

機
能

は
停
電

，
ス

タ
ッ

フ
は

被
災
，
ア

ク
セ

ス
不

能
，

膨
大

な
作

業
を
か

か
え

母
子

保
健

機
能
が
麻

痺
し

て
い

た
の

で
，

妊
産

婦
・
新

生
児

の
安

否
・

所
在
位
置

情
報

を
誰

も
把

握
で

き
て

い
な
い
状

態
で
し

た
。

南
三
陸

町
避

難
所

の
救

護
所

で
は

，
妊

産
婦

さ
ん

の
情
報

が
ま
っ
た

く
あ
り

ま
せ
ん

。
そ
こ

で
人
の

医
師
が

集
会
所

や
小
さ

な
避

難
所

に
行

っ
て
み
る

と
，

妊
産

婦
さ

ん
が

い
ま

し
た

。
自

宅
が

流
さ

れ
て

親
戚

宅
に

身
を

寄
せ

て
い

る

週
の
初
産

婦
さ
ん

，
避
難

所
に
い

る
週
の

妊
婦
さ

ん
。

そ
の
後

も
女

川
町

や
石

巻
市

で
避

難
先

や
自

宅
に

い
る
妊

産
婦
さ
ん

を
発
見

し
，
診

察
を
し

た
人
は

驚
き
ま

し
た
。

妊
娠
高

血
圧

，
妊

娠
糖

尿
病
，
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
，

帝
王

切
開
の

既
往

等
リ

ス
ク

の
あ
る
人

が
多

数
見

つ
か

り
，

早
め

の
受
診
を

勧
め
ま

し
た
が

，
ア
ク

セ
ス
方

法
が
あ

り
ま
せ

ん
。

な
か
で
も

週
の
方

は
臨
月
に

も
か
か

わ
ら
ず
，
震
災
後

週
以
上

受
診

で
き

て
お

ら
ず
，
か

か
り

つ
け

の
産

科
も

被
災

し
，
お

産
場

所
も

決
ま

っ
て
い
な

か
っ

た
た

め
，

自
衛

隊
に

病
院
の
産

科
受
診

の
た
め

の
輸
送

を
要
請

し
ま
し

た
。

人
の
医

師
は

日
間
で
南

三
陸

町
・
石

巻
市
の

遠
隔
地

域
で
あ

る
雄

勝
地

域
・

女
川
町
と

い
っ

た
交

通
ア

ク
セ

ス
の

大
変
悪

く
，

ま
た

広
範

囲
の
地
域

で
捜

索
を

行
な

い
，

名

の
妊
婦

を
確

認
し

，
妊

婦
健
診
に

準
じ

た
診

察
を

行
な

い
ま

し
た
。

妊
婦

さ
ん

た
ち

は
移
動
の

手
段

も
な

く
，

ど
こ

で
診

察
を
受

け
ら

れ
る

か
も

わ
か
ら
な

い
状

態
で

し
た

。
そ

の
な

か
に
は

リ
ス

ク
の

高
い

妊
婦
，
日

本
語

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
が
難

し
い
外

国
人
の

妊
婦
も

い
ま
し

た
表

。

妊
産

婦
を
気

遣
う
チ

ー
ム

こ
の

よ
う

な
な

か
，

が
お

ざ
な
り

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
心

を
痛

め
た

コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

の
林

健
太

郎
医
師
が

，
公

衆
衛

生
学

的
視

点
を

持
っ
た

産
婦

人
科

医
で

あ
る
私
に

現
地

派
遣

を
打

診
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
が

月
日
の
こ

と
で
す

。

林
医
師

は
そ

れ
ま

で
国

際
的

な
人

道
支

援
に

携
わ

っ
て
お

り
，「

災
害

時
で
も

平
時
で

も
出
産

は
止
め

ら
れ
な

い
」
と
い

う
こ
と

，
「
お
産

は
自

然
で

日
常

的
な

営
み

」「
災
害

時
に

救

う
の
は

非
日

常
に

苦
し

む
人
々
」

と
の

認
識

か
ら

，
国

際
的

な
緊
急

人
道

援
助

の
世

界
，
災
害

医
療

・
紛

争
医

療
の

な
か

で
も

は
つ
い
最

近
ま
で

お
ざ
な

り

に
な
っ

て
き

た
分

野
で
あ

る
こ
と

を
よ

く
知

っ
て

い
ま
し

た
。

国
連

人
口
基

金
が

リ
ー

ダ
ー

と
な

り
，

～
年

前

か
ら
災

害
・

紛
争

時
の

母
子
保
健

対
策

の
重

要
性

を
世

界
に

発
信
し

て
き

ま
し

た
が

，
そ
れ
は

，
発

展
途

上
国

向
け

の
情

報
で
あ

り
，

先
進

国
と

い
わ
れ
る

日
本

で
こ

の
事

実
を

認
識

し
て
い

た
専

門
家

は
ご

く
少
数
で

あ
っ

た
よ

う
で

す
。

そ
れ

ほ
ど
，

災
害

や
紛

争
と

母
子
保
健

と
い

う
カ

テ
ゴ

リ
ー

は
日

本
社
会
の

な
か
で

は
未
開

拓
の
分

野
で
し

た
。

そ
の
よ

う
な

こ
と

に
目

を
留

め
，

母
子

保
健

専
門

家
を
被

災
地
に

送
り

込
ん

だ
災

害
支
援
チ

ー
ム

は
，

残
念

な
が

ら
ご

く
わ
ず
か

で
あ
っ

た
よ
う

で
す
。

い
え
，
も

う
つ
，

妊
産
婦

を
気

遣
う
チ

ー
ム
が

い
ま
し

た
。
本
誌

月
号
で

も
ご
紹

介
し

ま
し
た

が
，
イ

ス
ラ
エ

ル

か
ら
来

た
医

療
チ

ー
ム

で
す
。
今

回
の

震
災

で
唯

一
海

外
か

ら
の
医
療

支
援
を

受
け
入

れ
た
南

三
陸
町

で
，
彼

ら
は
内

科
，

外
科
，

小
児

科
，

産
婦

人
科
，
耳

鼻
科

な
ど

で
構

成
さ

れ
る

自
前
の

“
移

動
診

療
所

”
を
持
参

し
て

や
っ

て
き

ま
し

た
。

ハ
イ
チ

等
の

国
外

の
災

害
に
派
遣

さ
れ

た
経

験
を

も
つ

こ
の

チ
ー
ム

は
，

豊
富

な
機

材
を
有
し

，
特

に
産

科
で

は
，

ポ
ー

タ
ブ
ル

超
音

波
や

内
診

台
の
み
な

ら
ず

分
娩

台
，

新
生

児
蘇

生
設
備
ま

で
携
え

て
き
ま

し
た
。

妊
産

婦
専
用

の
ア
セ

ス
メ
ン

ト
･
シ

ー
ト

の
誕

生

人
の

医
師

は
，

地
域

に
残

さ
れ

て
い

た
中

核
病

院
の
産

婦
人
科

を
訪

ね
，

手
伝

え
る
こ
と

は
な

い
か

と
申

し
出

ま
し

た
。
し
か
し
，
大
学
病

院
か
ら

派
遣

さ
れ
た

人
が
十

分
い
て

，

病
院
内
の

業
務
は

十
分
ま

わ
せ
て

い
ま
す

，
と
の

答
え
。

「
で
も

地
域

に
取

り
残
さ

れ
た
妊

婦
さ

ん
は

？
」
「
そ

れ
は

，

病
院
に

来
て

い
た

だ
か

な
い
と
，

こ
ち

ら
で

は
何

と
も

で
き

ま
せ
ん

」
多

く
の

産
科

医
は
病
院

勤
務

医
の

視
点

で
あ

り
，

足
の
な

い
被

災
妊

婦
さ

ん
た
ち
の

た
め

に
，

自
分

た
ち

の
産

科
診
療

を
出

前
し

て
運

ぶ
と
い
う

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
概

念
が

あ
り
ま
せ

ん
で
し

た
。

・
あ
る
妊

婦
さ
ん

の
歳
の

子
ど

も
を
診

に
小
児

科
チ
ー

ム

－151－－ 157 －
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第
４
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
･シ

ー
ト

(1
) 

 が
来
て
い

た
が
，

妊
婦
さ

ん
は
診

て
も
ら

え
な
か

っ
た
。

・
産
後

か
月
の
あ

る
褥
婦

さ
ん

の
と
こ

ろ
に
も

小
児
科

チ

ー
ム
が
来

て
い
た

が
，
お

母
さ
ん

は
ノ
ー

ケ
ア
だ

っ
た
。

こ
れ

ら
の

光
景

を
目

に
す

る
に

つ
れ

，
人

の
医

師
は

，

「
被
災

地
で

は
忘

れ
ら

れ
て
い
る

妊
婦

さ
ん

が
い

る
」

―
―

妊
婦

は
病

気
で

な
い

か
ら

？
診

ら
れ

る
医

者
が

い
な

い
か

ら
？

と
疑
問

を
感
じ

，
災
害

時
の

妊
産
婦

対
応
へ

の
問
題

意

識
を
も
ち

ま
し
た

。

私
は

月
日
に
現

地
入
り

し
た

そ
の
日

か
ら
，

藤
岡
医

師
か
ら

引
き

継
い

だ
情

報
を
も
と

に
避

難
所

を
回

っ
て

妊
婦

健
診
を

開
始

し
ま

し
た

。
妊
婦
さ

ん
の

情
報

が
書

か
れ

た
紙

カ
ル
テ

枚
ず

つ
を
大

事
に
保
管

し
，
避

難
所

を
か

所
回

る
と
，
も
う
日

暮
れ
で

す
。
避
難

所
間
は

車
で

～
時
間
走

ら
な
け

れ
ば

た
ど

り
つ

か
な
い
ほ

ど
離

れ
て

お
り

，
途

中
の

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン

ド
は
，

軒
に

軒
が
開

い
て
い

る
か
ど

う
か
。

開
い

て
い

て
も

長
蛇
の
列

で
，

ガ
ソ

リ
ン

が
も

つ
か

ど
う
か
冷

や
冷
や

し
な
が

ら
動
き

回
り
ま

し
た
。

私
が
託

さ
れ

た
災

害
カ

ル
テ

を
見

て
，

被
災

地
に

は
妊
産

婦
さ
ん

専
用

の
カ

ル
テ

が
な
い
こ

と
に

気
づ

き
ま

し
た

。
日

赤
，

，
自
衛

隊
，
ど

の
災
害

援
助

チ
ー

ム
の

カ
ル

テ
に

も
妊
娠

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク
項
目

が
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
で

は
妊
産

婦
さ

ん
の

存
在

を
把
握
す

る
こ

と
が

で
き

ず
，

妊
産

婦
さ
ん

に
特

有
の

問
診

事
項
，
注

意
事

項
が

抜
け

落
ち

て
し

ま
い
ま

す
。

ま
た

，
コ

ピ
ー
機
も

な
い

の
で

同
じ

妊
産

婦
さ

ん
の
紙

を
束

ね
る

か
，

持
ち
歩
く

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

母
子

健
康
手

帳
も

失
っ

た
方

が
多
い
な

か
，

妊
産

婦
さ

ん
専

用
カ

ル
テ
を

作
り

時
系

列
で

妊
娠
経
過

の
変

化
に

注
意

し
て

い
な

い
と
，

急
変

に
対

応
で

き
な
い
と

感
じ

ま
し

た
。

何
回

か
の

現
地
派

遣
後

，
私

た
ち

の
仲
間
は

妊
産

婦
専

用
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・

シ
ー

ト
を

作
り

図
，
使

い
始

め
ま

し
た

。
こ
れ

は

日
本
で

唯
一

の
災

害
時

妊
産
婦
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
シ

ー
ト
と

し
て

，
公

衆
衛

生
の
教
科

書
で

も
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
母
子
は

自
ら
医

療
機
関

に
ア
ク

セ
ス
し

に
く
い

た
め
，
医

療
者
は
救

護
所
の

中
で

待
っ
て
い

る
の
で

は
な
く

，
こ
ち

ら

か
ら

避
難

者
の

な
か

に
入

っ
て

行
っ

て
ニ

ー
ズ

を
掘

り
起

こ
す
ア
ウ

ト
リ
ー

チ
の
姿

勢
を
。

●
可

能
で

あ
れ

ば
妊

産
婦

を
一

か
所

の
避

難
所

に
集

め
る

と
，
食
事

や
待
遇

，
休
息

な
ど
を

遠
慮
す

る
こ
と

が
な
く

，

支
援
も
集

ま
っ
て

く
る
た

め
効
率

的
。
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第

 5
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（

2）
 

 妊
婦

を
手
厚

く
守
る

た
め
に

妊
婦

は
被

災
地

で
，

最
も
気

を
か

け
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

弱
者

で
あ

り
，

出
産

と
い
う

自
然

行
為
で

は
あ

る
が

，
大

変
リ

ス
ク

の
高

い
事

象
を

迎
え
る

こ
と
が

予
測

さ
れ

ま
す

。

ま
た

，
居

場
所

と
安

否
，
状

態
を

誰
も
把

握
で

き
な

い
集

団
で
も
あ

り
ま
す

。
私
は

こ
れ
ら

の
こ
と

を
行
政

に
伝
え

，

即
座

に
対

応
し

て
も

ら
お
う

と
，

県
庁
の

医
療

整
備

課
，

子
育
て
支

援
課
を

訪
ね
ま

し
た
。

公
共

政
策

に
つ

い
て

当
時
何

も
知

ら
な
か

っ
た

私
は

，
臨

床
医

で
あ

る
自

分
が

で
き
る

こ
と

は
，
お

産
難

民
を

生
じ

さ
せ

な
い

た
め

の
体

制
づ
く

り
に

つ
い
て

行
政

に
ア

ラ
ー

ト
（

警
報

）
を

出
す

こ
と
だ

と
考

え
て
い

ま
し

た
。

し
か

し
，

行
政

は
行

政
で

疲
弊
し

，
母

子
保
健

に
回

せ
る

マ
ン

パ
ワ

ー
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
も
あ

り
ま

せ
ん
。

災
害

時
対

応
と

い
う

不
慣

れ
で

負
荷

が
大
き

い
感

情
労
働

に
パ

ン
ク

し
て

し
ま
い
，
母
子
の

こ
と
ま

で
手
が

回
ら
な

か
っ
た

の
で
す

。

自
治

体
，
現

地
医
師

の
荷
重

労
働

県
庁

の
医

療
整

備
課
で

は
，

（
東
日

本
大

震
災
支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
の

藤
岡
洋

介
医

師
，
綱

分
信

二
医

師
が

作
成

し
た

妊
婦

情
報

お
よ
び

診
療

記
録
を

直
接

届
け

た
こ

と
で

大
変

感
謝

を
さ

れ
ま
し

た
。

し
か
し

，
今

後
の

見
通

し
が

ま
っ

た
く

立
た

ず
，
困

惑
さ

れ
て
い

る
役

所
の

方
々

を
前

に
，

非
常

時
に

は
現
場

の
ニ

ー
ズ
を

掘
り

起
こ

し
て

直
接

届
け

る
こ

と
の

重
要
性

を
痛

感
す
る

と
と

も
に

，
行

政
を

あ
て

に
せ

ず
，

必
要
な

も
の

を
必
要

な
人

に
届

け
る

民
間
の
力

が
必
要

だ
と
感

じ
ま
し

た
。

家
庭

医
の

先
生

方
と

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を
重

ね
，

県
庁

で
は

医
療

が
足

り
て

い
る
，

医
師

は
飽
和

状
態

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
聞

き
ま

し
た
が

，
こ

れ
は
あ

く
ま

で
救

急
医

療
と

し
て

の
話

で
，

慢
性
期

医
療

，
在
宅

ケ
ア

，
高

齢
者

の
循

環
器

疾
患

予
防

，
母
子

ケ
ア

と
い
う

よ
う

な
き

め
細

か
な

医
療

に
関

し
て

は
ま
だ

ま
だ

状
況

把
握
が

で
き

て
お

ら
ず
，
人

手
不
足

で
あ
る

と
い
う

こ
と
が

わ
か
り

ま
し
た

。

の
よ

う
な

小
さ

な
チ

ー
ム

の
ほ

う
が

小
回

り
が

き

き
，

戸
別

訪
問

や
在

宅
支
援

に
関

し
て
は

有
効

に
動

け
る

と
の

こ
と

で
，

実
働

部
隊
と

し
て

人
を
派

遣
し

て
ほ

し
い

と
い
う
話

を
聞
き

，
本
部
に

連
絡
し

ま
し
た

。

地
域

の
基

幹
病

院
の

産
婦
人

科
医

師
に
も

現
時

点
で

把
握

し
て

い
る

妊
婦

さ
ん

の
情
報

提
供

を
し
，

分
娩

受
け

入
れ

の
余

裕
が

な
い

こ
と

，
産
後

の
入

院
が
２

～
日
間

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た
。

あ
ま

り
の
過

重
労

働
に

，
産

婦
人

科
医

師
が

憔
悴

し
て
お

り
，

倒
れ
て

し
ま

わ
れ

な
い

か
心
配
に

な
り
ま

し
た
。

実
は

マ
イ
ナ

ー
ト
ラ

ブ
ル
が

い
っ

ぱ
い

現
地
派
遣

日
目
に

訪
れ
た

避
難

所
で
は

，
救
護

班
に
い

る
医
療
従

事
者
に

妊
婦
さ

ん
（

週
で
，
前

回
は

回
の

正
常

分
娩

）
の

こ
と

を
聞
き

ま
し

た
。
ほ

か
の

診
療

チ
ー

ム
医
師
の

私
に
対

し
，「

こ
ち

ら
で

き
ち
ん

と
見
て

い
ま
す

か
ら

心
配

あ
り

ま
せ

ん
」
と

追
い

返
さ
れ

そ
う

な
雰

囲
気

で
し
た
。

で
も

，
せ

っ
か

く
な

の
で
一

言
ご

挨
拶
だ

け
で

も
と

，
保

健
師

さ
ん

に
患

者
さ

ん
を
紹

介
し

て
い
た

だ
き

，
大

き
な

避
難

場
所

な
の

で
医

療
に
関

し
て

は
問
題

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

な
が

ら
「

い
か

が
で
す

か
。

便
秘
な

ど
あ

り
ま

せ
ん

か
」
と
お
聞

き
す
る

と
，
驚
い
た

こ
と
に

，「
日
に

回

し
か

出
な

い
ん

で
す

が
…
…

」
と

恥
ず
か

し
そ

う
に

，
ぽ

つ
ぽ
つ
と

お
話
さ

れ
ま
す

。「
腰
痛

は
？

体
の

痒
み
は

？
」

と
聞

く
と

，
長

期
間

冷
た
く

固
い

床
で
寝

泊
り

し
て

い
る

た
め

，
ま

た
，

お
風

呂
に
入

れ
な

い
た
め

，
ど

れ
も

当
て

は
ま

る
と

の
こ

と
で

，
話
を

聞
け

ば
聞
く

ほ
ど

た
く

さ
ん

の
マ
イ
ナ

ー
ト
ラ

ブ
ル
が

出
て
き

ま
し
た

。

同
席

し
て

い
た

保
健

師
さ
ん

は
，

今
ま
で

一
度

も
こ

ん
な

こ
と

を
聞

い
た

こ
と

が
な
い

と
，

驚
い
た

顔
。

今
ま

で
は

「
体
調
は

ど
う
で

す
か
」
と

聞
か

れ
て
も
「

大
丈
夫

で
す
」

と
し

か
答

え
な

か
っ

た
妊
婦

さ
ん

で
し
た

が
，

オ
ー

プ
ン

ク
・
エ
ス
チ

ョ
ン
（

か
か

の
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
ク
エ

ス
チ

ョ
ン

で
は

な
く

，
具
体

的
に

答
え
て

も
ら

う
質

問
方

法
）

に
す

る
と

，
妊

婦
さ
ん

も
自

分
か
ら

，
ち

ょ
っ

と
気

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
つ
い

て
表

出
し
て

く
れ

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
り

，
訴

え
を
引

き
出

す
診
療

方
法

が
大

切
だ

と
痛
感
し

ま
し
た

。

こ
こ

で
は

，
妊

婦
さ

ん
用
の

便
秘

薬
（
プ

ル
ゼ

ニ
ド

，
マ

グ
ラ
ッ
ク

ス
日

回
か
ら

回
，

回
１

錠
か
ら

適
宜

増
量
）
，
シ

ッ
プ

薬
（

モ
ー

ラ
ス

テ
ー
プ

，
セ

ル
タ

ッ
チ

，

頓
用
）
，
痒

み
止

め
（

リ
ン

デ
ロ

ン
，
頓

用
）
を

お
渡

し
し
，「

赤
ち
ゃ

ん
に
は

心
配
の
な

い
お
薬

な
の
で

，
つ
ら

い
症

状
が

続
く

よ
う

で
あ
れ

ば
我

慢
せ
ず

使
っ

て
く

だ
さ

い
ね
」
と
お
話

し
し

ま
し
た

。「
お

守
り
代

わ
り
に

し
て
大

切
に

保
管

し
ま

す
」

と
言
う

言
葉

に
，
来

て
よ

か
っ

た
，

と
感

動
。

ま
た

，
尿

蛋
白
を

検
査

す
る
ウ

ロ
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
避

難
所

の
救

護
室

に
は

常
備
さ

れ
て
い

な
か

っ
た

た
め

，

看
護
師
さ

ん
に
渡

し
ま
し
た
。

 
 唯

一
残

っ
た

病
院
と

連
携

本
連
載
の

前
回
で

詳
述
し

た
避
難

所
や
自

宅
に
い

た
名

の
妊

産
婦

は
，

実
家

や
親
せ

き
宅

に
移
っ

て
い

た
た

め
，

電
話

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
し

ま
し

た
が
，

震
災

発
生

か
ら

か
月
間

の
お

産
は

，
地
域

で
唯

一
残
っ

た
中

核
病

院
の

産
婦

人
科

で
取

り
上

げ
ら
れ

た
と

い
う
こ

と
を

把
握

し
ま

し
た

。
ほ

と
ん

ど
が

飛
び
込

み
出

産
と
な

り
，

連
日

の
分

娩
が

日
数
件

に
上
っ

た
た
め
，

産
婦
は

産
後

日
目

に

退
院
さ
せ

ざ
る
を

得
な
か

っ
た
そ

う
で
す

。

産
後

フ
ォ

ロ
ー

や
新

生
児
の

フ
ォ

ロ
ー
は

で
き

な
い

状
態

で
あ
り
，
こ

の
病
院

か
ら
私

た
ち

の
支
援

医
師
へ
，
産
婦
・

新
生

児
の

フ
ォ

ロ
ー

を
委
託

さ
れ

ま
し
た

。
市

の
保

健
福

祉
課

と
や

り
取

り
を

し
な
が

ら
，

東
松
島

市
，

石
巻

市
で

の
妊

産
婦

お
よ

び
新

生
児
の

フ
ォ

ロ
ー
開

始
し

た
の

が
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 月
日
の
こ

と
で
す

。

し
か

し
，

散
り

散
り

に
な
っ

て
い

る
妊
産

婦
を

訪
問

し
て

回
る

の
は

産
婦

人
科

医
師

の
有
志

だ
け
で

は
で

き
ま

せ
ん

。

こ
の
病
院

は
，
被
災

地
を

に
エ

リ
ア
分

け
し

，
集

ま
っ

た
医
療
団

体
を
振

り
分
け

て
い
ま

し
た
。

は
こ

の

の
エ

リ
ア

の
避

難
所

を
実
際

に
回

る
こ
と

で
詳

細
な

情
報

を
入

手
し

，
市

と
共

有
の
ア

セ
ス

メ
ン
ト

シ
ー

ト
を

用
い

て
調
査
を

行
な
い

，
避
難

所
の
妊

産
婦
や

新
生
児

の
有
無

，

診
察

内
容

も
，

毎
日

石
巻
市

に
提

出
す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

隣
の

東
松

島
市
も

す
ぐ

に
母
子

保
健

専
門

家
の

応
援
を
要

請
し
て

く
だ
さ

り
，

（
の
中
の

妊
産

婦
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
と

行
動

を
共
に

す
る

形
を

と
り

ま
し
た
。

も
と
も

と
石
巻

地
区
に

は
つ

の
分
娩

取
扱
医

院
が
あ

り
ま
し
た

が
，
産

科
が
動

い
て
い

る
の
は

医
院

か
所

の
み

で
し

た
。

も
と

も
と
石

巻
地

区
に
あ

っ
た

分
娩

施
設

は
石
巻
赤

十
字
病

院
と
開

業
産
科

医
院

つ
で
し
た

。
そ

れ
ら
の
病

院
で
石

巻
周
辺

の
件
／

月
の
分

娩
を

診
て

い
ま

し
た

。
震

災
直

後
は
分

娩
が

可
能
な

施
設

は
中

核
病

院
だ

け
で

し
た

。
そ

こ
で
は

ベ
ッ

ド
が
足

ら
ず

，
正

常
分

娩
は
産
後

日
で
，
帝

王
切
開
分

娩
は
産

後
日
で
退

院

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
間
，

退
院

す
る
母

に
対

し
て

産
後

の
授

乳
指

導
，

育
児

指
導
，

こ
こ

ろ
の
ケ

ア
な

ど
は

何
も

行
な
え
ま

せ
ん
で

し
た
。

震
災
後

１
か

月
の

間
に
退

院
し

た
褥
婦

，
ま

た
震

災
後

１
か

月
の

間
に

１
か

月
健
診

を
予

約
し
て

い
た

妊
婦

の
約

人
程

度
（

推
測

値
）

の
フ
ォ

ロ
ー
が

行
な

わ
れ
て
い

な
い

状
況

で
し

た
。

現
地
の

妊
産

婦
さ
ん

は
産

後
の

ケ
ア

が
十

分
に

受
け

ら
れ

ず
，
誰

も
サ

ポ
ー
ト

で
き

な
い

状
態

で
し
た
。

専
門

家
に
つ

な
ぐ

そ
ん
な
中

，
月

日
に
私
と

池
田
裕

美
枝
医

師
産
婦

人
科

，
総

合
内

科
）

は
，
家

族
計

画
協
会

の
北

村
邦

夫
先

生
か

ら
日

本
助

産
師

会
に
つ

な
い

で
い
た

だ
き

，
日

本
助

産
師

会
が

助
産

師
の

人
材
派

遣
を

決
定
し

て
く

だ
さ

っ
た

の
が

，
大

き
な

転
換

点
に
な

り
ま

し
た
。

助
産

師
さ

ん
は

産
婦

人
科

医
師

が
経

験
の
な

い
訪

問
診
療

に
長

け
て

い
ま

す
。
週

に
名

，
総
計

名
以
上

も
の
助

産
師
を

半
年
間

派
遣

し
て

い
た

だ
け

た
こ
と

で
，

被
災
地

の
母

子
保

健
が

救
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の

後
，

管
理

栄
養

士
の
団

体
や

臨
床
心

理
士

，
小

児
科

医
師

な
ど

，
多

種
多

様
な
方

か
ら

お
話
を

う
か

が
い

，
勉

強
し

，
現

地
に

届
け

る
べ
き

情
報

や
サ
ポ

ー
ト

団
体

が
増

え
て

い
き

ま
し

た
。

被
災
地

で
妊

産
婦
さ

ん
に

配
る

栄
養

情
報
の
チ

ラ
シ
，
母
乳
育

児
支
援

団
体
か

ら
の
支

援
物
資

，

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

の
基

本
マ
ニ

ュ
ア

ル
な
ど

，
私

た
ち

の
支

援
ツ

ー
ル

も
充

実
し

て
き
ま

し
た

。
子
ど

も
に

遊
び

や
喜

び
を

与
え

た
い

と
い

う
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
集

団
と

の
コ

ラ
ボ

が
始

ま
り

，
被

災
地

で
身
を

寄
せ

合
っ
て

暮
ら

す
母

子
へ

届
け
る
も

の
が
充

実
し
て

き
ま
し

た
。

月
日
に

は
東
京

都
助
産

師
会

の
宗
祥

子
さ
ん

と
連
携

を
結
び
，
東
京
里

帰
り
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
と

の
合

同
で

現
地

の
妊

産
婦

支
援

が
本

格
的
に

ス
タ
ー

ト
し

て
か

ら
は

，

以
下
の
活

動
を
始

め
ま
し

た
。

・
震
災
後

か
月
半

ま
っ
た

く
手

つ
か
ず

だ
っ
た

石
巻
に

お
け

る
産

褥
期

の
ア

セ
ス
メ

ン
ト

，
母
子

の
心

の
ケ

ア
，

産
後

う
つ

，
母

乳
率

に
つ
い

て
，

状
況
把

握
を

す
る

と
同

時
に

そ
の

場
で

必
要

な
サ
ポ

ー
ト

お
よ
び

医
療

介
入

を
提

供
で

き
る

よ
う

，
訪

問
看
護

を
始

め
る
た

め
，

派
遣

さ
れ

た
助

産
師

に
車

と
健

診
ツ
ー

ル
を

貸
与
し

，
震

災
後

に
出

産
し
た
母

子
が
い

る
避
難

所
や
自

宅
を
回

っ
て
も

ら
う
。

・
産

後
訪

問
の
ニ
ー

ズ
が
あ

る
地

域
へ
，
日

本
助
産

師
会
，

東
京

助
産

師
会

な
ど

か
ら
の

助
産

師
派
遣

を
つ

な
げ

る
。

→
ま
ず
は

東
松
島

市
，
そ

の
後
，

石
巻
市

周
辺
地

域
へ
。

・
同

じ
よ

う
な

乳
児

を
持
つ

母
親

が
集
え

る
場

を
つ

く
る

（
育

児
サ

ー
ク

ル
，

ベ
ビ
ー

マ
ッ

サ
ー
ジ

や
離

乳
食

教
室

な
ど
）
。

・
石

巻
で

の
分

娩
受

け
入
れ

数
半

減
へ
の

対
策

：
地

元
の

産
科

開
業

医
を

サ
ポ

ー
ト
し

て
，

ロ
ー
リ

ス
ク

妊
娠

の
分

娩
受
け
皿

づ
く
り

。

・
家

庭
医

や
助

産
師

に
よ
る

妊
婦

健
診
お

よ
び

セ
ミ

オ
ー

プ
ン
シ
ス

テ
ム
の

構
築
。

→
ト

レ
ー

ナ
ー

藤
岡

医
師

お
よ

び
地

元
家

庭
医

に

相
談
し
，

妊
婦
健

診
ま
で

カ
バ
ー

す
る
家

庭
医
を

派
遣
。

・
地

域
の

産
婦

人
科

に
お

け
る
電

子
カ
ル

テ
デ

ー
タ

共
有

シ
ス
テ
ム

づ
く
り

。

・
母
子

手
帳
の

化
，
遠
隔

地
で

も
デ
ー

タ
が
見

ら
れ
る

仕
組
み
づ

く
り
。

・
妊

産
婦

さ
ん

に
は

，
一
番

心
配

な
こ
と

を
お

聞
き

し
，

が
ん

ば
り

す
ぎ

な
い

育
児
を

ア
ド

バ
イ
ス

す
る

。
話

を
聞

い
て
も
ら

う
こ
と

の
重
要

性
を
認

識
し
て

も
ら
う

。

・
妊

産
婦

訪
問

健
診

，
ピ
ア

・
カ

ウ
ン
セ

リ
ン

グ
（

妊
婦

さ
ん
サ
ー

ク
ル

），
啓
蒙
・
教
育
（
両

親
学
級
）
な
ど

の
場

を
提
供
す

る
。

し
か
し
，
現
地
の

母
子
保

健
シ
ス

テ
ム
や

産
婦
人

科
医
師

，

助
産

師
に

対
し

て
押

し
つ
け

に
な

ら
な
い

よ
う

な
配

慮
を

す
る
と
い

う
こ
と

に
最
も

気
を
遣

い
ま
し

た
。

今
月
の
教

訓

●
行
政
に

頼
る
の

で
は
な

く
，
医

療
者

自
ら
も
全

体
を
俯

瞰

し
て
見
る

努
力
を

し
，
自
分
た
ち

医
療
職

が
組
織

立
て
て

で

き
る
こ
と

を
探
す

。

●
被
災
地

で
の
ニ

ー
ズ
を

発
見
し

た
ら
（
今

回
は
，
プ

ラ
イ

マ
リ
ー
・
ケ
ア

医
師
が

妊
産
婦
と

新
生
児

ケ
ア
に

対
す
る

不

足
を

発
見

）
，

リ
ソ

ー
ス

（
今

回
は

，
日

本
助

産
師

会
や

東

京
都
助
産

師
会
な

ど
，
ケ
ア
能
力

と
高
い

志
を
持

っ
た
助

産

師
さ
ん
の

集
団
）
へ

と
つ
な

ぐ
な

ど
，
今
ま

で
接
点

の
な
か

っ
た

組
織

と
組

織
を

つ
な

ぐ
こ

と
で

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

を
図
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時
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子
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健

妊
産
婦
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師
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第

 5
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（

2）
 

 る
。

●
直
接
会

い
に
行

く
こ
と

で
，
信

頼
関
係

が
生
ま

れ
る
。

●
自
分
の

専
門
分

野
だ
け

で
な
く

，
栄

養
面

，
心

理
面

，
子

ど
も
の
遊

び
な
ど

，
多

種
多
様
な

専
門
家

の
と
こ

ろ
に
話

を

聞
き
に
行

き
，
被
災
地

の
母
子
に

届
け
る

物
の
バ

リ
エ
ー

シ

ョ
ン
を
増

や
す
。

－153－－ 159 －
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第
４
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
･シ

ー
ト

(1
) 

 が
来
て
い

た
が
，

妊
婦
さ

ん
は
診

て
も
ら

え
な
か

っ
た
。

・
産
後

か
月
の
あ

る
褥
婦

さ
ん

の
と
こ

ろ
に
も

小
児
科

チ

ー
ム
が
来

て
い
た

が
，
お

母
さ
ん

は
ノ
ー

ケ
ア
だ

っ
た
。

こ
れ

ら
の

光
景

を
目

に
す

る
に

つ
れ

，
人

の
医

師
は

，

「
被
災

地
で

は
忘

れ
ら

れ
て
い
る

妊
婦

さ
ん

が
い

る
」

―
―

妊
婦

は
病

気
で

な
い

か
ら

？
診

ら
れ

る
医

者
が

い
な

い
か

ら
？

と
疑
問

を
感
じ

，
災
害

時
の

妊
産
婦

対
応
へ

の
問
題

意

識
を
も
ち

ま
し
た

。

私
は

月
日
に
現

地
入
り

し
た

そ
の
日

か
ら
，

藤
岡
医

師
か
ら

引
き

継
い

だ
情

報
を
も
と

に
避

難
所

を
回

っ
て

妊
婦

健
診
を

開
始

し
ま

し
た

。
妊
婦
さ

ん
の

情
報

が
書

か
れ

た
紙

カ
ル
テ

枚
ず

つ
を
大

事
に
保
管

し
，
避

難
所

を
か

所
回

る
と
，
も
う
日

暮
れ
で

す
。
避
難

所
間
は

車
で

～
時
間
走

ら
な
け

れ
ば

た
ど

り
つ

か
な
い
ほ

ど
離

れ
て

お
り

，
途

中
の

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン

ド
は
，

軒
に

軒
が
開

い
て
い

る
か
ど

う
か
。

開
い

て
い

て
も

長
蛇
の
列

で
，

ガ
ソ

リ
ン

が
も

つ
か

ど
う
か
冷

や
冷
や

し
な
が

ら
動
き

回
り
ま

し
た
。

私
が
託

さ
れ

た
災

害
カ

ル
テ

を
見

て
，

被
災

地
に

は
妊
産

婦
さ
ん

専
用

の
カ

ル
テ

が
な
い
こ

と
に

気
づ

き
ま

し
た

。
日

赤
，

，
自
衛

隊
，
ど

の
災
害

援
助

チ
ー

ム
の

カ
ル

テ
に

も
妊
娠

に
関

す
る

チ
ェ

ッ
ク
項
目

が
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

れ
で

は
妊
産

婦
さ

ん
の

存
在

を
把
握
す

る
こ

と
が

で
き

ず
，

妊
産

婦
さ
ん

に
特

有
の

問
診

事
項
，
注

意
事

項
が

抜
け

落
ち

て
し

ま
い
ま

す
。

ま
た

，
コ

ピ
ー
機
も

な
い

の
で

同
じ

妊
産

婦
さ

ん
の
紙

を
束

ね
る

か
，

持
ち
歩
く

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

母
子

健
康
手

帳
も

失
っ

た
方

が
多
い
な

か
，

妊
産

婦
さ

ん
専

用
カ

ル
テ
を

作
り

時
系

列
で

妊
娠
経
過

の
変

化
に

注
意

し
て

い
な

い
と
，

急
変

に
対

応
で

き
な
い
と

感
じ

ま
し

た
。

何
回

か
の

現
地
派

遣
後

，
私

た
ち

の
仲
間
は

妊
産

婦
専

用
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・

シ
ー

ト
を

作
り

図
，
使

い
始

め
ま

し
た

。
こ
れ

は

日
本
で

唯
一

の
災

害
時

妊
産
婦
リ

ス
ク

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
シ

ー
ト
と

し
て

，
公

衆
衛

生
の
教
科

書
で

も
取

り
上

げ
て

い
た

だ
い
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
母
子
は

自
ら
医

療
機
関

に
ア
ク

セ
ス
し

に
く
い

た
め
，
医

療
者
は
救

護
所
の

中
で

待
っ
て
い

る
の
で

は
な
く

，
こ
ち

ら

か
ら

避
難

者
の

な
か

に
入

っ
て

行
っ

て
ニ

ー
ズ

を
掘

り
起

こ
す
ア
ウ

ト
リ
ー

チ
の
姿

勢
を
。

●
可

能
で

あ
れ

ば
妊

産
婦

を
一

か
所

の
避

難
所

に
集

め
る

と
，
食
事

や
待
遇

，
休
息

な
ど
を

遠
慮
す

る
こ
と

が
な
く

，

支
援
も
集

ま
っ
て

く
る
た

め
効
率

的
。

参
考

文
献

國
井

修
：
災

害
時
の

公
衆
衛

生
．
第

章
母

子
保

健
対
策

，

，
南

山
堂
，

．

医
学
書
院
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第
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避
難
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回
妊
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健
診
と
ア
セ
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メ
ン
ト
シ
ー
ト
（

2）
 

 妊
婦

を
手
厚

く
守
る

た
め
に

妊
婦

は
被

災
地

で
，

最
も
気

を
か

け
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

弱
者

で
あ

り
，

出
産

と
い
う

自
然

行
為
で

は
あ

る
が

，
大

変
リ

ス
ク

の
高

い
事

象
を

迎
え
る

こ
と
が

予
測

さ
れ

ま
す

。

ま
た

，
居

場
所

と
安

否
，
状

態
を

誰
も
把

握
で

き
な

い
集

団
で
も
あ

り
ま
す

。
私
は

こ
れ
ら

の
こ
と

を
行
政

に
伝
え

，

即
座

に
対

応
し

て
も

ら
お
う

と
，

県
庁
の

医
療

整
備

課
，

子
育
て
支

援
課
を

訪
ね
ま

し
た
。

公
共

政
策

に
つ

い
て

当
時
何

も
知

ら
な
か

っ
た

私
は

，
臨

床
医

で
あ

る
自

分
が

で
き
る

こ
と

は
，
お

産
難

民
を

生
じ

さ
せ

な
い

た
め

の
体

制
づ
く

り
に

つ
い
て

行
政

に
ア

ラ
ー

ト
（

警
報

）
を

出
す

こ
と
だ

と
考

え
て
い

ま
し

た
。

し
か

し
，

行
政

は
行

政
で

疲
弊
し

，
母

子
保
健

に
回

せ
る

マ
ン

パ
ワ

ー
も

エ
ネ

ル
ギ

ー
も
あ

り
ま

せ
ん
。

災
害

時
対

応
と

い
う

不
慣

れ
で

負
荷

が
大
き

い
感

情
労
働

に
パ

ン
ク

し
て

し
ま
い
，
母
子
の

こ
と
ま

で
手
が

回
ら
な

か
っ
た

の
で
す

。

自
治

体
，
現

地
医
師

の
荷
重

労
働

県
庁

の
医

療
整

備
課
で

は
，

（
東
日

本
大

震
災
支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
の

藤
岡
洋

介
医

師
，
綱

分
信

二
医

師
が

作
成

し
た

妊
婦

情
報

お
よ
び

診
療

記
録
を

直
接

届
け

た
こ

と
で

大
変

感
謝

を
さ

れ
ま
し

た
。

し
か
し

，
今

後
の

見
通

し
が

ま
っ

た
く

立
た

ず
，
困

惑
さ

れ
て
い

る
役

所
の

方
々

を
前

に
，

非
常

時
に

は
現
場

の
ニ

ー
ズ
を

掘
り

起
こ

し
て

直
接

届
け

る
こ

と
の

重
要
性

を
痛

感
す
る

と
と

も
に

，
行

政
を

あ
て

に
せ

ず
，

必
要
な

も
の

を
必
要

な
人

に
届

け
る

民
間
の
力

が
必
要

だ
と
感

じ
ま
し

た
。

家
庭

医
の

先
生

方
と

デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

を
重

ね
，

県
庁

で
は

医
療

が
足

り
て

い
る
，

医
師

は
飽
和

状
態

と
い

う
よ

う
な

こ
と

を
聞

き
ま

し
た
が

，
こ

れ
は
あ

く
ま

で
救

急
医

療
と

し
て

の
話

で
，

慢
性
期

医
療

，
在
宅

ケ
ア

，
高

齢
者

の
循

環
器

疾
患

予
防

，
母
子

ケ
ア

と
い
う

よ
う

な
き

め
細

か
な

医
療

に
関

し
て

は
ま
だ

ま
だ

状
況

把
握
が

で
き

て
お

ら
ず
，
人

手
不
足

で
あ
る

と
い
う

こ
と
が

わ
か
り

ま
し
た

。

の
よ

う
な

小
さ

な
チ

ー
ム

の
ほ

う
が

小
回

り
が

き

き
，

戸
別

訪
問

や
在

宅
支
援

に
関

し
て
は

有
効

に
動

け
る

と
の

こ
と

で
，

実
働

部
隊
と

し
て

人
を
派

遣
し

て
ほ

し
い

と
い
う
話

を
聞
き

，
本
部
に

連
絡
し

ま
し
た

。

地
域

の
基

幹
病

院
の

産
婦
人

科
医

師
に
も

現
時

点
で

把
握

し
て

い
る

妊
婦

さ
ん

の
情
報

提
供

を
し
，

分
娩

受
け

入
れ

の
余

裕
が

な
い

こ
と

，
産
後

の
入

院
が
２

～
日
間

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た
。

あ
ま

り
の
過

重
労

働
に

，
産

婦
人

科
医

師
が

憔
悴

し
て
お

り
，

倒
れ
て

し
ま

わ
れ

な
い

か
心
配
に

な
り
ま

し
た
。

実
は

マ
イ
ナ

ー
ト
ラ

ブ
ル
が

い
っ

ぱ
い

現
地
派
遣

日
目
に

訪
れ
た

避
難

所
で
は

，
救
護

班
に
い

る
医
療
従

事
者
に

妊
婦
さ

ん
（

週
で
，
前

回
は

回
の

正
常

分
娩

）
の

こ
と

を
聞
き

ま
し

た
。
ほ

か
の

診
療

チ
ー

ム
医
師
の

私
に
対

し
，「

こ
ち

ら
で

き
ち
ん

と
見
て

い
ま
す

か
ら

心
配

あ
り

ま
せ

ん
」
と

追
い

返
さ
れ

そ
う

な
雰

囲
気

で
し
た
。

で
も

，
せ

っ
か

く
な

の
で
一

言
ご

挨
拶
だ

け
で

も
と

，
保

健
師

さ
ん

に
患

者
さ

ん
を
紹

介
し

て
い
た

だ
き

，
大

き
な

避
難

場
所

な
の

で
医

療
に
関

し
て

は
問
題

な
い

だ
ろ

う
と

思
い

な
が

ら
「

い
か

が
で
す

か
。

便
秘
な

ど
あ

り
ま

せ
ん

か
」
と
お
聞

き
す
る

と
，
驚
い
た

こ
と
に

，「
日
に

回

し
か

出
な

い
ん

で
す

が
…
…

」
と

恥
ず
か

し
そ

う
に

，
ぽ

つ
ぽ
つ
と

お
話
さ

れ
ま
す

。「
腰
痛

は
？

体
の

痒
み
は

？
」

と
聞

く
と

，
長

期
間

冷
た
く

固
い

床
で
寝

泊
り

し
て

い
る

た
め

，
ま

た
，

お
風

呂
に
入

れ
な

い
た
め

，
ど

れ
も

当
て

は
ま

る
と

の
こ

と
で

，
話
を

聞
け

ば
聞
く

ほ
ど

た
く

さ
ん

の
マ
イ
ナ

ー
ト
ラ

ブ
ル
が

出
て
き

ま
し
た

。

同
席

し
て

い
た

保
健

師
さ
ん

は
，

今
ま
で

一
度

も
こ

ん
な

こ
と

を
聞

い
た

こ
と

が
な
い

と
，

驚
い
た

顔
。

今
ま

で
は

「
体
調
は

ど
う
で

す
か
」
と

聞
か

れ
て
も
「

大
丈
夫

で
す
」

と
し

か
答

え
な

か
っ

た
妊
婦

さ
ん

で
し
た

が
，

オ
ー

プ
ン

ク
・
エ
ス
チ

ョ
ン
（

か
か

の
ク
ロ

ー
ズ
ド
・
ク
エ

ス
チ

ョ
ン

で
は

な
く

，
具
体

的
に

答
え
て

も
ら

う
質

問
方

法
）

に
す

る
と

，
妊

婦
さ
ん

も
自

分
か
ら

，
ち

ょ
っ

と
気

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
つ
い

て
表

出
し
て

く
れ

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
り

，
訴

え
を
引

き
出

す
診
療

方
法

が
大

切
だ

と
痛
感
し

ま
し
た

。

こ
こ

で
は

，
妊

婦
さ

ん
用
の

便
秘

薬
（
プ

ル
ゼ

ニ
ド

，
マ

グ
ラ
ッ
ク

ス
日

回
か
ら

回
，

回
１

錠
か
ら

適
宜

増
量
）
，
シ

ッ
プ

薬
（

モ
ー

ラ
ス

テ
ー
プ

，
セ

ル
タ

ッ
チ

，

頓
用
）
，
痒

み
止

め
（

リ
ン

デ
ロ

ン
，
頓

用
）
を

お
渡

し
し
，「

赤
ち
ゃ

ん
に
は

心
配
の
な

い
お
薬

な
の
で

，
つ
ら

い
症

状
が

続
く

よ
う

で
あ
れ

ば
我

慢
せ
ず

使
っ

て
く

だ
さ

い
ね
」
と
お
話

し
し

ま
し
た

。「
お

守
り
代

わ
り
に

し
て
大

切
に

保
管

し
ま

す
」

と
言
う

言
葉

に
，
来

て
よ

か
っ

た
，

と
感

動
。

ま
た

，
尿

蛋
白
を

検
査

す
る
ウ

ロ
ス

テ
ィ

ッ
ク

が
避

難
所

の
救

護
室

に
は

常
備
さ

れ
て
い

な
か

っ
た

た
め

，

看
護
師
さ

ん
に
渡

し
ま
し
た
。

 
 唯

一
残

っ
た

病
院
と

連
携

本
連
載
の

前
回
で

詳
述
し

た
避
難

所
や
自

宅
に
い

た
名

の
妊

産
婦

は
，

実
家

や
親
せ

き
宅

に
移
っ

て
い

た
た

め
，

電
話

で
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
し

ま
し

た
が
，

震
災

発
生

か
ら

か
月
間

の
お

産
は

，
地
域

で
唯

一
残
っ

た
中

核
病

院
の

産
婦

人
科

で
取

り
上

げ
ら
れ

た
と

い
う
こ

と
を

把
握

し
ま

し
た

。
ほ

と
ん

ど
が

飛
び
込

み
出

産
と
な

り
，

連
日

の
分

娩
が

日
数
件

に
上
っ

た
た
め
，

産
婦
は

産
後

日
目

に

退
院
さ
せ

ざ
る
を

得
な
か

っ
た
そ

う
で
す

。

産
後

フ
ォ

ロ
ー

や
新

生
児
の

フ
ォ

ロ
ー
は

で
き

な
い

状
態

で
あ
り
，
こ

の
病
院

か
ら
私

た
ち

の
支
援

医
師
へ
，
産
婦
・

新
生

児
の

フ
ォ

ロ
ー

を
委
託

さ
れ

ま
し
た

。
市

の
保

健
福

祉
課

と
や

り
取

り
を

し
な
が

ら
，

東
松
島

市
，

石
巻

市
で

の
妊

産
婦

お
よ

び
新

生
児
の

フ
ォ

ロ
ー
開

始
し

た
の

が
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第

 5
回

避
難
所
巡
回
妊
産
婦
健
診
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
（

2）
 

 月
日
の
こ

と
で
す

。

し
か

し
，

散
り

散
り

に
な
っ

て
い

る
妊
産

婦
を

訪
問

し
て

回
る

の
は

産
婦

人
科

医
師

の
有
志

だ
け
で

は
で

き
ま

せ
ん

。

こ
の
病
院

は
，
被
災

地
を

に
エ

リ
ア
分

け
し

，
集

ま
っ

た
医
療
団

体
を
振

り
分
け

て
い
ま

し
た
。

は
こ

の

の
エ

リ
ア

の
避

難
所

を
実
際

に
回

る
こ
と

で
詳

細
な

情
報

を
入

手
し

，
市

と
共

有
の
ア

セ
ス

メ
ン
ト

シ
ー

ト
を

用
い

て
調
査
を

行
な
い

，
避
難

所
の
妊

産
婦
や

新
生
児

の
有
無

，

診
察

内
容

も
，

毎
日

石
巻
市

に
提

出
す
る

よ
う

に
し

て
い

ま
し

た
。

隣
の

東
松

島
市
も

す
ぐ

に
母
子

保
健

専
門

家
の

応
援
を
要

請
し
て

く
だ
さ

り
，

（
の
中
の

妊
産

婦
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
と

行
動

を
共
に

す
る

形
を

と
り

ま
し
た
。

も
と
も

と
石
巻

地
区
に

は
つ

の
分
娩

取
扱
医

院
が
あ

り
ま
し
た

が
，
産

科
が
動

い
て
い

る
の
は

医
院

か
所

の
み

で
し

た
。

も
と

も
と
石

巻
地

区
に
あ

っ
た

分
娩

施
設

は
石
巻
赤

十
字
病

院
と
開

業
産
科

医
院

つ
で
し
た

。
そ

れ
ら
の
病

院
で
石

巻
周
辺

の
件
／

月
の
分

娩
を

診
て

い
ま

し
た

。
震

災
直

後
は
分

娩
が

可
能
な

施
設

は
中

核
病

院
だ

け
で

し
た

。
そ

こ
で
は

ベ
ッ

ド
が
足

ら
ず

，
正

常
分

娩
は
産
後

日
で
，
帝

王
切
開
分

娩
は
産

後
日
で
退

院

し
て

い
ま

し
た

。
こ

の
間
，

退
院

す
る
母

に
対

し
て

産
後

の
授

乳
指

導
，

育
児

指
導
，

こ
こ

ろ
の
ケ

ア
な

ど
は

何
も

行
な
え
ま

せ
ん
で

し
た
。

震
災
後

１
か

月
の

間
に
退

院
し

た
褥
婦

，
ま

た
震

災
後

１
か

月
の

間
に

１
か

月
健
診

を
予

約
し
て

い
た

妊
婦

の
約

人
程

度
（

推
測

値
）

の
フ
ォ

ロ
ー
が

行
な

わ
れ
て
い

な
い

状
況

で
し

た
。

現
地
の

妊
産

婦
さ
ん

は
産

後
の

ケ
ア

が
十

分
に

受
け

ら
れ

ず
，
誰

も
サ

ポ
ー
ト

で
き

な
い

状
態

で
し
た
。

専
門

家
に
つ

な
ぐ

そ
ん
な
中

，
月

日
に
私
と

池
田
裕

美
枝
医

師
産
婦

人
科

，
総

合
内

科
）

は
，
家

族
計

画
協
会

の
北

村
邦

夫
先

生
か

ら
日

本
助

産
師

会
に
つ

な
い

で
い
た

だ
き

，
日

本
助

産
師

会
が

助
産

師
の

人
材
派

遣
を

決
定
し

て
く

だ
さ

っ
た

の
が

，
大

き
な

転
換

点
に
な

り
ま

し
た
。

助
産

師
さ

ん
は

産
婦

人
科

医
師

が
経

験
の
な

い
訪

問
診
療

に
長

け
て

い
ま

す
。
週

に
名

，
総
計

名
以
上

も
の
助

産
師
を

半
年
間

派
遣

し
て

い
た

だ
け

た
こ
と

で
，

被
災
地

の
母

子
保

健
が

救
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の

後
，

管
理

栄
養

士
の
団

体
や

臨
床
心

理
士

，
小

児
科

医
師

な
ど

，
多

種
多

様
な
方

か
ら

お
話
を

う
か

が
い

，
勉

強
し

，
現

地
に

届
け

る
べ
き

情
報

や
サ
ポ

ー
ト

団
体

が
増

え
て

い
き

ま
し

た
。

被
災
地

で
妊

産
婦
さ

ん
に

配
る

栄
養

情
報
の
チ

ラ
シ
，
母
乳
育

児
支
援

団
体
か

ら
の
支

援
物
資

，

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

の
基

本
マ
ニ

ュ
ア

ル
な
ど

，
私

た
ち

の
支

援
ツ

ー
ル

も
充

実
し

て
き
ま

し
た

。
子
ど

も
に

遊
び

や
喜

び
を

与
え

た
い

と
い

う
ア
ー

テ
ィ

ス
ト
集

団
と

の
コ

ラ
ボ

が
始

ま
り

，
被

災
地

で
身
を

寄
せ

合
っ
て

暮
ら

す
母

子
へ

届
け
る
も

の
が
充

実
し
て

き
ま
し

た
。

月
日
に

は
東
京

都
助
産

師
会

の
宗
祥

子
さ
ん

と
連
携

を
結
び
，
東
京
里

帰
り
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
と

の
合

同
で

現
地

の
妊

産
婦

支
援

が
本

格
的
に

ス
タ
ー

ト
し

て
か

ら
は

，

以
下
の
活

動
を
始

め
ま
し

た
。

・
震
災
後

か
月
半

ま
っ
た

く
手

つ
か
ず

だ
っ
た

石
巻
に

お
け

る
産

褥
期

の
ア

セ
ス
メ

ン
ト

，
母
子

の
心

の
ケ

ア
，

産
後

う
つ

，
母

乳
率

に
つ
い

て
，

状
況
把

握
を

す
る

と
同

時
に

そ
の

場
で

必
要

な
サ
ポ

ー
ト

お
よ
び

医
療

介
入

を
提

供
で

き
る

よ
う

，
訪

問
看
護

を
始

め
る
た

め
，

派
遣

さ
れ

た
助

産
師

に
車

と
健

診
ツ
ー

ル
を

貸
与
し

，
震

災
後

に
出

産
し
た
母

子
が
い

る
避
難

所
や
自

宅
を
回

っ
て
も

ら
う
。

・
産

後
訪

問
の
ニ
ー

ズ
が
あ

る
地

域
へ
，
日

本
助
産

師
会
，

東
京

助
産

師
会

な
ど

か
ら
の

助
産

師
派
遣

を
つ

な
げ

る
。

→
ま
ず
は

東
松
島

市
，
そ

の
後
，

石
巻
市

周
辺
地

域
へ
。

・
同

じ
よ

う
な

乳
児

を
持
つ

母
親

が
集
え

る
場

を
つ

く
る

（
育

児
サ

ー
ク

ル
，

ベ
ビ
ー

マ
ッ

サ
ー
ジ

や
離

乳
食

教
室

な
ど
）
。

・
石

巻
で

の
分

娩
受

け
入
れ

数
半

減
へ
の

対
策

：
地

元
の

産
科

開
業

医
を

サ
ポ

ー
ト
し

て
，

ロ
ー
リ

ス
ク

妊
娠

の
分

娩
受
け
皿

づ
く
り

。

・
家

庭
医

や
助

産
師

に
よ
る

妊
婦

健
診
お

よ
び

セ
ミ

オ
ー

プ
ン
シ
ス

テ
ム
の

構
築
。

→
ト

レ
ー

ナ
ー

藤
岡

医
師

お
よ

び
地

元
家

庭
医

に

相
談
し
，

妊
婦
健

診
ま
で

カ
バ
ー

す
る
家

庭
医
を

派
遣
。

・
地

域
の

産
婦

人
科

に
お

け
る
電

子
カ
ル

テ
デ

ー
タ

共
有

シ
ス
テ
ム

づ
く
り

。

・
母
子

手
帳
の

化
，
遠
隔

地
で

も
デ
ー

タ
が
見

ら
れ
る

仕
組
み
づ

く
り
。

・
妊

産
婦

さ
ん

に
は

，
一
番

心
配

な
こ
と

を
お

聞
き

し
，

が
ん

ば
り

す
ぎ

な
い

育
児
を

ア
ド

バ
イ
ス

す
る

。
話

を
聞

い
て
も
ら

う
こ
と

の
重
要

性
を
認

識
し
て

も
ら
う

。

・
妊

産
婦

訪
問

健
診

，
ピ
ア

・
カ

ウ
ン
セ

リ
ン

グ
（

妊
婦

さ
ん
サ
ー

ク
ル

），
啓
蒙
・
教
育
（
両

親
学
級
）
な
ど

の
場

を
提
供
す

る
。

し
か
し
，
現
地
の

母
子
保

健
シ
ス

テ
ム
や

産
婦
人

科
医
師

，

助
産

師
に

対
し

て
押

し
つ
け

に
な

ら
な
い

よ
う

な
配

慮
を

す
る
と
い

う
こ
と

に
最
も

気
を
遣

い
ま
し

た
。

今
月
の
教

訓

●
行
政
に

頼
る
の

で
は
な

く
，
医

療
者

自
ら
も
全

体
を
俯

瞰

し
て
見
る

努
力
を

し
，
自
分
た
ち

医
療
職

が
組
織

立
て
て

で

き
る
こ
と

を
探
す

。

●
被
災
地

で
の
ニ

ー
ズ
を

発
見
し

た
ら
（
今

回
は
，
プ

ラ
イ

マ
リ
ー
・
ケ
ア

医
師
が

妊
産
婦
と

新
生
児

ケ
ア
に

対
す
る

不

足
を

発
見

）
，

リ
ソ

ー
ス

（
今

回
は

，
日

本
助

産
師

会
や

東

京
都
助
産

師
会
な

ど
，
ケ
ア
能
力

と
高
い

志
を
持

っ
た
助

産

師
さ
ん
の

集
団
）
へ

と
つ
な

ぐ
な

ど
，
今
ま

で
接
点

の
な
か

っ
た

組
織

と
組

織
を

つ
な

ぐ
こ

と
で

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

を
図
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第
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避
難
所
巡
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妊
産
婦
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診
と
ア
セ
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メ
ン
ト
シ
ー
ト
（

2）
 

 る
。

●
直
接
会

い
に
行

く
こ
と

で
，
信

頼
関
係

が
生
ま

れ
る
。

●
自
分
の

専
門
分

野
だ
け

で
な
く

，
栄

養
面

，
心

理
面

，
子

ど
も
の
遊

び
な
ど

，
多

種
多
様
な

専
門
家

の
と
こ

ろ
に
話

を

聞
き
に
行

き
，
被
災
地

の
母
子
に

届
け
る

物
の
バ

リ
エ
ー

シ

ョ
ン
を
増

や
す
。
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第

6
回

子
育
て
の
「
安
心
拠
点
」
づ
く
り
―
―
親
子
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
を

 
 

1 
 ピ

ア
グ

ル
ー

プ
の

必
要

性

母
子

の
分

野
で

働
い

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
方

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
や

、
人

と
人

と

が
直

接
会

い
、

話
す

こ
と

が
も

つ
エ

ネ
ル

ギ
ー

を

き
っ

と
ご

存
じ

だ
と

思
い

ま
す

。
今

月
号

は
、

「
人

と
出

会
え

る
場

づ
く

り
」

が
災

害
時

の
母

子

の
心

身
ケ

ア
支

援
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
、

ご

報
告

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

震
災

後
、

被
災

し
た

土
地

か
ら

多
く

の
方

が
避

難
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
で

、
多

く
の

家
族

は
、

そ

れ
ま

で
身

近
に

い
た

方
と

遠
く

な
っ

て
し

ま
い

ま

し
た

。
電

話
も

通
じ

ま
せ

ん
。

女
性

に
と

っ
て

、

自
分

の
立

場
や

苦
労

を
わ

か
っ

て
く

れ
る

友
人

と

の
語

ら
い

は
何

よ
り

も
安

心
で

き
、

元
気

に
な

れ

る
も

の
で

す
。

「
何

を
知

っ
て

い
る

か
よ

り
も

誰
を

知
っ

て
い

る
か

が
重

要
だ

」

医
療

や
保

健
と

ビ
ジ

ネ
ス

が
緊

密
に

結
び

つ
く

ハ
ー

バ
ー

ド
公

衆
衛

生
大

学
院

で
、

私
は

こ
と

あ

る
ご

と
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

（
人

脈
）

の
重

要

性
を

教
わ

り
ま

し
た

。
私

自
身

、
妊

娠
・

子
育

て

経
験

と
専

門
職

と
し

て
の

立
場

か
ら

、
母

親
に

は

人
と

の
つ

な
が

り
が

と
て

も
大

き
な

価
値

が
あ

る
、

と
い

う
こ

と
を

学
ん

で
き

ま
し

た
。

（
１

）
妊

婦
さ

ん
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
加

え
、

（
２

）
保

健
室

の
先

生
の

よ
う

に
気

軽
に

相
談

で

き
て

、
き

ち
ん

と
し

た
知

識
を

も
っ

た
専

門
家

（
３

）
自

分
の

こ
と

だ
け

を
い

た
わ

っ
て

あ
げ

ら

れ
る

時
間

が
、

妊
婦

さ
ん

の
心

身
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
は

に

は
必

要
で

す
。

今
ま

で
妊

娠
・

出
産

を
経

験
し

た
ド

イ
ツ

や
ア

メ
リ

カ
で

、
私

は
い

つ
も

妊
婦

さ
ん

同
士

で
集

ま

れ
る

会
を

つ
く

っ
て

は
、

同
じ

境
遇

の
友

だ
ち

と

知
り

合
い

、
励

ま
し

合
い

、
慰

め
ら

れ
て

き
ま

し

た
。

初
め

て
の

妊
娠

を
経

験
し

た
ド

イ
ツ

の
フ

ラ

ン
ク

フ
ル

ト
で

は
、

海
外

で
妊

婦
の

立
場

に
な

っ

た
ら

ど
れ

だ
け

不
安

に
思

う
か

を
自

分
自

身
が

体

験
し

ま
し

た
の

で
、

少
し

で
も

妊
婦

さ
ん

の
不

安

を
和

ら
げ

た
い

、
出

産
時

の
助

け
に

な
り

た
い

と

思
い

、
現

地
の

通
訳

さ
ん

や
医

療
専

門
家

の
方

と

協
力

し
て

、
定

期
的

に
日

本
人

向
け

の
妊

婦
さ

ん

相
談

会
を

し
て

い
ま

し
た

。

現
地

で
情

報
難

民
に

な
っ

て
い

る
自

分
の

よ
う

な
妊

婦
が

ピ
ア

グ
ル

ー
プ

（
同

じ
疾

患
や

症
状

に

苦
し

む
仲

間
同

士
の

会
）

や
専

門
家

と
相

談
で

き

る
場

を
つ

く
り

た
い

、
人

と
話

し
て

リ
フ

レ
ッ

シ

ュ
し

た
い

、
と

思
っ

た
の

で
す

。
こ

の
妊

婦
さ

ん

会
は

、
今

で
も

フ
ラ

ン
ク

フ
ル

ト
や

ボ
ス

ト
ン

の

お
母

さ
ん

た
ち

の
手

で
続

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

以
上

の
よ

う
な

経
験

も
あ

り
、

実
際

に
災

害
後

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
つ

い
て

、
外

か
ら

乗

り
込

ん
で

、
「

癒
し

て
あ

げ
ま

す
よ

」
な

ん
て

こ

と
は

、
お

こ
が

ま
し

く
て

ど
う

し
て

も
で

き
ま

せ

ん
。

被
災

地
の

妊
婦

さ
ん

を
み

て
、

ぜ
ひ

ピ
ア

グ

ル
ー

プ
や

、
専

門
家

と
相

談
で

き
る

場
を

つ
く

り

た
い

と
考

え
た

の
も

、
同

じ
経

験
を

し
た

当
事

者

同
士

が
出

会
い

、
支

え
合

い
、

誰
か

の
力

に
な

る

こ
と

で
元

気
を

も
ら

う
、

そ
の

こ
と

で
被

災
地

の

家
族

が
立

ち
直

る
助

け
に

な
れ

れ
ば

と
思

っ
た

た

め
で

す
。

妊
婦

仲
間

だ
け

で
な

く
、

出
産

経
験

の
あ

る
先

輩
マ

マ
さ

ん
の

ほ
か

、
産

婦
人

科
医

、
小

児
科

医
、

内
科

医
、

眼
科

医
、

助
産

師
さ

ん
、

栄
養

士
さ

ん

を
集

め
て

妊
婦

さ
ん

会
の

よ
う

な
も

の
を

つ
く

れ

な
い

か
、

遠
方

に
い

て
顔

を
合

わ
せ

ら
れ

る
機

会

が
な

く
て

も
、

電
話

や
メ

ー
ル

で
参

加
で

き
る

よ

う
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
方

法
が

な
い

か
考

え
な

が

ら
、

被
災

地
の

マ
マ

や
助

産
師

さ
ん

の
ニ

ー
ズ

を

集
め

て
回

り
ま

し
た

。

情
報

不
足

被
災

地
を

回
っ

て
母

親
た

ち
の

声
を

聞
く

な
か

で
、

情
報

不
足

が
被

災
中

の
健

康
に

と
っ

て
大

き

な
影

響
を

与
え

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

た
と

え
ば

、
妊

婦
さ

ん
が

通
院

し
て

い
る

産
科

が

被
災

し
再

開
の

目
途

が
立

た
ず

、
転

院
し

た
ほ

う

が
い

い
の

か
、

転
院

先
は

ど
こ

が
い

い
の

か
、

健

診
は

ど
こ

で
受

け
れ

ば
い

い
の

か
が

わ
か

ら
ず

、

週
間

も
週

間
も

妊
婦

健
診

が
受

け
ら

れ
な

か

っ
た

、
と

い
う

方
が

い
ま

し
た

。

ま
た

、
情

報
通

信
手

段
が

な
く

子
育

て
サ

ー
ク

ル
メ

ン
バ

ー
の

安
否

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

た
め

、

避
難

所
に

な
っ

て
い

る
小

学
校

や
中

学
校

に
直

接

行
っ

て
、

サ
ー

ク
ル

メ
ン

バ
ー

の
安

否
を

確
認

し

て
回

っ
た

と
い

う
方

も
い

ま
し

た
。

被
災

後
自

宅
に

い
た

た
め

、
支

援
物

資
が

ど
こ

で
手

に
入

る
の

か
、

情
報

が
入

っ
て

こ
な

か
っ

た

と
い

う
声

も
多

く
聞

き
ま

し
た

。
情

報
を

ど
こ

で

も
ら

え
ば

い
い

か
わ

か
ら

ず
、

乳
幼

児
の

オ
ム

ツ

を
手

に
入

れ
る

の
が

大
変

だ
っ

た
と

の
こ

と
で

す
。

こ
の

よ
う

な
な

か
で

、
閉

そ
く

感
を

感
じ

る
の

は
当

た
り

前
で

す
。

不
安

な
気

持
ち

を
わ

か
ち

合

い
た

い
、

共
感

し
た

い
、

笑
い

た
い

、
そ

し
て

、

少
し

で
も

嫌
な

こ
と

を
忘

れ
た

い
、

と
い

う
の

が
、

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」
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2 
 子

育
て

中
の

お
母

さ
ん

た
ち

に
共

通
の

願
い

で
し

た
。

行
方

不
明

者
が

多
い

の
が

今
回

の
震

災
の

特

徴
で

し
た

が
、

心
の

な
か

で
区

切
り

を
つ

け
な

け

れ
ば

前
に

進
め

な
い

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

行
方

不
明

の
ま

ま
の

家
族

や
知

人
…

…
自

分
の

気

持
ち

を
ど

う
納

得
さ

せ
れ

ば
よ

い
の

か
誰

も
わ

か

ら
な

い
ま

ま
、

日
が

過
ぎ

て
行

き
ま

し
た

。
誰

も

が
、

そ
の

よ
う

な
気

持
ち

を
打

ち
明

け
、

認
め

て

も
ら

い
、

話
を

聞
い

て
も

ら
え

る
人

を
求

め
て

い

た
の

で
す

。

災
害

後
、

半
年

経
っ

て
も

…
…

私
た

ち
が

新
生

児
訪

問
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
た

石
巻

圏
、

東
松

島
市

で
は

、
放

射
線

の
影

響
に

つ

い
て

不
確

定
な

部
分

が
多

か
っ

た
た

め
、

ま
た

市

内
の

公
園

が
多

数
、

津
波

で
流

失
し

た
た

め
、

災

害
か

ら
半

年
が

経
過

し
て

も
、

子
ど

も
の

戸
外

で

の
遊

び
場

が
不

足
し

た
ま

ま
で

し
た

。
親

の
失

業

や
地

域
の

被
災

で
子

育
て

環
境

が
悪

化
し

て
い

る

と
い

う
こ

と
も

わ
か

り
ま

し
た

。

震
災

後
、

こ
の

よ
う

な
活

動
に

助
成

し
て

く
れ

る
団

体
の

情
報

が
現

地
に

伝
わ

ら
な

か
っ

た
り

、

支
援

団
体

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

で
き

な
か

っ
た

り
、

補
助

を
得

る
た

め
の

書
類

の
書

き
方

が
わ

か
ら

な

い
、

と
い

う
相

談
を

受
け

た
り

し
ま

し
た

。
常

に

子
育

て
世

帯
に

開
放

で
き

る
よ

う
な

拠
点

と
な

る

場
所

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
マ

マ
サ

ー
ク

ル
の

代

表
さ

ん
、

助
産

師
さ

ん
、

保
育

士
さ

ん
と

何
度

も

話
し

合
い

、
施

設
面

、
金

銭
面

、
マ

ン
パ

ワ
ー

面

で
話

を
進

め
て

い
き

ま
し

た
。

あ
る

助
産

師
さ

ん
か

ら
は

、
「

団
体

と
し

て
の

運
営

に
関

し
て

、
代

表
者

の
負

担
が

大
き

い
」

「
助

産
師

会
員

自
身

が
被

災
し

、
支

援
活

動
が

十

分
に

で
き

な
い

」
「

困
っ

て
い

る
こ

と
が

日
々

変

化
し

、
見

通
し

が
立

ち
に

く
い

」
な

ど
の

悩
み

が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
な

か
、

東
京

都
助

産
師

会
の

宋
祥

子
さ

ん
（

松
が

丘
助

産
院

）
が

あ
ち

こ
ち

に
声

を

か
け

て
運

営
サ

ポ
ー

ト
の

き
っ

か
け

を
つ

く
っ

て

く
だ

さ
っ

た
の

が
表

の
団

体
で

す
。

こ
れ

ら
の

団

体
か

ら
は

、

・
歳

児
講

座
へ

の
助

産
師

さ
ん

、
栄

養
士

さ
ん

の
派

遣
支

援

・
産

科
の

情
報

や
小

児
科

の
情

報
を

盛
り

込
ん

だ

子
育

て
世

帯
向

け
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

事
業

へ
の

記

事
や

情
報

の
提

供

・
支

援
者

支
援

。
話

を
聞

い
て

く
れ

る
カ

ウ
ン

セ

ラ
ー

等
の

定
期

的
巡

回
（

同
一

人
物

を
望

む
）

や
、

研
修

支
援

・
イ

ベ
ン

ト
出

演
者

や
団

体
の

派
遣

と
い

っ
た

希
望

が
寄

せ
ら

れ
、

全
国

の
団

体
や

（
日

本
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
東

日

本
大

震
災

支
援

チ
ー

ム
）

な
ど

の
支

援
チ

ー
ム

に

問
い

合
わ

せ
て

、
必

要
な

団
体

や
人

材
と

つ
な

ぐ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
な

い
ま

し
た

。

当
初

は
妊

産
婦

健
診

お
よ

び
産

後
訪

問
を

中
心

と
し

た
支

援
を

考
え

て
い

ま
し

た
が

、
妊

産
婦

を

支
え

る
に

は
、

同
じ

地
域

の
保

健
師

、
助

産
師

、

保
育

士
お

よ
び

地
域

の
マ

マ
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
サ

ポ
ー

ト
、

そ
し

て
地

域

行
政

や
医

療
機

関
と

の
連

携
も

必
要

で
す

。
子

育

て
中

の
マ

マ
同

士
の

集
ま

り
を

開
い

た
り

、
ミ

ー

テ
ィ

ン
グ

の
機

会
を

設
け

た
り

、
助

産
院

を
受

診

す
る

費
用

を
負

担
し

た
り

、
助

産
院

の
経

営
や

助

産
師

さ
ん

の
イ

ベ
ン

ト
運

営
を

サ
ポ

ー
ト

し
た

り

と
、

支
援

の
内

容
が

広
が

っ
て

い
き

ま
し

た
。

上
述

の
団

体
が

必
要

と
し

て
い

た
の

は
経

済
的

な
援

助
で

す
。

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
柔

軟
に

、

ま
た

生
活

に
根

ざ
し

た
場

所
に

子
育

て
サ

ー
ク

ル

活
動

を
行

な
え

る
場

所
を

確
保

す
る

た
め

の
金

銭

的
支

援
だ

け
で

な
く

、
破

壊
さ

れ
た

公
園

等
の

整

備
、

古
い

施
設

の
耐

震
工

事
や

窓
ガ

ラ
ス

・
玄

関

ガ
ラ

ス
へ

の
飛

散
防

止
フ

ィ
ル

ム
の

貼
り

付
け

を

行
な

う
費

用
も

必
要

で
し

た
。

子
育

て
支

援
セ

ン

タ
ー

の
サ

ポ
ー

ト
（

マ
マ

た
ち

が
集

ま
る

際
の

タ

ク
シ

ー
代

や
お

茶
菓

子
代

を
負

担
、

ス
タ

ッ
フ

へ

の
お

礼
）

や
、

託
児

所
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

も
必

要
で

す
。

東
京

都
助

産

師
会

さ
ん

、
日

本
財

団
、

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

、

な
ど

多
く

の
や

支
援

団
体

に
補

助
金

を
申

請
し

、
そ

の
お

金
を

被
災

地
の

マ
マ

サ

ー
ク

ル
や

助
産

師
さ

ん
に

届
け

ま
し

た
。

マ
マ

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

は

自
身

が
人

の
役

に
立

つ
こ

と
か

ら
始

め
る

以
下

に
、

次
の

災
害

が
起

こ
っ

た
ら

助
産

師
さ

ん
た

ち
が

ど
の

よ
う

に
マ

マ
サ

ポ
ー

ト
を

し
た

ら

よ
い

の
か

、
具

体
的

な
事

例
に

基
づ

い
て

ま
と

め

ま
し

た
。

ま
ず

は
現

地
で

ニ
ー

ズ
集

め
で

す
。

基

本
は

、
外

か
ら

入
っ

た
支

援
者

で
は

な
く

、
「

被

災
地

の
方

自
身

が
」

人
の

役
に

立
つ

と
い

う
プ

ロ

セ
ス

を
尊

重
し

て
元

気
づ

け
る

こ
と

。
支

援
す

る

側
は

黒
子

に
徹

し
て

地
元

の
方

た
ち

に
達

成
感

、

団
結

感
を

味
わ

っ
て

も
ら

う
の

が
、

そ
の

後
、

そ

の
土

地
を

守
っ

て
い

く
人

へ
の

最
高

の
プ

レ
ゼ

ン

ト
に

な
り

ま
す

。
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①
 

ニ
ー

ズ
集

め

被
災

地
や

避
難

所
で

は
支

援
者

の
方

々
に

助
け

ら
れ

て
ば

か
り

。
と

っ
て

も
あ

り
が

た
く

て
、

申

し
訳

な
く

て
、

文
句

は
言

え
な

い
…

…
と

い
う

遠

慮
が

ち
な

声
を

、
た

く
さ

ん
の

マ
マ

さ
ん

か
ら

お

聞
き

し
ま

し
た

。

し
か

し
、

周
り

の
方

の
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

だ
け

で
は

な
く

、
誰

か
の

役
に

立
つ

こ
と

で
自

尊

心
が

回
復

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

サ
ポ

ー
ト

を

与
え

る
だ

け
で

な
く

自
ら

働
い

て
も

ら
う

こ
と

も

大
切

で
す

。
被

災
地

に
お

い
て

も
、

不
要

に
な

っ

た
ベ

ビ
ー

用
品

を
持

ち
寄

っ
て

譲
り

合
う

な
ど

、

妊
婦

さ
ん

同
士

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精

神
で

サ
ポ

ー

ト
し

合
え

る
よ

う
に

な
る

と
、

妊
婦

さ
ん

自
身

の

喜
び

に
つ

な
が

り
ま

す
。

私
た

ち
が

ず
っ

と
応

援
し

て
い

た
石

巻
の

マ
マ

サ
ー

ク
ル

団
体

「
ベ

ビ
ー

ス
マ

イ
ル

石
巻

」
の

代

表
荒

木
裕

美
さ

ん
は

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

か
ら

未
就

園

児
を

対
象

と
し

た
親

子
の

遊
び

・
学

び
の

イ
ベ

ン

ト
を

ず
っ

と
企

画
・

実
地

し
て

い
ま

し
た

。
震

災

に
よ

り
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
が

縮
小

さ
れ

、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

活
動

の
場

所
も

少
な

い
な

か

で
、

親
子

へ
居

場
所

・
遊

び
場

所
を

確
保

し
、

提

供
す

る
必

要
性

を
感

じ
て

い
た

た
め

で
す

。
専

門

家
や

講
師

を
招

い
て

音
楽

に
合

わ
せ

て
体

を
動

か

し
た

り
、

簡
単

な
工

作
を

し
て

楽
し

い
時

間
を

過

ご
し

た
り

す
る

よ
う

な
親

子
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

親
同

士
の

情
報

交
換

の
場

、
社

会
参

加
の

場
、

石

巻
の

子
育

て
情

報
の

集
ま

る
拠

点
作

り
を

目
標

と

し
て

活
動

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

ま
た

、
石

巻
の

子
育

て
サ

ー
ク

ル
に

所

属
し

て
い

た
武

山
美

佳
さ

ん
は

、
震

災
前

は
、

月

回
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

に
て

、
母

と
子

、

祖
母

の
情

報
交

換
を

行
な

っ
て

い
ま

し
た

。
震

災

直
後

は
、

活
動

拠
点

だ
っ

た
保

健
セ

ン
タ

ー
が

床

上
３

０
ｃ

ｍ
程

浸
水

し
泥

だ
ら

け
に

な
り

使
用

で

き
な

く
な

っ
た

の
で

、
使

用
可

能
に

な
っ

た
６

月

か
ら

、
回

数
を

増
や

し
毎

週
金

曜
日

に
保

健
セ

ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

で
同

様
の

情
報

交
換

会
を

行
な

っ

て
い

ま
し

た
。

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

は
津

波
が

来
た

場
所

で
す

。
「

ま
た

津
波

が
来

た
ら

不
安

」
と

言
う

メ

ン
バ

ー
も

い
ま

す
が

、
そ

れ
で

も
や

は
り

誰
か

と

し
ゃ

べ
り

た
く

て
み

ん
な

毎
週

集
ま

る
そ

う
で

す
。

と
こ

ろ
が

、
こ

れ
か

ら
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

が
開

く
予

定
で

、
そ

れ
が

さ
ら

に
海

へ
近

い
場

所

な
の

で
、

今
の

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

で
活

動

を
続

け
て

い
け

な
い

か
模

索
中

な
の

だ
そ

う
で

す
。

東
松

島
市

矢
本

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ほ
っ

と
ふ

る
」

を
運

営
さ

れ
て

い
る

保
育

士
さ

ん
の

高

橋
有

香
里

さ
ん

は
、

私
た

ち
が

、
震

災
後

一
番

よ

く
う

か
が

っ
た

方
で

す
。

被
災

直
後

特
に

困
っ

た

こ
と

と
し

て
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
が

支
援

物

資
配

布
場

所
と

な
っ

た
た

め
す

ぐ
に

開
館

で
き

な

か
っ

た
こ

と
、

電
気

、
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン

の
不

通
、

ガ
ソ

リ
ン

不
足

に
加

え
、

震
災

の
影

響

に
よ

り
、

支
援

セ
ン

タ
ー

の
予

算
が

大
幅

に
削

減

さ
れ

た
こ

と
を

あ
げ

て
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。

金
銭

的
支

援
は

も
ち

ろ
ん

、
保

育
士

さ
ん

や
行

政

の
方

、
保

健
資

産
、

助
産

師
さ

ん
な

ど
支

援
者

の

支
援

と
し

て
、

話
を

聞
い

て
く

れ
る

カ
ウ

ン
セ

ラ

ー
等

の
定

期
的

巡
回

（
同

一
人

物
を

望
む

）
や

、

研
修

支
援

を
希

望
さ

れ
て

い
ま

し
た

。

②
 

お
金

集
め

私
た

ち
妊

産
婦

・
乳

幼
児

ケ
ア

チ
ー

ム
が

に
所

属
し

て
い

た
利

点
は

、
が

あ
ち

こ

ち
か

ら
助

成
金

や
寄

付
金

を
集

め
、

母
子

の
た

め

に
使

っ
て

く
れ

た
と

い
う

こ
と

で
す

。
東

京
助

産

師
会

「
東

京
都

里
帰

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
宗

祥

子
さ

ん
（

松
が

丘
助

産
院

院
長

）
、

、

日
本

財
団

、
、

そ
の

ほ
か

多
く

の
企

業
や

団
体

か
ら

援
助

を
い

た
だ

き
、

助
産

師
さ

ん

や
産

婦
人

科
医

の
派

遣
、

マ
マ

向
け

イ
ベ

ン
ト

に

お
金

を
つ

ぎ
込

む
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

助
成

金

申
請

書
の

書
き

方
、

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
だ

さ
る

組

織
に

関
し

て
は

、
別

の
機

会
に

述
べ

た
い

と
思

い

ま
す

。

③
 

現
地

の
リ

ー
ダ

ー
を

と
こ

と
ん

サ
ポ

ー
ト

で
は

月
日

に
、

現
地

で
つ

な
が

っ
て

い
る

リ
ー

ダ
ー

さ
ん

た
ち

を
呼

ん
で

東
京

で
ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
な

い
ま

し
た

。
マ

マ
サ

ー
ク

ル

の
代

表
の

方
、

保
育

士
さ

ん
、

保
健

師
さ

ん
な

ど
、

子
連

れ
で

東
京

ま
で

来
て

も
ら

う
合

宿
ス

タ
イ

ル

で
す

。
被

災
地

を
離

れ
る

と
い

う
だ

け
で

リ
フ

レ

ッ
シ

ュ
し

、
地

元
の

し
が

ら
み

に
と

ら
わ

れ
ず

、

自
由

な
思

考
で

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
す

こ
と

が
で

き

る
効

果
が

あ
り

ま
し

た
。

ま
た

、
ホ

テ
ル

ス
テ

イ

で
暗

い
気

分
か

ら
解

放
さ

れ
る

と
い

う
効

果
も

あ

り
ま

し
た

。

「
支

援
さ

れ
疲

れ
」

し
て

い
た

リ
ー

ダ
ー

の

方
々

は
、

「
次

は
何

を
お

手
伝

い
し

ま
し

ょ
う

か
」

と
言

わ
れ

る
こ

と
に

お
び

え
て

い
た

と
言

い

ま
す

。
支

援
す

る
側

は
自

分
た

ち
の

自
己

満
足

で
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が
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を

 
 

4 
 済

む
の

で
す

が
、

支
援

を
受

け
る

側
と

し
て

は
自

分
た

ち
の

調
整

も
大

変
だ

か
ら

で
す

。

し
か

し
、

こ
こ

で
は

、
「

自
分

の
街

が
年

後

に
ど

う
な

っ
て

い
て

欲
し

い
で

す
か

？
」

と
い

う

ビ
ジ

ョ
ン

・
メ

イ
キ

ン
グ

に
徹

し
ま

し
た

。
目

標

を
設

定
し

て
か

ら
今

後
の

こ
と

を
話

す
と

、
次

か

ら
次

に
、

リ
ー

ダ
ー

の
方

か
ら

「
こ

う
し

た
い

」

「
あ

あ
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

聞
く

こ
と

が

で
き

た
の

で
す

。
現

在
の

課
題

や
つ

ら
い

現
実

の

こ
と

ば
か

り
に

と
ら

わ
れ

て
し

ま
い

が
ち

な
な

か
、

ち
ょ

っ
と

先
の

未
来

を
見

て
、

具
体

的
な

イ
メ

ー

ジ
を

描
く

過
程

は
、

サ
ポ

ー
ト

さ
れ

て
い

る
と

い

う
弱

い
立

場
の

人
々

を
、

強
く

主
体

的
に

変
え

ま

し
た

。

子
育

て
シ

ッ
プ

の
開

催

こ
の

時
の

ビ
ジ

ョ
ン

や
、

「
そ

の
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
」

「
何

が
必

要
か

」
と

い
う

話

し
合

い
の

な
か

か
ら

、
大

船
渡

市
の

助
産

師
、

伊

藤
玲

子
さ

ん
が

立
ち

上
げ

て
く

だ
さ

っ
た

、
マ

マ

が
子

連
れ

で
集

ま
れ

る
場

、
「

子
育

て
シ

ッ
プ

」

は
大

き
な

反
響

を
呼

び
ま

し
た

。
震

災
直

後
の

先

行
き

が
見

え
始

め
て

き
た

年
月

か
ら

始
ま

っ
た

助
産

師
さ

ん
が

開
催

す
る

マ
マ

友
サ

ー
ク

ル

は
、

マ
マ

さ
ん

た
ち

に
た

い
へ

ん
喜

ん
で

迎
え

ら

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

地
元

の
助

産
師

、
看

護
師

、

保
育

士
、

歯
科

衛
生

士
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て

手
を

上
げ

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

。
伊

藤
さ

ん
は

、

準
備

段
階

か
ら

地
元

の
方

を
ア

ル
バ

イ
ト

で
雇

い
、

仮
設

住
宅

か
所

に
チ

ラ
シ

を
貼

っ
た

り
、

避
難

所
、

保
育

園
は

も
ち

ろ
ん

、
新

聞
広

告
に

も
出

し

た
り

す
る

な
ど

と
て

も
精

力
的

に
活

動
さ

れ
て

い

ま
し

た
。

開
催

当
日

は
、

大
勢

の
子

連
れ

マ
マ

の
参

加
が

あ
り

、
こ

う
い

う
場

が
本

当
に

必
要

と
さ

れ
て

い

た
ん

だ
と

実
感

し
ま

し
た

。
当

初
、

受
付

に
見

え

た
マ

マ
た

ち
の

表
情

は
硬

く
、

と
て

も
緊

張
さ

れ

て
い

ま
し

た
が

、
時

間
が

た
つ

に
つ

れ
て

優
し

い

表
情

に
な

り
、

そ
れ

だ
け

で
も

開
催

し
て

よ
か

っ

た
と

思
い

ま
し

た
。

し
か

も
、

昼
食

付
で

、
支

援

物
資

も
あ

り
ま

し
た

。

「
昼

ご
は

ん
の

こ
と

を
考

え
な

く
て

い
い

の
は

、

マ
マ

に
と

っ
て

最
高

な
ん

で
す

よ
ね

」
と

い
う

伊

藤
さ

ん
の

配
慮

が
印

象
的

で
し

た
。

こ
の

会
は

、

今
で

も
引

き
続

き
開

催
さ

れ
て

い
ま

す
。

現
地

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

の
「

何
か

し
た

い
」

と
い

う
熱

い
情

熱
、

力
強

さ
が

「
子

育
て

シ
ッ

プ
」

と
し

て
結

実
し

感
動

し
ま

し
た

。

今
月

の
教

訓

●
外

か
ら

来
た

支
援

者
で

は
な

く
、

「
被

災
地

の

方
自

身
」

に
達

成
感

を
味

わ
っ

て
も

ら
う

こ
と

。

そ
れ

が
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

に
な

る
。

表 地
域

支
援

先
団

体
支

援
内

容
詳

細

宮 城 県

東
松

島
市

東
松

島
市

保
健

セ
ン

タ
ー

新
生

児
訪

問
の

た
め

の
助

産
師

派
遣

お
よ

び
業

務
支

援

矢
本

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
流

出
遊

具
の

寄
付

お
よ

び
子

育
て

相
談

会
サ

ポ
ー

ト
、

人
材

派
遣

ほ
ん

だ
母

乳
育

児
相

談
室

助
産

院
開

業
再

開
に

と
も

な
う

資
金

提
供

お
よ

び
リ

フ
レ

ク
ソ

ロ
ジ

ー

無
料

施
術

補
助

石
巻

市

桃
生

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
震

災
に

よ
り

故
障

し
た

施
設

の
エ

ア
コ

ン
修

理
支

援
お

よ
び

人
材

派
遣

河
北

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
物

資
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

－155－－ 161 －
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第

6
回

子
育
て
の
「
安
心
拠
点
」
づ
く
り
―
―
親
子
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
を

 
 

1 
 ピ

ア
グ

ル
ー

プ
の

必
要

性

母
子

の
分

野
で

働
い

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
方

は
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
や

、
人

と
人

と

が
直

接
会

い
、

話
す

こ
と

が
も

つ
エ

ネ
ル

ギ
ー

を

き
っ

と
ご

存
じ

だ
と

思
い

ま
す

。
今

月
号

は
、

「
人

と
出

会
え

る
場

づ
く

り
」

が
災

害
時

の
母

子

の
心

身
ケ

ア
支

援
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
、

ご

報
告

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

震
災

後
、

被
災

し
た

土
地

か
ら

多
く

の
方

が
避

難
し

て
し

ま
っ

た
こ

と
で

、
多

く
の

家
族

は
、

そ

れ
ま

で
身

近
に

い
た

方
と

遠
く

な
っ

て
し

ま
い

ま

し
た

。
電

話
も

通
じ

ま
せ

ん
。

女
性

に
と

っ
て

、

自
分

の
立

場
や

苦
労

を
わ

か
っ

て
く

れ
る

友
人

と

の
語

ら
い

は
何

よ
り

も
安

心
で

き
、

元
気

に
な

れ

る
も

の
で

す
。

「
何

を
知

っ
て

い
る

か
よ

り
も

誰
を

知
っ

て
い

る
か

が
重

要
だ

」

医
療

や
保

健
と

ビ
ジ

ネ
ス

が
緊

密
に

結
び

つ
く

ハ
ー

バ
ー

ド
公

衆
衛

生
大

学
院

で
、

私
は

こ
と

あ

る
ご

と
に

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

（
人

脈
）

の
重

要

性
を

教
わ

り
ま

し
た

。
私

自
身

、
妊

娠
・

子
育

て

経
験

と
専

門
職

と
し

て
の

立
場

か
ら

、
母

親
に

は

人
と

の
つ

な
が

り
が

と
て

も
大

き
な

価
値

が
あ

る
、

と
い

う
こ

と
を

学
ん

で
き

ま
し

た
。

（
１

）
妊

婦
さ

ん
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
加

え
、

（
２

）
保

健
室

の
先

生
の

よ
う

に
気

軽
に

相
談

で

き
て

、
き

ち
ん

と
し

た
知

識
を

も
っ

た
専

門
家

（
３

）
自

分
の

こ
と

だ
け

を
い

た
わ

っ
て

あ
げ

ら

れ
る

時
間

が
、

妊
婦

さ
ん

の
心

身
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
は

に

は
必

要
で

す
。

今
ま

で
妊

娠
・

出
産

を
経

験
し

た
ド

イ
ツ

や
ア

メ
リ

カ
で

、
私

は
い

つ
も

妊
婦

さ
ん

同
士

で
集

ま

れ
る

会
を

つ
く

っ
て

は
、

同
じ

境
遇

の
友

だ
ち

と

知
り

合
い

、
励

ま
し

合
い

、
慰

め
ら

れ
て

き
ま

し

た
。

初
め

て
の

妊
娠

を
経

験
し

た
ド

イ
ツ

の
フ

ラ

ン
ク

フ
ル

ト
で

は
、

海
外

で
妊

婦
の

立
場

に
な

っ

た
ら

ど
れ

だ
け

不
安

に
思

う
か

を
自

分
自

身
が

体

験
し

ま
し

た
の

で
、

少
し

で
も

妊
婦

さ
ん

の
不

安

を
和

ら
げ

た
い

、
出

産
時

の
助

け
に

な
り

た
い

と

思
い

、
現

地
の

通
訳

さ
ん

や
医

療
専

門
家

の
方

と

協
力

し
て

、
定

期
的

に
日

本
人

向
け

の
妊

婦
さ

ん

相
談

会
を

し
て

い
ま

し
た

。

現
地

で
情

報
難

民
に

な
っ

て
い

る
自

分
の

よ
う

な
妊

婦
が

ピ
ア

グ
ル

ー
プ

（
同

じ
疾

患
や

症
状

に

苦
し

む
仲

間
同

士
の

会
）

や
専

門
家

と
相

談
で

き

る
場

を
つ

く
り

た
い

、
人

と
話

し
て

リ
フ

レ
ッ

シ

ュ
し

た
い

、
と

思
っ

た
の

で
す

。
こ

の
妊

婦
さ

ん

会
は

、
今

で
も

フ
ラ

ン
ク

フ
ル

ト
や

ボ
ス

ト
ン

の

お
母

さ
ん

た
ち

の
手

で
続

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

以
上

の
よ

う
な

経
験

も
あ

り
、

実
際

に
災

害
後

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

ケ
ア

に
つ

い
て

、
外

か
ら

乗

り
込

ん
で

、
「

癒
し

て
あ

げ
ま

す
よ

」
な

ん
て

こ

と
は

、
お

こ
が

ま
し

く
て

ど
う

し
て

も
で

き
ま

せ

ん
。

被
災

地
の

妊
婦

さ
ん

を
み

て
、

ぜ
ひ

ピ
ア

グ

ル
ー

プ
や

、
専

門
家

と
相

談
で

き
る

場
を

つ
く

り

た
い

と
考

え
た

の
も

、
同

じ
経

験
を

し
た

当
事

者

同
士

が
出

会
い

、
支

え
合

い
、

誰
か

の
力

に
な

る

こ
と

で
元

気
を

も
ら

う
、

そ
の

こ
と

で
被

災
地

の

家
族

が
立

ち
直

る
助

け
に

な
れ

れ
ば

と
思

っ
た

た

め
で

す
。

妊
婦

仲
間

だ
け

で
な

く
、

出
産

経
験

の
あ

る
先

輩
マ

マ
さ

ん
の

ほ
か

、
産

婦
人

科
医

、
小

児
科

医
、

内
科

医
、

眼
科

医
、

助
産

師
さ

ん
、

栄
養

士
さ

ん

を
集

め
て

妊
婦

さ
ん

会
の

よ
う

な
も

の
を

つ
く

れ

な
い

か
、

遠
方

に
い

て
顔

を
合

わ
せ

ら
れ

る
機

会

が
な

く
て

も
、

電
話

や
メ

ー
ル

で
参

加
で

き
る

よ

う
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
方

法
が

な
い

か
考

え
な

が

ら
、

被
災

地
の

マ
マ

や
助

産
師

さ
ん

の
ニ

ー
ズ

を

集
め

て
回

り
ま

し
た

。

情
報

不
足

被
災

地
を

回
っ

て
母

親
た

ち
の

声
を

聞
く

な
か

で
、

情
報

不
足

が
被

災
中

の
健

康
に

と
っ

て
大

き

な
影

響
を

与
え

る
と

い
う

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

た
。

た
と

え
ば

、
妊

婦
さ

ん
が

通
院

し
て

い
る

産
科

が

被
災

し
再

開
の

目
途

が
立

た
ず

、
転

院
し

た
ほ

う

が
い

い
の

か
、

転
院

先
は

ど
こ

が
い

い
の

か
、

健

診
は

ど
こ

で
受

け
れ

ば
い

い
の

か
が

わ
か

ら
ず

、

週
間

も
週

間
も

妊
婦

健
診

が
受

け
ら

れ
な

か

っ
た

、
と

い
う

方
が

い
ま

し
た

。

ま
た

、
情

報
通

信
手

段
が

な
く

子
育

て
サ

ー
ク

ル
メ

ン
バ

ー
の

安
否

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

た
め

、

避
難

所
に

な
っ

て
い

る
小

学
校

や
中

学
校

に
直

接

行
っ

て
、

サ
ー

ク
ル

メ
ン

バ
ー

の
安

否
を

確
認

し

て
回

っ
た

と
い

う
方

も
い

ま
し

た
。

被
災

後
自

宅
に

い
た

た
め

、
支

援
物

資
が

ど
こ

で
手

に
入

る
の

か
、

情
報

が
入

っ
て

こ
な

か
っ

た

と
い

う
声

も
多

く
聞

き
ま

し
た

。
情

報
を

ど
こ

で

も
ら

え
ば

い
い

か
わ

か
ら

ず
、

乳
幼

児
の

オ
ム

ツ

を
手

に
入

れ
る

の
が

大
変

だ
っ

た
と

の
こ

と
で

す
。

こ
の

よ
う

な
な

か
で

、
閉

そ
く

感
を

感
じ

る
の

は
当

た
り

前
で

す
。

不
安

な
気

持
ち

を
わ

か
ち

合

い
た

い
、

共
感

し
た

い
、

笑
い

た
い

、
そ

し
て

、

少
し

で
も

嫌
な

こ
と

を
忘

れ
た

い
、

と
い

う
の

が
、
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第

6
回

子
育
て
の
「
安
心
拠
点
」
づ
く
り
―
―
親
子
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
を

 
 

2 
 子

育
て

中
の

お
母

さ
ん

た
ち

に
共

通
の

願
い

で
し

た
。

行
方

不
明

者
が

多
い

の
が

今
回

の
震

災
の

特

徴
で

し
た

が
、

心
の

な
か

で
区

切
り

を
つ

け
な

け

れ
ば

前
に

進
め

な
い

と
い

う
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

行
方

不
明

の
ま

ま
の

家
族

や
知

人
…

…
自

分
の

気

持
ち

を
ど

う
納

得
さ

せ
れ

ば
よ

い
の

か
誰

も
わ

か

ら
な

い
ま

ま
、

日
が

過
ぎ

て
行

き
ま

し
た

。
誰

も

が
、

そ
の

よ
う

な
気

持
ち

を
打

ち
明

け
、

認
め

て

も
ら

い
、

話
を

聞
い

て
も

ら
え

る
人

を
求

め
て

い

た
の

で
す

。

災
害

後
、

半
年

経
っ

て
も

…
…

私
た

ち
が

新
生

児
訪

問
を

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
た

石
巻

圏
、

東
松

島
市

で
は

、
放

射
線

の
影

響
に

つ

い
て

不
確

定
な

部
分

が
多

か
っ

た
た

め
、

ま
た

市

内
の

公
園

が
多

数
、

津
波

で
流

失
し

た
た

め
、

災

害
か

ら
半

年
が

経
過

し
て

も
、

子
ど

も
の

戸
外

で

の
遊

び
場

が
不

足
し

た
ま

ま
で

し
た

。
親

の
失

業

や
地

域
の

被
災

で
子

育
て

環
境

が
悪

化
し

て
い

る

と
い

う
こ

と
も

わ
か

り
ま

し
た

。

震
災

後
、

こ
の

よ
う

な
活

動
に

助
成

し
て

く
れ

る
団

体
の

情
報

が
現

地
に

伝
わ

ら
な

か
っ

た
り

、

支
援

団
体

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
が

で
き

な
か

っ
た

り
、

補
助

を
得

る
た

め
の

書
類

の
書

き
方

が
わ

か
ら

な

い
、

と
い

う
相

談
を

受
け

た
り

し
ま

し
た

。
常

に

子
育

て
世

帯
に

開
放

で
き

る
よ

う
な

拠
点

と
な

る

場
所

を
つ

く
り

た
い

と
い

う
マ

マ
サ

ー
ク

ル
の

代

表
さ

ん
、

助
産

師
さ

ん
、

保
育

士
さ

ん
と

何
度

も

話
し

合
い

、
施

設
面

、
金

銭
面

、
マ

ン
パ

ワ
ー

面

で
話

を
進

め
て

い
き

ま
し

た
。

あ
る

助
産

師
さ

ん
か

ら
は

、
「

団
体

と
し

て
の

運
営

に
関

し
て

、
代

表
者

の
負

担
が

大
き

い
」

「
助

産
師

会
員

自
身

が
被

災
し

、
支

援
活

動
が

十

分
に

で
き

な
い

」
「

困
っ

て
い

る
こ

と
が

日
々

変

化
し

、
見

通
し

が
立

ち
に

く
い

」
な

ど
の

悩
み

が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

な
な

か
、

東
京

都
助

産
師

会
の

宋
祥

子
さ

ん
（

松
が

丘
助

産
院

）
が

あ
ち

こ
ち

に
声

を

か
け

て
運

営
サ

ポ
ー

ト
の

き
っ

か
け

を
つ

く
っ

て

く
だ

さ
っ

た
の

が
表

の
団

体
で

す
。

こ
れ

ら
の

団

体
か

ら
は

、

・
歳

児
講

座
へ

の
助

産
師

さ
ん

、
栄

養
士

さ
ん

の
派

遣
支

援

・
産

科
の

情
報

や
小

児
科

の
情

報
を

盛
り

込
ん

だ

子
育

て
世

帯
向

け
フ

リ
ー

ペ
ー

パ
ー

事
業

へ
の

記

事
や

情
報

の
提

供

・
支

援
者

支
援

。
話

を
聞

い
て

く
れ

る
カ

ウ
ン

セ

ラ
ー

等
の

定
期

的
巡

回
（

同
一

人
物

を
望

む
）

や
、

研
修

支
援

・
イ

ベ
ン

ト
出

演
者

や
団

体
の

派
遣

と
い

っ
た

希
望

が
寄

せ
ら

れ
、

全
国

の
団

体
や

（
日

本
プ

ラ
イ

マ
リ

・
ケ

ア
連

合
学

会
東

日

本
大

震
災

支
援

チ
ー

ム
）

な
ど

の
支

援
チ

ー
ム

に

問
い

合
わ

せ
て

、
必

要
な

団
体

や
人

材
と

つ
な

ぐ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
を

行
な

い
ま

し
た

。

当
初

は
妊

産
婦

健
診

お
よ

び
産

後
訪

問
を

中
心

と
し

た
支

援
を

考
え

て
い

ま
し

た
が

、
妊

産
婦

を

支
え

る
に

は
、

同
じ

地
域

の
保

健
師

、
助

産
師

、

保
育

士
お

よ
び

地
域

の
マ

マ
同

士
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
サ

ポ
ー

ト
、

そ
し

て
地

域

行
政

や
医

療
機

関
と

の
連

携
も

必
要

で
す

。
子

育

て
中

の
マ

マ
同

士
の

集
ま

り
を

開
い

た
り

、
ミ

ー

テ
ィ

ン
グ

の
機

会
を

設
け

た
り

、
助

産
院

を
受

診

す
る

費
用

を
負

担
し

た
り

、
助

産
院

の
経

営
や

助

産
師

さ
ん

の
イ

ベ
ン

ト
運

営
を

サ
ポ

ー
ト

し
た

り

と
、

支
援

の
内

容
が

広
が

っ
て

い
き

ま
し

た
。

上
述

の
団

体
が

必
要

と
し

て
い

た
の

は
経

済
的

な
援

助
で

す
。

ス
ピ

ー
ド

感
を

も
っ

て
柔

軟
に

、

ま
た

生
活

に
根

ざ
し

た
場

所
に

子
育

て
サ

ー
ク

ル

活
動

を
行

な
え

る
場

所
を

確
保

す
る

た
め

の
金

銭

的
支

援
だ

け
で

な
く

、
破

壊
さ

れ
た

公
園

等
の

整

備
、

古
い

施
設

の
耐

震
工

事
や

窓
ガ

ラ
ス

・
玄

関

ガ
ラ

ス
へ

の
飛

散
防

止
フ

ィ
ル

ム
の

貼
り

付
け

を

行
な

う
費

用
も

必
要

で
し

た
。

子
育

て
支

援
セ

ン

タ
ー

の
サ

ポ
ー

ト
（

マ
マ

た
ち

が
集

ま
る

際
の

タ

ク
シ

ー
代

や
お

茶
菓

子
代

を
負

担
、

ス
タ

ッ
フ

へ

の
お

礼
）

や
、

託
児

所
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
サ

ポ
ー

ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

支
援

も
必

要
で

す
。

東
京

都
助

産

師
会

さ
ん

、
日

本
財

団
、

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

、

な
ど

多
く

の
や

支
援

団
体

に
補

助
金

を
申

請
し

、
そ

の
お

金
を

被
災

地
の

マ
マ

サ

ー
ク

ル
や

助
産

師
さ

ん
に

届
け

ま
し

た
。

マ
マ

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

は

自
身

が
人

の
役

に
立

つ
こ

と
か

ら
始

め
る

以
下

に
、

次
の

災
害

が
起

こ
っ

た
ら

助
産

師
さ

ん
た

ち
が

ど
の

よ
う

に
マ

マ
サ

ポ
ー

ト
を

し
た

ら

よ
い

の
か

、
具

体
的

な
事

例
に

基
づ

い
て

ま
と

め

ま
し

た
。

ま
ず

は
現

地
で

ニ
ー

ズ
集

め
で

す
。

基

本
は

、
外

か
ら

入
っ

た
支

援
者

で
は

な
く

、
「

被

災
地

の
方

自
身

が
」

人
の

役
に

立
つ

と
い

う
プ

ロ

セ
ス

を
尊

重
し

て
元

気
づ

け
る

こ
と

。
支

援
す

る

側
は

黒
子

に
徹

し
て

地
元

の
方

た
ち

に
達

成
感

、

団
結

感
を

味
わ

っ
て

も
ら

う
の

が
、

そ
の

後
、

そ

の
土

地
を

守
っ

て
い

く
人

へ
の

最
高

の
プ

レ
ゼ

ン

ト
に

な
り

ま
す

。
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①
 

ニ
ー

ズ
集

め

被
災

地
や

避
難

所
で

は
支

援
者

の
方

々
に

助
け

ら
れ

て
ば

か
り

。
と

っ
て

も
あ

り
が

た
く

て
、

申

し
訳

な
く

て
、

文
句

は
言

え
な

い
…

…
と

い
う

遠

慮
が

ち
な

声
を

、
た

く
さ

ん
の

マ
マ

さ
ん

か
ら

お

聞
き

し
ま

し
た

。

し
か

し
、

周
り

の
方

の
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

だ
け

で
は

な
く

、
誰

か
の

役
に

立
つ

こ
と

で
自

尊

心
が

回
復

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

サ
ポ

ー
ト

を

与
え

る
だ

け
で

な
く

自
ら

働
い

て
も

ら
う

こ
と

も

大
切

で
す

。
被

災
地

に
お

い
て

も
、

不
要

に
な

っ

た
ベ

ビ
ー

用
品

を
持

ち
寄

っ
て

譲
り

合
う

な
ど

、

妊
婦

さ
ん

同
士

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
精

神
で

サ
ポ

ー

ト
し

合
え

る
よ

う
に

な
る

と
、

妊
婦

さ
ん

自
身

の

喜
び

に
つ

な
が

り
ま

す
。

私
た

ち
が

ず
っ

と
応

援
し

て
い

た
石

巻
の

マ
マ

サ
ー

ク
ル

団
体

「
ベ

ビ
ー

ス
マ

イ
ル

石
巻

」
の

代

表
荒

木
裕

美
さ

ん
は

、
マ

タ
ニ

テ
ィ

か
ら

未
就

園

児
を

対
象

と
し

た
親

子
の

遊
び

・
学

び
の

イ
ベ

ン

ト
を

ず
っ

と
企

画
・

実
地

し
て

い
ま

し
た

。
震

災

に
よ

り
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
が

縮
小

さ
れ

、

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

活
動

の
場

所
も

少
な

い
な

か

で
、

親
子

へ
居

場
所

・
遊

び
場

所
を

確
保

し
、

提

供
す

る
必

要
性

を
感

じ
て

い
た

た
め

で
す

。
専

門

家
や

講
師

を
招

い
て

音
楽

に
合

わ
せ

て
体

を
動

か

し
た

り
、

簡
単

な
工

作
を

し
て

楽
し

い
時

間
を

過

ご
し

た
り

す
る

よ
う

な
親

子
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
、

親
同

士
の

情
報

交
換

の
場

、
社

会
参

加
の

場
、

石

巻
の

子
育

て
情

報
の

集
ま

る
拠

点
作

り
を

目
標

と

し
て

活
動

さ
れ

て
い

ま
し

た
。

ま
た

、
石

巻
の

子
育

て
サ

ー
ク

ル
に

所

属
し

て
い

た
武

山
美

佳
さ

ん
は

、
震

災
前

は
、

月

回
、

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

に
て

、
母

と
子

、

祖
母

の
情

報
交

換
を

行
な

っ
て

い
ま

し
た

。
震

災

直
後

は
、

活
動

拠
点

だ
っ

た
保

健
セ

ン
タ

ー
が

床

上
３

０
ｃ

ｍ
程

浸
水

し
泥

だ
ら

け
に

な
り

使
用

で

き
な

く
な

っ
た

の
で

、
使

用
可

能
に

な
っ

た
６

月

か
ら

、
回

数
を

増
や

し
毎

週
金

曜
日

に
保

健
セ

ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

で
同

様
の

情
報

交
換

会
を

行
な

っ

て
い

ま
し

た
。

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

は
津

波
が

来
た

場
所

で
す

。
「

ま
た

津
波

が
来

た
ら

不
安

」
と

言
う

メ

ン
バ

ー
も

い
ま

す
が

、
そ

れ
で

も
や

は
り

誰
か

と

し
ゃ

べ
り

た
く

て
み

ん
な

毎
週

集
ま

る
そ

う
で

す
。

と
こ

ろ
が

、
こ

れ
か

ら
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

が
開

く
予

定
で

、
そ

れ
が

さ
ら

に
海

へ
近

い
場

所

な
の

で
、

今
の

保
健

セ
ン

タ
ー

ひ
ま

わ
り

で
活

動

を
続

け
て

い
け

な
い

か
模

索
中

な
の

だ
そ

う
で

す
。

東
松

島
市

矢
本

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
「

ほ
っ

と
ふ

る
」

を
運

営
さ

れ
て

い
る

保
育

士
さ

ん
の

高

橋
有

香
里

さ
ん

は
、

私
た

ち
が

、
震

災
後

一
番

よ

く
う

か
が

っ
た

方
で

す
。

被
災

直
後

特
に

困
っ

た

こ
と

と
し

て
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
が

支
援

物

資
配

布
場

所
と

な
っ

た
た

め
す

ぐ
に

開
館

で
き

な

か
っ

た
こ

と
、

電
気

、
水

道
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン

の
不

通
、

ガ
ソ

リ
ン

不
足

に
加

え
、

震
災

の
影

響

に
よ

り
、

支
援

セ
ン

タ
ー

の
予

算
が

大
幅

に
削

減

さ
れ

た
こ

と
を

あ
げ

て
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。

金
銭

的
支

援
は

も
ち

ろ
ん

、
保

育
士

さ
ん

や
行

政

の
方

、
保

健
資

産
、

助
産

師
さ

ん
な

ど
支

援
者

の

支
援

と
し

て
、

話
を

聞
い

て
く

れ
る

カ
ウ

ン
セ

ラ

ー
等

の
定

期
的

巡
回

（
同

一
人

物
を

望
む

）
や

、

研
修

支
援

を
希

望
さ

れ
て

い
ま

し
た

。

②
 

お
金

集
め

私
た

ち
妊

産
婦

・
乳

幼
児

ケ
ア

チ
ー

ム
が

に
所

属
し

て
い

た
利

点
は

、
が

あ
ち

こ

ち
か

ら
助

成
金

や
寄

付
金

を
集

め
、

母
子

の
た

め

に
使

っ
て

く
れ

た
と

い
う

こ
と

で
す

。
東

京
助

産

師
会

「
東

京
都

里
帰

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
宗

祥

子
さ

ん
（

松
が

丘
助

産
院

院
長

）
、

、

日
本

財
団

、
、

そ
の

ほ
か

多
く

の
企

業
や

団
体

か
ら

援
助

を
い

た
だ

き
、

助
産

師
さ

ん

や
産

婦
人

科
医

の
派

遣
、

マ
マ

向
け

イ
ベ

ン
ト

に

お
金

を
つ

ぎ
込

む
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

助
成

金

申
請

書
の

書
き

方
、

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
だ

さ
る

組

織
に

関
し

て
は

、
別

の
機

会
に

述
べ

た
い

と
思

い

ま
す

。

③
 

現
地

の
リ

ー
ダ

ー
を

と
こ

と
ん

サ
ポ

ー
ト

で
は

月
日

に
、

現
地

で
つ

な
が

っ
て

い
る

リ
ー

ダ
ー

さ
ん

た
ち

を
呼

ん
で

東
京

で
ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
な

い
ま

し
た

。
マ

マ
サ

ー
ク

ル

の
代

表
の

方
、

保
育

士
さ

ん
、

保
健

師
さ

ん
な

ど
、

子
連

れ
で

東
京

ま
で

来
て

も
ら

う
合

宿
ス

タ
イ

ル

で
す

。
被

災
地

を
離

れ
る

と
い

う
だ

け
で

リ
フ

レ

ッ
シ

ュ
し

、
地

元
の

し
が

ら
み

に
と

ら
わ

れ
ず

、

自
由

な
思

考
で

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
す

こ
と

が
で

き

る
効

果
が

あ
り

ま
し

た
。

ま
た

、
ホ

テ
ル

ス
テ

イ

で
暗

い
気

分
か

ら
解

放
さ

れ
る

と
い

う
効

果
も

あ

り
ま

し
た

。

「
支

援
さ

れ
疲

れ
」

し
て

い
た

リ
ー

ダ
ー

の

方
々

は
、

「
次

は
何

を
お

手
伝

い
し

ま
し

ょ
う

か
」

と
言

わ
れ

る
こ

と
に

お
び

え
て

い
た

と
言

い

ま
す

。
支

援
す

る
側

は
自

分
た

ち
の

自
己

満
足

で
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 済

む
の

で
す

が
、

支
援

を
受

け
る

側
と

し
て

は
自

分
た

ち
の

調
整

も
大

変
だ

か
ら

で
す

。

し
か

し
、

こ
こ

で
は

、
「

自
分

の
街

が
年

後

に
ど

う
な

っ
て

い
て

欲
し

い
で

す
か

？
」

と
い

う

ビ
ジ

ョ
ン

・
メ

イ
キ

ン
グ

に
徹

し
ま

し
た

。
目

標

を
設

定
し

て
か

ら
今

後
の

こ
と

を
話

す
と

、
次

か

ら
次

に
、

リ
ー

ダ
ー

の
方

か
ら

「
こ

う
し

た
い

」

「
あ

あ
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

聞
く

こ
と

が

で
き

た
の

で
す

。
現

在
の

課
題

や
つ

ら
い

現
実

の

こ
と

ば
か

り
に

と
ら

わ
れ

て
し

ま
い

が
ち

な
な

か
、

ち
ょ

っ
と

先
の

未
来

を
見

て
、

具
体

的
な

イ
メ

ー

ジ
を

描
く

過
程

は
、

サ
ポ

ー
ト

さ
れ

て
い

る
と

い

う
弱

い
立

場
の

人
々

を
、

強
く

主
体

的
に

変
え

ま

し
た

。

子
育

て
シ

ッ
プ

の
開

催

こ
の

時
の

ビ
ジ

ョ
ン

や
、

「
そ

の
た

め
に

は
ど

う
し

た
ら

い
い

か
」

「
何

が
必

要
か

」
と

い
う

話

し
合

い
の

な
か

か
ら

、
大

船
渡

市
の

助
産

師
、

伊

藤
玲

子
さ

ん
が

立
ち

上
げ

て
く

だ
さ

っ
た

、
マ

マ

が
子

連
れ

で
集

ま
れ

る
場

、
「

子
育

て
シ

ッ
プ

」

は
大

き
な

反
響

を
呼

び
ま

し
た

。
震

災
直

後
の

先

行
き

が
見

え
始

め
て

き
た

年
月

か
ら

始
ま

っ
た

助
産

師
さ

ん
が

開
催

す
る

マ
マ

友
サ

ー
ク

ル

は
、

マ
マ

さ
ん

た
ち

に
た

い
へ

ん
喜

ん
で

迎
え

ら

れ
ま

し
た

。
ま

た
、

地
元

の
助

産
師

、
看

護
師

、

保
育

士
、

歯
科

衛
生

士
が

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て

手
を

上
げ

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

。
伊

藤
さ

ん
は

、

準
備

段
階

か
ら

地
元

の
方

を
ア

ル
バ

イ
ト

で
雇

い
、

仮
設

住
宅

か
所

に
チ

ラ
シ

を
貼

っ
た

り
、

避
難

所
、

保
育

園
は

も
ち

ろ
ん

、
新

聞
広

告
に

も
出

し

た
り

す
る

な
ど

と
て

も
精

力
的

に
活

動
さ

れ
て

い

ま
し

た
。

開
催

当
日

は
、

大
勢

の
子

連
れ

マ
マ

の
参

加
が

あ
り

、
こ

う
い

う
場

が
本

当
に

必
要

と
さ

れ
て

い

た
ん

だ
と

実
感

し
ま

し
た

。
当

初
、

受
付

に
見

え

た
マ

マ
た

ち
の

表
情

は
硬

く
、

と
て

も
緊

張
さ

れ

て
い

ま
し

た
が

、
時

間
が

た
つ

に
つ

れ
て

優
し

い

表
情

に
な

り
、

そ
れ

だ
け

で
も

開
催

し
て

よ
か

っ

た
と

思
い

ま
し

た
。

し
か

も
、

昼
食

付
で

、
支

援

物
資

も
あ

り
ま

し
た

。

「
昼

ご
は

ん
の

こ
と

を
考

え
な

く
て

い
い

の
は

、

マ
マ

に
と

っ
て

最
高

な
ん

で
す

よ
ね

」
と

い
う

伊

藤
さ

ん
の

配
慮

が
印

象
的

で
し

た
。

こ
の

会
は

、

今
で

も
引

き
続

き
開

催
さ

れ
て

い
ま

す
。

現
地

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

の
「

何
か

し
た

い
」

と
い

う
熱

い
情

熱
、

力
強

さ
が

「
子

育
て

シ
ッ

プ
」

と
し

て
結

実
し

感
動

し
ま

し
た

。

今
月

の
教

訓

●
外

か
ら

来
た

支
援

者
で

は
な

く
、

「
被

災
地

の

方
自

身
」

に
達

成
感

を
味

わ
っ

て
も

ら
う

こ
と

。

そ
れ

が
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

に
な

る
。

表 地
域

支
援

先
団

体
支

援
内

容
詳

細

宮 城 県

東
松

島
市

東
松

島
市

保
健

セ
ン

タ
ー

新
生

児
訪

問
の

た
め

の
助

産
師

派
遣

お
よ

び
業

務
支

援

矢
本

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
流

出
遊

具
の

寄
付

お
よ

び
子

育
て

相
談

会
サ

ポ
ー

ト
、

人
材

派
遣

ほ
ん

だ
母

乳
育

児
相

談
室

助
産

院
開

業
再

開
に

と
も

な
う

資
金

提
供

お
よ

び
リ

フ
レ

ク
ソ

ロ
ジ

ー

無
料

施
術

補
助

石
巻

市

桃
生

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
震

災
に

よ
り

故
障

し
た

施
設

の
エ

ア
コ

ン
修

理
支

援
お

よ
び

人
材

派
遣

河
北

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
物

資
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

－155－－ 161 －
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第

6
回

子
育
て
の
「
安
心
拠
点
」
づ
く
り
―
―
親
子
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
を

 
 

5 
 

阿
部

ク
リ

ニ
ッ

ク
産

婦
人

科
産

婦
人

科
医

師
の

派
遣

コ
コ

ア
石

巻
母

子
健

康
相

ツ
ア

ー
の

開
催

費
用

補
助

お
よ

び
医

師
・

助
産

師
派

遣

ベ
イ

ビ
ー

ス
マ

イ
ル

石
巻

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

人
材

派
遣

気
仙

沼
市

お
っ

ぱ
い

塾
マ

マ
サ

ロ
ン

立
ち

上
げ

に
関

わ
る

費
用

一
式

お
よ

び
運

営
支

援
、

母
乳

育
児

講
習

会
の

開
催

仙
台

市

光
が

丘
ス

ペ
ル

マ
ン

病
院

母
子

防
災

ず
き

ん
の

寄
付

お
よ

び
産

褥
入

院
受

入
れ

支
援

と
も

こ
助

産
院

他
助

産
師

に
よ

る
地

域
母

子
支

援
活

動
、

マ
マ

サ
ロ

ン
で

の
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ

岩 手 県

陸
前

高
田

市

母
子

サ
ポ

ー
ト

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

大
船

渡
市

母
子

サ
ポ

ー
ト

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

釜
石

市
い

ず
み

助
産

院
他

母
と

子
の

サ
ロ

ン
開

催
補

助

医
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第

7
回
：
支
援
の
ひ
き
ぎ
わ
―
―
自
立
支
援
の
大
切
さ
・
難
し
さ

 
 

  
 被

災
地

に
お

け
る
助

産
師
活

動
の

背
景

母
子
保
健

法
に
基

づ
き

，
母

子
手

帳
の
交

付
，
保
健

指
導

，

妊
産
婦

の
訪

問
指

導
，

新
生
児
の

訪
問

指
導

，
幼

児
の

健
康

診
査
等

の
母

子
保

健
事

業
は
市
町

村
単

位
で

行
な

わ
れ

て
い

ま
す
。

新
生

児
の

訪
問
指

導
は

，
「
（
略

）
育

児
上

必
要

が
あ

る
と
認

め
る

と
き

は
，

医
師
，
保

健
師

，
助

産
師

又
は

そ
の

他
の
職

員
を

し
て

当
該

新
生
児
の

保
護

者
を

訪
問

さ
せ

，
必

要
な
指
導

を
行
わ

せ
る
も

の
と
す

る
」（

母
子

保
健
法

第
二

章
第
十
一

条
）
と

し
，
妊
婦
の
健

康
診
査

に
つ
い

て
は
「
（
略

）

必
要
に
応

じ
，
妊

産
婦
又

は
乳
児

若
し
く

は
幼
児

に
対
し

て
，

健
康
診

査
を

行
い

，
又

は
健
康
診

査
を

受
け

る
こ

と
を

勧
奨

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
（

母
子

保
健

法
第

二
章

第
十

三

条
）
と

さ
れ

て
お

り
，

出
産
直
後

の
母

親
の

訪
問

指
導

に
関

す
る
条
項

は
特
に

あ
り
ま

せ
ん
。

一
般
的

に
，

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
無

償
で

提
供

さ
れ
て

い
る
の

は
，

両
親

学
級

・
講
座

，
妊
婦

健
診

，
新

生
児

・
乳

児
・
幼

児
の

健
診

お
よ

び
訪
問
指

導
で

あ
り

，
市

町
村

に
も

よ
り
ま

す
が

保
健

師
が
担

当
す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

よ
う
で

す
。

助
産
師

に
よ

る
出

産
後

の
母
親
の

ケ
ア

や
母

乳
・

育
児

指
導

は
「
自
由

診
療
」

と
位
置

づ
け
ら

れ
て
い

ま
す
。

た
と
え

ば
，

岩
手

県
立

釜
石

病
院

は
，

釜
石

市
に

よ
る
乳

児
の
１

か
月

健
診

を
補

完
す
る
形

で
，

産
後

２
週

間
に

院
内

助
産
師

に
よ

る
外

来
サ

ー
ビ
ス
を

１
回

２
０

０
０

円
で

提
供

し
て
い

ま
し

た
。

福
島

県
で
は
訪

問
サ

ー
ビ

ス
は

６
０

０
０

円
程
度

で
し

た
。

宮
城

県
の
開
業

助
産

院
で

は
，

訪
問

サ
ー

ビ
ス
は

１
回

８
０

０
０

円
，
外
来

サ
ー

ビ
ス

は
１

回
５

０
０

０
円
で

し
た

。
石

巻
赤

十
字
病
院

で
は

産
後

３
日

目
に

退
院

さ
せ
て

い
た

場
合

で
も

そ
の
後
の

産
後

ケ
ア

が
不

足
し

て
お

り
，
退

院
さ

せ
る

側
の

助
産
師
さ

ん
た

ち
も

気
が

か
り

で
あ

っ
た
と

う
か

が
い

ま
し

た
。

し
た

が
っ

て
，

退
院

後
，

母
親

が
初
め

て
専

門
家

と
の

コ
ン
タ
ク

ト
を

得
る

の
は

，
乳

児
の

１
か
月

健
診

で
あ

る
こ

と
が
多
く

，
産

前
の

ケ
ア

は
行

政
に

よ
る
支

援
が

充
実

し
て

い
ま
し
た

が
，

出
産

直
後

の
母

親
の

ケ
ア

，
母

乳
・
育

児
指
導

は
空
白

状
態
で

し
た
。

母
乳

育
児
支

援
は

母
親

の
心

身
を

癒
す

震
災
後

，
私

た
ち

が
連

携
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
松

が
丘
助

産
院
の

宗
祥

子
さ

ん
は

，
宮
城
県

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

の
と

こ
ろ
に

出
向

き
，

助
産

師
さ
ん
の

ニ
ー

ズ
を

あ
つ

集
め

て
く

だ
さ
い

ま
し

た
。

宮
城

県
助
産
師

会
で

は
，

公
益

財
団

法
人

ジ
ョ
イ

セ
フ

の
支

援
を

受
け

，
母

乳
相

談
や

母
乳

ケ
ア

を
３

回
ま
で

無
償

で
提

供
し

て
い

ま
し

た
。

開
業

助
産

師
さ

ん
の

仕
事
が

回
復

し
て

き
た

２
０
１
１

年
７

月
に

は
，

か
月
で

述
べ
５

３
３

人
の

お
母

さ
ん
た
ち

の
ケ

ア
が

で
き

た
そ

う
で

す
。
宮

城
県

内
の

出
生

数
が
年
間

２
万

人
，

月
間

平
均

１
６

５
０
人

，
と

い
う

計
算

か
ら
す
れ

ば
，

助
産

師
さ

ん
た

ち
が

１
／
３

の
お

母
さ

ん
た

ち
の
ケ
ア

を
担

っ
て

い
た

と
い

う
こ

と
に
な
り

ま
す

。

母
乳
育

児
ケ

ア
を

無
料

で
受

け
ら

れ
る

こ
と

，
そ

の
メ
リ

ッ
ト
は

，
母

乳
に

関
す

る
こ
と
ば

か
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た
。

震
災

時
の

気
持

ち
や

，
震

災
後

の
気

持
ち

，
原

発
事

故
へ
の

不
安

，
多

く
の

お
母
さ
ん

た
ち

の
感

情
表

出
の

機
会

を
生
み

出
し

ま
し

た
。

ケ
ア
を
受

け
な

が
ら

話
す

こ
と

で
，

身
体
も

心
も

癒
さ

れ
て
い

た
お
母

さ
ん

が
多

か
っ

た
の
で

す
。

母
乳
の

こ
と

だ
け

で
な

く
母
親
自

身
の

心
の

在
り

方
，

自
分

と
の
向

き
合

い
方

を
も
支

え
た
の

で
は

な
い

か
と

思
い
ま

す
。

し
か
し

，
予

算
が

尽
き

て
し
ま
い

，
１

２
月

で
ジ

ョ
イ

セ
フ

か
ら
の
支

援
が
打

ち
切
り

に
な
る

こ
と
が

決
ま
り

ま
し
た

。

で
も
，

震
災

後
の

が
れ

き
処

理
や

イ
ン

フ
ラ

整
備

は
進
ん

で
も
，

お
母

さ
ん

た
ち

の
心
が
短

期
間

で
戻

っ
た

わ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
仙

台
市

保
健
セ
ン

タ
ー

で
は

２
０

１
１

年
９

月
よ
り

お
母

さ
ん

た
ち

の
心
の
ケ

ア
を

開
始

し
ま

し
た

が
，

１
０
月

頃
に

な
っ

て
，

担
当
保
健

師
さ

ん
た

ち
か

ら
，

緊
張

が
解
け

て
き

た
の

か
，

お
母
さ
ん

た
ち

が
心

配
な

気
持

ち
を

表
出
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き
た
と

い
う

報
告

が
寄

せ
ら

れ
る

よ
う
に

な
り

ま
し

た
。

気
持
ち
を

吐
き

出
す

場
，

話
を

聞
い

て
も
ら

え
る

場
の

重
要
性

を
痛
感

し
た

助
産

師
さ

ん
た
ち

は
，

母
乳
育

児
ケ

ア
無

料
事

業
を
続
け

る
た

め
，

ほ
か

の
団

体
に

支
援
を
嘆

願
し
て

い
ま
し

た
。

私
は
，

次
の

震
災

が
起

こ
っ

て
も

ま
た

同
じ

よ
う

に
発
災

直
後
か

ら
現

地
で

助
産

師
さ
ん
と

会
う

か
た

ち
で

母
乳

育
児

支
援
が

で
き

る
よ

う
，

常
日
頃
か

ら
準

備
し

て
お

く
こ

と
の

重
要
性

を
感

じ
ま

し
た

。
そ
の
た

め
に

備
え

る
べ

き
こ

と
は

表
の
と

お
り

で
す

。
特

に
，
他
県

か
ら

の
支

援
が

ま
ま

な
ら

な
い
発
災

後
約

週
間
を
乗

り
切

る
た
め

に
は

，
日
ご
ろ

か

ら
地
域

の
関

係
を

保
っ

て
お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に
も

，
下

記
の

よ
う

な
準
備
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

を
設

け
る
の

は
，

そ
の

場
づ

く
り
そ
の

も
の

が
「

顔
の

見
え

る
関

係
づ
く

り
」

の
チ

ャ
ン

ス
と
な
り

，
災

害
時

の
明

暗
を

分
け

る
連
係
プ

レ
ー
を

生
み
出

し
ま
す

。

表
災
害
時

母
乳
育

児
支
援

準
備
項

目

①
都
道

府
県

ご
と

の
助

産
師
会
会

員
の

携
帯

電
話

番
号

，
メ

ー
ル
ア
ド

レ
ス
を

把
握
（

可
能
で

あ
れ
ば

ア
カ
ウ

ン
ト

や
ア

カ
ウ

ン
ト

も
あ

る
と

連
絡

が
取

り
や

す

い
）

②
助
産
師

ゼ
ッ
ケ

ン
を
常

備

③
ミ
ル
ク

，
お
し

り
ふ
き

，
紙
お

む
つ

，
乳
幼
児

用
お
む

つ
，

お
く
る

み
，

分
娩

セ
ッ

ト
を
常
備

し
，

保
管

場
所

を
周

知
し

て
お
く

④
ア
ク

シ
ョ

ン
・

カ
ー

ド
（
誰
が

そ
の

場
に

い
て

も
，

次
に

と
る
べ

き
行

動
が

わ
か

る
よ
う
に

書
か

れ
た

数
枚

の
紙

・
可

能
で
あ
れ

ば
ラ
ミ

ネ
ー
ト

加
工
し

て
お
く

）：
震
災

時
，
す
ぐ

に
す
べ

き
こ

と
（

会
員

へ
の
連
絡

，
安

否
確

認
，

助
産

施
設

の
損
害

状
況

確
認

な
ど

）
→
産
後

訪
問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
立

ち
上
げ

る
に

あ
た

り
必

要
な
こ
と

（
人

集
め

，
お

金
集

め
，

－156－－ 162 －
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 モ

ノ
集

め
，

専
属

事
務

員
の
設
置

，
連

携
機

関
・

支
援

団
体

へ
の
連

絡
）

→
避

難
所

や
家
庭
訪

問
時

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

→
訪

問
診
療
の

報
告
書

を
作
成

し
，
行

政
や
支

援
団
体

，
医
師

会
・

薬
剤
師

会
・

臨
床

心
理

士
会

，
メ

デ
ィ

ア
に

報
告

す
る

方
法

→
他
地

域
か

ら
人

材
派

遣
を
依
頼

す
る

か
，

募
集

す
る

→
必

要
物
品
の

依
頼
→

受
け
入

れ
場
所

・
仕
分

け
人
材

の
手
配

⑤
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
：

会
員
へ
の

連
絡

時
に

聞
く

こ
と

，
助

産
施
設

の
損

害
状

況
確

認
の
内
容

，
か

か
り

つ
け

妊
婦

の
数

や
状
況

，
最

寄
り

の
避

難
所
で
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

べ
き

妊
産

婦
・
乳

幼
児

の
数

，
避

難
所
や
家

庭
訪

問
に

持
参

す
る

も
の

リ
ス
ト

，
家

庭
訪

問
で

す
べ
き
こ

と
・

尋
ね

る
こ

と
リ

ス
ト

な
ど

⑥
可
能

で
あ

れ
ば

，
地

元
の
産
婦

人
科

医
や

医
師

会
と

協
働

で
，
週

１
～

回
の
巡

回
診
療
（

予
防

接
種

お
よ

び
乳

児
健

診
や
乳

児
の

医
療

，
乳

児
の
健
康

相
談

，
離

乳
食

相
談

，
母

の
健
康
相

談
や
乳

房
ケ
ア

な
ど
）
体
制
を

話
し
合

っ
て
お

く
。

母
子
専

門
の

仮
設

医
療

機
関
の
必

要
性

を
共

有
し

，
開

設
場

所
，
メ

ン
バ

ー
，

連
携

体
制
に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
お

く
と

よ
い 助
産

師
の

存
在

は
被

災
地
で
大

き
な

励
ま

し
と

な
り

，
母

子
支
援

に
つ

な
が

り
ま

す
。
し
か

し
，

被
災

地
の

助
産

師
は

家
庭
と

仕
事

を
守

る
こ

と
で
精
い

っ
ぱ

い
で

あ
り

，
訪

問
診

療
が
で

き
る

人
材

確
保

は
難
し
い

と
心

得
て

お
か

な
く

て
は

い
け
ま

せ
ん

。
ま

た
，

被
災
し
た

都
道

府
県

に
は

緊
急

の
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

を
受

け
入

れ
る
体
制

構
築

や
財

源
が

な
い

こ
と

も
予

想
さ

れ
ま

す
。

や
日

赤
救

護
班

の
よ

う
に

，
交

通
・
宿

泊
・

食
事

の
確

保
ま
で
含

め
て

助
産

師
を

被
災

地
に

派
遣
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
も
ち
，

無
償

で
は

な
く

有
償

で
災

害
障
害

保
険

に
も

加
入

し
た
団
体

が
準

備
さ

れ
て

い
れ

ば
，

ど
こ
で
何

が
起
こ

っ
て
も

タ
イ
ム

リ
ー
に

機
能
で

き
ま
す

。

行
政

の
母
子

保
健
シ

ス
テ
ム

と
の

連
携

京
都
で

の
臨

床
業

務
を

離
れ

，
被

災
地

で
母

子
の

支
援
活

動
の
実

際
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
し
て

い
た

産
婦

人
科

医
の

池
田

裕
美

江
先

生
（
現
在

洛
和
会

音
羽

病
院
産

婦
人
科

勤
務
）
は

，

そ
の
行

動
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

力
で

，
サ

ポ
ー

ト
を

必
要
と

し
て

い
る

人
々

に
会
い
に

行
き

，
こ

ち
ら

か
ら

提
供

で
き
る

も
の

を
差

し
出

し
た
り

，
行
政

や
医

療
機

関
と

つ
な

い
だ
り

，
と

い
う

活
動

を
し
て
い

ま
し

た
。

そ
の

内
容

は
多

岐
に
わ
た

り
，
第

回
で
触

れ
た

よ
う
に

石
巻
日

赤
を
退

院

後
，
産

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ
を

受
け

ら
れ

な
い

ま
ま

避
難

所
に
戻

っ
た

産
褥

婦
さ

ん
の
経
過

を
見

て
回

る
こ

と
を

は
じ

め
，
保
健

師
さ
ん

と
緊
密

に
面
会

を
し
て

現
状
を

伝
え
た

り
，

最
後
に

は
ユ

ニ
セ

フ
と

い
う
大
き

な
団

体
の

な
か

に
入

っ
て

支
援
の
調

整
を
し

た
り

，
と
い
う

こ
と
も

し
て
い

ま
し
た

。

私
た
ち
が

行
な
っ

た
こ
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
活
動

は
専
門

的
医
療
を

提
供
す

る
こ
と

で
は
な

く
，
つ

ら
い
環

境
に
い

る

妊
産
婦
を

直
に
訪

問
し
て

寄
り
添

い
，
ニ

ー
ズ
を

拾
い
上

げ

問
題
を
ア

セ
ス
メ

ン
ト
す

る
こ
と

で
し
た

。
病
院

は
来
院

し

た
患
者
し

か
診
察

し
ま
せ

ん
し

，
行
政
は

緊
急
援

助
に
明

け

暮
れ
て
通

常
の
母

子
保
健

業
務
を

再
開
で

き
ま
せ

ん
。
そ

も

そ
も
妊
産

婦
は

「
災
害
時

要
援
護

者
」
の

定
義
に

入
っ
て

い

ま
せ
ん
し

，
緊
急

援
助
の

対
象
に

も
な
っ

て
い
ま

せ
ん
で

し

た
。
未
曽

有
の
災

害
の
後

，
復
興

に
向
け

て
最
も

大
切
に

さ

れ
る
べ
き

母
子
の

支
援
が

後
手
に

回
っ
て

い
る
こ

と
に
焦

り

を
覚
え

，
避
難
所

や
被
災

家
屋
に

い
る
母

子
の
粗

悪
な
衛

生

状
況
や
栄

養
状
態

，
ま
た

そ
の
よ

う
な

な
か
で
必

死
に
子

育

て
を
し
よ

う
と
す

る
母
た

ち
の
心

的
ス
ト

レ
ス

を
さ
ま
ざ

ま

な
人
に

さ
ま
ざ
ま

な
場
面

で
訴
え

ま
し
た

。

行
政
の
方

々
も

，
母
子
を

見
過
ご

し
に
し

て
い
た

わ
け
で

は
な
く

，
つ
ら
い

状
況
で

あ
っ
た

の
で
す

。
池
田

先
生
は

じ

め
メ

ン
バ
ー

の
私
た

ち
は

，
い
つ
も

，
行
政

の
方
に

母

子
の
健
康

情
報
を

連
絡
す

る
た
め

に
，
発

災
１
か

月
後
よ

り

市
役
所
の

保
健
師

さ
ん
の

と
こ
ろ

に
う
か

が
っ
て

，
お
話

を

す
る
よ
う

に
し
て

い
ま
し

た
。

保
健
師
さ

ん
た
ち

は
な
か

な

か
新
生
児

訪
問
が

進
ま
な

い
様
子

に
，
「

手
を
つ

け
て
し

ま

っ
た
ら
フ

ォ
ロ
ー

も
で
き

な
い

」
と
い
っ

た
状
況

を
こ
ぼ

さ

れ
て
い
ま

す
。

発
災
３
か

月
後
に

は
被
災

地
外
か

ら
の
支

援

保
健
師
さ

ん
，
支

援
助
産

師
さ
ん

に
訪
問

を
お
願

い
し

，
２

回
目
，
３

回
目
ま

で
の
フ

ォ
ロ
ー

も
お
願

い
し
て

，
さ
ら

な

る
長
期
フ

ォ
ロ
ー

が
必
要

な
人

だ
け
市
役

所
保
健

師
に
情

報

を
あ
げ
て

も
ら
う

よ
う
に

し
て
い

る
地
域

も
あ
り

ま
し
た

。

保
健
師
さ

ん
た
ち

自
身
に

は
母
子

保
健
を

し
た
い

気
持
ち

が
強
い
も

の
の

，
「
災
害

時
の
き

ま
り
ご

と
」
に

母
子
保

健

に
関
す
る

こ
と
が

ま
っ
た

く
含
ま

れ
て
い

な
い
の

で
優
先

的

に
動
け
な

い
，
と

い
う
ご

様
子
で

，
地
域

防
災
計

画
や
防

災

マ
ニ
ュ
ア

ル
に
母

子
対
応

の
こ
と

を
記
載

し
て
お

く
必
要

性

を
感
じ
ま

し
た

。
避
難
所

の
妊
婦

さ
ん
，

在
宅
妊

婦
さ
ん

，

そ
し
て
乳

幼
児
を

支
援
団

体
の
助

産
師
さ

ん
で
回

っ
て
も

ら

え
る
の
は

と
て
も

あ
り
が

た
い
と

言
っ
て

い
た
だ

き
，
私

た

ち
も
，
保

健
師

さ
ん
た
ち

の
歯
が

ゆ
い
気

持
ち
を

感
じ
て

，

で
き
る
だ

け
地
域

に
取
り

残
さ
れ

て
い
る

妊
産
婦

さ
ん
た

ち

の
情
報
を

こ
ま
め

に
伝
え

る
よ
う

に
し
て

い
ま
し

た
。

私
た

ち
は
，
お

母
さ
ん

た
ち
に

対
し
て

も
「
何

か
あ
っ

た
ら
地

元

の
医
療
機

関
や
行

政
に
つ

な
ぎ
ま

す
」
と

言
え
る

立
場
だ

っ

た
の
が

，
お
母
さ

ん
た
ち

の
安
心

に
つ
な

が
っ
て

い
た
よ

う

な
気
が
し

ま
す
。

支
援

の
難
し

さ

石
巻
お

よ
び
東

松
島
周

辺
の
生

後
か
月

の
母
乳

率
は
も

と
も
と

～
％
（
仙

台
で

～
％

）
だ
っ

た
そ
う

で
す

（
石
巻
市

助
産

院
調
べ

）。
低
い

理
由
は

①
分
娩

施
設
が

そ

れ
ほ
ど

母
乳

推
進

に
熱

心
で
な
い

，
②

早
期

か
ら

祖
母

に
預

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
8
月
号

P6
58

-6
62

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割
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 け

て
働

く
の

で
ミ

ル
ク

授
乳

が
便

利
，

③
保

健
セ

ン
タ

ー
を

は
じ
め

看
護

職
の

母
乳

推
進
に
関

す
る

意
識

が
低

い
（

母
親

学
級
受
診

率
も
低

い
）
と

の
こ
と

で
し
た

。

私
た
ち

メ
ン
バ

ー
が
把
握

し
て
い

る
限
り

，
東
松

島

市
に
は
震

災
前
に

開
業
助

産
院
が

件
（

助
産

院
）
，
勤
務

助
産
師
さ

ん
が

名
い
ら
っ

し
ゃ

い
ま
し

た
。
私

た
ち
は

支

援
当
初

か
ら

こ
の

方
々

と
お
会
い

し
，

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と
，
一

緒
に

で
き

る
こ

と
を
お
聞

き
し

て
い

ま
し

た
。

月

中
旬
に

助
産
院
を

訪
問
し

た
時

に
も
ニ

ー
ズ

，
今
後
の

プ

ラ
ン
を

お
聞

き
す

る
と

，
母
乳
相

談
所

の
利

用
者

は
ほ

と
ん

ど
石
巻

周
辺

の
人

で
あ

っ
た
た
め

，
震

災
後

利
用

者
は

激
減

し
た
が

，
車

が
流

さ
れ

た
女
性
が

親
戚

か
ら

車
を

借
り

る
な

ど
何
と

か
足

を
確

保
し

て
リ
フ
レ

ク
ソ

ロ
ジ

ー
に

帰
宅

で
き

た
こ
と

を
こ

と
の

ほ
か

喜
ん
で
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。
夫

婦
で
の
施

術
希
望

も
あ
る

た
め

，「
施

術
中
に

子
ど
も

を
み
て

く
れ
る

人
が

い
る

と
よ

い
」
と
い

う
ご

希
望

を
う

か
が

っ
た

り
，
津

波
の

被
害

の
な

か
っ
た
家

で
も

，
親

戚
や

近
所

の
人

が
避
難

し
て

同
居

し
て

い
た
り

，
震
災

後
，

義
父

母
と

同
居

す
る
こ

と
に

な
っ

た
り

と
家
族
形

態
が

変
わ

り
ス

ト
レ

ス
に

感
じ
て

い
る

母
親

も
い

る
た
め

，
助
産

院
で

の
リ

ラ
ッ

ク
ス

や
く
つ

ろ
ぎ

タ
イ

ム
は

貴
重
な
も

の
で

あ
る

と
い

う
お

話
を

う
か
が

い
ま
し
た

。
私
た

ち
は

活
動
の
た

め
に
集

ま
っ

た
助
成
金

の
う
ち

か
ら
数

十
万
円

を
拠
出

し
て
こ

の
助
産

院
に
対
し

，

・
リ
フ

レ
ク

ソ
ロ

ジ
ー

を
無
料
で

妊
産

婦
さ

ん
に

施
行

す
る

た
め
の
金

銭
援
助

・
子
ど

も
連

れ
の

妊
産

婦
さ
ん
が

施
術

さ
れ

て
い

る
間

の
ベ

ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
手

配

を
お
約

束
し

，
毎

週
何

名
の
産
後

ケ
ア

を
行

な
っ

た
か

，
と

い
う
報

告
書

を
出

し
て

い
た
だ
き

な
が

ら
，

来
院

さ
れ

る
お

母
さ
ん

た
ち

の
心

や
環
境

の
変
化

に
気

を
配

っ
て

い
ま
し

た
。

日
本
助

産
師

会
か

ら
派

遣
さ

れ
て

い
る

助
産

師
さ

ん
た
ち

も
，
地

元
の

助
産

師
さ

ん
と
意
気

投
合

し
，

悩
み

を
聞

い
た

り
励
ま

し
あ

っ
た

り
さ

れ
て
い
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

草
の

根
的

な
パ

ワ
ー

を
も

つ
助

産
師

さ
ん

か
ら

は
，

目
の

前
の

個
々
の

ニ
ー

ズ
発

掘
や

そ
れ
ら
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

小
回

り
の

利
い
た

支
援

を
発

想
す

る
瞬
発
力

に
長

け
て

い
る

印
象

を
受

け
ま
し

た
。

助
産

師
た

ち
の
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

内
で

で
き

る
範

囲
の
支
援

を
し
た

い
（

た
と
え
ば

，「
◎
◎

県
助
産

師
会
よ

り

万
の
埋

蔵
金
を

，
被
災
地

支
援

の
た
め

に
預
か

っ
た
。
そ

の
お
金

で
，

今
お

母
さ

ん
た
ち
が

ほ
し

が
っ

て
い

る
ベ

ビ
ー

の
夏
用
の

肌
着
を

調
達
し

て
あ
げ

た
い

」）
な

ど
の
希

望
を
い

た
だ

く
と
，

と
し
て

の
立

場
で

は
な

く
，「

個
人
と

し

て
ど
う

ぞ
，
良
い

と
思
っ

た
こ
と

は
何
で

も
し
て

く
だ
さ

い
」
，

と
お
話
し

し
て
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
現

地
で

の
個

々
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
今

後
地
元

ス
タ
ッ

フ
に

還
元

で
き

る
も
の
で

あ
る

か
ど

う
か

と
い

う
点

＝
継
続

可
能

性
の

問
題

（
た
と
え

ば
助

産
院

へ
の

金
銭

的
援

助
）
に

関
し

て
は

，
運

営
ス
タ
ッ

フ
の

な
か

で
も

議
論

が
続

い
て
い

る
と

こ
ろ

で
，

自
立
の
妨

げ
に

な
っ

て
は

い
け

な
い

し
，
し

か
し

，
困

っ
て

い
る
な
ら

当
面

は
何

と
か

し
た

い
，

と
，
さ
ら

な
る
模

索
を
続

け
て
い

ま
し
た

。

発
災
か
ら

半
年
経

っ
た

，
９
月
半

ば
の
こ

と
で
す

。
震
災

前
か
ら

新
生

児
訪

問
に
行

っ
て
い

た
あ

る
助

産
師

さ
ん
か

ら
，

「
震
災
後

，
訪
問

件
数
が

半
分
に

な
り

，
収
入
が

減
っ
て

困

っ
て
い
ま

す
」
と

人
づ
て

に
連
絡

が
あ
り

ま
し
た

。
ご
本

人

は
，
震
災

前
と
同

じ
件
数

で
も
新

生
児
訪

問
に
行

け
る
と

市

に
ア
ピ
ー

ル
さ
れ

た
そ
う

で
す
が

，
無
償

で
，
ど

ん
な
遠

い

と
こ
ろ
へ

も
す
ぐ

に
訪
問

し
て

く
れ
る

の
助

産
師
さ

ん

の
ほ
う

が
，
財
政

的
面
で

考
え
る

と
市
に

と
っ
て

は
助
か

る

話
だ
っ
た

の
で
し

ょ
う
。

私
た
ち

は
市
か

ら
新
生

児
訪
問

を

依
頼
さ
れ

て
も
で

き
る
だ

け
地
元

助
産
師

さ
ん
の

雇
用
を

優

先
し
て
も

ら
い

，
ど
う
し

て
も
回

れ
な
い

と
こ
ろ

の
訪
問

だ

け
を
引
き

受
け
て

い
ま
し

た
（

表
）
。
ま

た
，
地
元
助

産
師

さ
ん
よ
り

も
多
い

件
数
を

引
き
受

け
た
り

は
し
ま

せ
ん
で

し

た
。
し
か

し
，
自

分
た
ち

の
支
援

の
せ

い
で
地
元

の
助
産

師

さ
ん
が

仕
事
が
回

っ
て
こ

な
い
と

感
じ
て

い
る
と

い
う
こ

と

を
知
り

，
愕
然
と

し
ま
し

た
。

し
か
し

，
こ
の
よ

う
な
率

直

な
意
見
を

聴
け
た

の
も

，
私
た
ち

の
団
体

が
い
つ

も
助
産

師

さ
ん
同
士

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を
取

っ
て
い

た
お
か

げ

だ
っ
た
と

も
い
え

ま
す

。
ち
ょ
う

ど
私
た

ち
も

，「
支
援
の

引

き
際
」「

自
立

支
援
」
を
考
え

，
模

索
し
て

い
る
時

期
で
し

た

の
で
，
地

元
助
産

師
さ
ん

か
ら
の

訴
え

と
，
タ
イ

ミ
ン
グ

が

重
な
り
ま

し
た
。

結
局
，

に
よ
る

助
産
師

さ
ん

派
遣
は

，
９
月

末
日
を

も
っ
て

そ
の

活
動

を
終

え
，
現
地

の
助

産
師

さ
ん

に
引

き
継

ぐ
こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
震
災
か

ら
半

年
の

間
で

派
遣

し
た

助
産
師

さ
ん

は
延

べ
３

０
名

，
派

遣
に

要
し

た
金

額
は

１
３

０
万
円

，
助

産
院

や
子

育
て
支
援

セ
ン

タ
ー

，
母

乳
育

児
支

援
団
体

や
マ

マ
サ

ー
ク

ル
支
援
に

要
し

た
費

用
は

１
５

０
万

円
と
な
り

ま
し
た

。

こ
れ
ら

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

が
，

遠
く

か
ら

駆
け

つ
け
て

き
て
被

災
さ

れ
た

お
母

さ
ん
た
ち

の
こ

と
を

気
に

か
け

，
丁

寧
な
声

掛
け

と
気

遣
い

で
母
子
の

気
持

ち
を

安
心

さ
せ

て
く

れ
た
功

績
は

大
き

な
も

の
で
し
た

。
ま

た
，

地
元

の
行

政
や

産
科
医
療

の
ダ
ウ

ン
を
救

っ
て
く

れ
ま
し

た
。

石
巻
市

は
震

災
２

年
後

の
２

０
１

３
年

３
月

，
被

災
地
で

は
初
め

て
，

分
娩

数
が

震
災
前
の

数
に

戻
っ

た
地

域
と

し
て

報
道
さ

れ
ま

し
た

が
，

地
域
の
き

ず
な

や
医

療
体

制
，

経
済

的
復
興

支
援

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
の

な
か

で
，

被
災

地
内

外
の
産

科
関

係
者

が
つ

く
り
上
げ

た
「

こ
こ

で
産

め
る

・
産

み
た
い

と
思

え
る

町
づ

く
り
」
と

い
う

「
次

世
代

に
希

望
を

持
て
る

」
影

響
力

は
大

き
か
っ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
て

い
ま
す
。
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医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
7
月
号

P5
66

-5
71

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

6
回

子
育
て
の
「
安
心
拠
点
」
づ
く
り
―
―
親
子
が
ホ
ッ
と
で
き
る
場
を

 
 

5 
 

阿
部

ク
リ

ニ
ッ

ク
産

婦
人

科
産

婦
人

科
医

師
の

派
遣

コ
コ

ア
石

巻
母

子
健

康
相

ツ
ア

ー
の

開
催

費
用

補
助

お
よ

び
医

師
・

助
産

師
派

遣

ベ
イ

ビ
ー

ス
マ

イ
ル

石
巻

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

人
材

派
遣

気
仙

沼
市

お
っ

ぱ
い

塾
マ

マ
サ

ロ
ン

立
ち

上
げ

に
関

わ
る

費
用

一
式

お
よ

び
運

営
支

援
、

母
乳

育
児

講
習

会
の

開
催

仙
台

市

光
が

丘
ス

ペ
ル

マ
ン

病
院

母
子

防
災

ず
き

ん
の

寄
付

お
よ

び
産

褥
入

院
受

入
れ

支
援

と
も

こ
助

産
院

他
助

産
師

に
よ

る
地

域
母

子
支

援
活

動
、

マ
マ

サ
ロ

ン
で

の
ベ

ビ
ー

マ
ッ

サ
ー

ジ

岩 手 県

陸
前

高
田

市

母
子

サ
ポ

ー
ト

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

大
船

渡
市

母
子

サ
ポ

ー
ト

マ
マ

サ
ロ

ン
運

営
支

援
お

よ
び

助
産

師
派

遣

釜
石

市
い

ず
み

助
産

院
他

母
と

子
の

サ
ロ

ン
開

催
補

助

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
8
月
号

P6
58

-6
62

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

7
回
：
支
援
の
ひ
き
ぎ
わ
―
―
自
立
支
援
の
大
切
さ
・
難
し
さ

 
 

  
 被

災
地

に
お

け
る
助

産
師
活

動
の

背
景

母
子
保
健

法
に
基

づ
き

，
母

子
手

帳
の
交

付
，
保
健

指
導

，

妊
産
婦

の
訪

問
指

導
，

新
生
児
の

訪
問

指
導

，
幼

児
の

健
康

診
査
等

の
母

子
保

健
事

業
は
市
町

村
単

位
で

行
な

わ
れ

て
い

ま
す
。

新
生

児
の

訪
問
指

導
は

，
「
（
略

）
育

児
上

必
要

が
あ

る
と
認

め
る

と
き

は
，

医
師
，
保

健
師

，
助

産
師

又
は

そ
の

他
の
職

員
を

し
て

当
該

新
生
児
の

保
護

者
を

訪
問

さ
せ

，
必

要
な
指
導

を
行
わ

せ
る
も

の
と
す

る
」（

母
子

保
健
法

第
二

章
第
十
一

条
）
と

し
，
妊
婦
の
健

康
診
査

に
つ
い

て
は
「
（
略

）

必
要
に
応

じ
，
妊

産
婦
又

は
乳
児

若
し
く

は
幼
児

に
対
し

て
，

健
康
診

査
を

行
い

，
又

は
健
康
診

査
を

受
け

る
こ

と
を

勧
奨

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
（

母
子

保
健

法
第

二
章

第
十

三

条
）
と

さ
れ

て
お

り
，

出
産
直
後

の
母

親
の

訪
問

指
導

に
関

す
る
条
項

は
特
に

あ
り
ま

せ
ん
。

一
般
的

に
，

行
政

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
無

償
で

提
供

さ
れ
て

い
る
の

は
，

両
親

学
級

・
講
座

，
妊
婦

健
診

，
新

生
児

・
乳

児
・
幼

児
の

健
診

お
よ

び
訪
問
指

導
で

あ
り

，
市

町
村

に
も

よ
り
ま

す
が

保
健

師
が
担

当
す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

よ
う
で

す
。

助
産
師

に
よ

る
出

産
後

の
母
親
の

ケ
ア

や
母

乳
・

育
児

指
導

は
「
自
由

診
療
」

と
位
置

づ
け
ら

れ
て
い

ま
す
。

た
と
え

ば
，

岩
手

県
立

釜
石

病
院

は
，

釜
石

市
に

よ
る
乳

児
の
１

か
月

健
診

を
補

完
す
る
形

で
，

産
後

２
週

間
に

院
内

助
産
師

に
よ

る
外

来
サ

ー
ビ
ス
を

１
回

２
０

０
０

円
で

提
供

し
て
い

ま
し

た
。

福
島

県
で
は
訪

問
サ

ー
ビ

ス
は

６
０

０
０

円
程
度

で
し

た
。

宮
城

県
の
開
業

助
産

院
で

は
，

訪
問

サ
ー

ビ
ス
は

１
回

８
０

０
０

円
，
外
来

サ
ー

ビ
ス

は
１

回
５

０
０

０
円
で

し
た

。
石

巻
赤

十
字
病
院

で
は

産
後

３
日

目
に

退
院

さ
せ
て

い
た

場
合

で
も

そ
の
後
の

産
後

ケ
ア

が
不

足
し

て
お

り
，
退

院
さ

せ
る

側
の

助
産
師
さ

ん
た

ち
も

気
が

か
り

で
あ

っ
た
と

う
か

が
い

ま
し

た
。

し
た

が
っ

て
，

退
院

後
，

母
親

が
初
め

て
専

門
家

と
の

コ
ン
タ
ク

ト
を

得
る

の
は

，
乳

児
の

１
か
月

健
診

で
あ

る
こ

と
が
多
く

，
産

前
の

ケ
ア

は
行

政
に

よ
る
支

援
が

充
実

し
て

い
ま
し
た

が
，

出
産

直
後

の
母

親
の

ケ
ア

，
母

乳
・
育

児
指
導

は
空
白

状
態
で

し
た
。

母
乳

育
児
支

援
は

母
親

の
心

身
を

癒
す

震
災
後

，
私

た
ち

が
連

携
さ

せ
て

い
た

だ
い

た
松

が
丘
助

産
院
の

宗
祥

子
さ

ん
は

，
宮
城
県

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

の
と

こ
ろ
に

出
向

き
，

助
産

師
さ
ん
の

ニ
ー

ズ
を

あ
つ

集
め

て
く

だ
さ
い

ま
し

た
。

宮
城

県
助
産
師

会
で

は
，

公
益

財
団

法
人

ジ
ョ
イ

セ
フ

の
支

援
を

受
け

，
母

乳
相

談
や

母
乳

ケ
ア

を
３

回
ま
で

無
償

で
提

供
し

て
い

ま
し

た
。

開
業

助
産

師
さ

ん
の

仕
事
が

回
復

し
て

き
た

２
０
１
１

年
７

月
に

は
，

か
月
で

述
べ
５

３
３

人
の

お
母

さ
ん
た
ち

の
ケ

ア
が

で
き

た
そ

う
で

す
。
宮

城
県

内
の

出
生

数
が
年
間

２
万

人
，

月
間

平
均

１
６

５
０
人

，
と

い
う

計
算

か
ら
す
れ

ば
，

助
産

師
さ

ん
た

ち
が

１
／
３

の
お

母
さ

ん
た

ち
の
ケ
ア

を
担

っ
て

い
た

と
い

う
こ

と
に
な
り

ま
す

。

母
乳
育

児
ケ

ア
を

無
料

で
受

け
ら

れ
る

こ
と

，
そ

の
メ
リ

ッ
ト
は

，
母

乳
に

関
す

る
こ
と
ば

か
り

で
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た
。

震
災

時
の

気
持

ち
や

，
震

災
後

の
気

持
ち

，
原

発
事

故
へ
の

不
安

，
多

く
の

お
母
さ
ん

た
ち

の
感

情
表

出
の

機
会

を
生
み

出
し

ま
し

た
。

ケ
ア
を
受

け
な

が
ら

話
す

こ
と

で
，

身
体
も

心
も

癒
さ

れ
て
い

た
お
母

さ
ん

が
多

か
っ

た
の
で

す
。

母
乳
の

こ
と

だ
け

で
な

く
母
親
自

身
の

心
の

在
り

方
，

自
分

と
の
向

き
合

い
方

を
も
支

え
た
の

で
は

な
い

か
と

思
い
ま

す
。

し
か
し

，
予

算
が

尽
き

て
し
ま
い

，
１

２
月

で
ジ

ョ
イ

セ
フ

か
ら
の
支

援
が
打

ち
切
り

に
な
る

こ
と
が

決
ま
り

ま
し
た

。

で
も
，

震
災

後
の

が
れ

き
処

理
や

イ
ン

フ
ラ

整
備

は
進
ん

で
も
，

お
母

さ
ん

た
ち

の
心
が
短

期
間

で
戻

っ
た

わ
け

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
仙

台
市

保
健
セ
ン

タ
ー

で
は

２
０

１
１

年
９

月
よ
り

お
母

さ
ん

た
ち

の
心
の
ケ

ア
を

開
始

し
ま

し
た

が
，

１
０
月

頃
に

な
っ

て
，

担
当
保
健

師
さ

ん
た

ち
か

ら
，

緊
張

が
解
け

て
き

た
の

か
，

お
母
さ
ん

た
ち

が
心

配
な

気
持

ち
を

表
出
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き
た
と

い
う

報
告

が
寄

せ
ら

れ
る

よ
う
に

な
り

ま
し

た
。

気
持
ち
を

吐
き

出
す

場
，

話
を

聞
い

て
も
ら

え
る

場
の

重
要
性

を
痛
感

し
た

助
産

師
さ

ん
た
ち

は
，

母
乳
育

児
ケ

ア
無

料
事

業
を
続
け

る
た

め
，

ほ
か

の
団

体
に

支
援
を
嘆

願
し
て

い
ま
し

た
。

私
は
，

次
の

震
災

が
起

こ
っ

て
も

ま
た

同
じ

よ
う

に
発
災

直
後
か

ら
現

地
で

助
産

師
さ
ん
と

会
う

か
た

ち
で

母
乳

育
児

支
援
が

で
き

る
よ

う
，

常
日
頃
か

ら
準

備
し

て
お

く
こ

と
の

重
要
性

を
感

じ
ま

し
た

。
そ
の
た

め
に

備
え

る
べ

き
こ

と
は

表
の
と

お
り

で
す

。
特

に
，
他
県

か
ら

の
支

援
が

ま
ま

な
ら

な
い
発
災

後
約

週
間
を
乗

り
切

る
た
め

に
は

，
日
ご
ろ

か

ら
地
域

の
関

係
を

保
っ

て
お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に
も

，
下

記
の

よ
う

な
準
備
に

つ
い

て
話

し
合

う
場

を
設

け
る
の

は
，

そ
の

場
づ

く
り
そ
の

も
の

が
「

顔
の

見
え

る
関

係
づ
く

り
」

の
チ

ャ
ン

ス
と
な
り

，
災

害
時

の
明

暗
を

分
け

る
連
係
プ

レ
ー
を

生
み
出

し
ま
す

。

表
災
害
時

母
乳
育

児
支
援

準
備
項

目

①
都
道

府
県

ご
と

の
助

産
師
会
会

員
の

携
帯

電
話

番
号

，
メ

ー
ル
ア
ド

レ
ス
を

把
握
（

可
能
で

あ
れ
ば

ア
カ
ウ

ン
ト

や
ア

カ
ウ

ン
ト

も
あ

る
と

連
絡

が
取

り
や

す

い
）

②
助
産
師

ゼ
ッ
ケ

ン
を
常

備

③
ミ
ル
ク

，
お
し

り
ふ
き

，
紙
お

む
つ

，
乳
幼
児

用
お
む

つ
，

お
く
る

み
，

分
娩

セ
ッ

ト
を
常
備

し
，

保
管

場
所

を
周

知
し

て
お
く

④
ア
ク

シ
ョ

ン
・

カ
ー

ド
（
誰
が

そ
の

場
に

い
て

も
，

次
に

と
る
べ

き
行

動
が

わ
か

る
よ
う
に

書
か

れ
た

数
枚

の
紙

・
可

能
で
あ
れ

ば
ラ
ミ

ネ
ー
ト

加
工
し

て
お
く

）：
震
災

時
，
す
ぐ

に
す
べ

き
こ

と
（

会
員

へ
の
連
絡

，
安

否
確

認
，

助
産

施
設

の
損
害

状
況

確
認

な
ど

）
→
産
後

訪
問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
立

ち
上
げ

る
に

あ
た

り
必

要
な
こ
と

（
人

集
め

，
お

金
集

め
，
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 モ

ノ
集

め
，

専
属

事
務

員
の
設
置

，
連

携
機

関
・

支
援

団
体

へ
の
連

絡
）

→
避

難
所

や
家
庭
訪

問
時

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

→
訪

問
診
療
の

報
告
書

を
作
成

し
，
行

政
や
支

援
団
体

，
医
師

会
・

薬
剤
師

会
・

臨
床

心
理

士
会

，
メ

デ
ィ

ア
に

報
告

す
る

方
法

→
他
地

域
か

ら
人

材
派

遣
を
依
頼

す
る

か
，

募
集

す
る

→
必

要
物
品
の

依
頼
→

受
け
入

れ
場
所

・
仕
分

け
人
材

の
手
配

⑤
チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
：

会
員
へ
の

連
絡

時
に

聞
く

こ
と

，
助

産
施
設

の
損

害
状

況
確

認
の
内
容

，
か

か
り

つ
け

妊
婦

の
数

や
状
況

，
最

寄
り

の
避

難
所
で
ア

セ
ス

メ
ン

ト
す

べ
き

妊
産

婦
・
乳

幼
児

の
数

，
避

難
所
や
家

庭
訪

問
に

持
参

す
る

も
の

リ
ス
ト

，
家

庭
訪

問
で

す
べ
き
こ

と
・

尋
ね

る
こ

と
リ

ス
ト

な
ど

⑥
可
能

で
あ

れ
ば

，
地

元
の
産
婦

人
科

医
や

医
師

会
と

協
働

で
，
週

１
～

回
の
巡

回
診
療
（

予
防

接
種

お
よ

び
乳

児
健

診
や
乳

児
の

医
療

，
乳

児
の
健
康

相
談

，
離

乳
食

相
談

，
母

の
健
康
相

談
や
乳

房
ケ
ア

な
ど
）
体
制
を

話
し
合

っ
て
お

く
。

母
子
専

門
の

仮
設

医
療

機
関
の
必

要
性

を
共

有
し

，
開

設
場

所
，
メ

ン
バ

ー
，

連
携

体
制
に
つ

い
て

話
し

合
っ

て
お

く
と

よ
い 助
産

師
の

存
在

は
被

災
地
で
大

き
な

励
ま

し
と

な
り

，
母

子
支
援

に
つ

な
が

り
ま

す
。
し
か

し
，

被
災

地
の

助
産

師
は

家
庭
と

仕
事

を
守

る
こ

と
で
精
い

っ
ぱ

い
で

あ
り

，
訪

問
診

療
が
で

き
る

人
材

確
保

は
難
し
い

と
心

得
て

お
か

な
く

て
は

い
け
ま

せ
ん

。
ま

た
，

被
災
し
た

都
道

府
県

に
は

緊
急

の
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

を
受

け
入

れ
る
体
制

構
築

や
財

源
が

な
い

こ
と

も
予

想
さ

れ
ま

す
。

や
日

赤
救

護
班

の
よ

う
に

，
交

通
・
宿

泊
・

食
事

の
確

保
ま
で
含

め
て

助
産

師
を

被
災

地
に

派
遣
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
も
ち
，

無
償

で
は

な
く

有
償

で
災

害
障
害

保
険

に
も

加
入

し
た
団
体

が
準

備
さ

れ
て

い
れ

ば
，

ど
こ
で
何

が
起
こ

っ
て
も

タ
イ
ム

リ
ー
に

機
能
で

き
ま
す

。

行
政

の
母
子

保
健
シ

ス
テ
ム

と
の

連
携

京
都
で

の
臨

床
業

務
を

離
れ

，
被

災
地

で
母

子
の

支
援
活

動
の
実

際
を

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
し
て

い
た

産
婦

人
科

医
の

池
田

裕
美

江
先

生
（
現
在

洛
和
会

音
羽

病
院
産

婦
人
科

勤
務
）
は

，

そ
の
行

動
力

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

力
で

，
サ

ポ
ー

ト
を

必
要
と

し
て

い
る

人
々

に
会
い
に

行
き

，
こ

ち
ら

か
ら

提
供

で
き
る

も
の

を
差

し
出

し
た
り

，
行
政

や
医

療
機

関
と

つ
な

い
だ
り

，
と

い
う

活
動

を
し
て
い

ま
し

た
。

そ
の

内
容

は
多

岐
に
わ
た

り
，
第

回
で
触

れ
た

よ
う
に

石
巻
日

赤
を
退

院

後
，
産

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ
プ
を

受
け

ら
れ

な
い

ま
ま

避
難

所
に
戻

っ
た

産
褥

婦
さ

ん
の
経
過

を
見

て
回

る
こ

と
を

は
じ

め
，
保
健

師
さ
ん

と
緊
密

に
面
会

を
し
て

現
状
を

伝
え
た

り
，

最
後
に

は
ユ

ニ
セ

フ
と

い
う
大
き

な
団

体
の

な
か

に
入

っ
て

支
援
の
調

整
を
し

た
り

，
と
い
う

こ
と
も

し
て
い

ま
し
た

。

私
た
ち
が

行
な
っ

た
こ
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
活
動

は
専
門

的
医
療
を

提
供
す

る
こ
と

で
は
な

く
，
つ

ら
い
環

境
に
い

る

妊
産
婦
を

直
に
訪

問
し
て

寄
り
添

い
，
ニ

ー
ズ
を

拾
い
上

げ

問
題
を
ア

セ
ス
メ

ン
ト
す

る
こ
と

で
し
た

。
病
院

は
来
院

し

た
患
者
し

か
診
察

し
ま
せ

ん
し

，
行
政
は

緊
急
援

助
に
明

け

暮
れ
て
通

常
の
母

子
保
健

業
務
を

再
開
で

き
ま
せ

ん
。
そ

も

そ
も
妊
産

婦
は

「
災
害
時

要
援
護

者
」
の

定
義
に

入
っ
て

い

ま
せ
ん
し

，
緊
急

援
助
の

対
象
に

も
な
っ

て
い
ま

せ
ん
で

し

た
。
未
曽

有
の
災

害
の
後

，
復
興

に
向
け

て
最
も

大
切
に

さ

れ
る
べ
き

母
子
の

支
援
が

後
手
に

回
っ
て

い
る
こ

と
に
焦

り

を
覚
え

，
避
難
所

や
被
災

家
屋
に

い
る
母

子
の
粗

悪
な
衛

生

状
況
や
栄

養
状
態

，
ま
た

そ
の
よ

う
な

な
か
で
必

死
に
子

育

て
を
し
よ

う
と
す

る
母
た

ち
の
心

的
ス
ト

レ
ス

を
さ
ま
ざ

ま

な
人
に

さ
ま
ざ
ま

な
場
面

で
訴
え

ま
し
た

。

行
政
の
方

々
も

，
母
子
を

見
過
ご

し
に
し

て
い
た

わ
け
で

は
な
く

，
つ
ら
い

状
況
で

あ
っ
た

の
で
す

。
池
田

先
生
は

じ

め
メ

ン
バ
ー

の
私
た

ち
は

，
い
つ
も

，
行
政

の
方
に

母

子
の
健
康

情
報
を

連
絡
す

る
た
め

に
，
発

災
１
か

月
後
よ

り

市
役
所
の

保
健
師

さ
ん
の

と
こ
ろ

に
う
か

が
っ
て

，
お
話

を

す
る
よ
う

に
し
て

い
ま
し

た
。

保
健
師
さ

ん
た
ち

は
な
か

な

か
新
生
児

訪
問
が

進
ま
な

い
様
子

に
，
「

手
を
つ

け
て
し

ま

っ
た
ら
フ

ォ
ロ
ー

も
で
き

な
い

」
と
い
っ

た
状
況

を
こ
ぼ

さ

れ
て
い
ま

す
。

発
災
３
か

月
後
に

は
被
災

地
外
か

ら
の
支

援

保
健
師
さ

ん
，
支

援
助
産

師
さ
ん

に
訪
問

を
お
願

い
し

，
２

回
目
，
３

回
目
ま

で
の
フ

ォ
ロ
ー

も
お
願

い
し
て

，
さ
ら

な

る
長
期
フ

ォ
ロ
ー

が
必
要

な
人

だ
け
市
役

所
保
健

師
に
情

報

を
あ
げ
て

も
ら
う

よ
う
に

し
て
い

る
地
域

も
あ
り

ま
し
た

。

保
健
師
さ

ん
た
ち

自
身
に

は
母
子

保
健
を

し
た
い

気
持
ち

が
強
い
も

の
の

，
「
災
害

時
の
き

ま
り
ご

と
」
に

母
子
保

健

に
関
す
る

こ
と
が

ま
っ
た

く
含
ま

れ
て
い

な
い
の

で
優
先

的

に
動
け
な

い
，
と

い
う
ご

様
子
で

，
地
域

防
災
計

画
や
防

災

マ
ニ
ュ
ア

ル
に
母

子
対
応

の
こ
と

を
記
載

し
て
お

く
必
要

性

を
感
じ
ま

し
た

。
避
難
所

の
妊
婦

さ
ん
，

在
宅
妊

婦
さ
ん

，

そ
し
て
乳

幼
児
を

支
援
団

体
の
助

産
師
さ

ん
で
回

っ
て
も

ら

え
る
の
は

と
て
も

あ
り
が

た
い
と

言
っ
て

い
た
だ

き
，
私

た

ち
も
，
保

健
師

さ
ん
た
ち

の
歯
が

ゆ
い
気

持
ち
を

感
じ
て

，

で
き
る
だ

け
地
域

に
取
り

残
さ
れ

て
い
る

妊
産
婦

さ
ん
た

ち

の
情
報
を

こ
ま
め

に
伝
え

る
よ
う

に
し
て

い
ま
し

た
。

私
た

ち
は
，
お

母
さ
ん

た
ち
に

対
し
て

も
「
何

か
あ
っ

た
ら
地

元

の
医
療
機

関
や
行

政
に
つ

な
ぎ
ま

す
」
と

言
え
る

立
場
だ

っ

た
の
が

，
お
母
さ

ん
た
ち

の
安
心

に
つ
な

が
っ
て

い
た
よ

う

な
気
が
し

ま
す
。

支
援

の
難
し

さ

石
巻
お

よ
び
東

松
島
周

辺
の
生

後
か
月

の
母
乳

率
は
も

と
も
と

～
％
（
仙

台
で

～
％

）
だ
っ

た
そ
う

で
す

（
石
巻
市

助
産

院
調
べ

）。
低
い

理
由
は

①
分
娩

施
設
が

そ

れ
ほ
ど

母
乳

推
進

に
熱

心
で
な
い

，
②

早
期

か
ら

祖
母

に
預
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 け

て
働

く
の

で
ミ

ル
ク

授
乳

が
便

利
，

③
保

健
セ

ン
タ

ー
を

は
じ
め

看
護

職
の

母
乳

推
進
に
関

す
る

意
識

が
低

い
（

母
親

学
級
受
診

率
も
低

い
）
と

の
こ
と

で
し
た

。

私
た
ち

メ
ン
バ

ー
が
把
握

し
て
い

る
限
り

，
東
松

島

市
に
は
震

災
前
に

開
業
助

産
院
が

件
（

助
産

院
）
，
勤
務

助
産
師
さ

ん
が

名
い
ら
っ

し
ゃ

い
ま
し

た
。
私

た
ち
は

支

援
当
初

か
ら

こ
の

方
々

と
お
会
い

し
，

お
手

伝
い

で
き

る
こ

と
，
一

緒
に

で
き

る
こ

と
を
お
聞

き
し

て
い

ま
し

た
。

月

中
旬
に

助
産
院
を

訪
問
し

た
時

に
も
ニ

ー
ズ

，
今
後
の

プ

ラ
ン
を

お
聞

き
す

る
と

，
母
乳
相

談
所

の
利

用
者

は
ほ

と
ん

ど
石
巻

周
辺

の
人

で
あ

っ
た
た
め

，
震

災
後

利
用

者
は

激
減

し
た
が

，
車

が
流

さ
れ

た
女
性
が

親
戚

か
ら

車
を

借
り

る
な

ど
何
と

か
足

を
確

保
し

て
リ
フ
レ

ク
ソ

ロ
ジ

ー
に

帰
宅

で
き

た
こ
と

を
こ

と
の

ほ
か

喜
ん
で
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。
夫

婦
で
の
施

術
希
望

も
あ
る

た
め

，「
施

術
中
に

子
ど
も

を
み
て

く
れ
る

人
が

い
る

と
よ

い
」
と
い

う
ご

希
望

を
う

か
が

っ
た

り
，
津

波
の

被
害

の
な

か
っ
た
家

で
も

，
親

戚
や

近
所

の
人

が
避
難

し
て

同
居

し
て

い
た
り

，
震
災

後
，

義
父

母
と

同
居

す
る
こ

と
に

な
っ

た
り

と
家
族
形

態
が

変
わ

り
ス

ト
レ

ス
に

感
じ
て

い
る

母
親

も
い

る
た
め

，
助
産

院
で

の
リ

ラ
ッ

ク
ス

や
く
つ

ろ
ぎ

タ
イ

ム
は

貴
重
な
も

の
で

あ
る

と
い

う
お

話
を

う
か
が

い
ま
し
た

。
私
た

ち
は

活
動
の
た

め
に
集

ま
っ

た
助
成
金

の
う
ち

か
ら
数

十
万
円

を
拠
出

し
て
こ

の
助
産

院
に
対
し

，

・
リ
フ

レ
ク

ソ
ロ

ジ
ー

を
無
料
で

妊
産

婦
さ

ん
に

施
行

す
る

た
め
の
金

銭
援
助

・
子
ど

も
連

れ
の

妊
産

婦
さ
ん
が

施
術

さ
れ

て
い

る
間

の
ベ

ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
手

配

を
お
約

束
し

，
毎

週
何

名
の
産
後

ケ
ア

を
行

な
っ

た
か

，
と

い
う
報

告
書

を
出

し
て

い
た
だ
き

な
が

ら
，

来
院

さ
れ

る
お

母
さ
ん

た
ち

の
心

や
環
境

の
変
化

に
気

を
配

っ
て

い
ま
し

た
。

日
本
助

産
師

会
か

ら
派

遣
さ

れ
て

い
る

助
産

師
さ

ん
た
ち

も
，
地

元
の

助
産

師
さ

ん
と
意
気

投
合

し
，

悩
み

を
聞

い
た

り
励
ま

し
あ

っ
た

り
さ

れ
て
い
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

草
の

根
的

な
パ

ワ
ー

を
も

つ
助

産
師

さ
ん

か
ら

は
，

目
の

前
の

個
々
の

ニ
ー

ズ
発

掘
や

そ
れ
ら
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

小
回

り
の

利
い
た

支
援

を
発

想
す

る
瞬
発
力

に
長

け
て

い
る

印
象

を
受

け
ま
し

た
。

助
産

師
た

ち
の
ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

内
で

で
き

る
範

囲
の
支
援

を
し
た

い
（

た
と
え
ば

，「
◎
◎

県
助
産

師
会
よ

り

万
の
埋

蔵
金
を

，
被
災
地

支
援

の
た
め

に
預
か

っ
た
。
そ

の
お
金

で
，

今
お

母
さ

ん
た
ち
が

ほ
し

が
っ

て
い

る
ベ

ビ
ー

の
夏
用
の

肌
着
を

調
達
し

て
あ
げ

た
い

」）
な

ど
の
希

望
を
い

た
だ

く
と
，

と
し
て

の
立

場
で

は
な

く
，「

個
人
と

し

て
ど
う

ぞ
，
良
い

と
思
っ

た
こ
と

は
何
で

も
し
て

く
だ
さ

い
」
，

と
お
話
し

し
て
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
現

地
で

の
個

々
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
今

後
地
元

ス
タ
ッ

フ
に

還
元

で
き

る
も
の
で

あ
る

か
ど

う
か

と
い

う
点

＝
継
続

可
能

性
の

問
題

（
た
と
え

ば
助

産
院

へ
の

金
銭

的
援

助
）
に

関
し

て
は

，
運

営
ス
タ
ッ

フ
の

な
か

で
も

議
論

が
続

い
て
い

る
と

こ
ろ

で
，

自
立
の
妨

げ
に

な
っ

て
は

い
け

な
い

し
，
し

か
し

，
困

っ
て

い
る
な
ら

当
面

は
何

と
か

し
た

い
，

と
，
さ
ら

な
る
模

索
を
続

け
て
い

ま
し
た

。

発
災
か
ら

半
年
経

っ
た

，
９
月
半

ば
の
こ

と
で
す

。
震
災

前
か
ら

新
生

児
訪

問
に
行

っ
て
い

た
あ

る
助

産
師

さ
ん
か

ら
，

「
震
災
後

，
訪
問

件
数
が

半
分
に

な
り

，
収
入
が

減
っ
て

困

っ
て
い
ま

す
」
と

人
づ
て

に
連
絡

が
あ
り

ま
し
た

。
ご
本

人

は
，
震
災

前
と
同

じ
件
数

で
も
新

生
児
訪

問
に
行

け
る
と

市

に
ア
ピ
ー

ル
さ
れ

た
そ
う

で
す
が

，
無
償

で
，
ど

ん
な
遠

い

と
こ
ろ
へ

も
す
ぐ

に
訪
問

し
て

く
れ
る

の
助

産
師
さ

ん

の
ほ
う

が
，
財
政

的
面
で

考
え
る

と
市
に

と
っ
て

は
助
か

る

話
だ
っ
た

の
で
し

ょ
う
。

私
た
ち

は
市
か

ら
新
生

児
訪
問

を

依
頼
さ
れ

て
も
で

き
る
だ

け
地
元

助
産
師

さ
ん
の

雇
用
を

優

先
し
て
も

ら
い

，
ど
う
し

て
も
回

れ
な
い

と
こ
ろ

の
訪
問

だ

け
を
引
き

受
け
て

い
ま
し

た
（

表
）
。
ま

た
，
地
元
助

産
師

さ
ん
よ
り

も
多
い

件
数
を

引
き
受

け
た
り

は
し
ま

せ
ん
で

し

た
。
し
か

し
，
自

分
た
ち

の
支
援

の
せ

い
で
地
元

の
助
産

師

さ
ん
が

仕
事
が
回

っ
て
こ

な
い
と

感
じ
て

い
る
と

い
う
こ

と

を
知
り

，
愕
然
と

し
ま
し

た
。

し
か
し

，
こ
の
よ

う
な
率

直

な
意
見
を

聴
け
た

の
も

，
私
た
ち

の
団
体

が
い
つ

も
助
産

師

さ
ん
同
士

で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
を
取

っ
て
い

た
お
か

げ

だ
っ
た
と

も
い
え

ま
す

。
ち
ょ
う

ど
私
た

ち
も

，「
支
援
の

引

き
際
」「

自
立

支
援
」
を
考
え

，
模

索
し
て

い
る
時

期
で
し

た

の
で
，
地

元
助
産

師
さ
ん

か
ら
の

訴
え

と
，
タ
イ

ミ
ン
グ

が

重
な
り
ま

し
た
。

結
局
，

に
よ
る

助
産
師

さ
ん

派
遣
は

，
９
月

末
日
を

も
っ
て

そ
の

活
動

を
終

え
，
現
地

の
助

産
師

さ
ん

に
引

き
継

ぐ
こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
震
災
か

ら
半

年
の

間
で

派
遣

し
た

助
産
師

さ
ん

は
延

べ
３

０
名

，
派

遣
に

要
し

た
金

額
は

１
３

０
万
円

，
助

産
院

や
子

育
て
支
援

セ
ン

タ
ー

，
母

乳
育

児
支

援
団
体

や
マ

マ
サ

ー
ク

ル
支
援
に

要
し

た
費

用
は

１
５

０
万

円
と
な
り

ま
し
た

。

こ
れ
ら

の
助

産
師

さ
ん

た
ち

が
，

遠
く

か
ら

駆
け

つ
け
て

き
て
被

災
さ

れ
た

お
母

さ
ん
た
ち

の
こ

と
を

気
に

か
け

，
丁

寧
な
声

掛
け

と
気

遣
い

で
母
子
の

気
持

ち
を

安
心

さ
せ

て
く

れ
た
功

績
は

大
き

な
も

の
で
し
た

。
ま

た
，

地
元

の
行

政
や

産
科
医
療

の
ダ
ウ

ン
を
救

っ
て
く

れ
ま
し

た
。

石
巻
市

は
震

災
２

年
後

の
２

０
１

３
年

３
月

，
被

災
地
で

は
初
め

て
，

分
娩

数
が

震
災
前
の

数
に

戻
っ

た
地

域
と

し
て

報
道
さ

れ
ま

し
た

が
，

地
域
の
き

ず
な

や
医

療
体

制
，

経
済

的
復
興

支
援

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
要

因
の

な
か

で
，

被
災

地
内

外
の
産

科
関

係
者

が
つ

く
り
上
げ

た
「

こ
こ

で
産

め
る

・
産

み
た
い

と
思

え
る

町
づ

く
り
」
と

い
う

「
次

世
代

に
希

望
を

持
て
る

」
影

響
力

は
大

き
か
っ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
て

い
ま
す
。
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災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

7
回
：
支
援
の
ひ
き
ぎ
わ
―
―
自
立
支
援
の
大
切
さ
・
難
し
さ

 
 

  
 今

月
の
教

訓

●
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
や
組

織
づ
く

り
に
つ

い

て
の
基
本

的
な
枠

組
み
を

知
る

●
目

の
前

の
調

整
や

業
務

に
と

ら
わ

れ
て

疲
弊

し
そ

う
な

と
き
は
，
①
調
整

す
る
対

象
や
業

務
を
明

確
に
し

た
り
整

理

し
た
り
す

る
と
こ

ろ
か
ら

助
け
を

求
め
る

，
②
誰

の
た
め

に

何
を
し
て

い
る
の

か
最
終

目
標
は

何
か
，
と
い
う

原
点
に

立

ち
返
る
，

③
何
が

あ
れ
ば

う
ま
く

い
く
の

か
を
書

き
出
し

，

支
援
を
探

す

＜
表

＞ 訪
問
日

新
生
児
訪

問

全
体
数

市
の
保
健

師
・
助

産
師
訪
問

件
数

訪
問

件
数

他
の
支
援

チ

ー
ム
訪
問

件

数

要
フ
ォ
ロ

ー
と

な
っ
た
件

数

月
・

日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
・

日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
・

日

月
日

月
日

合
計

（
「

」
は

市
外
へ

の
フ
ォ
ロ

ー
）

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」

年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

開
業

医
院
の

状
況

震
災
直
後

の
年

月
日

，
日

本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ

ア
連
合
学

会
東
日

本
大
震

災
支
援

チ
ー
ム

（
）
か
ら

母

子
の
ニ
ー

ズ
ア
セ

ス
メ
ン

ト
を
依

頼
さ
れ

て
宮
城

県
沿
岸

部

に
入
っ
た

際
，
私
は
，
妊
産
婦

さ
ん

や
赤
ち

ゃ
ん
と

と
も
に

，

そ
の
ケ
ア

に
あ
た

る
産
婦

人
科
医

師
の
状

況
に
思

い
を
馳

せ

て
い
ま
し

た
。
中

核
病
院

の
産
婦

人
科
に

は
東
北

大
学
を

は

じ
め

，
全

国
の
大

学
病
院

か
ら

産
婦
人
科

医
師

が
派
遣
さ

れ

て
い
ま
す

。
し
か

し
，
産

婦
人
科

開
業
医

の
先
生

方
は
ど

う

さ
れ
て
い

る
の
か

と
気
に

な
っ
て

仕
方
が

あ
り
ま

せ
ん
で

し

た
。 私

自
身

，
回

の
妊
娠

・
出
産
で

は
，
産

婦
人
科

開
業
医

さ
ん
に
お

世
話
に

な
っ
て

い
ま

す
し

，
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ

ク
で
の
勤

務
経
験

も
あ
り

ま
す
。

開
業
医

さ
ん
と

大
病
院

が

提
携
す
る

「
オ
ー

プ
ン
・

シ
ス
テ

ム
」
を

取
っ
て

い
た
ド

イ

ツ
（
第

子
）
と

ア
メ
リ

カ
（
第

子
）

で
は
病

院
で
の

分

娩
で
し
た

が
，
日

本
で
出

産
し
た

第
子

，
第

子
の
時

は

開
業
医
さ

ん
で
分

娩
を
し

，
人
手

不
足
の

な
か
で

も
奮
闘

し

て
い
る
開

業
産
婦

人
科
医

師
の
現

状
を
痛

い
ほ
ど

見
て
き

ま

し
た
。
ま

た
，
東

北
地
方

の
産
科

医
療
現

場
の
苦

境
に
関

し

て
は

，
年
河

北
新
報

社
発
行

『
お
産

―
東
北

の
現

場
か
ら
』

と
い
う

出
版
物

に
か
か

わ
っ
た

こ
と
も

あ
り

，
身

近
な
問
題

と
し
て

と
ら
え

て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
わ

け
で

，
大
病
院

で
は
な

く
，
地

域
の

産
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ

ク
へ
の

支
援
こ

そ
が
喫

緊
の
課

題
だ
と

思
っ
て

い

た
の
で
す

。
そ
こ

で
，

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

の
林
健

太

郎
医
師
と

，
石
巻

市
の

つ
の
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク
を

見

て
回
り
ま

し
た
。

役
に

立
て
な

い
ジ
レ

ン
マ

基
幹
病
院

は
浸
水

を
免
れ

，
被
害

は
尐
な

い
も
の

の
，
開

業
医

（
分

娩
取
り

扱
い
４

軒
，
外

来
の
み

４
軒

）
の
う
ち

，

大
き
く
被

災
し
た

病
院
は

４
軒

（
そ
の
う

ち
軒

は
分
娩

を

行
な
っ
て

い
た
診

療
所

）
あ
り
，

そ
の
う

ち
３
軒

は
閉
院

と

な
っ
て
い

ま
し
た

。
こ
の

う
ち

，
４
軒
が

月
中

旬
の

診
療

再
開

を
見

込
ん
で

復
旧
を

始
め
て

い
ま
し

た
が

，
月

日

の
時
点
で

分
娩
施

設
は
基

幹
病
院

を
含
む

２
か

所
と
な
っ

て

お
り
，
月

間
分
娩

数
の
１

５
０
件

を
，

か
所

の
病
院

で
扱

わ
な
く
て

は
い
け

ま
せ
ん

。
開
業

産
婦
人

科
ク
リ

ニ
ッ
ク

で

は
ス
タ
ッ

フ
の
被

災
や
診

療
施
設

の
被
害

，
マ
ン

パ
ワ
ー

不

足
に
加
え

て
津
波

に
よ
り

医
療
記

録
が
流

失
し
た

り
，
医

療

機
器
が
使

え
な
く

な
っ
て

い
た
り

と
，
診

療
が
困

難
と
な

っ

て
い
ま
し

た
。

月
日
に
訪

れ
た

い
く
つ
か
の

開
業
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク

で
は

，
院
長

先
生
に

面
会
を

お
願
い

し
，
医

院
再
興

の

た
め
に
ど

ん
な
こ

と
で
お

手
伝
い

で
き
る

か
，
直

接
イ
ン

タ

ビ
ュ
ー
を

行
な
い

ま
し
た

。
人

の
医
師

は
，

「
も
う

，
無
理
で

す
。

代
半
ば

だ
し

，
今
か
ら

こ
の
医

院

を
立
て
直

す
と
な

れ
ば

万
円
か
か

り
ま
す

。
体
力

的
に

も
つ
ら
か

っ
た
し

，
辞
め

時
だ
と

思
い
ま

す
」
と

，
力
な

く

肩
を
落
と

さ
れ
ま

し
た
。

も
う

件
の

分
娩
取

り
扱
い

医
院

を
回
り
ま

し
た
が

，
休
診

を
告
げ

る
患
者

さ
ん
へ

の
ご
案

内

の
張
り
紙

が
貼
っ

て
あ
る

の
み
で

，
生
垣

が
ヘ
ド

ロ
や
ゴ

ミ

で
覆
わ
れ

，
ド
ア

が
ひ
び

割
れ

，
手
つ
か

ず
の
様

子
で
す

。

最
後
に
訪

れ
た

ク
リ
ニ

ッ
ク
の

院
長
先

生
は

，

「
幸
い

，
ス
タ
ッ

フ
も
み

な
無
事

だ
っ
た

し
，
再

起
復
興

を

図
っ
て
い

ま
す

」
と
，
穏

や
か
に

話
さ
れ

ま
し
た

。
石
巻

市

の
分
娩
数

は
月
間

件
で
す
が

，
件
を

か
所

の
開

業
診
療
所

で
担
っ

て
い
ま

し
た
。

ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は

そ
の

う
ち

件
を

扱
っ
て

い
ま
し
た

の
で

，
分
娩
が

集
中
し

た
中

核
病
院
の

後
方
支

援
を
し

た
い
と

い
う
思

い
が
強

い
ご
様

子

で
し
た
。

疲
労
と

と
も
に

強
い
決

意
が
に

じ
む
お

顔
を
見

な

が
ら
，
不

屈
の
医

師
魂
と

地
域
の

妊
婦
さ

ん
を
思

う
心
に

胸

打
た
れ

，
「
何
か

お
手
伝

い
で
き

る
こ
と

が
あ
れ

ば
ご
連

絡

く
だ
さ
い

」
と
，

め
い
し

名
刺

と
連
絡
先

を
書
い

た
紙
を

お

渡
し
し
て

帰
り
ま

し
た
。

こ
の
ク

リ
ニ
ッ

ク
は

，
海
岸
か

ら

は
離

れ
て
い

ま
す
が

，
石
巻

街
道
の

南
は
ほ

ぼ
壊
滅

状

態
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
も

の
浸
水

で
階

は
全
滅

状
態

で
し

た
が
，
急

い
で
再

開
を
決

意
し

，
月

日
か

ら
診
療

を
開

始
さ
れ
ま

し
た
。

帰
る
道
す

が
ら

，
村
医
師

は

「
こ
の

軒
の
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク
を

サ
ポ
ー

ト
す
る

こ
と
は

，
地
域
の

母
子
保

健
だ
け

で
な
く

，
地
域

全
体
へ

の

大
き
な
貢

献
に
な

る
」
と

後
押
し

し
て
く

だ
さ
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
私
た
ち

が
資

金
援

助
や
企

業
か
ら

の
機
材

提
供
・
寄

付
を
集

め
，
こ

の
ク

リ
ニ
ッ

ク
に
支

援
の
打

診

を
し
て
も

，
「
銀

行
か
ら

お
金
を

借
り
て

何
と
か

し
ま
す

」

と
の
お
返

事
で

，
何
も
役

に
立
て

な
い
こ

と
に
ジ

レ
ン
マ

を

感
じ
て
い

ま
し
た

。

「
本
当
は

，
人
の

お
世
話

を
す
る

立
場
に

あ
る
方

々
の
方

が
，
気
遣

わ
れ
ず

，
い
た

わ
ら
れ

ず
，
頑

張
っ
て

い
る
の

で

は
な
い
か

」
。
私

は
被
災

地
で
多

く
の
医

療
従
事

者
や
行

政

官
，
保
育

士
を
み

て
き
て

痛
感
し

て
い
ま

し
た
の

で
，
気

力

と
使
命
感

に
支
え

ら
れ
て

頑
張
っ

て
い
る

こ
の

ク
リ
ニ

ッ

ク
に
対
し

，
何
か

お
役
に

立
て
る

こ
と
は

な
い
も

の
か
と

，

ず
っ
と
気

に
か
か

っ
て
い

ま
し
た

。

思
い

が
け
な

い
申
し

出

そ
ん
な
あ

る
月

の
こ
と

。
私
の

古
い
知

人
か
ら

「
ク

リ
ニ
ッ
ク

の
院
長

婦
人
を

知
っ
て

い
る
」

と
連
絡

が
あ
り

ま

し
た
。
院

長
婦
人

か
ら
知

人
に

，
夫
（
＝

院
長
）

が
過
労

で

体
を
壊
し

て
し
ま

う
の
で

は
な
い

か
と
心

配
し
て

い
る
と

い

う
相
談
が

寄
せ
ら

れ
た
と

い
う
の

で
す
。

知
人
は

，
私
が

被

災
地
で

周
産
期
分

野
の
支

援
を
し

て
い
る

こ
と
を

知
っ
て

お

り
，
「

ク
リ

ニ
ッ
ク

に
産
婦
人

科
医
師

を
派
遣

し
て
も

ら

え
な
い
か

」
と
打

診
し
て

く
れ
た

の
で
す

。
院
長

先
生
は

地

域
や
ス

タ
ッ
フ
の

人
望
が

厚
く

，
周
囲
の

人
は
皆

，
院
長

先

生
の
健
康

を
気
遣

っ
て
い

ま
し
た

。

私
が

月
に
院
長

先
生
に

お
会
い

し
た
時

，
見
ず

知
ら
ず

の
他
人
で

あ
る
私

か
ら
の

申
し
出

を
受
け

取
れ
な

か
っ
た

の
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

は
当
た
り

前
で
す

。
し
か

し
，
疲

労
困
憊

し
た

院
長
先
生

と

か
月

ぶ
り
に

お
電
話

で
お
話
し

し
た
と

こ
ろ

，
地
域
の

ほ

か
の
産
科

医
院
が

閉
院
し

て
し
ま

っ
た
た

め
，
平

時
の

約

倍
の
分
娩

が
殺
到

し
，
院

長
先
生

お
人

で
対
応

さ
れ
て

き

た
た
め

，
か

月
間
ず

っ
と
休
め

な
い
日

々
が
続

い
て
い

る

と
の
こ
と

。
日
本

産
婦
人

科
学
会

の
人
的

支
援
は

大
学
病

院

か
ら
大
病

院
へ
の

支
援
に

限
ら
れ

て
お
り

，
出
身

校
の
医

局

や
産
科
開

業
医
の

団
体
は

自
ら
も

人
手
不

足
に
あ

え
い
で

い

る
た
め

，
ク

リ
ニ
ッ

ク
へ

の
産

婦
人
科

医
師

派
遣
は
難

し

い
と
い
う

状
況
で

し
た
。

ク
リ

ニ
ッ
ク

の
院
長

先
生
か
ら

お
電
話

を
い
た

だ
い
た

私
は

，

「
必
ず

，
何
と
か

し
ま
す

！
」
と

力
強
く

答
え
ま

し
た
。

こ
の
時
に

，
産
婦

人
科
医

師
を
確

保
で
き

る
と
い

う
確
証

が
あ
っ
た

わ
け
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
し
か

し
，
全

国
に

，
被

災
地
の
た

め
に
何

か
し
た

い
産
婦

人
科
医

師
が
た

く
さ
ん

い

る
と
い
う

こ
と
は

知
っ
て

い
ま
し

た
。
人

材
登
録

，
人
材

派

遣
，
そ
し

て
交
通

・
宿
舎

・
災
害

保
険
・

謝
金
の

支
払
い

な

ど
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ

ッ
ク
面

で
の
知

識
や
経

験
は
ほ

と
ん
ど

あ

り
ま
せ
ん

で
し
た

が
，
す

で
に
日

本
助
産

師
会
・

東
京
都

助

産
師
会
の

力
を
借

り
て
助

産
師
さ

ん
を
派

遣
す
る

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
始

め
て
い

ま
し
た

。
ま
た

，
専
属

ロ
ジ
ス

テ
ィ
シ

ャ

ン
を
雇
用

し
，
頼

も
し
い

事
務
方

が
つ
い

て
く
れ

ま
し
た

の

で
，
産
婦

人
科
医

師
派
遣

も
何
と

か
な
る

だ
ろ
う

と
思
っ

て

い
ま
し
た

。

「
必
要
と

さ
れ
て

い
る
こ

と
だ
か

ら
，
や

る
」
と

い
う
気

持

ち
と

，
そ

れ
を
サ

ポ
ー
ト

し
て
く

れ
る

の
仲
間

が
い
る

と
い
う
こ

と
が

，
大
掛
か

り
な
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
・

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト
に
挑

戦
す
る

私
の
気

持
ち
を

後
押
し

し
ま
し

た
。

何
し
ろ

，
今

回
の

震
災

で
母

子
保

健
や

産
科

医
療

の
支
援

を
し
て
い

る
団
体

は
し
か

な
い
の

で
す
。
う
ち
が

や
ら

な
け
れ
ば

，
ど
こ

が
や
る

，
と
い

う
気
持

ち
で
し

た
。
ま

た
，

今
回
の

支
援

は
土

日
の

休
み
が
と

れ
れ

ば
，

被
災

地
支

援
を

行
な
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

，
こ

の
よ

う
な

活
動

が
あ

る
こ

と
を
多

く
の

産
婦

人
科

医
師
に
知

っ
て

も
ら

え
ば

，
支

援
の

輪
は
更
に

広
が
る

も
の
と

考
え
て

い
ま
し

た
。

産
婦

人
科
医

師
派
遣

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

ま
ず
は

，
月

末
の
早

乙
女
智
子

医
師
（

神
奈
川

県
立
汐

見
台
病
院

）
を
皮

切
り
に

，
西
野

る
り
子

医
師
（

国
境
な

き

医
師
団

）
が
，
そ

し
て
太

田
寛
医

師
（

北
里
大
学

：
当
時

）

が
，
週
末

の
当
直

に
行
っ

て
く
れ

ま
し
た

。

ク
リ

ニ
ッ
ク

か
ら
私

た
ち
が
教

え
て
い

た
だ
い

た
こ
と

は
多
く

，
人
生
を

変
え
て

い
た
だ

い
た
と

言
っ
て

も
い
い

く

ら
い

で
す

。
特
に

，
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は

台
の

エ
コ
ー

や

分
娩
台

，
電
子
機

器
が
す

べ
て
水

浸
し
に

な
っ
た

に
も
か

か

わ
ら
ず

，
も
と
も

と
助
産

師
さ
ん

が
中
心

の
畳
の

上
で
の

フ

リ
ー
ス
タ

イ
ル
分

娩
を
し

て
い
た

こ
と
か

ら
，
イ

ン
フ
ラ

が

ダ
ウ
ン

し
た

災
害

時
に
も

比
較
的

早
く

復
旧

が
で

き
ま
し

た
。

診
療
機
器

に
頼
り

が
ち
な

私
た
ち

産
科
医

で
す
が

，
古
典

的

な
助
産
師

主
導
の

分
娩
ス

タ
イ
ル

が
災
害

時
に
強

い
こ
と

を

目
の
当
た

り
に
し

，
学
ぶ

と
こ
ろ

が
大
き

く
，
こ

の
教
訓

を

災
害
対
策

に
生
か

せ
な
い

か
と
考

え
て
い

ま
す
。

ま
た
，
非

常
用
食

料
の
備

蓄
は
上

の
階
に

，
電
池

や
非
常

用
電
源

，
ラ
イ
ト

，
携
帯
ラ

ジ
オ

，
軍
手
や

長
靴
は

多

め
に
準
備

し
て
お

く
な
ど

，
Ａ

ク
リ
ニ
ッ

ク
の
防

災
対
策

も

勉
強
に
な

り
ま
し

た
。

Ａ
ク
リ
ニ

ッ
ク
の

分
娩
室

表
は
，
産

科
医
を

派
遣
す

る
際
に

私
た
ち

が
つ
く

っ
た
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で

す
。
ど

の
よ
う

な
経
験

を
持
っ

た
産
科

医

が
派
遣
さ

れ
て
も

，
事
前

に
ク
リ

ニ
ッ
ク

の
医
師

や
ス
タ

ッ

フ
と
打
ち

合
わ
せ

を
し
て

お
く
こ

と
で

，
と
っ
さ

の
際
に

あ

わ
て
な
く

て
も
済

み
ま
す

。

震
災
後
の

お
盆
休

み
中
は

，
院
長

先
生
に

週
間

の
お

休
み
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
し
よ

う
と

，
堀
口

貞
夫
医

師
（
主

婦

会
館
ク
リ

ニ
ッ
ク

），
杉

田
匡
聡

医
師
（

東
日
本
関

東

病
院
）
，
上
野

山
麻
水

医
師
（

東
日
本

関
東
病

院
）
，

平
林
靖
子

医
師
（

立
川
相
互

病
院

）
，

小
林
肇

医
師
（

聖

マ
リ
ア
会

小
林
産

科
婦
人

科
）
が

交
代
で

当
直
を

務
め
て

く
だ
さ
い

ま
し
た

。
こ

の
お

盆
休

み
前
に

は
，
院
長
先

生

か
ら
「

私
も
責

任
を
持

っ
て
し
っ

か
り
と

頑
張
っ

て
休
ま

せ
て
も
ら

い
ま
す

」
と

い
う
嬉
し

い
メ
ッ

セ
ー
ジ

が
あ
り

，

実
際
，
ご

夫
婦
で

年
ぶ
り
の

夏
休
み

を
水
入

ら
ず
で

過
ご
さ
れ

た
そ
う

で
す
。

当
直

の
場
が

若
手
医

師
の
育

成
の

場
に

当
直
を
し

て
く
だ

さ
っ
た

先
生
方

は
ど
な

た
も

，
畳
の

分
娩
，
フ
リ
ー

ス
タ
イ

ル
分
娩
に

立
ち
会

う
経
験

を
貴
重

な
も
の
と

感
じ

，
「
四

つ
ん

這
い
，

右
側
臥

位
，
左
側

臥

位
で
は

，
第

期
が
長

く
て
も

，
多
尐

の
心
拍

曲
線
に

変

化
が
あ
っ

て
へ
の
負

荷
は

尐
な
い

の
で
は

な
い
か

」

「
娩

出
後

の
カ

ン
ガ

ル
ー

ケ
ア

に
よ

り
，

分
ほ

ど
で

は
安

定
し
た

呼
吸
に

な
る
。
こ

の
時
に

呼
吸
チ

ア
ノ

ー
ゼ
に
注

意
す
れ

ば
大
丈

夫
」
と

，
引

継
ぎ
の

医
師
に

あ

た
た
か
い

ア
ド
バ

イ
ス
を

残
し
た

そ
う
で

す
。
こ
の
間

の

分
娩
は
正

常
分
娩

件
，
母
体
搬

送
件

，
外

来
受
診

や
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

電
話
対
応

，
入

院
患
者

の
診
療
ま

で
含
め

る
と

，
当
直

医

の
診
療
業

務
は

件
以
上

あ
り

ま
し
た

。あ
ら
た
め

て
，

院
長
先
生

の
激
務

ぶ
り
に

頭
が
下

が
る
経

験
で
し

た
。

こ
の
リ

レ
ー
当

直
を
企

画
し
た

私
た
ち

は
，
当
直
担

当

の
先
生
と

頻
繁
に

連
絡
を

取
る
な

ど
，
万
全
の

サ
ポ
ー

ト

体
制
を
心

が
け
ま

し
た
。

余
震
が

あ
る
た

び
に
「

ク
リ

ニ
ッ
ク
は

大
丈
夫

？
」
と
現
地
に

何
度
も

確
認
の

電
話
を

入
れ

，
当

直
し

て
く

だ
さ

る
先

生
方

に
感

謝
し

な
が

ら
，

祈
る
よ
う

な
週

間
を
過

ご
し
ま

し
た
。

実
は

，
後
期

研
修
医

で
あ
る
平

林
先
生

に
は

，
大
ベ

テ

ラ
ン

で
あ

る
堀

口
先

生
の

当
直

日
に

も
オ

ン
コ

ー
ル

で

張
り
つ
い

て
い
た

だ
き
ま

し
た
。
平
林

先
生
か

ら
は
「

勤

務
先

も
医

局
も

経
験

年
数

も
ま

っ
た

く
違

う
ベ

テ
ラ

ン

の
先
生
方

と
一
緒

に
お
産

を
取
ら

せ
て
も

ら
え
て

，
こ

の

う
え
な
く

よ
い
勉

強
に
な

り
ま
し

た
」
と
の

感
想
を
い

た

だ
き
，
被
災
地

支
援
が

，
若
手
産

婦
人
科

医
師
の

育
成
の

機
会
に
も

な
っ
た

こ
と
を

，
た
い

へ
ん

嬉
し
く
思

い
ま
し

た
。
堀

口
先
生

か
ら
も
「
と
て
も

よ
い
経

験
を
さ

せ
て
も

ら
い
ま
し

た
」
と

の
コ
メ

ン
ト
を

い
た
だ

き
ま
し

た
。

ま
た

，
小
林

先
生
の

当
直
日
に

は
，
母
体
搬

送
の
症

例

も
あ

っ
た

そ
う

で
す

が
，
「

中
核

病
院

の
石

巻
赤

十
字

病

院
と
の
関

係
が

よ
く
，
ス
ム
ー
ズ

に
受
け

入
れ
て

も
ら
え

ま
し
た
」
と

の
こ
と

で
し
た
。
ま

た
，
小
林

先
生
は
「

医

師
紹

介
会

社
な

ど
を

通
せ

ば
普

通
は

お
金

が
か

か
る

と

こ
ろ
を

，
産
婦

人
科
医

師
た
ち

自
身
で
人

を
募
っ

た
と
い

う
の

は
画

期
的

で
す

」
と

激
励

し
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

こ
の
支
援

を
で
き

る
だ
け

長
引
か

せ
た
い

と
，
ロ

ジ
ス

テ
ィ
シ
ャ

ン
や

産
婦
人
科

医
師

メ
ン
バ
ー

で
，
産

婦
人
科

医

師
派
遣
の

た
め
の

助
成
金

を
獲
得

し
ま
し

た
。
あ

ち
こ
ち

に

助
成
金
の

打
診
を

し
ま
し

た
が

，
母
子
の

健
康
に

理
解
の

深

い
が

産
婦
人

科
医
師
派

遣
費
用

を
捻
出

し
て
く

だ

さ
り

，
院

長
先
生

に
余
計

な
心
配

を
か
け

ず
に
医

師
へ
の

謝

金
や
交
通

費
を
支

払
う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
か
ら

経
済
循

環
性

の
あ

る
支

援
へ

こ
の
よ
う

に
，

・
人
間
の

一
生

生
活

に
根
源
的

で
あ
る

・
地
域
で

大
い
に

必
要
と

さ
れ
て

い
る

・
誰
も
や

り
た
が

ら
な
い

（
日
本

と
い
う

，
あ
ま

り
に
も

お
産
に
対

す
る
危

機
管
理

が
進
ん

だ
国
で

あ
る
か

ら
で
は

あ

り
ま
す
が

，
「
無

事
で
当

た
り
前

」
の
お

産
を
取

る
サ
ー

ビ

ス
は

，
医

療
過
疎

地
で
は

過
労
と

自
己
犠

牲
を
伴

い
ま
す

）

・
復
興
に

不
可
欠

（
若
い

人
新

し
い
命

が
い
な

け
れ
ば

村
・
町
・

都
市
・

国
は
滅

び
ま
す

）

な
サ
ー
ビ

ス
を

，
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

ベ
ー
ス

の
支
援

か
ら
経

済

循
環
性
の

あ
る
民

間
ベ
ー

ス
の
支

援
で

自
立

自
律
し

た
形

で
な
し
得

た
支
援

事
業
は

，
大
き

な
価
値

が
あ
っ

た
の
で

は

な
い
で
し

ょ
う
か

。
す
べ

て
は

，
か
か
わ

っ
て
く

だ
さ
っ

た

先
生
方
の

熱
意
と

人
脈

，
先
見
の

明
の
た

ま
も
の

で
し
ょ

う
。

も
ち
ろ
ん

，
こ
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
途
中

で
，
「

支
援
し

た
い
」
側

の
気
持

ち
を
押

し
つ

け
，
被
災

者
で
あ

る
ク
リ

ニ

ッ
ク
の
ス

タ
ッ
フ

に
「
お

も
て
な

し
し
て

も
ら
う

」
結
果

に

な
っ
た
場

面
も
あ

り
ま
し

た
。
ま

た
，
派

遣
医
師

の
診
療

ス

タ
イ
ル
が

ク
リ
ニ

ッ
ク
の

基
本
方

針
と
合

わ
な
か

っ
た
り

，

当
直
医
か

ら
の
申

し
送
り

や
引
継

ぎ
体
制

に
つ
い

て
の
準

備

不
足
が
あ

っ
た
り

な
ど

，
院
長
先

生
は
じ

め
ス
タ

ッ
フ
の

み

な
さ
ん
に

不
愉
快

な
思
い

を
さ
せ

て
し
ま

っ
た
り

，
ご
迷

惑

を
お
か
け

し
た
こ

と
は
多

々
あ
っ

た
と
思

い
ま
す

。

こ
の
産
科

医
派
遣

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
，
そ

の
後
も

田
村
正

明
医
師
（

米
国
在

住
）

，
細
川
久

美
子
医

師
（
福

井
県
済

生

会
病
院
）

な
ど
の

産
婦
人

科
医
師

が
加
わ

っ
て
く

だ
さ
り

，

年
月

ま
で
続

け
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
で
は

，
こ
の

時
に
派

遣
さ
れ

た
先
生

方
の
う

ち
何
名

か
が
，
ご

自
分
の

都
合
の

つ
く
範

囲
で
継

続
的
に

当
直
に

行

っ
て
く
だ

さ
っ
て

い
ま
す

。
地
域

や
医
局

，
組
織

の
枠
を

超

え
て
，
震

災
を
機

に
院
長

先
生
の

人
柄
に

触
れ

，
慕
い
，

尊

敬
し
，
「

支
援
す

る
側
・

さ
れ
る

側
」
で

は
な
い

人
間
関

係

が
で
き
て

い
ま
す

。
院
長

先
生
の

奮
闘
や

信
念

，
気
力
と

復

興
へ
の
志

に
励
ま

さ
れ
る

と
と
も

に
，
仲

間
と
し

て
被
災

地

の
母
子
を

守
っ
た

派
遣
医

師
の
先

生
方
に

は
感
謝

の
気
持

ち

で
い
っ
ぱ

い
で
す

。
今
後

も
，

院
長
先
生

の
お
子

さ
ん
方

が

立
派
に
独

り
立
ち

し
，
跡

を
継
い

で
く
れ

る
ま
で

，
応
援

し

て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
管
理
専

属
の
事

務
方
が

い
れ
ば

，
医
師
登

録
制

，
派
遣

型

の
支
援
は

可
能

●
助
産
師

主
導
の

分
娩
ス

タ
イ
ル

は
，
災

害
時
に

強
い

●
支
援
を

継
続
し

て
行
な

う
た
め

に
は
，
助
成
金

を
得
る

な

ど
の
金
銭

面
の
確

保
も
大

切
。
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」
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年
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号
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62

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

7
回
：
支
援
の
ひ
き
ぎ
わ
―
―
自
立
支
援
の
大
切
さ
・
難
し
さ

 
 

  
 今

月
の
教

訓

●
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
や
組

織
づ
く

り
に
つ

い

て
の
基
本

的
な
枠

組
み
を

知
る

●
目

の
前

の
調

整
や

業
務

に
と

ら
わ

れ
て

疲
弊

し
そ

う
な

と
き
は
，
①
調
整

す
る
対

象
や
業

務
を
明

確
に
し

た
り
整

理

し
た
り
す

る
と
こ

ろ
か
ら

助
け
を

求
め
る

，
②
誰

の
た
め

に

何
を
し
て

い
る
の

か
最
終

目
標
は

何
か
，
と
い
う

原
点
に

立

ち
返
る
，

③
何
が

あ
れ
ば

う
ま
く

い
く
の

か
を
書

き
出
し

，

支
援
を
探

す

＜
表

＞ 訪
問
日

新
生
児
訪

問

全
体
数

市
の
保
健

師
・
助

産
師
訪
問

件
数

訪
問

件
数

他
の
支
援

チ

ー
ム
訪
問

件

数

要
フ
ォ
ロ

ー
と

な
っ
た
件

数

月
・

日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
・

日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
日

月
・

日

月
日

月
日

合
計

（
「

」
は

市
外
へ

の
フ
ォ
ロ

ー
）

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」

年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

開
業

医
院
の

状
況

震
災
直
後

の
年

月
日

，
日

本
プ
ラ

イ
マ
リ
・
ケ

ア
連
合
学

会
東
日

本
大
震

災
支
援

チ
ー
ム

（
）
か
ら

母

子
の
ニ
ー

ズ
ア
セ

ス
メ
ン

ト
を
依

頼
さ
れ

て
宮
城

県
沿
岸

部

に
入
っ
た

際
，
私
は
，
妊
産
婦

さ
ん

や
赤
ち

ゃ
ん
と

と
も
に

，

そ
の
ケ
ア

に
あ
た

る
産
婦

人
科
医

師
の
状

況
に
思

い
を
馳

せ

て
い
ま
し

た
。
中

核
病
院

の
産
婦

人
科
に

は
東
北

大
学
を

は

じ
め

，
全

国
の
大

学
病
院

か
ら

産
婦
人
科

医
師

が
派
遣
さ

れ

て
い
ま
す

。
し
か

し
，
産

婦
人
科

開
業
医

の
先
生

方
は
ど

う

さ
れ
て
い

る
の
か

と
気
に

な
っ
て

仕
方
が

あ
り
ま

せ
ん
で

し

た
。 私

自
身

，
回

の
妊
娠

・
出
産
で

は
，
産

婦
人
科

開
業
医

さ
ん
に
お

世
話
に

な
っ
て

い
ま

す
し

，
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ

ク
で
の
勤

務
経
験

も
あ
り

ま
す
。

開
業
医

さ
ん
と

大
病
院

が

提
携
す
る

「
オ
ー

プ
ン
・

シ
ス
テ

ム
」
を

取
っ
て

い
た
ド

イ

ツ
（
第

子
）
と

ア
メ
リ

カ
（
第

子
）

で
は
病

院
で
の

分

娩
で
し
た

が
，
日

本
で
出

産
し
た

第
子

，
第

子
の
時

は

開
業
医
さ

ん
で
分

娩
を
し

，
人
手

不
足
の

な
か
で

も
奮
闘

し

て
い
る
開

業
産
婦

人
科
医

師
の
現

状
を
痛

い
ほ
ど

見
て
き

ま

し
た
。
ま

た
，
東

北
地
方

の
産
科

医
療
現

場
の
苦

境
に
関

し

て
は

，
年
河

北
新
報

社
発
行

『
お
産

―
東
北

の
現

場
か
ら
』

と
い
う

出
版
物

に
か
か

わ
っ
た

こ
と
も

あ
り

，
身

近
な
問
題

と
し
て

と
ら
え

て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
わ

け
で

，
大
病
院

で
は
な

く
，
地

域
の

産
婦
人
科

ク
リ
ニ
ッ

ク
へ
の

支
援
こ

そ
が
喫

緊
の
課

題
だ
と

思
っ
て

い

た
の
で
す

。
そ
こ

で
，

コ
ー

デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

の
林
健

太

郎
医
師
と

，
石
巻

市
の

つ
の
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク
を

見

て
回
り
ま

し
た
。

役
に

立
て
な

い
ジ
レ

ン
マ

基
幹
病
院

は
浸
水

を
免
れ

，
被
害

は
尐
な

い
も
の

の
，
開

業
医

（
分

娩
取
り

扱
い
４

軒
，
外

来
の
み

４
軒

）
の
う
ち

，

大
き
く
被

災
し
た

病
院
は

４
軒

（
そ
の
う

ち
軒

は
分
娩

を

行
な
っ
て

い
た
診

療
所

）
あ
り
，

そ
の
う

ち
３
軒

は
閉
院

と

な
っ
て
い

ま
し
た

。
こ
の

う
ち

，
４
軒
が

月
中

旬
の

診
療

再
開

を
見

込
ん
で

復
旧
を

始
め
て

い
ま
し

た
が

，
月

日

の
時
点
で

分
娩
施

設
は
基

幹
病
院

を
含
む

２
か

所
と
な
っ

て

お
り
，
月

間
分
娩

数
の
１

５
０
件

を
，

か
所

の
病
院

で
扱

わ
な
く
て

は
い
け

ま
せ
ん

。
開
業

産
婦
人

科
ク
リ

ニ
ッ
ク

で

は
ス
タ
ッ

フ
の
被

災
や
診

療
施
設

の
被
害

，
マ
ン

パ
ワ
ー

不

足
に
加
え

て
津
波

に
よ
り

医
療
記

録
が
流

失
し
た

り
，
医

療

機
器
が
使

え
な
く

な
っ
て

い
た
り

と
，
診

療
が
困

難
と
な

っ

て
い
ま
し

た
。

月
日
に
訪

れ
た

い
く
つ
か
の

開
業
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク

で
は

，
院
長

先
生
に

面
会
を

お
願
い

し
，
医

院
再
興

の

た
め
に
ど

ん
な
こ

と
で
お

手
伝
い

で
き
る

か
，
直

接
イ
ン

タ

ビ
ュ
ー
を

行
な
い

ま
し
た

。
人

の
医
師

は
，

「
も
う

，
無
理
で

す
。

代
半
ば

だ
し

，
今
か
ら

こ
の
医

院

を
立
て
直

す
と
な

れ
ば

万
円
か
か

り
ま
す

。
体
力

的
に

も
つ
ら
か

っ
た
し

，
辞
め

時
だ
と

思
い
ま

す
」
と

，
力
な

く

肩
を
落
と

さ
れ
ま

し
た
。

も
う

件
の

分
娩
取

り
扱
い

医
院

を
回
り
ま

し
た
が

，
休
診

を
告
げ

る
患
者

さ
ん
へ

の
ご
案

内

の
張
り
紙

が
貼
っ

て
あ
る

の
み
で

，
生
垣

が
ヘ
ド

ロ
や
ゴ

ミ

で
覆
わ
れ

，
ド
ア

が
ひ
び

割
れ

，
手
つ
か

ず
の
様

子
で
す

。

最
後
に
訪

れ
た

ク
リ
ニ

ッ
ク
の

院
長
先

生
は

，

「
幸
い

，
ス
タ
ッ

フ
も
み

な
無
事

だ
っ
た

し
，
再

起
復
興

を

図
っ
て
い

ま
す

」
と
，
穏

や
か
に

話
さ
れ

ま
し
た

。
石
巻

市

の
分
娩
数

は
月
間

件
で
す
が

，
件
を

か
所

の
開

業
診
療
所

で
担
っ

て
い
ま

し
た
。

ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は

そ
の

う
ち

件
を

扱
っ
て

い
ま
し
た

の
で

，
分
娩
が

集
中
し

た
中

核
病
院
の

後
方
支

援
を
し

た
い
と

い
う
思

い
が
強

い
ご
様

子

で
し
た
。

疲
労
と

と
も
に

強
い
決

意
が
に

じ
む
お

顔
を
見

な

が
ら
，
不

屈
の
医

師
魂
と

地
域
の

妊
婦
さ

ん
を
思

う
心
に

胸

打
た
れ

，
「
何
か

お
手
伝

い
で
き

る
こ
と

が
あ
れ

ば
ご
連

絡

く
だ
さ
い

」
と
，

め
い
し

名
刺

と
連
絡
先

を
書
い

た
紙
を

お

渡
し
し
て

帰
り
ま

し
た
。

こ
の
ク

リ
ニ
ッ

ク
は

，
海
岸
か

ら

は
離

れ
て
い

ま
す
が

，
石
巻

街
道
の

南
は
ほ

ぼ
壊
滅

状

態
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
も

の
浸
水

で
階

は
全
滅

状
態

で
し

た
が
，
急

い
で
再

開
を
決

意
し

，
月

日
か

ら
診
療

を
開

始
さ
れ
ま

し
た
。

帰
る
道
す

が
ら

，
村
医
師

は

「
こ
の

軒
の
産

婦
人
科

ク
リ
ニ

ッ
ク
を

サ
ポ
ー

ト
す
る

こ
と
は

，
地
域
の

母
子
保

健
だ
け

で
な
く

，
地
域

全
体
へ

の

大
き
な
貢

献
に
な

る
」
と

後
押
し

し
て
く

だ
さ
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
私
た
ち

が
資

金
援

助
や
企

業
か
ら

の
機
材

提
供
・
寄

付
を
集

め
，
こ

の
ク

リ
ニ
ッ

ク
に
支

援
の
打

診

を
し
て
も

，
「
銀

行
か
ら

お
金
を

借
り
て

何
と
か

し
ま
す

」

と
の
お
返

事
で

，
何
も
役

に
立
て

な
い
こ

と
に
ジ

レ
ン
マ

を

感
じ
て
い

ま
し
た

。

「
本
当
は

，
人
の

お
世
話

を
す
る

立
場
に

あ
る
方

々
の
方

が
，
気
遣

わ
れ
ず

，
い
た

わ
ら
れ

ず
，
頑

張
っ
て

い
る
の

で

は
な
い
か

」
。
私

は
被
災

地
で
多

く
の
医

療
従
事

者
や
行

政

官
，
保
育

士
を
み

て
き
て

痛
感
し

て
い
ま

し
た
の

で
，
気

力

と
使
命
感

に
支
え

ら
れ
て

頑
張
っ

て
い
る

こ
の

ク
リ
ニ

ッ

ク
に
対
し

，
何
か

お
役
に

立
て
る

こ
と
は

な
い
も

の
か
と

，

ず
っ
と
気

に
か
か

っ
て
い

ま
し
た

。

思
い

が
け
な

い
申
し

出

そ
ん
な
あ

る
月

の
こ
と

。
私
の

古
い
知

人
か
ら

「
ク

リ
ニ
ッ
ク

の
院
長

婦
人
を

知
っ
て

い
る
」

と
連
絡

が
あ
り

ま

し
た
。
院

長
婦
人

か
ら
知

人
に

，
夫
（
＝

院
長
）

が
過
労

で

体
を
壊
し

て
し
ま

う
の
で

は
な
い

か
と
心

配
し
て

い
る
と

い

う
相
談
が

寄
せ
ら

れ
た
と

い
う
の

で
す
。

知
人
は

，
私
が

被

災
地
で

周
産
期
分

野
の
支

援
を
し

て
い
る

こ
と
を

知
っ
て

お

り
，
「

ク
リ

ニ
ッ
ク

に
産
婦
人

科
医
師

を
派
遣

し
て
も

ら

え
な
い
か

」
と
打

診
し
て

く
れ
た

の
で
す

。
院
長

先
生
は

地

域
や
ス

タ
ッ
フ
の

人
望
が

厚
く

，
周
囲
の

人
は
皆

，
院
長

先

生
の
健
康

を
気
遣

っ
て
い

ま
し
た

。

私
が

月
に
院
長

先
生
に

お
会
い

し
た
時

，
見
ず

知
ら
ず

の
他
人
で

あ
る
私

か
ら
の

申
し
出

を
受
け

取
れ
な

か
っ
た

の
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

は
当
た
り

前
で
す

。
し
か

し
，
疲

労
困
憊

し
た

院
長
先
生

と

か
月

ぶ
り
に

お
電
話

で
お
話
し

し
た
と

こ
ろ

，
地
域
の

ほ

か
の
産
科

医
院
が

閉
院
し

て
し
ま

っ
た
た

め
，
平

時
の

約

倍
の
分
娩

が
殺
到

し
，
院

長
先
生

お
人

で
対
応

さ
れ
て

き

た
た
め

，
か

月
間
ず

っ
と
休
め

な
い
日

々
が
続

い
て
い

る

と
の
こ
と

。
日
本

産
婦
人

科
学
会

の
人
的

支
援
は

大
学
病

院

か
ら
大
病

院
へ
の

支
援
に

限
ら
れ

て
お
り

，
出
身

校
の
医

局

や
産
科
開

業
医
の

団
体
は

自
ら
も

人
手
不

足
に
あ

え
い
で

い

る
た
め

，
ク

リ
ニ
ッ

ク
へ

の
産

婦
人
科

医
師

派
遣
は
難

し

い
と
い
う

状
況
で

し
た
。

ク
リ

ニ
ッ
ク

の
院
長

先
生
か
ら

お
電
話

を
い
た

だ
い
た

私
は

，

「
必
ず

，
何
と
か

し
ま
す

！
」
と

力
強
く

答
え
ま

し
た
。

こ
の
時
に

，
産
婦

人
科
医

師
を
確

保
で
き

る
と
い

う
確
証

が
あ
っ
た

わ
け
で

は
あ
り

ま
せ
ん

。
し
か

し
，
全

国
に

，
被

災
地
の
た

め
に
何

か
し
た

い
産
婦

人
科
医

師
が
た

く
さ
ん

い

る
と
い
う

こ
と
は

知
っ
て

い
ま
し

た
。
人

材
登
録

，
人
材

派

遣
，
そ
し

て
交
通

・
宿
舎

・
災
害

保
険
・

謝
金
の

支
払
い

な

ど
の
ロ
ジ

ス
テ
ィ

ッ
ク
面

で
の
知

識
や
経

験
は
ほ

と
ん
ど

あ

り
ま
せ
ん

で
し
た

が
，
す

で
に
日

本
助
産

師
会
・

東
京
都

助

産
師
会
の

力
を
借

り
て
助

産
師
さ

ん
を
派

遣
す
る

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
を
始

め
て
い

ま
し
た

。
ま
た

，
専
属

ロ
ジ
ス

テ
ィ
シ

ャ

ン
を
雇
用

し
，
頼

も
し
い

事
務
方

が
つ
い

て
く
れ

ま
し
た

の

で
，
産
婦

人
科
医

師
派
遣

も
何
と

か
な
る

だ
ろ
う

と
思
っ

て

い
ま
し
た

。

「
必
要
と

さ
れ
て

い
る
こ

と
だ
か

ら
，
や

る
」
と

い
う
気

持

ち
と

，
そ

れ
を
サ

ポ
ー
ト

し
て
く

れ
る

の
仲
間

が
い
る

と
い
う
こ

と
が

，
大
掛
か

り
な
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
・

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト
に
挑

戦
す
る

私
の
気

持
ち
を

後
押
し

し
ま
し

た
。

何
し
ろ

，
今

回
の

震
災

で
母

子
保

健
や

産
科

医
療

の
支
援

を
し
て
い

る
団
体

は
し
か

な
い
の

で
す
。
う
ち
が

や
ら

な
け
れ
ば

，
ど
こ

が
や
る

，
と
い

う
気
持

ち
で
し

た
。
ま

た
，

今
回
の

支
援

は
土

日
の

休
み
が
と

れ
れ

ば
，

被
災

地
支

援
を

行
な
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

，
こ

の
よ

う
な

活
動

が
あ

る
こ

と
を
多

く
の

産
婦

人
科

医
師
に
知

っ
て

も
ら

え
ば

，
支

援
の

輪
は
更
に

広
が
る

も
の
と

考
え
て

い
ま
し

た
。

産
婦

人
科
医

師
派
遣

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

ま
ず
は

，
月

末
の
早

乙
女
智
子

医
師
（

神
奈
川

県
立
汐

見
台
病
院

）
を
皮

切
り
に

，
西
野

る
り
子

医
師
（

国
境
な

き

医
師
団

）
が
，
そ

し
て
太

田
寛
医

師
（

北
里
大
学

：
当
時

）

が
，
週
末

の
当
直

に
行
っ

て
く
れ

ま
し
た

。

ク
リ

ニ
ッ
ク

か
ら
私

た
ち
が
教

え
て
い

た
だ
い

た
こ
と

は
多
く

，
人
生
を

変
え
て

い
た
だ

い
た
と

言
っ
て

も
い
い

く

ら
い

で
す

。
特
に

，
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
は

台
の

エ
コ
ー

や

分
娩
台

，
電
子
機

器
が
す

べ
て
水

浸
し
に

な
っ
た

に
も
か

か

わ
ら
ず

，
も
と
も

と
助
産

師
さ
ん

が
中
心

の
畳
の

上
で
の

フ

リ
ー
ス
タ

イ
ル
分

娩
を
し

て
い
た

こ
と
か

ら
，
イ

ン
フ
ラ

が

ダ
ウ
ン

し
た

災
害

時
に
も

比
較
的

早
く

復
旧

が
で

き
ま
し

た
。

診
療
機
器

に
頼
り

が
ち
な

私
た
ち

産
科
医

で
す
が

，
古
典

的

な
助
産
師

主
導
の

分
娩
ス

タ
イ
ル

が
災
害

時
に
強

い
こ
と

を

目
の
当
た

り
に
し

，
学
ぶ

と
こ
ろ

が
大
き

く
，
こ

の
教
訓

を

災
害
対
策

に
生
か

せ
な
い

か
と
考

え
て
い

ま
す
。

ま
た
，
非

常
用
食

料
の
備

蓄
は
上

の
階
に

，
電
池

や
非
常

用
電
源

，
ラ
イ
ト

，
携
帯
ラ

ジ
オ

，
軍
手
や

長
靴
は

多

め
に
準
備

し
て
お

く
な
ど

，
Ａ

ク
リ
ニ
ッ

ク
の
防

災
対
策

も

勉
強
に
な

り
ま
し

た
。

Ａ
ク
リ
ニ

ッ
ク
の

分
娩
室

表
は
，
産

科
医
を

派
遣
す

る
際
に

私
た
ち

が
つ
く

っ
た
チ

ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で

す
。
ど

の
よ
う

な
経
験

を
持
っ

た
産
科

医

が
派
遣
さ

れ
て
も

，
事
前

に
ク
リ

ニ
ッ
ク

の
医
師

や
ス
タ

ッ

フ
と
打
ち

合
わ
せ

を
し
て

お
く
こ

と
で

，
と
っ
さ

の
際
に

あ

わ
て
な
く

て
も
済

み
ま
す

。

震
災
後
の

お
盆
休

み
中
は

，
院
長

先
生
に

週
間

の
お

休
み
を
プ

レ
ゼ
ン

ト
し
よ

う
と

，
堀
口

貞
夫
医

師
（
主

婦

会
館
ク
リ

ニ
ッ
ク

），
杉

田
匡
聡

医
師
（

東
日
本
関

東

病
院
）
，
上
野

山
麻
水

医
師
（

東
日
本

関
東
病

院
）
，

平
林
靖
子

医
師
（

立
川
相
互

病
院

）
，

小
林
肇

医
師
（

聖

マ
リ
ア
会

小
林
産

科
婦
人

科
）
が

交
代
で

当
直
を

務
め
て

く
だ
さ
い

ま
し
た

。
こ

の
お

盆
休

み
前
に

は
，
院
長
先

生

か
ら
「

私
も
責

任
を
持

っ
て
し
っ

か
り
と

頑
張
っ

て
休
ま

せ
て
も
ら

い
ま
す

」
と

い
う
嬉
し

い
メ
ッ

セ
ー
ジ

が
あ
り

，

実
際
，
ご

夫
婦
で

年
ぶ
り
の

夏
休
み

を
水
入

ら
ず
で

過
ご
さ
れ

た
そ
う

で
す
。

当
直

の
場
が

若
手
医

師
の
育

成
の

場
に

当
直
を
し

て
く
だ

さ
っ
た

先
生
方

は
ど
な

た
も

，
畳
の

分
娩
，
フ
リ
ー

ス
タ
イ

ル
分
娩
に

立
ち
会

う
経
験

を
貴
重

な
も
の
と

感
じ

，
「
四

つ
ん

這
い
，

右
側
臥

位
，
左
側

臥

位
で
は

，
第

期
が
長

く
て
も

，
多
尐

の
心
拍

曲
線
に

変

化
が
あ
っ

て
へ
の
負

荷
は

尐
な
い

の
で
は

な
い
か

」

「
娩

出
後

の
カ

ン
ガ

ル
ー

ケ
ア

に
よ

り
，

分
ほ

ど
で

は
安

定
し
た

呼
吸
に

な
る
。
こ

の
時
に

呼
吸
チ

ア
ノ

ー
ゼ
に
注

意
す
れ

ば
大
丈

夫
」
と

，
引

継
ぎ
の

医
師
に

あ

た
た
か
い

ア
ド
バ

イ
ス
を

残
し
た

そ
う
で

す
。
こ
の
間

の

分
娩
は
正

常
分
娩

件
，
母
体
搬

送
件

，
外

来
受
診

や
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

電
話
対
応

，
入

院
患
者

の
診
療
ま

で
含
め

る
と

，
当
直

医

の
診
療
業

務
は

件
以
上

あ
り

ま
し
た

。あ
ら
た
め

て
，

院
長
先
生

の
激
務

ぶ
り
に

頭
が
下

が
る
経

験
で
し

た
。

こ
の
リ

レ
ー
当

直
を
企

画
し
た

私
た
ち

は
，
当
直
担

当

の
先
生
と

頻
繁
に

連
絡
を

取
る
な

ど
，
万
全
の

サ
ポ
ー

ト

体
制
を
心

が
け
ま

し
た
。

余
震
が

あ
る
た

び
に
「

ク
リ

ニ
ッ
ク
は

大
丈
夫

？
」
と
現
地
に

何
度
も

確
認
の

電
話
を

入
れ

，
当

直
し

て
く

だ
さ

る
先

生
方

に
感

謝
し

な
が

ら
，

祈
る
よ
う

な
週

間
を
過

ご
し
ま

し
た
。

実
は

，
後
期

研
修
医

で
あ
る
平

林
先
生

に
は

，
大
ベ

テ

ラ
ン

で
あ

る
堀

口
先

生
の

当
直

日
に

も
オ

ン
コ

ー
ル

で

張
り
つ
い

て
い
た

だ
き
ま

し
た
。
平
林

先
生
か

ら
は
「

勤

務
先

も
医

局
も

経
験

年
数

も
ま

っ
た

く
違

う
ベ

テ
ラ

ン

の
先
生
方

と
一
緒

に
お
産

を
取
ら

せ
て
も

ら
え
て

，
こ

の

う
え
な
く

よ
い
勉

強
に
な

り
ま
し

た
」
と
の

感
想
を
い

た

だ
き
，
被
災
地

支
援
が

，
若
手
産

婦
人
科

医
師
の

育
成
の

機
会
に
も

な
っ
た

こ
と
を

，
た
い

へ
ん

嬉
し
く
思

い
ま
し

た
。
堀

口
先
生

か
ら
も
「
と
て
も

よ
い
経

験
を
さ

せ
て
も

ら
い
ま
し

た
」
と

の
コ
メ

ン
ト
を

い
た
だ

き
ま
し

た
。

ま
た

，
小
林

先
生
の

当
直
日
に

は
，
母
体
搬

送
の
症

例

も
あ

っ
た

そ
う

で
す

が
，
「

中
核

病
院

の
石

巻
赤

十
字

病

院
と
の
関

係
が

よ
く
，
ス
ム
ー
ズ

に
受
け

入
れ
て

も
ら
え

ま
し
た
」
と

の
こ
と

で
し
た
。
ま

た
，
小
林

先
生
は
「

医

師
紹

介
会

社
な

ど
を

通
せ

ば
普

通
は

お
金

が
か

か
る

と

こ
ろ
を

，
産
婦

人
科
医

師
た
ち

自
身
で
人

を
募
っ

た
と
い

う
の

は
画

期
的

で
す

」
と

激
励

し
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。

こ
の
支
援

を
で
き

る
だ
け

長
引
か

せ
た
い

と
，
ロ

ジ
ス

テ
ィ
シ
ャ

ン
や

産
婦
人
科

医
師

メ
ン
バ
ー

で
，
産

婦
人
科

医

師
派
遣
の

た
め
の

助
成
金

を
獲
得

し
ま
し

た
。
あ

ち
こ
ち

に

助
成
金
の

打
診
を

し
ま
し

た
が

，
母
子
の

健
康
に

理
解
の

深

い
が

産
婦
人

科
医
師
派

遣
費
用

を
捻
出

し
て
く

だ

さ
り

，
院

長
先
生

に
余
計

な
心
配

を
か
け

ず
に
医

師
へ
の

謝

金
や
交
通

費
を
支

払
う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
か
ら

経
済
循

環
性

の
あ

る
支

援
へ

こ
の
よ
う

に
，

・
人
間
の

一
生

生
活

に
根
源
的

で
あ
る

・
地
域
で

大
い
に

必
要
と

さ
れ
て

い
る

・
誰
も
や

り
た
が

ら
な
い

（
日
本

と
い
う

，
あ
ま

り
に
も

お
産
に
対

す
る
危

機
管
理

が
進
ん

だ
国
で

あ
る
か

ら
で
は

あ

り
ま
す
が

，
「
無

事
で
当

た
り
前

」
の
お

産
を
取

る
サ
ー

ビ

ス
は

，
医

療
過
疎

地
で
は

過
労
と

自
己
犠

牲
を
伴

い
ま
す

）

・
復
興
に

不
可
欠

（
若
い

人
新

し
い
命

が
い
な

け
れ
ば

村
・
町
・

都
市
・

国
は
滅

び
ま
す

）

な
サ
ー
ビ

ス
を

，
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

ベ
ー
ス

の
支
援

か
ら
経

済

循
環
性
の

あ
る
民

間
ベ
ー

ス
の
支

援
で

自
立

自
律
し

た
形

で
な
し
得

た
支
援

事
業
は

，
大
き

な
価
値

が
あ
っ

た
の
で

は

な
い
で
し

ょ
う
か

。
す
べ

て
は

，
か
か
わ

っ
て
く

だ
さ
っ

た

先
生
方
の

熱
意
と

人
脈

，
先
見
の

明
の
た

ま
も
の

で
し
ょ

う
。

も
ち
ろ
ん

，
こ
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
途
中

で
，
「

支
援
し

た
い
」
側

の
気
持

ち
を
押

し
つ

け
，
被
災

者
で
あ

る
ク
リ

ニ

ッ
ク
の
ス

タ
ッ
フ

に
「
お

も
て
な

し
し
て

も
ら
う

」
結
果

に

な
っ
た
場

面
も
あ

り
ま
し

た
。
ま

た
，
派

遣
医
師

の
診
療

ス

タ
イ
ル
が

ク
リ
ニ

ッ
ク
の

基
本
方

針
と
合

わ
な
か

っ
た
り

，

当
直
医
か

ら
の
申

し
送
り

や
引
継

ぎ
体
制

に
つ
い

て
の
準

備

不
足
が
あ

っ
た
り

な
ど

，
院
長
先

生
は
じ

め
ス
タ

ッ
フ
の

み

な
さ
ん
に

不
愉
快

な
思
い

を
さ
せ

て
し
ま

っ
た
り

，
ご
迷

惑

を
お
か
け

し
た
こ

と
は
多

々
あ
っ

た
と
思

い
ま
す

。

こ
の
産
科

医
派
遣

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

は
，
そ

の
後
も

田
村
正

明
医
師
（

米
国
在

住
）

，
細
川
久

美
子
医

師
（
福

井
県
済

生

会
病
院
）

な
ど
の

産
婦
人

科
医
師

が
加
わ

っ
て
く

だ
さ
り

，

年
月

ま
で
続

け
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
で
は

，
こ
の

時
に
派

遣
さ
れ

た
先
生

方
の
う

ち
何
名

か
が
，
ご

自
分
の

都
合
の

つ
く
範

囲
で
継

続
的
に

当
直
に

行

っ
て
く
だ

さ
っ
て

い
ま
す

。
地
域

や
医
局

，
組
織

の
枠
を

超

え
て
，
震

災
を
機

に
院
長

先
生
の

人
柄
に

触
れ

，
慕
い
，

尊

敬
し
，
「

支
援
す

る
側
・

さ
れ
る

側
」
で

は
な
い

人
間
関

係

が
で
き
て

い
ま
す

。
院
長

先
生
の

奮
闘
や

信
念

，
気
力
と

復

興
へ
の
志

に
励
ま

さ
れ
る

と
と
も

に
，
仲

間
と
し

て
被
災

地

の
母
子
を

守
っ
た

派
遣
医

師
の
先

生
方
に

は
感
謝

の
気
持

ち

で
い
っ
ぱ

い
で
す

。
今
後

も
，

院
長
先
生

の
お
子

さ
ん
方

が

立
派
に
独

り
立
ち

し
，
跡

を
継
い

で
く
れ

る
ま
で

，
応
援

し

て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
管
理
専

属
の
事

務
方
が

い
れ
ば

，
医
師
登

録
制

，
派
遣

型

の
支
援
は

可
能

●
助
産
師

主
導
の

分
娩
ス

タ
イ
ル

は
，
災

害
時
に

強
い

●
支
援
を

継
続
し

て
行
な

う
た
め

に
は
，
助
成
金

を
得
る

な

ど
の
金
銭

面
の
確

保
も
大

切
。
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学
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

表
日

本
プ

ラ
イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会

妊
産

婦
支

援
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（

）
産

科
医
当

直
支
援

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

周
産

期
管

理

①
入

院
時

医
師

の
診
察

（
母
体

搬
送
が

考
慮
さ

れ
る

と
き
）
：

内
診

，
必
要

に
よ
り

超
音
波

検
査

，
破

水
チ
ェ

ッ
ク

分
娩

方
針
決

定
：

ス
コ

ア

◎
母

体
搬
送

の
め
や

す
は

□
妊

娠
週
未

満
，
妊

娠
週
以

降

□
胎

児
の
推

定
体
重

が
グ

ラ
ム
以

下

□
骨

盤
位

□
帝

王
切
開

既
往

□
合

併
症

糖
尿

病
，
外

陰
ヘ
ル

ペ
ス
，

感
染

症
，

子
宮
筋

腫
な
ど

□
モ

ニ
タ

ー
で
胎

児
仮
死

徴
候

□
血

圧
異
常

（
例
：

収
縮
期

血
圧

以
上

，
拡
張

期
血
圧

以
上
）

◎
分

娩
時
に

新
生
児

科
医
の

立
ち
会

い
を

希
望

す
る

場
合
は

下
記
の

チ
ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

参
照

□
破

水
時
の

羊
水
混

濁

□
胎

児
の
推

定
体
重

が
以

下

□
異

常

②
陣

痛
室
で

の
管
理

ル
ー

ト
確
保

は
（
怒

責
／
発

露
）
の

時
か

ら

は
（

継
続

／
間
欠

的
）
に

使
用

③
微

弱
陣
痛

や
遷
延

分
娩
時

の
管
理

児
頭

骨
盤
不

均
衡
の

チ
ェ
ッ

ク
は
（

法
／

内
診
所

見
）
で

子
宮

収
縮
薬

の
使
用

法
は
（

初
期
投

与
は

★
か

ら
。
そ

の
後
★

分
ご
と
に

★
ず

つ
増

や
す
）

人
工

破
膜
は

（
す
る

／
し
な

い
）

は
（

継
続

／
間
欠

的
）
に

使
用

鉗
子

分
娩
の

適
応
は

（
）

ク
リ

ス
テ
レ

ル
の
適

応
は
（

）

④
分

娩
時
の

管
理

臍
帯

血
の
酸

素
飽
和

度
チ
ェ

ッ
ク

は
分

娩
取
り

扱
い
い

助
産
師

が
決

定

⑤
産

後
の
管

理

ベ
ビ

ー
の
蘇

生
が
必

要
な
場

合
は
（

）

出
血

が
多
い

場
合
は

（
）

新
生

児
搬
送

を
考
慮

す
る
場

合
は
（

）

電
話

番
号
：

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
12

月
号

P1
08

4-
10

88
  

 災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

11
回

産
後
ケ
ア
の
フ
ォ
ロ
ー
―
―
新
生
児
訪
問
、
予
防
接
種

 
 

 
 産

後
ケ

ア
の

重
要
性

震
災
前

ま
で

医
療

機
関

で
周

産
期

診
療

に
あ

た
っ

て
い
た

産
婦
人

科
医

に
と

っ
て

、
産
後
の

ケ
ア

と
い

う
の

は
馴

染
み

の
な
い
領

域
で
し

た
。
筆

者
自
身

が
人
の

子
ど
も

た
ち
を

授
か
り

、
回
の

産
後

の
時
期
を

体
験

し
て

初
め

て
、

産
後

と
い
う

の
は

こ
れ

ほ
ど

に
重
要
な

時
期

で
あ

る
の

か
、

と
思

い
知
り
ま

し
た
。

私
が
ド
イ

ツ
で
第

子
を
出
産
し

た
の
は

年
の
こ
と

で
す
。

子
育

て
を

し
て

初
め
て
「

母
親

は
自

分
の

心
身

の
メ

ン
テ
ナ

ン
ス

は
後

回
し

で
、
子
ど

も
の

健
康

に
ば

か
り

気
持

ち
が
集

中
し

て
し

ま
う

」
と
い
う

こ
と

に
気

づ
き

ま
し

た
。

し
か
し

、
欧

米
の

先
輩

マ
マ
た
ち

は
み

な
「

お
母

さ
ん

が
ハ

ッ
ピ
ー

な
ら

子
ど

も
も

ハ
ッ
ピ
ー

よ
！

」
と

胸
を

張
っ

て
、

自
分
の

体
を

ケ
ア

し
て

い
ま
す
。

そ
の

方
法

も
、

女
性

ホ
ル

モ
ン
剤
か

ら
ア
ロ

マ
セ
ラ

ピ
ー
ま

で
さ
ま

ざ
ま

で
す
。
ま

た
、

産
婦
人

科
医

や
助

産
師
な

ど
専
門

家
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

よ
く

、

医
療
者

相
手

で
も

議
論

や
相
談
を

す
る

こ
と

に
躊

躇
し

な
い

た
め
、

患
者

側
か

ら
聞

き
た
い
こ

と
を

は
っ

き
り

伝
え

、
き

ち
ん
と
教

え
て
も

ら
っ
て

い
ま
す

。

ド
イ
ツ
で

は
、
出

産
後
の

入
院
期

間
が

～
日
と
短

い
も

の
の
、
産
後
は

日
間
に

わ
た
っ

て
毎
日

、
こ

の
か
か

り
つ

け
助
産

師
さ

ん
が

自
宅

を
訪
問
し

て
く

れ
、

授
乳

、
沐

浴
、

ス
キ
ン

ケ
ア

、
母

親
の

メ
ン
タ
ル

ケ
ア

、
産

褥
体

操
、

会
陰

部
の
ケ

ア
に

つ
い

て
具
体

的
な
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
え
ま

す
。

助
産
師

さ
ん

は
母

乳
指

導
に
大
変

熱
心

で
、

授
乳

の
初

め
の

苦
闘
と

疲
労

で
落

ち
込

む
母
親
に

、
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
と

サ
ポ
ー

ト
を

し
て

く
れ

ま
し
た
。

授
乳

中
の

母
親

の
食

事
か

ら
授
乳

の
姿

勢
か

ら
育

児
の
ト
ラ

ブ
ル

対
策

ま
で

、
具

体
的

か
つ
実

用
的

な
ア

ド
バ

イ
ス
を
受

け
る

こ
と

が
で

き
、

本
当

に
助
か

り
ま

し
た

。
助

産
師
さ
ん

の
小

ま
め

で
手

厚
い

サ
ポ

ー
ト
が
な

け
れ
ば

、
あ
の

産
褥
後

の
疲
れ

や
ホ
ル

モ
ン
変

化
、

抑
う
つ

状
態

が
重

な
っ

て
い
た
時

期
に

、
授

乳
の

苦
労

を
乗

り
越
え

、
ひ

と
踏

ん
張

り
す
る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

で
し

ょ
う
。

手
薄

だ
っ
た

産
後
ケ

ア

こ
の
よ

う
な

経
過

か
ら

、
私

は
、

被
災

地
の

妊
婦

さ
ん
は

も
ち
ろ

ん
の

こ
と

、
産

後
の
方
々

の
状

況
が

気
が

か
り

で
し

た
。
そ

し
て

、
実

際
、

私
た
ち
産

婦
人

科
医

や
家

庭
医

の
仲

間
が
被

災
地

に
駆

け
つ

け
て
み
る

と
、

お
産

の
サ

ポ
ー

ト
や

妊
婦
健

診
以

上
に

、
産

褥
婦
さ
ん

た
ち

の
産

後
ケ

ア
が

手
薄

だ
っ
た
こ

と
が

わ
か
っ
た

の
で
す

。

最
初
、

分
娩

を
手

伝
い

た
く

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
志

願
し
た

産
婦
人

科
医

の
メ

ン
バ

ー
も
、
病

院
に

は
近

隣
大

学
病

院
か

ら
の
医
師

が
派
遣

さ
れ
て

お
り
、

連
載
第

回
で
お

伝
え
し

た
開
業

医
支

援
以

外
で

は
、
産
後

の
訪

問
診

療
と

新
生

児
訪

問
の
方

が
ニ

ー
ズ

が
大

き
い
と

わ
か
っ

た
時

は
、

多
尐

拍
子

抜
け
で

し
た

。
自

分
た

ち
の
技
量

が
役

に
立

つ
と

思
っ

て
被

災
地
に

や
っ

て
き

た
も

の
の
、
そ

れ
ま

で
の

病
院

で
の

診
療

経
験
と
は

違
う
ス

キ
ル
を

求
め
ら

れ
た
の

で
す
か

ら
。

し
か
し
、
こ
こ
で

、
私

た
ち
は

、
保

健
と
医

療
の

連
携
や
、

母
子
保

健
制

度
、

地
方

行
政
と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て
学
ぶ

よ
い
機

会
を
与

え
ら
れ

ま
し
た

。

と
い
う

の
も

、
分

娩
か

ら
出

産
直

後
ま

で
は

分
娩

取
扱
医

療
機
関

、
退

院
後

か
ら

は
地
域
の

母
子

保
健

が
担

当
す

る
現

行
の
産

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
シ
ス

テ
ム

の
な

か
で

は
、

退
院

後
か
月
健

診
ま
で

の
母
子

が
放

置
さ
れ

る
可
能

性
が
あ

り

ま
す
（

図
）
。
震
災

後
、
市
役
所
や

そ
の
機

能
、
保
健
師

さ
ん

が
失
わ

れ
て

し
ま

っ
た

場
合
、
退

院
後

以
降

の
ケ

ア
が

お
ざ

な
り
に

な
っ

た
ま

ま
、

不
安
定
な

状
態

の
母

子
が

置
き

去
り

に
さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

に
な
る
の

で
す

。
こ

れ
に

加
え

、
分

娩
で
き

る
病

院
の

キ
ャ

パ
シ
テ
ィ

が
足

り
な

く
な

っ
て

、
産

後
日
で
退

院
さ
せ

ら
れ
る

こ
と

に
な
っ

た
ら
、

ど
う
な

る

で
し
ょ

う
。

か
月
健

診
や
予
防

接
種

も
再

開
さ

れ
な

い
ま

ま
だ
っ

た
ら

…
…

。
宮

城
県
の
各

地
で

、
こ

の
よ

う
な

状
況

が
震
災
後

か
月

ほ
ど
続

い
て
い

ま
し
た

。

図

私
た
ち

メ
ン
バ
ー

が
月

末
に
被

災
地
で

の
ア
セ

ス

メ
ン
ト

を
開

始
し

た
時

、
震
災
後

１
か

月
の

間
に

退
院

し
た

褥
婦
、

ま
た

震
災

後
１

か
月
の
間

に
１

か
月

健
診

を
予

約
し

て
い
た
妊

婦
の
約

人
程

度
（

推
測
値

）
の
フ

ォ
ロ
ー

が

行
な
わ
れ

て
い
な

い
状
況

で
し
た

。

自
分

と
生

ま
れ

て
く

る
赤
ち
ゃ

ん
の

こ
と

だ
け

を
考

え
た

ら
、
分
娩

前
後
は

親
戚
の

家
に
身

を
寄
せ

れ
ば
よ

い
け
れ

ど
、

上
の
お

子
さ

ん
た

ち
の

小
学
校
の

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

上
の

お
子
さ

ん
が

友
達

と
離

れ
て
さ
び

し
い

思
い

を
し

た
り

し
な

い
よ
う

、
分

娩
後

は
こ

の
地
方
に

帰
っ

て
来

た
い

と
い

う
こ

と
、
夫

の
職

探
し

の
こ

と
な
ど
、

先
の

見
え

な
い

状
況

で
悩

み
ご
と

は
尽

き
ま

せ
ん

。
次
の
避

難
先

や
仮

設
住

宅
を

考
え

る
際
に
も

、
病
院

へ
の
ア

ク
セ
ス

が
よ
い

と
こ
ろ

で
な
い

と
、

満
期
に

な
っ

て
か

ら
常

に
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
ハ

ラ
ハ

ラ
し

て
し

ま
い

ま
す
。

赤
ち

ゃ
ん
が

生
ま
れ

た
ら

避
難
所

で
の
生

活
は
無

理
、

と
思
う
も

の
の
、

今
の
病

院
の
状

態
で
は

産
後

日
間
で
退

院
と
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
仮
設

住
宅

や
親

戚
の

う
ち

に
戻

－160－－ 166 －
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 れ

ば
上

の
子

の
お

世
話

、
家
事
が

待
っ

て
い

ま
す

。
も

う
尐

し
、
産

後
に

ゆ
っ

く
り

で
き
る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

…
…

。
と

思
う
産

後
の

方
の

こ
と

を
考
え
、

仙
台

市
の

宮
城

県
立

こ
ど

も
病
院
や

、
山
形
中

央
会
「
共

同
の
杜

」
が

、
妊
婦
さ

ん

が
産
前

産
後

に
家

族
と

一
緒
に

安
心
し

て
住

む
こ

と
の

で
き

る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
立
ち

上
げ
ま

し
た
。

被
災
地

で
情

報
不

足
の

妊
婦

さ
ん

に
こ

の
よ

う
な

情
報
を

提
供
し

、
行

政
や

支
援

団
体
と
う

ま
く

連
携

し
て

、
施

設
ま

で
の
移

動
手

段
や

戻
る

場
所
を
確

保
で

き
れ

ば
、

お
産

前
後

の
大
変

な
時

を
安

心
し
て

過
ご
せ

る
の

で
は

な
い

か
と
思

い
、

非
被
災

地
や

被
害

の
尐

な
か
っ
た

地
区

で
妊

婦
さ

ん
を

各
地

で
受
け

入
れ

る
「

お
産

の
宿
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

情
報

も
チ

ラ
シ
に
ま

と
め
て

提
供
し

ま
し
た

。

し
か
し

、
そ

の
シ

ス
テ

ム
を

希
望

し
て

遠
隔

地
に

動
く
妊

婦
は
ほ

と
ん

ど
い

な
い

よ
う
で
し

た
。

こ
れ

は
、

生
活

基
盤

が
復
旧

し
て

い
る

の
を

見
て

、
も

う
尐

し
頑

張
ろ

う
と

地
元

に
と
ど

ま
り

た
い

気
持

ち
、
車
で

動
け

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

ち
ゃ
ん

と
し

た
生

活
が

で
き
る
、

と
い

う
期

待
、

近
く

の
親

戚
が
い

る
と

い
う

安
心
感

が
あ
っ

た
た

め
と

考
え

ら
れ
ま

す
。

行
政

に
頼
ら

な
い
地

域
独
自

の
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

こ
の

月
末

の
時
点

で
は

、
緊
急

に
外
部

の
人
間

を
投
入

し
て
新

生
児

お
よ

び
褥

婦
の
ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
す

る
ニ

ー
ズ

が
大
き

く
、

私
た

ち
は

助
産
師
さ

ん
た

ち
と

避
難

所
の

新
生

児
訪
問

を
く

り
返

し
て

い
ま
し
た

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
踏

ま
え
、

次
回

、
こ

の
よ

う
な
災
害

が
起

こ
っ

た
場

合
に

は
、

も
う
尐
し

早
期
の

介
入
が

必
要
と

考
え
ま

す
。

ま
た
、

避
難

所
や

半
壊

住
宅

に
転

々
と

し
て

い
る

妊
婦
さ

ん
や
生

後
す

ぐ
の

乳
幼
児

の
居
場

所
を

把
握

す
る

た
め
に

は
、

産
院
や

保
健

所
が

中
心

と
な
っ
た

妊
婦

さ
ん

と
の

連
絡

網
づ

く
り
が

必
要

で
す

。
私

た
ち
は
災

害
後

に
石

巻
地

区
で

メ
ー

ル
マ
ガ

ジ
ン

を
つ

く
り

、
携
帯
情

報
が

確
実

に
届

く
よ

う
な

仕
組
み

を
づ

く
り

ま
し

た
が
、
子

ど
も

の
医

療
記

録
や

治
療

歴
、
保

健
証

や
免

許
証

、
か
か
り

つ
け

医
の

連
絡

先
を

ク
ラ

ウ
ド
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
シ
ス
テ

ム
に

接
続

す
れ

ば
す

ぐ
に

取
り
出

せ
る

場
所

）
の

な
か
に
保

存
し

て
お

く
こ

と
も

必
要

に
な
る

と
感
じ
ま

し
た

。

ま
た
、
中

核
病
院

に
も
地

元
開
業

医
の
再

開
状
況

に
関
し

て
情
報
が

集
ま
っ

て
い
な

い
状
況

で
あ
っ

た
た
め

、
こ
の

病

院
な
ら
健

診
も
ワ

ク
チ
ン

も
や
っ

て
い
ま

す
、
と

携
帯
の

メ

ル
マ
ガ
に

流
し
て

い
い
で

す
か
、

と
打
診

し
た
と

こ
ろ
「

ワ

ク
チ
ン
な

ど
利
益

の
出
る

よ
う
な

業
務
は

開
業
医

の
先
生

に

回
す
方
針

な
の
で

、
積
極

的
に
自

院
の
健

診
を
宣

伝
し
た

く

あ
り
ま
せ

ん
」
と

お
っ
し

ゃ
ら
れ

、
病
診

連
携
の

む
ず
か

し

さ
を
感
じ

ま
し
た

。

行
政
に
与

え
ら
れ

た
災
害

予
防
シ

ス
テ
ム

だ
け
で

な
く
、

結
局
は
地

域
で
日

ご
ろ
か

ら
の
「

仲
良

し
」「

顔
の
見

え
る
関

係
づ
く
り

」
が
大

切
だ
と

い
う
こ

と
も
わ

か
り
ま

し
た
。

ま

た
、
妊
婦

さ
ん
を

取
り
巻

く
職
能

団
体
と

防
災
行

政
と
の

連

携
を
日
ご

ろ
か
ら

つ
く
る

た
め
、

委
員
会

な
ど
を

設
置
す

る

の
も
一
案

で
す
。

気
に

な
っ
た

ケ
ー
ス

た
と
え
ば

、「
助
産
師

さ
ん
が

産
後

か
月

以
内
に

来
て
く

れ
た
」

と
お

っ
し

ゃ
る

褥
婦
さ
ん

の
話

で
は

、
石

巻
市

役
所

健
康
推

進
課

か
ら

の
保

健
師
さ
ん

で
、

「
今

後
は

支
所

の
保

健
福

祉
課

に
継

続
的

な
訪

問
を

お
お

願
い

す
る

と
言

わ
れ

た
」
と

の
こ

と
で

し
た

。
し
か
し

、
市

役
所

の
方

に
確

認
す

る
と
、

実
際

に
は

被
災

地
支
援
に

来
て

い
た

県
外

の
支

援
保

健
師
（

助
産

師
）

が
訪

問
し
、
問

題
な

い
と

報
告

を
受

け
て

い
た
、

と
の

こ
と

。
今

後
、
こ
の

褥
婦

さ
ん

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

は
居

住
地

で
あ
る
地

区
の

仮
設

や
親

せ
き

宅
の

あ
る
雄

勝
や

牡
鹿

に
な

る
こ
と
が

あ
る

と
の

こ
と

で
、

そ
う

す
る
と

「
担

当
保

健
師

が
変
わ
り

ま
す

か
ら

」
と

言
わ

れ
、

産
褥
婦

さ
ん

の
次

の
転

居
先
に
つ

い
て

市
役

所
に

届
け

出
な

い
と
産

後
の

訪
問

は
受

け
ら
れ
な

い
ば

か
り

か
、

居
住

地
が

変
わ
る
た

め
か
月

健
診
や

予
防

接
種
も

受
け
ら

れ
な
い

と

い
う
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た
。

行
政
を

巻
き

込
む

こ
と

が
、

継
続
支

援
に

つ
な

が
り

ま
す
が
、

行
政

は
縦

割
り

な
の

で
、

健
康
課

と
福

祉
課

の
調

整
役
（
例

え
ば

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の
相

談
員

）
に

間
に

入
っ
て
も

ら
っ

て
、

健
康

課
の

課
長

に
母
と

子
は

別
々

で
は

な
い
の
で

応
援

し
て

く
れ

な
い

か
、

こ
う
い

う
状

況
で

こ
ん

な
と
こ
ろ

に
困

っ
て

い
る

な
ど

と
要

望
し
、

連
携

を
取

る
必

要
が
あ
る

と
い

う
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。 ま
た

、
避

難
所

に
い

ら
し
た
別

の
産

褥
婦

さ
ん

を
訪

問
す

る
と
、

避
難

所
が

閉
鎖

し
た
後
は

新
生

児
と

仙
台

に
あ

る
ご

主
人
の

お
ば

さ
ん

の
家

に
い
く
こ

と
に

し
て

お
り

、
ご

主
人

と
上
の
お

嬢
さ
ん

は
次
避

難
の

ホ
テ
ル

に
い
く

こ
と
に

決

め
た
と

の
こ

と
。

仙
台

に
行
っ
た

後
は

、
仮

設
住

宅
に

行
く

か
、
ホ

テ
ル

に
行

く
か

、
町
内
の

山
手

に
あ

る
ご

実
家

（
被

害
は
な

い
）

に
行

く
か

、
石
巻
地

区
に

あ
る

ご
自

分
の

お
姉

さ
ん
の

家
に

行
く

か
、

検
討
し
て

い
る

。
長

い
目

で
見

て
、

様
子
を

見
な

が
ら

行
動

し
よ
う
と

思
っ

て
い

る
と

、
先

行
き

の
見
え

な
い

な
か

、
新

生
児
を
抱

え
て

最
善

の
方

法
を

模
索

し
て
い
る

こ
と
が

わ
か
り

ま
し
た

。

仮
設
住

宅
へ

の
転

居
は

、
妊

婦
だ

ろ
う

が
、

産
褥

婦
だ
ろ

う
が
、

新
生

児
が

い
よ

う
が
、
要

介
護

老
人

が
い

よ
う

が
、

す
べ
て

抽
選

で
決

ま
り

ま
す
。
今

ま
で

２
回

抽
選

に
漏

れ
て

い
る
産

褥
婦

さ
ん

は
、
「
３

回
目

の
抽

選
が

３
日

後
に
あ

る
。

仮
設
住

宅
か

ら
な

ら
上

の
子
ど
も

た
ち

が
小

学
校

に
通

え
る

が
、
も

し
こ

れ
に

漏
れ

た
ら
、
自

力
で

ア
パ

ー
ト

を
借

り
る

こ
と
を

考
え

る
。

条
件

が
合
え
ば

自
分

で
ア

パ
ー

ト
を

借
り

た
場
合

に
も

家
電

６
点

セ
ッ
ト
が

無
料

提
供

さ
れ

る
か

も
し

れ
な
い

と
い

う
情

報
が

あ
る
の
で

、
そ

れ
を

待
っ

て
い

る
」

と
、
さ

ま
ざ

ま
な

条
件

を
検
討
し

な
が

ら
今

後
の

生
活

に
つ
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 い

て
悩

ま
れ

て
い

る
様

子
で
し
た

。
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

の
褥

婦
さ
ん

に
あ

っ
て

は
、

事
情
は
も

っ
と

複
雑

で
、

サ
ポ

ー
ト

が
な
い
た

め
に
体

調
を
崩

し
が
ち

だ
っ
た

よ
う
で

す
。

産
後
ケ

ア
と

い
う

と
母

乳
育

児
支

援
、

と
思

い
が

ち
で
し

た
が
、

も
と
も
と

東
北
の

母
乳
率

は
低
く

か
月
検

診
で
３

０
～
４
０

％
く
ら

い
だ
そ

う
で

、
仙
台
で

７
０
％

ほ
ど

で
す
。

訪
問
に

い
く

と
ほ

と
ん

ど
の
マ
マ

が
す

で
に

ミ
ル

ク
育

児
で

日
数

回
、

し
ゃ

ぶ
ら

せ
る
程
度

に
母

乳
を

あ
げ

て
い

る
の

で
、
支

援
に

行
っ

た
助

産
師
さ
ん

た
ち

は
と

て
も

気
に

な
る

よ
う
で

し
た

が
、

こ
れ

は
震
災
前

と
大

き
く

変
化

し
た

わ
け

で
は
な

い
よ

う
で

し
た

。
ミ
ル
ク

授
乳

で
す

が
、

た
く

さ
ん

の
親
戚

、
身

内
の

か
か

わ
り
が
あ

り
、

東
京

で
孤

独
に

母
乳

育
児
を

さ
れ

て
い

る
ベ
ビ

ー
た
ち

よ
り

よ
っ

ぽ
ど

よ
い
表

情
、

と
い
う

感
想

を
挙

げ
て

く
だ
さ
っ

た
助

産
師

さ
ん

も
い

ま
し

た
。

支
援

助
産
師

さ
ん
の

声

派
遣
さ

れ
た

助
産

師
さ

ん
か

ら
は

、
下

記
の

よ
う

な
産
後

ケ
ア
シ
ス

テ
ム
へ

の
提
言

を
い
た

だ
き
ま

し
た
。

・
今
困

っ
て

い
る

母
親

た
ち
は
「

ア
ク

セ
ス

」
の

よ
い

育
児

支
援
を

望
ん

で
い

る
の

で
あ
っ
て

、
そ

れ
は

助
産

師
に

よ
る

時
間
対

応
の
育

児
相
談

ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

や
、
保
健

セ
ン
タ

ー
や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー
に
お

け
る

常
駐

助
産

師
な

ど
、

身
体
的

・
精

神
的

に
助

産
師
へ
の

ア
ク

セ
ス

の
よ

い
子

育
て

支
援
が
大

切
で
あ

り
、

時
間
対

応
電
話

相
談
な

ど
は
建

物

を
建
て

な
く

て
も

今
す

ぐ
で
き
る

支
援

で
あ

り
、

建
物

の
問

題
で
は

な
い

の
で

は
な

い
か
。
も

し
も

、
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
立
が

必
要

な
の

で
あ

れ
ば
、
計

画
段

階
か

ら
地

域
の

母
親

た
ち
と

一
緒

に
計

画
し

、
ど
こ
に

ど
の

よ
う

な
支

援
セ

ン
タ

ー
が
必

要
な

の
か

、
ま

た
支
援
セ

ン
タ

ー
の

設
計

に
も

母
親

た
ち
が

参
加

し
、

授
乳

室
、
お
む

つ
替

え
の

部
屋

、
調

乳
室

な
ど
の

あ
り

方
な

ど
も

利
用
す
る

母
親

た
ち

の
ニ

ー
ズ

に
合

う
べ
き
で

あ
る
。

・
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

エ
ン

パ
ワ
ー
メ

ン
ト

、
す

な
わ

ち
地

域
の

人
的
・

物
的

リ
ソ

ー
ス

使
用
に
よ

り
、

主
導

権
を

地
域

に
渡

す
こ
と

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
型
か
ら

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

型
の

母
子

保
健
活

動
へ

の
移

行
の

時
に
お
け

る
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
や

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
役
を

す
る
こ

と
も
大

切
。

・
５
か

所
あ

る
子

育
て

支
援
セ
ン

タ
ー

の
う

ち
３

か
所

が
機

能
し
て

い
な

い
石

巻
市

の
よ
う
に

、
母

子
保

健
分

野
の

需
要

が
高
く

な
っ

て
き

て
い

る
が

、
行

政
側

に
そ

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供
す

る
余

裕
が

な
い

土
地
で
は

、
今

後
の

東
北

地
方

を
担

う
若
い

世
代

を
産

み
出

す
た
め
に

も
、

子
育

て
支

援
お

よ
び

産
科
復

興
は

被
災

地
復

興
の
シ
ン

ボ
ル

的
存

在
と

し
て

重
要

で
あ
る

。
こ

れ
ら

は
尐

な
く
と
も

年
単

位
で

続
け

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

で
あ

り
、

現
在

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

ベ
ー

ス
で

は
継

続
的
な
、

一
貫

し
た

活
動

を
行

な
う

に
は
限

界
が

あ
る

と
思

わ
れ
る
。

持
続

可
能

な
活

動
の

た
め

に
は
給

料
つ

き
の

尐
な

く
と
も
数

人
の

コ
ア

メ
ン

バ
ー

が
継

続
し
て
問

題
に
取

り
組
む

体
制

づ
く
り
が

急
務
で

あ
る
。

震
災

は
ま
だ

終
わ
っ

て
い
な

い

津
波
被

災
地
の

震
災
後

約
か

月
間
の

予
後
調

査
で
は

、

前
年
度

と
比

較
し

て
大

き
な
予
後

の
差

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。
尐

な
く

と
も

早
産

率
は
低
下

し
て

お
り

、
こ

れ
に

は
、

被
災
地

内
で

の
高

次
医

療
機
関
へ

の
搬

送
、

被
災

地
外

へ
の

搬
送
・

移
動

、
な

ど
の

要
因
が
関

係
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す
。

被
災
状

況
と

（
エ
ジ

ン
バ

ラ
産
後

う
つ
病

自
己

評
価

票
）
の

調
査

で
は

、
震

災
後
半
年

が
経

過
し

た
時

点
に

お
い

て
も
、

か
な

り
の

割
合

の
褥
婦
が

ス
ト

レ
ス

状
況

下
に

お
か

れ
て
い

る
事

実
が

明
ら

か
に
な

り
ま
し

た
。

被
災

地
の

復
興

を
担
う

若
い

世
代

へ
も

、
こ
れ
ま

で
以

上
の

支
援

、
介

入
が

必
要
で

あ
る

こ
と

が
課

題
と
し
て

浮
き

彫
り

と
な

り
、

東
北

メ
デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク
を
中

心
と

し
た

地
元

医
療

組
織

で
は
、
地

元
の
医

療
関
係

者
、
自

治
体
関

係
者
、
住
民
の

方
々

と
連
携

し
て

、
長

期
に

わ
た
る
「

見
守

り
型

次
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」

策
定
に

着
手
し

た
い
と

考
え
て

い
ま
す

。

沿
岸
部

医
療

ス
タ

ッ
フ

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
「

全
国

か
ら
ご

支
援
い

た
だ

い
た

こ
と

は
、
今
で

も
感

謝
し

て
い

る
が

、
頑

張
っ
て

く
だ
さ
い

の
ひ
と

言
が
一

番
つ
ら

か
っ
た

。
む
し

ろ
、

よ
く
頑

張
り

ま
し

た
ね

、
の

ひ
と

言
を

聞
い

た
時

、
い

ま
ま

で
の
こ

と
が

一
気

に
甦

り
、
涙
が

止
ま

ら
な

か
っ

た
」

と
い

う
言
葉
が

忘
れ
ら

れ
ま
せ

ん
。

被
災
地

で
は

ご
自

分
た

ち
の

健
康

を
省

み
ず

、
家

族
の
た

め
に
、

地
域

の
た

め
に

奮
闘
さ
れ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
女

性
が

と
て
も
多

い
よ
う

で
す
。

今
回
の

連
載
で

は
、

ご
自
分

を
犠

牲
に
す

る
の
は

美
徳

で
は

な
い

こ
と

、
と

に
か
く

ご
自

分
を

大
切

に
す
る
こ

と
、

ご
自

分
の

幸
せ

が
周

囲
の
幸
せ

に
つ
な

が
る
こ

と

お
ひ
と

り
で

抱
え
込

ま
ず
に

、
専

門
家

の
サ

ポ
ー

ト
を

上
手
に
活

用
す
る

こ
と

と
い
う
こ

と
を
お

伝
え
し

て
き
た

い
で
す

。

震
災
は

ま
だ

終
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

。
皆

に
寄

り
添

い
、
と

も
に
前

へ
進

む
こ

と
で

復
興
・
再

生
を

長
き

に
わ

た
り

支
え

て
ゆ
き
た

い
と
考

え
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
産

後
の

訪
問

診
療

と
新

生
児

訪
問

の
フ

ォ
ロ

ー
が

手
薄

だ
っ
た
。

シ
ス
テ

ム
の
構

築
が
必

要

●
産
後
の

女
性
は

、
自
分

を
大
切

に
し
て

ほ
し
い

。
ま
た

、

人
で

抱
え
込

ま
ず
に

、
専
門
家

に
相
談

を
し
て

ほ
し
い

－161－－ 167 －
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年
月
号

災
害
時
の

母
子
保

健
妊

産
婦
を

守
る
助

産
師
の

役
割

第
回

被
災
地

の
開
業

産
婦
人

科
医
師

の
支
援

表
日

本
プ

ラ
イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会

妊
産

婦
支

援
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
（

）
産

科
医
当

直
支
援

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

周
産

期
管

理

①
入

院
時

医
師

の
診
察

（
母
体

搬
送
が

考
慮
さ

れ
る

と
き
）
：

内
診

，
必
要

に
よ
り

超
音
波

検
査

，
破

水
チ
ェ

ッ
ク

分
娩

方
針
決

定
：

ス
コ

ア

◎
母

体
搬
送

の
め
や

す
は

□
妊

娠
週
未

満
，
妊

娠
週
以

降

□
胎

児
の
推

定
体
重

が
グ

ラ
ム
以

下

□
骨

盤
位

□
帝

王
切
開

既
往

□
合

併
症

糖
尿

病
，
外

陰
ヘ
ル

ペ
ス
，

感
染

症
，

子
宮
筋

腫
な
ど

□
モ

ニ
タ

ー
で
胎

児
仮
死

徴
候

□
血

圧
異
常

（
例
：

収
縮
期

血
圧

以
上

，
拡
張

期
血
圧

以
上
）

◎
分

娩
時
に

新
生
児

科
医
の

立
ち
会

い
を

希
望

す
る

場
合
は

下
記
の

チ
ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

参
照

□
破

水
時
の

羊
水
混

濁

□
胎

児
の
推

定
体
重

が
以

下

□
異

常

②
陣

痛
室
で

の
管
理

ル
ー

ト
確
保

は
（
怒

責
／
発

露
）
の

時
か

ら

は
（

継
続

／
間
欠

的
）
に

使
用

③
微

弱
陣
痛

や
遷
延

分
娩
時

の
管
理

児
頭

骨
盤
不

均
衡
の

チ
ェ
ッ

ク
は
（

法
／

内
診
所

見
）
で

子
宮

収
縮
薬

の
使
用

法
は
（

初
期
投

与
は

★
か

ら
。
そ

の
後
★

分
ご
と
に

★
ず

つ
増

や
す
）

人
工

破
膜
は

（
す
る

／
し
な

い
）

は
（

継
続

／
間
欠

的
）
に

使
用

鉗
子

分
娩
の

適
応
は

（
）

ク
リ

ス
テ
レ

ル
の
適

応
は
（

）

④
分

娩
時
の

管
理

臍
帯

血
の
酸

素
飽
和

度
チ
ェ

ッ
ク

は
分

娩
取
り

扱
い
い

助
産
師

が
決

定

⑤
産

後
の
管

理

ベ
ビ

ー
の
蘇

生
が
必

要
な
場

合
は
（

）

出
血

が
多
い

場
合
は

（
）

新
生

児
搬
送

を
考
慮

す
る
場

合
は
（

）

電
話

番
号
：

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
12

月
号

P1
08

4-
10
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 災
害
時
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産
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第

11
回

産
後
ケ
ア
の
フ
ォ
ロ
ー
―
―
新
生
児
訪
問
、
予
防
接
種

 
 

 
 産

後
ケ

ア
の

重
要
性

震
災
前

ま
で

医
療

機
関

で
周

産
期

診
療

に
あ

た
っ

て
い
た

産
婦
人

科
医

に
と

っ
て

、
産
後
の

ケ
ア

と
い

う
の

は
馴

染
み

の
な
い
領

域
で
し

た
。
筆

者
自
身

が
人
の

子
ど
も

た
ち
を

授
か
り

、
回
の

産
後

の
時
期
を

体
験

し
て

初
め

て
、

産
後

と
い
う

の
は

こ
れ

ほ
ど

に
重
要
な

時
期

で
あ

る
の

か
、

と
思

い
知
り
ま

し
た
。

私
が
ド
イ

ツ
で
第

子
を
出
産
し

た
の
は

年
の
こ
と

で
す
。

子
育

て
を

し
て

初
め
て
「

母
親

は
自

分
の

心
身

の
メ

ン
テ
ナ

ン
ス

は
後

回
し

で
、
子
ど

も
の

健
康

に
ば

か
り

気
持

ち
が
集

中
し

て
し

ま
う

」
と
い
う

こ
と

に
気

づ
き

ま
し

た
。

し
か
し

、
欧

米
の

先
輩

マ
マ
た
ち

は
み

な
「

お
母

さ
ん

が
ハ

ッ
ピ
ー

な
ら

子
ど

も
も

ハ
ッ
ピ
ー

よ
！

」
と

胸
を

張
っ

て
、

自
分
の

体
を

ケ
ア

し
て

い
ま
す
。

そ
の

方
法

も
、

女
性

ホ
ル

モ
ン
剤
か

ら
ア
ロ

マ
セ
ラ

ピ
ー
ま

で
さ
ま

ざ
ま

で
す
。
ま

た
、

産
婦
人

科
医

や
助

産
師
な

ど
専
門

家
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

よ
く

、

医
療
者

相
手

で
も

議
論

や
相
談
を

す
る

こ
と

に
躊

躇
し

な
い

た
め
、

患
者

側
か

ら
聞

き
た
い
こ

と
を

は
っ

き
り

伝
え

、
き

ち
ん
と
教

え
て
も

ら
っ
て

い
ま
す

。

ド
イ
ツ
で

は
、
出

産
後
の

入
院
期

間
が

～
日
と
短

い
も

の
の
、
産
後
は

日
間
に

わ
た
っ

て
毎
日

、
こ

の
か
か

り
つ

け
助
産

師
さ

ん
が

自
宅

を
訪
問
し

て
く

れ
、

授
乳

、
沐

浴
、

ス
キ
ン

ケ
ア

、
母

親
の

メ
ン
タ
ル

ケ
ア

、
産

褥
体

操
、

会
陰

部
の
ケ

ア
に

つ
い

て
具
体

的
な
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
え
ま

す
。

助
産
師

さ
ん

は
母

乳
指

導
に
大
変

熱
心

で
、

授
乳

の
初

め
の

苦
闘
と

疲
労

で
落

ち
込

む
母
親
に

、
適

切
な

ア
ド

バ
イ

ス
と

サ
ポ
ー

ト
を

し
て

く
れ

ま
し
た
。

授
乳

中
の

母
親

の
食

事
か

ら
授
乳

の
姿

勢
か

ら
育

児
の
ト
ラ

ブ
ル

対
策

ま
で

、
具

体
的

か
つ
実

用
的

な
ア

ド
バ

イ
ス
を
受

け
る

こ
と

が
で

き
、

本
当

に
助
か

り
ま

し
た

。
助

産
師
さ
ん

の
小

ま
め

で
手

厚
い

サ
ポ

ー
ト
が
な

け
れ
ば

、
あ
の

産
褥
後

の
疲
れ

や
ホ
ル

モ
ン
変

化
、

抑
う
つ

状
態

が
重

な
っ

て
い
た
時

期
に

、
授

乳
の

苦
労

を
乗

り
越
え

、
ひ

と
踏

ん
張

り
す
る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

で
し

ょ
う
。

手
薄

だ
っ
た

産
後
ケ

ア

こ
の
よ

う
な

経
過

か
ら

、
私

は
、

被
災

地
の

妊
婦

さ
ん
は

も
ち
ろ

ん
の

こ
と

、
産

後
の
方
々

の
状

況
が

気
が

か
り

で
し

た
。
そ

し
て

、
実

際
、

私
た
ち
産

婦
人

科
医

や
家

庭
医

の
仲

間
が
被

災
地

に
駆

け
つ

け
て
み
る

と
、

お
産

の
サ

ポ
ー

ト
や

妊
婦
健

診
以

上
に

、
産

褥
婦
さ
ん

た
ち

の
産

後
ケ

ア
が

手
薄

だ
っ
た
こ

と
が

わ
か
っ
た

の
で
す

。

最
初
、

分
娩

を
手

伝
い

た
く

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
志

願
し
た

産
婦
人

科
医

の
メ

ン
バ

ー
も
、
病

院
に

は
近

隣
大

学
病

院
か

ら
の
医
師

が
派
遣

さ
れ
て

お
り
、

連
載
第

回
で
お

伝
え
し

た
開
業

医
支

援
以

外
で

は
、
産
後

の
訪

問
診

療
と

新
生

児
訪

問
の
方

が
ニ

ー
ズ

が
大

き
い
と

わ
か
っ

た
時

は
、

多
尐

拍
子

抜
け
で

し
た

。
自

分
た

ち
の
技
量

が
役

に
立

つ
と

思
っ

て
被

災
地
に

や
っ

て
き

た
も

の
の
、
そ

れ
ま

で
の

病
院

で
の

診
療

経
験
と
は

違
う
ス

キ
ル
を

求
め
ら

れ
た
の

で
す
か

ら
。

し
か
し
、
こ
こ
で

、
私

た
ち
は

、
保

健
と
医

療
の

連
携
や
、

母
子
保

健
制

度
、

地
方

行
政
と
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て
学
ぶ

よ
い
機

会
を
与

え
ら
れ

ま
し
た

。

と
い
う

の
も

、
分

娩
か

ら
出

産
直

後
ま

で
は

分
娩

取
扱
医

療
機
関

、
退

院
後

か
ら

は
地
域
の

母
子

保
健

が
担

当
す

る
現

行
の
産

後
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ
シ
ス

テ
ム

の
な

か
で

は
、

退
院

後
か
月
健

診
ま
で

の
母
子

が
放

置
さ
れ

る
可
能

性
が
あ

り

ま
す
（

図
）
。
震
災

後
、
市
役
所
や

そ
の
機

能
、
保
健
師

さ
ん

が
失
わ

れ
て

し
ま

っ
た

場
合
、
退

院
後

以
降

の
ケ

ア
が

お
ざ

な
り
に

な
っ

た
ま

ま
、

不
安
定
な

状
態

の
母

子
が

置
き

去
り

に
さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

に
な
る
の

で
す

。
こ

れ
に

加
え

、
分

娩
で
き

る
病

院
の

キ
ャ

パ
シ
テ
ィ

が
足

り
な

く
な

っ
て

、
産

後
日
で
退

院
さ
せ

ら
れ
る

こ
と

に
な
っ

た
ら
、

ど
う
な

る

で
し
ょ

う
。

か
月
健

診
や
予
防

接
種

も
再

開
さ

れ
な

い
ま

ま
だ
っ

た
ら

…
…

。
宮

城
県
の
各

地
で

、
こ

の
よ

う
な

状
況

が
震
災
後

か
月

ほ
ど
続

い
て
い

ま
し
た

。

図

私
た
ち

メ
ン
バ
ー

が
月

末
に
被

災
地
で

の
ア
セ

ス

メ
ン
ト

を
開

始
し

た
時

、
震
災
後

１
か

月
の

間
に

退
院

し
た

褥
婦
、

ま
た

震
災

後
１

か
月
の
間

に
１

か
月

健
診

を
予

約
し

て
い
た
妊

婦
の
約

人
程

度
（

推
測
値

）
の
フ

ォ
ロ
ー

が

行
な
わ
れ

て
い
な

い
状
況

で
し
た

。

自
分

と
生

ま
れ

て
く

る
赤
ち
ゃ

ん
の

こ
と

だ
け

を
考

え
た

ら
、
分
娩

前
後
は

親
戚
の

家
に
身

を
寄
せ

れ
ば
よ

い
け
れ

ど
、

上
の
お

子
さ

ん
た

ち
の

小
学
校
の

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

上
の

お
子
さ

ん
が

友
達

と
離

れ
て
さ
び

し
い

思
い

を
し

た
り

し
な

い
よ
う

、
分

娩
後

は
こ

の
地
方
に

帰
っ

て
来

た
い

と
い

う
こ

と
、
夫

の
職

探
し

の
こ

と
な
ど
、

先
の

見
え

な
い

状
況

で
悩

み
ご
と

は
尽

き
ま

せ
ん

。
次
の
避

難
先

や
仮

設
住

宅
を

考
え

る
際
に
も

、
病
院

へ
の
ア

ク
セ
ス

が
よ
い

と
こ
ろ

で
な
い

と
、

満
期
に

な
っ

て
か

ら
常

に
ヒ
ヤ
ヒ

ヤ
ハ

ラ
ハ

ラ
し

て
し

ま
い

ま
す
。

赤
ち

ゃ
ん
が

生
ま
れ

た
ら

避
難
所

で
の
生

活
は
無

理
、

と
思
う
も

の
の
、

今
の
病

院
の
状

態
で
は

産
後

日
間
で
退

院
と
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
仮
設

住
宅

や
親

戚
の

う
ち

に
戻
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 れ

ば
上

の
子

の
お

世
話

、
家
事
が

待
っ

て
い

ま
す

。
も

う
尐

し
、
産

後
に

ゆ
っ

く
り

で
き
る
と

こ
ろ

が
あ

れ
ば

…
…

。
と

思
う
産

後
の

方
の

こ
と

を
考
え
、

仙
台

市
の

宮
城

県
立

こ
ど

も
病
院
や

、
山
形
中

央
会
「
共

同
の
杜

」
が

、
妊
婦
さ

ん

が
産
前

産
後

に
家

族
と

一
緒
に

安
心
し

て
住

む
こ

と
の

で
き

る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
立
ち

上
げ
ま

し
た
。

被
災
地

で
情

報
不

足
の

妊
婦

さ
ん

に
こ

の
よ

う
な

情
報
を

提
供
し

、
行

政
や

支
援

団
体
と
う

ま
く

連
携

し
て

、
施

設
ま

で
の
移

動
手

段
や

戻
る

場
所
を
確

保
で

き
れ

ば
、

お
産

前
後

の
大
変

な
時

を
安

心
し
て

過
ご
せ

る
の

で
は

な
い

か
と
思

い
、

非
被
災

地
や

被
害

の
尐

な
か
っ
た

地
区

で
妊

婦
さ

ん
を

各
地

で
受
け

入
れ

る
「

お
産

の
宿
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

情
報

も
チ

ラ
シ
に
ま

と
め
て

提
供
し

ま
し
た

。

し
か
し

、
そ

の
シ

ス
テ

ム
を

希
望

し
て

遠
隔

地
に

動
く
妊

婦
は
ほ

と
ん

ど
い

な
い

よ
う
で
し

た
。

こ
れ

は
、

生
活

基
盤

が
復
旧

し
て

い
る

の
を

見
て

、
も

う
尐

し
頑

張
ろ

う
と

地
元

に
と
ど

ま
り

た
い

気
持

ち
、
車
で

動
け

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

ち
ゃ
ん

と
し

た
生

活
が

で
き
る
、

と
い

う
期

待
、

近
く

の
親

戚
が
い

る
と

い
う

安
心
感

が
あ
っ

た
た

め
と

考
え

ら
れ
ま

す
。

行
政

に
頼
ら

な
い
地

域
独
自

の
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

こ
の

月
末

の
時
点

で
は

、
緊
急

に
外
部

の
人
間

を
投
入

し
て
新

生
児

お
よ

び
褥

婦
の
ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
す

る
ニ

ー
ズ

が
大
き

く
、

私
た

ち
は

助
産
師
さ

ん
た

ち
と

避
難

所
の

新
生

児
訪
問

を
く

り
返

し
て

い
ま
し
た

。
こ

の
よ

う
な

状
況

を
踏

ま
え
、

次
回

、
こ

の
よ

う
な
災
害

が
起

こ
っ

た
場

合
に

は
、

も
う
尐
し

早
期
の

介
入
が

必
要
と

考
え
ま

す
。

ま
た
、

避
難

所
や

半
壊

住
宅

に
転

々
と

し
て

い
る

妊
婦
さ

ん
や
生

後
す

ぐ
の

乳
幼
児

の
居
場

所
を

把
握

す
る

た
め
に

は
、

産
院
や

保
健

所
が

中
心

と
な
っ
た

妊
婦

さ
ん

と
の

連
絡

網
づ

く
り
が

必
要

で
す

。
私

た
ち
は
災

害
後

に
石

巻
地

区
で

メ
ー

ル
マ
ガ

ジ
ン

を
つ

く
り

、
携
帯
情

報
が

確
実

に
届

く
よ

う
な

仕
組
み

を
づ

く
り

ま
し

た
が
、
子

ど
も

の
医

療
記

録
や

治
療

歴
、
保

健
証

や
免

許
証

、
か
か
り

つ
け

医
の

連
絡

先
を

ク
ラ

ウ
ド
（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
シ
ス
テ

ム
に

接
続

す
れ

ば
す

ぐ
に

取
り
出

せ
る

場
所

）
の

な
か
に
保

存
し

て
お

く
こ

と
も

必
要

に
な
る

と
感
じ
ま

し
た

。

ま
た
、
中

核
病
院

に
も
地

元
開
業

医
の
再

開
状
況

に
関
し

て
情
報
が

集
ま
っ

て
い
な

い
状
況

で
あ
っ

た
た
め

、
こ
の

病

院
な
ら
健

診
も
ワ

ク
チ
ン

も
や
っ

て
い
ま

す
、
と

携
帯
の

メ

ル
マ
ガ
に

流
し
て

い
い
で

す
か
、

と
打
診

し
た
と

こ
ろ
「

ワ

ク
チ
ン
な

ど
利
益

の
出
る

よ
う
な

業
務
は

開
業
医

の
先
生

に

回
す
方
針

な
の
で

、
積
極

的
に
自

院
の
健

診
を
宣

伝
し
た

く

あ
り
ま
せ

ん
」
と

お
っ
し

ゃ
ら
れ

、
病
診

連
携
の

む
ず
か

し

さ
を
感
じ

ま
し
た

。

行
政
に
与

え
ら
れ

た
災
害

予
防
シ

ス
テ
ム

だ
け
で

な
く
、

結
局
は
地

域
で
日

ご
ろ
か

ら
の
「

仲
良

し
」「

顔
の
見

え
る
関

係
づ
く
り

」
が
大

切
だ
と

い
う
こ

と
も
わ

か
り
ま

し
た
。

ま

た
、
妊
婦

さ
ん
を

取
り
巻

く
職
能

団
体
と

防
災
行

政
と
の

連

携
を
日
ご

ろ
か
ら

つ
く
る

た
め
、

委
員
会

な
ど
を

設
置
す

る

の
も
一
案

で
す
。

気
に

な
っ
た

ケ
ー
ス

た
と
え
ば

、「
助
産
師

さ
ん
が

産
後

か
月

以
内
に

来
て
く

れ
た
」

と
お

っ
し

ゃ
る

褥
婦
さ
ん

の
話

で
は

、
石

巻
市

役
所

健
康
推

進
課

か
ら

の
保

健
師
さ
ん

で
、

「
今

後
は

支
所

の
保

健
福

祉
課

に
継

続
的

な
訪

問
を

お
お

願
い

す
る

と
言

わ
れ

た
」
と

の
こ

と
で

し
た

。
し
か
し

、
市

役
所

の
方

に
確

認
す

る
と
、

実
際

に
は

被
災

地
支
援
に

来
て

い
た

県
外

の
支

援
保

健
師
（

助
産

師
）

が
訪

問
し
、
問

題
な

い
と

報
告

を
受

け
て

い
た
、

と
の

こ
と

。
今

後
、
こ
の

褥
婦

さ
ん

に
関

す
る

フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

は
居

住
地

で
あ
る
地

区
の

仮
設

や
親

せ
き

宅
の

あ
る
雄

勝
や

牡
鹿

に
な

る
こ
と
が

あ
る

と
の

こ
と

で
、

そ
う

す
る
と

「
担

当
保

健
師

が
変
わ
り

ま
す

か
ら

」
と

言
わ

れ
、

産
褥
婦

さ
ん

の
次

の
転

居
先
に
つ

い
て

市
役

所
に

届
け

出
な

い
と
産

後
の

訪
問

は
受

け
ら
れ
な

い
ば

か
り

か
、

居
住

地
が

変
わ
る
た

め
か
月

健
診
や

予
防

接
種
も

受
け
ら

れ
な
い

と

い
う
こ

と
が

わ
か

り
ま

し
た
。

行
政
を

巻
き

込
む

こ
と

が
、

継
続
支

援
に

つ
な

が
り

ま
す
が
、

行
政

は
縦

割
り

な
の

で
、

健
康
課

と
福

祉
課

の
調

整
役
（
例

え
ば

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の
相

談
員

）
に

間
に

入
っ
て
も

ら
っ

て
、

健
康

課
の

課
長

に
母
と

子
は

別
々

で
は

な
い
の
で

応
援

し
て

く
れ

な
い

か
、

こ
う
い

う
状

況
で

こ
ん

な
と
こ
ろ

に
困

っ
て

い
る

な
ど

と
要

望
し
、

連
携

を
取

る
必

要
が
あ
る

と
い

う
こ

と
を

学
び

ま
し

た
。 ま
た

、
避

難
所

に
い

ら
し
た
別

の
産

褥
婦

さ
ん

を
訪

問
す

る
と
、

避
難

所
が

閉
鎖

し
た
後
は

新
生

児
と

仙
台

に
あ

る
ご

主
人
の

お
ば

さ
ん

の
家

に
い
く
こ

と
に

し
て

お
り

、
ご

主
人

と
上
の
お

嬢
さ
ん

は
次
避

難
の

ホ
テ
ル

に
い
く

こ
と
に

決

め
た
と

の
こ

と
。

仙
台

に
行
っ
た

後
は

、
仮

設
住

宅
に

行
く

か
、
ホ

テ
ル

に
行

く
か

、
町
内
の

山
手

に
あ

る
ご

実
家

（
被

害
は
な

い
）

に
行

く
か

、
石
巻
地

区
に

あ
る

ご
自

分
の

お
姉

さ
ん
の

家
に

行
く

か
、

検
討
し
て

い
る

。
長

い
目

で
見

て
、

様
子
を

見
な

が
ら

行
動

し
よ
う
と

思
っ

て
い

る
と

、
先

行
き

の
見
え

な
い

な
か

、
新

生
児
を
抱

え
て

最
善

の
方

法
を

模
索

し
て
い
る

こ
と
が

わ
か
り

ま
し
た

。

仮
設
住

宅
へ

の
転

居
は

、
妊

婦
だ

ろ
う

が
、

産
褥

婦
だ
ろ

う
が
、

新
生

児
が

い
よ

う
が
、
要

介
護

老
人

が
い

よ
う

が
、

す
べ
て

抽
選

で
決

ま
り

ま
す
。
今

ま
で

２
回

抽
選

に
漏

れ
て

い
る
産

褥
婦

さ
ん

は
、
「
３

回
目

の
抽

選
が

３
日

後
に
あ

る
。

仮
設
住

宅
か

ら
な

ら
上

の
子
ど
も

た
ち

が
小

学
校

に
通

え
る

が
、
も

し
こ

れ
に

漏
れ

た
ら
、
自

力
で

ア
パ

ー
ト

を
借

り
る

こ
と
を

考
え

る
。

条
件

が
合
え
ば

自
分

で
ア

パ
ー

ト
を

借
り

た
場
合

に
も

家
電

６
点

セ
ッ
ト
が

無
料

提
供

さ
れ

る
か

も
し

れ
な
い

と
い

う
情

報
が

あ
る
の
で

、
そ

れ
を

待
っ

て
い

る
」

と
、
さ

ま
ざ

ま
な

条
件

を
検
討
し

な
が

ら
今

後
の

生
活

に
つ
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 い

て
悩

ま
れ

て
い

る
様

子
で
し
た

。
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

の
褥

婦
さ
ん

に
あ

っ
て

は
、

事
情
は
も

っ
と

複
雑

で
、

サ
ポ

ー
ト

が
な
い
た

め
に
体

調
を
崩

し
が
ち

だ
っ
た

よ
う
で

す
。

産
後
ケ

ア
と

い
う

と
母

乳
育

児
支

援
、

と
思

い
が

ち
で
し

た
が
、

も
と
も
と

東
北
の

母
乳
率

は
低
く

か
月
検

診
で
３

０
～
４
０

％
く
ら

い
だ
そ

う
で

、
仙
台
で

７
０
％

ほ
ど

で
す
。

訪
問
に

い
く

と
ほ

と
ん

ど
の
マ
マ

が
す

で
に

ミ
ル

ク
育

児
で

日
数

回
、

し
ゃ

ぶ
ら

せ
る
程
度

に
母

乳
を

あ
げ

て
い

る
の

で
、
支

援
に

行
っ

た
助

産
師
さ
ん

た
ち

は
と

て
も

気
に

な
る

よ
う
で

し
た

が
、

こ
れ

は
震
災
前

と
大

き
く

変
化

し
た

わ
け

で
は
な

い
よ

う
で

し
た

。
ミ
ル
ク

授
乳

で
す

が
、

た
く

さ
ん

の
親
戚

、
身

内
の

か
か

わ
り
が
あ

り
、

東
京

で
孤

独
に

母
乳

育
児
を

さ
れ

て
い

る
ベ
ビ

ー
た
ち

よ
り

よ
っ

ぽ
ど

よ
い
表

情
、

と
い
う

感
想

を
挙

げ
て

く
だ
さ
っ

た
助

産
師

さ
ん

も
い

ま
し

た
。

支
援

助
産
師

さ
ん
の

声

派
遣
さ

れ
た

助
産

師
さ

ん
か

ら
は

、
下

記
の

よ
う

な
産
後

ケ
ア
シ
ス

テ
ム
へ

の
提
言

を
い
た

だ
き
ま

し
た
。

・
今
困

っ
て

い
る

母
親

た
ち
は
「

ア
ク

セ
ス

」
の

よ
い

育
児

支
援
を

望
ん

で
い

る
の

で
あ
っ
て

、
そ

れ
は

助
産

師
に

よ
る

時
間
対

応
の
育

児
相
談

ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

や
、
保
健

セ
ン
タ

ー
や
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー
に
お

け
る

常
駐

助
産

師
な

ど
、

身
体
的

・
精

神
的

に
助

産
師
へ
の

ア
ク

セ
ス

の
よ

い
子

育
て

支
援
が
大

切
で
あ

り
、

時
間
対

応
電
話

相
談
な

ど
は
建

物

を
建
て

な
く

て
も

今
す

ぐ
で
き
る

支
援

で
あ

り
、

建
物

の
問

題
で
は

な
い

の
で

は
な

い
か
。
も

し
も

、
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
立
が

必
要

な
の

で
あ

れ
ば
、
計

画
段

階
か

ら
地

域
の

母
親

た
ち
と

一
緒

に
計

画
し

、
ど
こ
に

ど
の

よ
う

な
支

援
セ

ン
タ

ー
が
必

要
な

の
か

、
ま

た
支
援
セ

ン
タ

ー
の

設
計

に
も

母
親

た
ち
が

参
加

し
、

授
乳

室
、
お
む

つ
替

え
の

部
屋

、
調

乳
室

な
ど
の

あ
り

方
な

ど
も

利
用
す
る

母
親

た
ち

の
ニ

ー
ズ

に
合

う
べ
き
で

あ
る
。

・
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

エ
ン

パ
ワ
ー
メ

ン
ト

、
す

な
わ

ち
地

域
の

人
的
・

物
的

リ
ソ

ー
ス

使
用
に
よ

り
、

主
導

権
を

地
域

に
渡

す
こ
と

、
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
型
か
ら

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

型
の

母
子

保
健
活

動
へ

の
移

行
の

時
に
お
け

る
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
や

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
役
を

す
る
こ

と
も
大

切
。

・
５
か

所
あ

る
子

育
て

支
援
セ
ン

タ
ー

の
う

ち
３

か
所

が
機

能
し
て

い
な

い
石

巻
市

の
よ
う
に

、
母

子
保

健
分

野
の

需
要

が
高
く

な
っ

て
き

て
い

る
が

、
行

政
側

に
そ

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供
す

る
余

裕
が

な
い

土
地
で
は

、
今

後
の

東
北

地
方

を
担

う
若
い

世
代

を
産

み
出

す
た
め
に

も
、

子
育

て
支

援
お

よ
び

産
科
復

興
は

被
災

地
復

興
の
シ
ン

ボ
ル

的
存

在
と

し
て

重
要

で
あ
る

。
こ

れ
ら

は
尐

な
く
と
も

年
単

位
で

続
け

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

で
あ

り
、

現
在

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

ベ
ー

ス
で

は
継

続
的
な
、

一
貫

し
た

活
動

を
行

な
う

に
は
限

界
が

あ
る

と
思

わ
れ
る
。

持
続

可
能

な
活

動
の

た
め

に
は
給

料
つ

き
の

尐
な

く
と
も
数

人
の

コ
ア

メ
ン

バ
ー

が
継

続
し
て
問

題
に
取

り
組
む

体
制

づ
く
り
が

急
務
で

あ
る
。

震
災

は
ま
だ

終
わ
っ

て
い
な

い

津
波
被

災
地
の

震
災
後

約
か

月
間
の

予
後
調

査
で
は

、

前
年
度

と
比

較
し

て
大

き
な
予
後

の
差

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。
尐

な
く

と
も

早
産

率
は
低
下

し
て

お
り

、
こ

れ
に

は
、

被
災
地

内
で

の
高

次
医

療
機
関
へ

の
搬

送
、

被
災

地
外

へ
の

搬
送
・

移
動

、
な

ど
の

要
因
が
関

係
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

ま
す
。

被
災
状

況
と

（
エ
ジ

ン
バ

ラ
産
後

う
つ
病

自
己

評
価

票
）
の

調
査

で
は

、
震

災
後
半
年

が
経

過
し

た
時

点
に

お
い

て
も
、

か
な

り
の

割
合

の
褥
婦
が

ス
ト

レ
ス

状
況

下
に

お
か

れ
て
い

る
事

実
が

明
ら

か
に
な

り
ま
し

た
。

被
災

地
の

復
興

を
担
う

若
い

世
代

へ
も

、
こ
れ
ま

で
以

上
の

支
援

、
介

入
が

必
要
で

あ
る

こ
と

が
課

題
と
し
て

浮
き

彫
り

と
な

り
、

東
北

メ
デ
ィ

カ
ル

・
メ

ガ
バ

ン
ク
を
中

心
と

し
た

地
元

医
療

組
織

で
は
、
地

元
の
医

療
関
係

者
、
自

治
体
関

係
者
、
住
民
の

方
々

と
連
携

し
て

、
長

期
に

わ
た
る
「

見
守

り
型

次
世

代
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
」

策
定
に

着
手
し

た
い
と

考
え
て

い
ま
す

。

沿
岸
部

医
療

ス
タ

ッ
フ

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
「

全
国

か
ら
ご

支
援
い

た
だ

い
た

こ
と

は
、
今
で

も
感

謝
し

て
い

る
が

、
頑

張
っ
て

く
だ
さ
い

の
ひ
と

言
が
一

番
つ
ら

か
っ
た

。
む
し

ろ
、

よ
く
頑

張
り

ま
し

た
ね

、
の

ひ
と

言
を

聞
い

た
時

、
い

ま
ま

で
の
こ

と
が

一
気

に
甦

り
、
涙
が

止
ま

ら
な

か
っ

た
」

と
い

う
言
葉
が

忘
れ
ら

れ
ま
せ

ん
。

被
災
地

で
は

ご
自

分
た

ち
の

健
康

を
省

み
ず

、
家

族
の
た

め
に
、

地
域

の
た

め
に

奮
闘
さ
れ

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
女

性
が

と
て
も
多

い
よ
う

で
す
。

今
回
の

連
載
で

は
、

ご
自
分

を
犠

牲
に
す

る
の
は

美
徳

で
は

な
い

こ
と

、
と

に
か
く

ご
自

分
を

大
切

に
す
る
こ

と
、

ご
自

分
の

幸
せ

が
周

囲
の
幸
せ

に
つ
な

が
る
こ

と

お
ひ
と

り
で

抱
え
込

ま
ず
に

、
専

門
家

の
サ

ポ
ー

ト
を

上
手
に
活

用
す
る

こ
と

と
い
う
こ

と
を
お

伝
え
し

て
き
た

い
で
す

。

震
災
は

ま
だ

終
わ

っ
て

い
ま

せ
ん

。
皆

に
寄

り
添

い
、
と

も
に
前

へ
進

む
こ

と
で

復
興
・
再

生
を

長
き

に
わ

た
り

支
え

て
ゆ
き
た

い
と
考

え
て
い

ま
す
。

今
月
の
教

訓

●
産

後
の

訪
問

診
療

と
新

生
児

訪
問

の
フ

ォ
ロ

ー
が

手
薄

だ
っ
た
。

シ
ス
テ

ム
の
構

築
が
必

要

●
産
後
の

女
性
は

、
自
分

を
大
切

に
し
て

ほ
し
い

。
ま
た

、

人
で

抱
え
込

ま
ず
に

、
専
門
家

に
相
談

を
し
て

ほ
し
い

－161－－ 167 －
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 東

日
本

大
震

災
当
日

の
分
娩

発
災
後

日
以
内
に

起
こ
っ

た
病

院
外
分

娩
は
，

石
巻
医

療
圏
で

私
た

ち
が

把
握

し
て

い
る

だ
け

で
も

件
あ
り

ま

し
た
。

ご
自

身
も

被
災

し
，
避
難

所
に

避
難

し
て

い
た

保
健

師
さ

ん
歳

が
元

看
護
師

で
あ

っ
た

と
い

う
情

報
を

ど
こ
か

か
ら

聞
き

つ
け

て
こ
ら
れ

，
見

ず
知

ら
ず

の
人

か
ら

「
お
産

が
あ

る
か

ら
」

と
呼
ば
れ

て
い

っ
た

の
は

，
震
災

日
目
の
深

夜
で
し

た
。

震
災
当

日
，
夜

：
頃
に
近

く
の

半
壊

住
宅

で
お

産

が
あ
る

と
い

う
情

報
が

入
り
，
付

近
の

避
難

所
い

く
つ

か
で

助
産
師
さ

ん
を
探

し
た
が

人
も

い
な
か

っ
た
た

め
，
唯
一

の
医

療
専

門
職

で
あ

る
さ

ん
が

そ
の

家
に

向
か

っ
た

と

の
こ
と

。
半

壊
＆

床
上

浸
水
住
宅

で
陣

痛
が

起
こ

り
，

自
宅

分
娩
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
経
産
婦

さ
ん

。
前

回
妊

娠
時

に
分

娩
後
出
血

多
量

輸
血

な
し

と
い

う
リ
ス

ク
が
あ
る

週

日
の
方

で
し

た
。

母
子

手
帳
を
持

参
さ

れ
て

い
た

の
で

妊
娠

経
過
が
わ

か
り
ま

し
た
。

陣
痛
間
隔

が
分

か
ら

〜
分

に
な
っ

た
た
め

，
家
の

な
か
に

あ
る

も
の

を
集

め
，
布
団

の
上

に
ペ

ッ
ト

用
の

防
水

シ
ー
ト

を
敷

き
，

タ
オ

ル
を
足
袋

代
わ

り
に

し
，

午
前

：

に
分
娩

と
な
っ

た
そ
う

で
す
。

回
の

臍
帯
巻

絡
が
あ

り
，

赤
ち
ゃ

ん
が

泣
か

な
か

っ
た
の
で

児
背

を
叩

き
刺

激
を

し
て

啼
泣
さ

せ
，

産
湯

を
つ

か
わ
せ
ず

産
着

も
な

く
，

タ
オ

ル
で

く
る
ん

で
い

た
と

の
こ

と
。
臍
帯

は
木

綿
糸

で
縛

っ
て

か
ら

マ
キ
ロ

ン
で

消
毒

し
た

裁
ち
バ
サ

ミ
で

切
り

，
何

も
し

な
く

て
も
ス

ム
ー

ズ
に

胎
盤

娩
出
に
至

り
ま

し
た

。
さ
ん
は

時
間
後

ま
で

出
血

と
子

宮
収
縮
を

確
認

し
て

か
ら

帰
っ

た
と

の
こ
と

で
す

。
私

が
「

次
の
災
害

に
向

け
て

準
備

す
べ

き
こ

と
は
」

と
質

問
を

し
ま

し
た
ら
，

下
記

の
よ

う
な

考
え

を
教

え
て
く
だ

さ
い
ま

し
た
。

・
市
役
所

か
ら
避

難
所
に

も
っ
て

行
く
救

護
セ
ッ

ト
が

つ

だ
け
で

は
少

な
い

。
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
人

が
医

療
を

必
要

と
す
る
。

・
お
産

の
時

に
滅

菌
手

袋
が
な
く

，
感

染
や

汚
染

が
気

に
な

っ
た
。

園
芸

手
袋

を
探

し
出
し
て

も
ら

っ
て

対
処

し
た

が
，

お
産
の

現
場

と
な

る
可

能
性
が
あ

る
場

所
に

は
救

護
セ

ッ
ト

と
共
に
滅

菌
手
袋

を
準
備

す
べ
き

。

・
避
難

所
に

派
遣

さ
れ
る

人
地

域
に

よ
っ

て
は

行
政
職

員
，

あ
る
い
は

保
健
師

，
行
政

医
師

が
お
産
を

含
め
た

救
急
救

命

ト
レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

る
機
会
が

必
要

。
今

回
は

た
ま

た
ま

さ
ん

が
対

応
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
で

よ
か

っ
た

で
す

が
，

水
も
電

気
も

な
い

な
か

で
は
，
血

を
洗

う
こ

と
も

で
き

ず
，

赤
ち
ゃ

ん
を

保
温

す
る

こ
と
も
で

き
ず

，
有

り
合

わ
せ

で
何

と
か
対

処
，

と
い

う
苦

し
い
状
況

だ
っ

た
そ

う
で

す
。

リ
ス

ク
が
な

い
お

産
は

あ
り

ま
せ
ん
か

ら
，

災
害

直
後

で
も

お
産

が
あ
っ

て
当

た
り

前
，

と
い
う
認

識
の

元
に

，
妊

産
婦

さ
ん

の
把
握

や
救

出
に

向
か

う
仕
組
み

づ
く

り
を

考
え

ら
れ

る
と

い
い
で

す
ね

。
結

局
は

自
然
分
娩

，
正

常
産

で
し

た
が

，
翌

日
家
族

が
石

巻
日

赤
に

車
で
母
子

を
連

れ
て

受
診

し
た

と
こ

ろ
，
赤

ち
ゃ

ん
が

低
体

温
の
診
断

で
入

院
と

な
り

ま
し

た
。

母
体
の

出
血

，
新

生
児

の
バ
イ
タ

ル
サ

イ
ン

な
ど

，
あ

り
と

あ
ら
ゆ

る
点

に
目

を
配
ら

な
け
れ

ば
い

け
な

い
出

産
前
後

は
，

や
は
り

専
門

家
の

存
在

が
必
要
で

あ
る

こ
と

を
痛

感
し

ま
し

た
。

妊
産

婦
救
護

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

災
害
に

備
え

た
産

婦
人

科
医
・
助

産
師

以
外

へ
の

分
娩

取
り

扱
い
技

術
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
，
そ

し
て

普
及

の
必

要
性

。
こ

の
意
見

に
賛

同
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
が

，
金

沢
大

学
周

生
期

医
療

専
門

医
養

成
学

講
座

の
新

井
隆

成
先

生
率

い
る

法
人
周
生

期
医
療

支
援
機

構
の

事
業
＊
で

す
。

は
被

災
地

で
活

躍
さ

れ
た

菅
原

準
一

教
授

東
北
メ

デ
ィ
カ

ル
・

メ
ガ

バ
ン

ク
機

構
母

児
医

科
学
分

野

と
協
働
で
，

年
月
に

全
国

で
初
め

て
災
害

時
の
妊

産

婦
救
護

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
コ
ー
ス

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。
こ

れ
は
，

災
害

時
に

備
え

る
だ
け
で

は
な

く
，

復
興

期
の

地
域

医
療
支
援

に
つ
な

が
る
取

り
組
み

で
，
地

域
の
産

婦
人
科

医
，

助
産

師
に

向
け

た
専

門
的

な
内

容
の

コ
ー

ス
：

は
も
ち

ろ
ん
，

救
急
医

，
救

急
救

命
士

，
保
健
師

が
緊

急
時

や
災

害
時

に
安

全
な
お

産
を

支
え

ら
れ

る
よ
う
な

災
害

時
分

娩
対

処
法

教
育

コ
ー

ス
：

も
含
ま
れ

て
い
ま

す
。

私
た
ち

周
産

期
医

療
の

専
門

家
に

は
親

し
み

の
あ

る
分
娩

介
助
で

す
が

，
専

門
外

の
方
に
と

っ
て

は
「

怖
く

て
怖

く
て

手
が
出

せ
な

い
…

…
」

と
い
う
イ

メ
ー

ジ
が

強
い

た
め

，
妊

婦
さ
ん

の
味

方
を

も
っ

と
増
や
し

た
い

と
い

う
思

い
で

，
被

災
地
支

援
の

直
後

か
ら

，
こ
の

の
重
要
性

を
感

じ
て

き
ま
し

た
。

災
害

時
に

限
ら
ず
平

時
に

お
い

て
も

，
自

宅
や

救
急
車

内
の

分
娩

な
ど

救
急
救
命

士
や

救
急

医
な

ど
が

分
娩

や
新
生

児
蘇

生
に

対
応

せ
ざ
る
を

得
な

い
状

況
は

ま
れ

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
上

述
の

金
沢
大
学

の
新

井
先

生
ら

が
，

全
国

の
消

防
本

部
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

回
収
率

％
，
医
療

機
関

に
着

く
前

に
分

娩
と

な
っ
た

事
例

は
年

間
計

件
年

で
あ
っ

た
と

報

告
し
て

い
ま

す
。

ま
た

，
地
方
自

治
体

や
広

域
消

防
本

部
の

調
査
に

よ
る

と
，

最
近

も
病
院
到

着
前

に
救

急
搬

送
さ

れ
た

分
娩
事

例
が

数
十

件
あ

る
地
域
も

見
ら

れ
，

救
急

車
内

で
の

分
娩
は

そ
の

半
数

近
く

あ
り
ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

病
院

到
着

前
の
分

娩
で

は
，

分
娩

介
助
や
新

生
児

蘇
生

は
主

に
救

急
救

命
士
が
行

な
っ
た

と
考
え

ら
れ
ま

す
。

コ
ー
ス

に
お
け
る

年
月

日
現
在

の
受

講
者
総
数

は
名

で
，
職

業
別

に
み
る

と
，
救

急
救
命

士

が
全
体
の

％
を

占
め
，
ほ

か
に

救
急
医

，
家
庭

医
・
総

合

診
療
医
な

ど
が
コ

ー
ス
を

受
講
し

ま
し
た

。
を

受
講
さ

れ
た
救

急
救

命
士

の
皆

さ
ん
に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
と

，
実

際
に
分

娩
に

遭
遇

し
て

し
ま
っ
た

救
急

救
命

士
の

方
か

ら
は

「
お
産

へ
の

対
応

が
あ

れ
で
よ
か

っ
た

の
か

，
今

で
も

不
安

が
残
る

」「
結

果
的
に

は
救
急

車
内

で
分
娩

と
な
っ

て
し
ま

い
，

自
分
に

も
っ

と
知

識
と

自
信
が
あ

っ
た

ら
，

寒
く

狭
い

救
急

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
14

年
1
月
号
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災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

12
回

妊
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婦
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守
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め
の
平
時
か
ら
の
備
え

 
 車

内
で

は
な

く
，

あ
た

た
か
く
ス

ペ
ー

ス
や

お
湯

の
あ

る
自

宅
で
分

娩
を

終
え

て
か

ら
搬
送
し

た
ほ

う
が

安
全

だ
っ

た
」

と
い
う
切

実
な
声

が
聞
か

れ
ま
し

た
。
ま
た

，
受
講
後

の
救
急

救
命

士
さ

ん
や

救
急
医
さ

ん
は

一
様

に
と

て
も

明
る

い
顔
を
さ

れ
，「

知
識
と
技

術
を
学

び
，
実
際
に

練
習
で

き
た

ら
，
自

信
が

つ
き

ま
し

た
。
こ
れ

な
ら

次
は

自
分

で
も

妊
婦

さ
ん
を
守

れ
る

，
と
思

え
る
よ
う

に
な
り

ま
し
た

」「
直
接

分

娩
介
助

が
で

き
な

く
て

も
，
そ
れ

以
外

に
で

き
る

こ
と

は
た

く
さ
ん

あ
る

ん
で

す
ね

。
部
屋
の

保
湿

や
新

生
児

の
乾

燥
，

何
を
観

察
す

れ
ば

い
い

か
と
い
う

ポ
イ

ン
ト

な
ど

，
初

め
て

学
び
，

よ
い

勉
強

に
な

り
ま
し
た

」
と

，
妊

婦
さ

ん
や

新
生

児
に
対
す

る
姿
勢

に
大
き

な
変
化

が
見
ら

れ
ま
し

た
。

専
門
家

が
行

な
う

分
娩

介
助

で
な

く
て

も
よ

い
か

ら
，
お

母
さ
ん

と
赤

ち
ゃ

ん
を

で
き
る
だ

け
安

心
さ

せ
，

安
全

な
環

境
で
お

産
を

迎
え

る
た

め
の
人
材

育
成

と
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
ー
ス

づ
く

り
。

そ
れ

は
，
周
産

期
医

療
の

人
材

不
足

を
抱

え
る
日

本
で

は
一

番
確

実
で
有
効

に
機

能
す

る
も

の
で

は
な

い
か
と
思

い
ま
す

。
年
春
以

降
は

，
八
戸

市
や
飯

田
市

な
ど
あ

ち
こ

ち
で

が
開
催

さ
れ

，
地

域
の

周
産

期
ケ

ア
プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
す

そ
野
を
広

げ
，

い
ざ

と
い

う
と

き
に

対
応
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
に

一
役

買
っ

て
い
ま

す
。

災
害
対

応
と

い
う

点
か

ら
見

て
も

，
平

時
か

ら
消

防
・
警

察
・
保

健
師

な
ど

，
現

場
で
妊
産

婦
を

助
け

ら
れ

る
立

場
に

あ
る
人

に
向

け
て

分
娩

ト
レ
ー
ニ

ン
グ

を
し

て
お

く
必

要
が

あ
り
ま

す
。

皆
さ

ん
の

地
域
で
も

，
防

災
対

応
と

し
て

多
職

種
連
携

母
子

救
護

セ
ミ

ナ
ー
な
ど

を
開

催
で

き
る

と
よ

い
と

思
い
ま
す

。

＊
連

絡
先

金
沢

大
学
医

学
系
研

究
科
周

生
期
医

療
専

門
医

養
成

学
講
座

：
：

：

妊
婦

さ
ん
救

助
の
た

め
の
多

組
織

と
の

連
携

「
災
害

で
苦

し
ん

で
い

る
妊

婦
さ

ん
や

赤
ち

ゃ
ん

を
助
け

た
い
！

」
と

被
災

地
支

援
に
飛
び

込
ん

だ
私

で
し

た
が

，
そ

の
役
割

を
担

う
た

め
に

は
，
行
政

，
特

に
保

健
セ

ン
タ

ー
や

保
健
師

さ
ん

が
中

心
に

な
っ
た
仕

組
み

を
動

か
さ

な
け

れ
ば

い
け
な

い
と

い
う

現
実

に
直
面
し

ま
し

た
。

た
と

え
ば

，
被

災
地
の
避

難
所
を

回
っ
た

な
か
で

，「
分
娩
前

後
の
交

通
ア
ク

セ
ス
を

確
保

す
る

た
め

，
集
団
疎

開
・

あ
る

い
は

仮
設

住
宅

に
移

動
す

る
こ

と
に

な
っ

て
も

，
自

分
と

産
後

の
赤

ち
ゃ

ん
は

分
娩

医
療

機
関

石
巻

日
赤

病
院

の
近

く
に

住
み

た

い
」
と
い

う
ア
ン

ビ
バ
レ

ン
ス
で

迷
っ
て

い
る
妊

娠
週
の

妊
婦
さ
ん

が
い
ま

し
た
。
ま
た
，「

家
族
が
い

る
た
め

，
分
娩

後
は
今

ま
で

住
ん

で
い

た
土
地
に

戻
り

た
い

」
と

い
う

外
国

人
妊
婦
さ

ん
が
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
何

か
あ

っ
た

ら
す

ぐ
に

搬
送

で
き

る
病

院
が
あ

る
の
か

，
搬

送
手

段
は

，
な
ど
，

本
人

や
ご

家
族

は
も

ち
ろ

ん
，
私

個
人

で
も

わ
か

ら
な
い
こ

と
ば

か
り

で
す

。
そ

の
よ

う
な
時

は
，

避
難

所
を

運
営
し
て

い
る

地
方

自
治

体
職

員
と

医
療
保

健
セ

ク
タ

ー
が

協
働
し
て

，
避

難
所

に
こ

の
よ

う
な

妊
産
婦

が
い

る
と

い
う

こ
と
を
把

握
し

て
お

き
，

す
ぐ

に
医

療
機
関

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ
う
な

体
制

を
整

え
て

お
か

な
く

て
は
い
け

ま
せ
ん

。

地
域
に

よ
っ

て
は

，
保

健
師

の
役

割
が

救
護

だ
け

で
は
な

く
，
避

難
所

の
設

営
や

運
営
，
物

資
の

管
理

，
炊

き
出

し
な

ど
広
範

に
わ

た
り

，
避

難
者
の
健

康
状

態
の

把
握

ま
で

手
が

回
ら
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
し
た
。

そ
の

よ
う

な
な

か
で

は
当

然
妊
婦

さ
ん

に
ま

で
目

が
届
き
ま

せ
ん

。
行

政
も

目
の

前
の

課
題
に

対
処

し
て

い
く

の
に
精
い

っ
ぱ

い
で

，
母

子
の

情
報

入
手
を

は
じ

め
母

子
や

妊
産
婦
に

特
化

し
た

支
援

活
動

は
で

き
ま
せ

ん
で

し
た

。
避

難
所
の
環

境
が

あ
ま

り
に

も
劣

悪
だ

っ
た
た

め
，

よ
り

よ
い

環
境
を
求

め
た

り
，

親
せ

き
を

頼
っ

て
移
動

す
る

母
子

が
多

く
見
ら
れ

ま
し

た
。

そ
の

た
め

，
母

子
の
所

在
確

認
が

で
き

ず
，
支
援

を
し

よ
う

に
も

人
数

や
状

態
，
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト
が
で

き
な

か
っ

た
の

で
す

。
今

回
の
震

災
か

ら
得

た
教

訓
と
し
て

，
今

後
，

各
地

域
で

以
下

の
よ
う

な
妊

産
婦

・
母

子
へ
の
支

援
体

制
の

準
備

が
必

要
で

す
。

①
産
科

病
院

の
被

災
に

備
え
，
地

域
お

よ
び

近
隣

市
町

村
の

医
療
機

関
と

の
事

前
協

定
を
結
び

，
助

産
師

会
同

士
の

協
力

関
係
を
構

築
し
て

お
く

②
出
産
間

近
の
妊

婦
・
退
院

後
の

褥
婦
・
ハ

イ
リ
ス

ク
母
子

，

自
宅
避

難
母

子
の

状
況

把
握
が
で

き
る

よ
う

，
支

援
を

必
要

と
す
る

ケ
ー

ス
を

リ
ス

ト
化
・
マ

ッ
ピ

ン
グ

し
て

，
電

話
や

訪
問
で

状
況

を
確

認
で

き
る
よ
う

な
体

制
を

整
備

し
，

週

間
か
ら

か
月
ご
と

な
ど
頻

度
を

決
め
，

こ
ま
め

に
更
新

し

て
お
く

③
わ
が

国
に

は
，

保
健

師
が
災
害

時
の

医
療

機
関

情
報

を
代

行
入

力
で
き

る

：
広
域
災

害
救
急

医
療
情

報
シ
ス

テ
ム

と
い

う
オ
ン

ラ
イ
ン

の
情

報
シ

ス
テ

ム
が
あ
る

が
，

こ
の

情
報

を
保

健
師

さ
ん
と

妊
産

婦
ケ

ア
支

援
者
と
の

間
で

共
有

し
，

ど
の

病
院

分
娩
受
け

入
れ
可

能
か
を

把
握
し

て
お
く

④
災
害

直
後

に
母

子
や

妊
産
婦
専

用
室

，
あ

る
い

は
，

母
子

専
用
避

難
所

を
設

置
す

る
こ
と
を

決
め

て
き

，
事

前
に

備
蓄

表
や

使
用

す
る

ポ
ス

タ
ー

，
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

を
準
備

し

て
お
く

地
域

で
助
産

師
さ
ん

に
活
躍

し
て

も
ら

う
た

め
に

助
産
師

さ
ん

が
地

域
と

の
連

携
を

す
る

に
あ

た
り

想
像
以

上
に
大

き
な

障
害

も
あ

り
ま
す
。

ま
ず

，
行

政
で

は
一

般
的

に
「
高

リ
ス

ク
で

な
く

て
も
，
分

娩
は

病
院

で
，

産
後

の
ケ

ア
を
助

産
師

，
と

い
う

役
割
分
担

が
必

要
」

と
い

う
声

が
あ

り
，
災

害
時

の
母

子
避

難
所
へ
の

助
産

師
さ

ん
の

派
遣

に
抵

抗
が
あ

る
と

い
う

地
域

も
あ
り
ま

し
た

。
し

か
し

，
私

に
と

っ
て

は
，

医
師

主
体

の
災

害
救

護
シ

ス
テ

ム
に

あ
と

か
ら

コ
・
メ

デ
ィ

カ
ル

分
野

の
組
織
を

入
れ

る
の

は
難

し
い

印
象

で
し
た

し
，

助
産

師
さ

ん
を
中
心

に
し

た
防

災
シ

ス
テ

ム
の

－162－－ 168 －

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
14

年
1
月
号

P7
2-

77
災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

12
回

妊
産
婦
を
守
る
た
め
の
平
時
か
ら
の
備
え

 
 ほ

う
が

，
実

際
の

現
場

で
は
動
け

る
と

信
じ

て
い

ま
し

た
の

で
，「

災
害
の

時
に
ど

ん
な
状

況
に

な
っ
て

も
真
っ

先
に
母

子

を
守
る

仕
組

み
を

つ
く

る
」
と
い

う
共

通
の

目
的

の
も

と
に

医
療
機

関
と

助
産

師
会

が
チ
ー
ム

と
し

て
取

り
組

む
仕

組
み

づ
く
り

を
，

文
京

区
で

つ
く
っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

自
分

自
身
の

人
の
妊

娠
・
出
産

で
，
助
産
師

さ
ん
の

存
在
価

値

を
強
く

実
感

し
た

母
親

と
し
て
は

，
こ

れ
か

ら
も

，
地

域
防

災
シ
ス

テ
ム

の
母

子
支

援
の
分
野

で
は

助
産

師
さ

ん
に

活
躍

し
て
ほ
し

い
と
心

か
ら
願

っ
て
い

ま
す
。

災
害

に
備
え

た
地
域

で
の
取

り
組

み

今
後
，

紛
争

・
内

戦
時

と
同

様
，

妊
産

婦
さ

ん
用

の
母
子

シ
ェ
ル
タ

ー
助
産
院

や
一
戸
建

て
の
住

宅
で
，
分
娩
前

後
の

母
子

が
生

活
で

き
る

場
所

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
の

で
は

と
思
わ

れ
ま

す
。

ま
た

，
今
回
私

た
ち

が
行

な
っ

た
支

援
者

派
遣
の

取
り

組
み

同
様

，
開
業
産

婦
人

科
診

療
所

の
回

復
ま

で
は
訪

問
妊

婦
健

診
，

訪
問
産
後

健
診

が
必

要
で

す
。

そ
の

た
め
に
，

平
時
か

ら
準
備

で
き
る

こ
と
は

何
で
し

ょ
う
か

。

母
子

支
援
医

療
連
携

協
議
会

を
開

き
，
顔
の

見
え
る

会
議

の
場

を
も
つ

・
あ

ら
か
じ

め
，
災
害

時
に
は

こ
の

病
院
か

ら
何
人

の
医
師

，

看
護
師

を
派

遣
し

，
区

内
の
避
難

所
を

回
っ

て
も

ら
う

，
と

い
う
具
体

的
な
内

容
を
取

り
決
め

て
お
く

・
妊
婦

さ
ん

の
母

体
搬

送
先
と
し

て
受

け
入

れ
て

も
ら

え
る

よ
う
病
院

や
助
産

院
に
頼

ん
で
お

く

・
災

害
時
に

確
実
に

つ
な
が

る
病

院
の
連

絡
先
，
連

絡
手
段

，

病
床
の
確

保
に
つ

い
て
詰

め
て
お

く

・
非
常

時
の

暫
定

的
な

妊
婦
健
診

や
予

防
接

種
の

場
を

決
め

て
お
く

・
助
産

師
会

や
保

健
所

の
中
か
ら

訪
問

診
療

で
き

る
人

材
を

確
保
で

き
る

よ
う

，
今

か
ら
助
産

師
さ

ん
，

母
乳

専
門

家
，

保
健
セ
ン

タ
ー
と

の
間
で

協
定
を

結
ん
で

お
く

・
災
害

時
に

は
産

後
の

新
生
児
訪

問
が

い
つ

も
抜

け
お

ち
や

す
い
た

め
，

産
後

は
母

子
と
も
に

リ
ス

ク
が

高
く

，
人

生
の

ス
タ
ー

ト
に

お
け

る
養

育
環
境
や

愛
着

形
成

が
そ

の
後

の
人

生
に
影

響
を

与
え

る
こ

と
，
母
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

も
忘

れ
な

い
こ
と

を
災

害
時

に
徹

底
さ
せ
る

よ
う

な
研

修
を

定
期

的
に

行
な
う

。
ま

た
，

助
産

師
，
臨
床

心
理

士
，

保
育

士
な

ど
を

派
遣
で

き
る

よ
う

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

・
セ

ン
タ

ー
と

調
整

を
す

る ・
イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
握

る
の
は
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

で
あ

る
の

だ
か
ら

，
保

健
セ

ン
タ

ー
で
災
害

時
母

子
保

健
業

務
を

行
な

っ
て
い

る
場

合
，

そ
の

現
場
の
ス

タ
ッ

フ
を

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
意
見
を

尊
重
す

る

・
震
災

以
前

か
ら

の
産

科
医
療
・

地
域

医
療

の
問

題
点

で
あ

る
「
人

手
不

足
」

を
解

消
す
る
た

め
，

地
域

に
い

る
潜

在
助

産
師
の

発
掘

と
復

職
サ

ポ
ー
ト
，

助
産

師
に

な
り

た
い

看
護

師
や
看

護
学

生
へ

の
奨

学
金
貸
与

，
そ

れ
に

伴
っ

た
地

域
医

療
保
健

施
設

へ
の

就
職

，
地
域
外

の
助

産
師

に
対

し
て

「
母

子
保
健

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

担
当
助
産

師
と

し
て

の
長

期
雇

用
と

現
地

派
遣

な
ど

の
制

度
を

考
え

る
医

療
連

携
の

一
環

と
し

て
避

難
訓
練

・
妊
産

婦
に

か
か

わ
る

医
療
機
関

向
け

，
産

科
病

棟
や

助
産

院
で
の

避
難

訓
練

，
ヘ

ル
メ
ッ
ト

や
新

生
児

用
防

災
頭

巾
な

ど
の
備
蓄

確
認

・
妊
産

婦
を

ど
れ

だ
け

所
在
把
握

，
生

存
確

認
で

き
る

か
と

い
う
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

・
区
内

の
病

院
に

一
斉

に
連
絡
し

て
ど

れ
だ

け
レ

ス
ポ

ン
ス

が
あ
る

か
，

そ
の

時
点

で
の
提
供

可
能

な
病

床
数

，
医

師
・

看
護
師

数
，

分
娩

対
応

可
能
か
ど

う
か

，
備

蓄
が

あ
る

か
ど

う
か
も
確

認
で
き

る
と
よ

い

・
区
の

職
員

や
保

健
師

さ
ん
が
妊

婦
さ

ん
の

状
態

を
評

価
で

き
る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ
る

の
で

，
関

係
者

は
こ

れ
を
定

期
的

に
受

講
し

，
安
心
し

て
自

信
を

も
っ

て
妊

婦
さ

ん
を
扱
え

る
よ
う

に
す
る

・
母
子

避
難

所
に

指
定

さ
れ
た
大

学
で

，
定

期
的

に
備

蓄
を

チ
ェ
ッ

ク
し

，
使

え
る

か
ど
う
か

訓
練

し
て

み
る

。
現

在
，

上
記
の

内
容

を
災

害
時

母
子
支
援

内
容

と
し

て
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
，
プ

ロ
グ

ラ
ム

化
し

て
，
よ
り

使
い

や
す

い
具

体
的

な
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に

す
る

こ
と
，
他

の
地

域
で

も
使

え
る

よ
う

な
試
行

版
に

す
る

こ
と

，
各
大
学

病
院

に
連

絡
を

取
る

こ
と

な
ど
を

文
京

区
で

進
め

て
い

る
。

現
在

つ
く

っ
て

い
る

災
害

時
妊
産

婦
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル
に
は

，
行

動
指

針
と

し
て

下
記

の
こ
と
を

掲
げ
て

い
る

。

妊
産
婦

，
乳
幼

児
は
，
高
齢
者

，
障

害
者
と

並
ぶ
「

災
害

時
要
援
護

者
」
と

の
認
定

，
再
定

義

発
災
後
，
実
際
に

支
援
を
行

な
う
，
情
報
が

集
ま
る
「
効

率
的
な
母

子
救
護

所
」
の

設
置
と

周
知

平
時
か
ら

の
連
絡

体
制

，
情
報

伝
達
網

の
整
備

ま
た

，
具

体
策

と
し

て
，

実
際

の
震

災
時

を
想

定
し

て
の

具
体

的
連

携
・
役

割
分

担
・

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン

を
行

な
い

，
設

備
・

備
蓄
物

資
の

リ
ス

ト
（

表
）

を
つ

く
っ

て
常

備
し

，
助

産
師

等
の
派

遣
協

力
と

情
報

ツ
ー
ル
の

整
備

ま
で

細
か

く
具

体
的

に
記
載

す
る

。
災

害
が

起
き
た
ら

，
母

子
を

守
る

立
場

に
あ

る
人
が

す
ぐ

に
使

え
る

マ
ニ
ュ
ア

ル
づ

く
り

に
加

え
，

母
子

向
け
の

自
助

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス
ト
も

つ
く

り
，

母
子

手
帳

と
同

じ
ぐ
ら
い

普
及
さ

せ
る
必

要
が
あ

る
。

い
つ
来

る
の

か
は

わ
か

り
ま

せ
ん

が
，

災
害

は
必

ず
ま
た

起
き
ま

す
。

怖
が

っ
て

目
を
つ
ぶ

っ
て

対
策

を
考

え
な

け
れ

ば
，
ま

た
同

じ
こ

と
の

く
り
返
し

で
す

。
非

常
時

で
あ

っ
て

も
当
た

り
前

の
よ

う
に

妊
産
婦
さ

ん
が

守
ら

れ
，

大
事

に
さ

れ
，
歓

迎
さ

れ
，

誰
に

気
兼
ね
す

る
こ

と
な

く
子

連
れ

で
居

心
地
よ

く
過

ご
せ

る
よ

う
な
地
域

を
つ

く
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し
な

が
ら

，
楽

し
く

前
向
き
に

災
害

対
策

シ
ス

テ
ム

を
つ

く
っ
て
い

き
た
い

と
思
い

ま
す
。
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 今

月
の
教

訓

●
災
害
時

に
派
遣

さ
れ
た

り
，
避

難
所
で

お
産
が

あ
る
場

合

に
居
合
わ

せ
た
り

す
る
確

率
が
高

い
の
は

，
産
科

専
門
家

以

外
の
医
療

従
事
者

で
あ
る

。
こ
れ

ら
の
人

々
が
平

時
か
ら

産

科
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

ら
れ

る
機

会
を

つ
く

る
よ

う
に

す
る
。

●
普
段
か

ら
支
援

者
間
の

連
絡
会

議
を
も

ち
，
避

難
訓
練

を

実
施
し
，

備
蓄
の

確
認
を

し
て
お

く
。

参
考

文
献

平
野

か
よ

子
，

ほ
か

：
「

東
日

本
大

震
災

・
被

災
地

か
ら

学
ぶ

母
子

保

健
活

動
の
手

引
き
」
「
東

日
本
大

震
災
時

の
地

域
母

子
保
健

活
動
の

課

題
に

関
す
る

研
究
」

研
究
班

報
告
書

．
．

表
災

害
時

妊
産
婦

・
乳
児

救
護

所
に

必
要

な
備
蓄

品
リ
ス

ト
優

先
度

必
須

の
も
の

の
み

Ⅰ
妊

婦
分

娩
セ
ッ

ト
①

ひ
と

ま
と
め

に
包
布

に
包
み
滅

菌
処
理

し
た
物

品
，

人
分

。
救
護

所
か

所
に

セ
ッ
ト

①
分
娩
シ

ー
ツ

②
胎
盤
受

け
シ
ー

ツ
③

デ
ィ
ス

ポ
膿
盆

大
④

ガ
ー
ゼ

枚
⑤

カ
ッ
ト

綿
枚

⑥
臍
帯
ク

リ
ッ
プ

⑦
は
さ
み

⑧
ゴ
ム
手

袋
号

双
⑨

デ
ィ
ス

ポ
ガ
ウ

ン
枚

分
娩
セ
ッ

ト
②

分
娩

前
後
に

必
要
な

物
品
，

人
分

。
救
護

所
か

所
に

セ
ッ
ト

①
大
人
用

紙
お
む

つ
枚

②
お
産
パ

ッ
ド

枚
③

お
産
パ

ッ
ド

枚
④

生
理
用

ナ
プ
キ

ン
・
ナ

イ
ト
用

パ
ッ
ク

⑤
生
理
用

ナ
プ
キ

ン
・
レ

ギ
ュ
ラ

ー
パ
ッ

ク
⑥

ア
ル
コ

ー
ル
綿

包
⑦

新
生
児

用
紙
お

む
つ

パ
ッ

ク
⑧

新
生
児

用
肌
着

組
⑨

収
納
容

器
個

分
娩
用
備

品
救
護
所

か
所

分
①

超
音
波

ド
プ
ラ

ー
台

②
体
重
計

台
③

聴
診
器

台
④

血
圧
計

台
⑤

体
温
計

本
⑥

メ
ジ
ャ

ー
本

⑦
ヘ
ル
フ

ク
レ
ン

メ
⑧

ア
ル
コ

ー
ル
消

毒
剤

個
⑨

湯
た
ん

ぽ
個

処
置
用
備

品
救
護
所

か
所

分
①

滅
菌
ゴ

ム
手
袋

双
②

滅
菌
ガ

ー
ゼ

個
③

は
さ
み

個
④

ポ
ア
テ

ー
プ

数
個

⑤
ア
ル
コ

ー
ル
綿

箱
⑥

ゴ
ミ
袋

⑦
使
い
捨

て
マ
ス

ク
緊

急
医
療

処
置
用

備
品

救
護

所
か

所
分

①
輸
液
セ

ッ
ト

②
三
方
活

栓
付
延

長
チ
ュ

ー
ブ

③
サ
ー
フ

ロ
ー

④
針
付
注

射
器

⑤
酸
素
ボ

ン
ベ

本
⑥

酸
素
マ

ス
ク

各
個

⑦
ア
ン
ビ

ュ
ー
バ

ッ
ク

台
医

薬
品

救
護

所
か

所
分

①
ア
ト
ニ

ン
・
メ

テ
ナ
リ

ン
②

輸
液
用

製
剤

③
シ
ロ

ッ
プ

④
消
毒
液

⑤
検

査
用
紙

ま
た
は

リ
ト
マ

ス
試
験

紙
※

滅
菌
パ

ッ
ク
に

入
っ
て

い
る
物

の
使
用

期
限
は

，
適
切

に
保
管
す

れ
ば
無

期
限
で

あ
る
。

※
薬
品
は

使
用
期

限
が
限

ら
れ
て

い
る
た

め
，
定

期
的
に

点
検
，
管

理
す
る

必
要
が

あ
る
。

※
緊
急
時

に
お
け

る
血
管

確
保
お

よ
び
子

宮
収
縮

剤
ア

ト
ニ
ン
・

メ
テ
ナ

リ
ン

の
使
用

許
可
を

医
師
か

ら
事

前
に
得
て

お
く
必

要
が
あ

る
。

Ⅱ
乳

児
と
そ

の
母
親

お
む
つ
関

係
①

紙
お
む

つ
②

お
し
り

拭
き

③
手
洗
い

石
鹸
ま

た
は
手

指
消
毒

剤
④

使
い
捨

て
マ
ス

ク
⑤

ご
み
袋

母
乳
で
育

っ
て
い

る
乳
児
に

必
要
な

も
の

①
ガ
ー
ゼ

タ
オ
ル

人
工
乳
で

育
っ
て

い
る
乳
児

に
必
要

な
も
の

ミ
ル

ク
を
作

る
①

粉
ミ
ル

ク
②

飲
料
水

③
ふ
た
付

き
の
小

さ
な
鍋

④
や
か
ん

⑤
カ
セ
ッ

ト
コ
ン

ロ
⑥

カ
セ
ッ

ト
ボ
ン

ベ
⑦

割
り
箸

⑧
計
量
カ

ッ
プ

ミ
ル

ク
を
飲

ま
せ
る

・
そ
の

他
①

紙
コ
ッ

プ
②

ペ
ー
パ

ー
タ
オ

ル
③

洗
剤

④
手
洗
い

石
鹸
ま

た
は
手

指
消
毒

剤
参

考
液

体
人
工

乳
を
備

蓄
す
る

場
合
に

必
要
な

も
の

①
液
体
人

工
乳

②
水

③
金
属
は

さ
み

④
消
毒
液

付
き
手

ふ
き

抗
菌
物

質
の
つ

い
た
テ

ィ
ッ
シ

ュ
⑤

液
体
人

工
乳
の

使
用
方

法
説

明
シ
ー

ト
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 東

日
本

大
震

災
当
日

の
分
娩

発
災
後

日
以
内
に

起
こ
っ

た
病

院
外
分

娩
は
，

石
巻
医

療
圏
で

私
た

ち
が

把
握

し
て

い
る

だ
け

で
も

件
あ
り

ま

し
た
。

ご
自

身
も

被
災

し
，
避
難

所
に

避
難

し
て

い
た

保
健

師
さ

ん
歳

が
元

看
護
師

で
あ

っ
た

と
い

う
情

報
を

ど
こ
か

か
ら

聞
き

つ
け

て
こ
ら
れ

，
見

ず
知

ら
ず

の
人

か
ら

「
お
産

が
あ

る
か

ら
」

と
呼
ば
れ

て
い

っ
た

の
は

，
震
災

日
目
の
深

夜
で
し

た
。

震
災
当

日
，
夜

：
頃
に
近

く
の

半
壊

住
宅

で
お

産

が
あ
る

と
い

う
情

報
が

入
り
，
付

近
の

避
難

所
い

く
つ

か
で

助
産
師
さ

ん
を
探

し
た
が

人
も

い
な
か

っ
た
た

め
，
唯
一

の
医

療
専

門
職

で
あ

る
さ

ん
が

そ
の

家
に

向
か

っ
た

と

の
こ
と

。
半

壊
＆

床
上

浸
水
住
宅

で
陣

痛
が

起
こ

り
，

自
宅

分
娩
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
経
産
婦

さ
ん

。
前

回
妊

娠
時

に
分

娩
後
出
血

多
量

輸
血

な
し

と
い

う
リ
ス

ク
が
あ
る

週

日
の
方

で
し

た
。

母
子

手
帳
を
持

参
さ

れ
て

い
た

の
で

妊
娠

経
過
が
わ

か
り
ま

し
た
。

陣
痛
間
隔

が
分

か
ら

〜
分

に
な
っ

た
た
め

，
家
の

な
か
に

あ
る

も
の

を
集

め
，
布
団

の
上

に
ペ

ッ
ト

用
の

防
水

シ
ー
ト

を
敷

き
，

タ
オ

ル
を
足
袋

代
わ

り
に

し
，

午
前

：

に
分
娩

と
な
っ

た
そ
う

で
す
。

回
の

臍
帯
巻

絡
が
あ

り
，

赤
ち
ゃ

ん
が

泣
か

な
か

っ
た
の
で

児
背

を
叩

き
刺

激
を

し
て

啼
泣
さ

せ
，

産
湯

を
つ

か
わ
せ
ず

産
着

も
な

く
，

タ
オ

ル
で

く
る
ん

で
い

た
と

の
こ

と
。
臍
帯

は
木

綿
糸

で
縛

っ
て

か
ら

マ
キ
ロ

ン
で

消
毒

し
た

裁
ち
バ
サ

ミ
で

切
り

，
何

も
し

な
く

て
も
ス

ム
ー

ズ
に

胎
盤

娩
出
に
至

り
ま

し
た

。
さ
ん
は

時
間
後

ま
で

出
血

と
子

宮
収
縮
を

確
認

し
て

か
ら

帰
っ

た
と

の
こ
と

で
す

。
私

が
「

次
の
災
害

に
向

け
て

準
備

す
べ

き
こ

と
は
」

と
質

問
を

し
ま

し
た
ら
，

下
記

の
よ

う
な

考
え

を
教

え
て
く
だ

さ
い
ま

し
た
。

・
市
役
所

か
ら
避

難
所
に

も
っ
て

行
く
救

護
セ
ッ

ト
が

つ

だ
け
で

は
少

な
い

。
も

っ
と

た
く

さ
ん

の
人

が
医

療
を

必
要

と
す
る
。

・
お
産

の
時

に
滅

菌
手

袋
が
な
く

，
感

染
や

汚
染

が
気

に
な

っ
た
。

園
芸

手
袋

を
探

し
出
し
て

も
ら

っ
て

対
処

し
た

が
，

お
産
の

現
場

と
な

る
可

能
性
が
あ

る
場

所
に

は
救

護
セ

ッ
ト

と
共
に
滅

菌
手
袋

を
準
備

す
べ
き

。

・
避
難

所
に

派
遣

さ
れ
る

人
地

域
に

よ
っ

て
は

行
政
職

員
，

あ
る
い
は

保
健
師

，
行
政

医
師

が
お
産
を

含
め
た

救
急
救

命

ト
レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

る
機
会
が

必
要

。
今

回
は

た
ま

た
ま

さ
ん

が
対

応
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
で

よ
か

っ
た

で
す

が
，

水
も
電

気
も

な
い

な
か

で
は
，
血

を
洗

う
こ

と
も

で
き

ず
，

赤
ち
ゃ

ん
を

保
温

す
る

こ
と
も
で

き
ず

，
有

り
合

わ
せ

で
何

と
か
対

処
，

と
い

う
苦

し
い
状
況

だ
っ

た
そ

う
で

す
。

リ
ス

ク
が
な

い
お

産
は

あ
り

ま
せ
ん
か

ら
，

災
害

直
後

で
も

お
産

が
あ
っ

て
当

た
り

前
，

と
い
う
認

識
の

元
に

，
妊

産
婦

さ
ん

の
把
握

や
救

出
に

向
か

う
仕
組
み

づ
く

り
を

考
え

ら
れ

る
と

い
い
で

す
ね

。
結

局
は

自
然
分
娩

，
正

常
産

で
し

た
が

，
翌

日
家
族

が
石

巻
日

赤
に

車
で
母
子

を
連

れ
て

受
診

し
た

と
こ

ろ
，
赤

ち
ゃ

ん
が

低
体

温
の
診
断

で
入

院
と

な
り

ま
し

た
。

母
体
の

出
血

，
新

生
児

の
バ
イ
タ

ル
サ

イ
ン

な
ど

，
あ

り
と

あ
ら
ゆ

る
点

に
目

を
配
ら

な
け
れ

ば
い

け
な

い
出

産
前
後

は
，

や
は
り

専
門

家
の

存
在

が
必
要
で

あ
る

こ
と

を
痛

感
し

ま
し

た
。

妊
産

婦
救
護

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

災
害
に

備
え

た
産

婦
人

科
医
・
助

産
師

以
外

へ
の

分
娩

取
り

扱
い
技

術
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ
，
そ

し
て

普
及

の
必

要
性

。
こ

の
意
見

に
賛

同
し

て
く

だ
さ
っ
た

の
が

，
金

沢
大

学
周

生
期

医
療

専
門

医
養

成
学

講
座

の
新

井
隆

成
先

生
率

い
る

法
人
周
生

期
医
療

支
援
機

構
の

事
業
＊
で

す
。

は
被

災
地

で
活

躍
さ

れ
た

菅
原

準
一

教
授

東
北
メ

デ
ィ
カ

ル
・

メ
ガ

バ
ン

ク
機

構
母

児
医

科
学
分

野

と
協
働
で
，

年
月
に

全
国

で
初
め

て
災
害

時
の
妊

産

婦
救
護

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
コ
ー
ス

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。
こ

れ
は
，

災
害

時
に

備
え

る
だ
け
で

は
な

く
，

復
興

期
の

地
域

医
療
支
援

に
つ
な

が
る
取

り
組
み

で
，
地

域
の
産

婦
人
科

医
，

助
産

師
に

向
け

た
専

門
的

な
内

容
の

コ
ー

ス
：

は
も
ち

ろ
ん
，

救
急
医

，
救

急
救

命
士

，
保
健
師

が
緊

急
時

や
災

害
時

に
安

全
な
お

産
を

支
え

ら
れ

る
よ
う
な

災
害

時
分

娩
対

処
法

教
育

コ
ー

ス
：

も
含
ま
れ

て
い
ま

す
。

私
た
ち

周
産

期
医

療
の

専
門

家
に

は
親

し
み

の
あ

る
分
娩

介
助
で

す
が

，
専

門
外

の
方
に
と

っ
て

は
「

怖
く

て
怖

く
て

手
が
出

せ
な

い
…

…
」

と
い
う
イ

メ
ー

ジ
が

強
い

た
め

，
妊

婦
さ
ん

の
味

方
を

も
っ

と
増
や
し

た
い

と
い

う
思

い
で

，
被

災
地
支

援
の

直
後

か
ら

，
こ
の

の
重
要
性

を
感

じ
て

き
ま
し

た
。

災
害

時
に

限
ら
ず
平

時
に

お
い

て
も

，
自

宅
や

救
急
車

内
の

分
娩

な
ど

救
急
救
命

士
や

救
急

医
な

ど
が

分
娩

や
新
生

児
蘇

生
に

対
応

せ
ざ
る
を

得
な

い
状

況
は

ま
れ

で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
上

述
の

金
沢
大
学

の
新

井
先

生
ら

が
，

全
国

の
消

防
本

部
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

た
と

こ
ろ

回
収
率

％
，
医
療

機
関

に
着

く
前

に
分

娩
と

な
っ
た

事
例

は
年

間
計

件
年

で
あ
っ

た
と

報

告
し
て

い
ま

す
。

ま
た

，
地
方
自

治
体

や
広

域
消

防
本

部
の

調
査
に

よ
る

と
，

最
近

も
病
院
到

着
前

に
救

急
搬

送
さ

れ
た

分
娩
事

例
が

数
十

件
あ

る
地
域
も

見
ら

れ
，

救
急

車
内

で
の

分
娩
は

そ
の

半
数

近
く

あ
り
ま
し

た
。

こ
れ

ら
の

病
院

到
着

前
の
分

娩
で

は
，

分
娩

介
助
や
新

生
児

蘇
生

は
主

に
救

急
救

命
士
が
行

な
っ
た

と
考
え

ら
れ
ま

す
。

コ
ー
ス

に
お
け
る

年
月

日
現
在

の
受

講
者
総
数

は
名

で
，
職

業
別

に
み
る

と
，
救

急
救
命

士

が
全
体
の

％
を

占
め
，
ほ

か
に

救
急
医

，
家
庭

医
・
総

合

診
療
医
な

ど
が
コ

ー
ス
を

受
講
し

ま
し
た

。
を

受
講
さ

れ
た
救

急
救

命
士

の
皆

さ
ん
に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
す

る
と

，
実

際
に
分

娩
に

遭
遇

し
て

し
ま
っ
た

救
急

救
命

士
の

方
か

ら
は

「
お
産

へ
の

対
応

が
あ

れ
で
よ
か

っ
た

の
か

，
今

で
も

不
安

が
残
る

」「
結

果
的
に

は
救
急

車
内

で
分
娩

と
な
っ

て
し
ま

い
，

自
分
に

も
っ

と
知

識
と

自
信
が
あ

っ
た

ら
，

寒
く

狭
い

救
急
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 車

内
で

は
な

く
，

あ
た

た
か
く
ス

ペ
ー

ス
や

お
湯

の
あ

る
自

宅
で
分

娩
を

終
え

て
か

ら
搬
送
し

た
ほ

う
が

安
全

だ
っ

た
」

と
い
う
切

実
な
声

が
聞
か

れ
ま
し

た
。
ま
た

，
受
講
後

の
救
急

救
命

士
さ

ん
や

救
急
医
さ

ん
は

一
様

に
と

て
も

明
る

い
顔
を
さ

れ
，「

知
識
と
技

術
を
学

び
，
実
際
に

練
習
で

き
た

ら
，
自

信
が

つ
き

ま
し

た
。
こ
れ

な
ら

次
は

自
分

で
も

妊
婦

さ
ん
を
守

れ
る

，
と
思

え
る
よ
う

に
な
り

ま
し
た

」「
直
接

分

娩
介
助

が
で

き
な

く
て

も
，
そ
れ

以
外

に
で

き
る

こ
と

は
た

く
さ
ん

あ
る

ん
で

す
ね

。
部
屋
の

保
湿

や
新

生
児

の
乾

燥
，

何
を
観

察
す

れ
ば

い
い

か
と
い
う

ポ
イ

ン
ト

な
ど

，
初

め
て

学
び
，

よ
い

勉
強

に
な

り
ま
し
た

」
と

，
妊

婦
さ

ん
や

新
生

児
に
対
す

る
姿
勢

に
大
き

な
変
化

が
見
ら

れ
ま
し

た
。

専
門
家

が
行

な
う

分
娩

介
助

で
な

く
て

も
よ

い
か

ら
，
お

母
さ
ん

と
赤

ち
ゃ

ん
を

で
き
る
だ

け
安

心
さ

せ
，

安
全

な
環

境
で
お

産
を

迎
え

る
た

め
の
人
材

育
成

と
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

コ
ー
ス

づ
く

り
。

そ
れ

は
，
周
産

期
医

療
の

人
材

不
足

を
抱

え
る
日

本
で

は
一

番
確

実
で
有
効

に
機

能
す

る
も

の
で

は
な

い
か
と
思

い
ま
す

。
年
春
以

降
は

，
八
戸

市
や
飯

田
市

な
ど
あ

ち
こ

ち
で

が
開
催

さ
れ

，
地

域
の

周
産

期
ケ

ア
プ
ロ

バ
イ

ダ
ー

の
す

そ
野
を
広

げ
，

い
ざ

と
い

う
と

き
に

対
応
で

き
る

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く

り
に

一
役

買
っ

て
い
ま

す
。

災
害
対

応
と

い
う

点
か

ら
見

て
も

，
平

時
か

ら
消

防
・
警

察
・
保

健
師

な
ど

，
現

場
で
妊
産

婦
を

助
け

ら
れ

る
立

場
に

あ
る
人

に
向

け
て

分
娩

ト
レ
ー
ニ

ン
グ

を
し

て
お

く
必

要
が

あ
り
ま

す
。

皆
さ

ん
の

地
域
で
も

，
防

災
対

応
と

し
て

多
職

種
連
携

母
子

救
護

セ
ミ

ナ
ー
な
ど

を
開

催
で

き
る

と
よ

い
と

思
い
ま
す

。

＊
連

絡
先

金
沢

大
学
医

学
系
研

究
科
周

生
期
医

療
専

門
医

養
成

学
講
座

：
：

：

妊
婦

さ
ん
救

助
の
た

め
の
多

組
織

と
の

連
携

「
災
害

で
苦

し
ん

で
い

る
妊

婦
さ

ん
や

赤
ち

ゃ
ん

を
助
け

た
い
！

」
と

被
災

地
支

援
に
飛
び

込
ん

だ
私

で
し

た
が

，
そ

の
役
割

を
担

う
た

め
に

は
，
行
政

，
特

に
保

健
セ

ン
タ

ー
や

保
健
師

さ
ん

が
中

心
に

な
っ
た
仕

組
み

を
動

か
さ

な
け

れ
ば

い
け
な

い
と

い
う

現
実

に
直
面
し

ま
し

た
。

た
と

え
ば

，
被

災
地
の
避

難
所
を

回
っ
た

な
か
で

，「
分
娩
前

後
の
交

通
ア
ク

セ
ス
を

確
保

す
る

た
め

，
集
団
疎

開
・

あ
る

い
は

仮
設

住
宅

に
移

動
す

る
こ

と
に

な
っ

て
も

，
自

分
と

産
後

の
赤

ち
ゃ

ん
は

分
娩

医
療

機
関

石
巻

日
赤

病
院

の
近

く
に

住
み

た

い
」
と
い

う
ア
ン

ビ
バ
レ

ン
ス
で

迷
っ
て

い
る
妊

娠
週
の

妊
婦
さ
ん

が
い
ま

し
た
。
ま
た
，「

家
族
が
い

る
た
め

，
分
娩

後
は
今

ま
で

住
ん

で
い

た
土
地
に

戻
り

た
い

」
と

い
う

外
国

人
妊
婦
さ

ん
が
い

ま
し
た

。

し
か
し

，
何

か
あ

っ
た

ら
す

ぐ
に

搬
送

で
き

る
病

院
が
あ

る
の
か

，
搬

送
手

段
は

，
な
ど
，

本
人

や
ご

家
族

は
も

ち
ろ

ん
，
私

個
人

で
も

わ
か

ら
な
い
こ

と
ば

か
り

で
す

。
そ

の
よ

う
な
時

は
，

避
難

所
を

運
営
し
て

い
る

地
方

自
治

体
職

員
と

医
療
保

健
セ

ク
タ

ー
が

協
働
し
て

，
避

難
所

に
こ

の
よ

う
な

妊
産
婦

が
い

る
と

い
う

こ
と
を
把

握
し

て
お

き
，

す
ぐ

に
医

療
機
関

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ
う
な

体
制

を
整

え
て

お
か

な
く

て
は
い
け

ま
せ
ん

。

地
域
に

よ
っ

て
は

，
保

健
師

の
役

割
が

救
護

だ
け

で
は
な

く
，
避

難
所

の
設

営
や

運
営
，
物

資
の

管
理

，
炊

き
出

し
な

ど
広
範

に
わ

た
り

，
避

難
者
の
健

康
状

態
の

把
握

ま
で

手
が

回
ら
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
し
た
。

そ
の

よ
う

な
な

か
で

は
当

然
妊
婦

さ
ん

に
ま

で
目

が
届
き
ま

せ
ん

。
行

政
も

目
の

前
の

課
題
に

対
処

し
て

い
く

の
に
精
い

っ
ぱ

い
で

，
母

子
の

情
報

入
手
を

は
じ

め
母

子
や

妊
産
婦
に

特
化

し
た

支
援

活
動

は
で

き
ま
せ

ん
で

し
た

。
避

難
所
の
環

境
が

あ
ま

り
に

も
劣

悪
だ

っ
た
た

め
，

よ
り

よ
い

環
境
を
求

め
た

り
，

親
せ

き
を

頼
っ

て
移
動

す
る

母
子

が
多

く
見
ら
れ

ま
し

た
。

そ
の

た
め

，
母

子
の
所

在
確

認
が

で
き

ず
，
支
援

を
し

よ
う

に
も

人
数

や
状

態
，
ニ

ー
ズ

ア
セ

ス
メ

ン
ト
が
で

き
な

か
っ

た
の

で
す

。
今

回
の
震

災
か

ら
得

た
教

訓
と
し
て

，
今

後
，

各
地

域
で

以
下

の
よ
う

な
妊

産
婦

・
母

子
へ
の
支

援
体

制
の

準
備

が
必

要
で

す
。

①
産
科

病
院

の
被

災
に

備
え
，
地

域
お

よ
び

近
隣

市
町

村
の

医
療
機

関
と

の
事

前
協

定
を
結
び

，
助

産
師

会
同

士
の

協
力

関
係
を
構

築
し
て

お
く

②
出
産
間

近
の
妊

婦
・
退
院

後
の

褥
婦
・
ハ

イ
リ
ス

ク
母
子

，

自
宅
避

難
母

子
の

状
況

把
握
が
で

き
る

よ
う

，
支

援
を

必
要

と
す
る

ケ
ー

ス
を

リ
ス

ト
化
・
マ

ッ
ピ

ン
グ

し
て

，
電

話
や

訪
問
で

状
況

を
確

認
で

き
る
よ
う

な
体

制
を

整
備

し
，

週

間
か
ら

か
月
ご
と

な
ど
頻

度
を

決
め
，

こ
ま
め

に
更
新

し

て
お
く

③
わ
が

国
に

は
，

保
健

師
が
災
害

時
の

医
療

機
関

情
報

を
代

行
入

力
で
き

る

：
広
域
災

害
救
急

医
療
情

報
シ
ス

テ
ム

と
い

う
オ
ン

ラ
イ
ン

の
情

報
シ

ス
テ

ム
が
あ
る

が
，

こ
の

情
報

を
保

健
師

さ
ん
と

妊
産

婦
ケ

ア
支

援
者
と
の

間
で

共
有

し
，

ど
の

病
院

分
娩
受
け

入
れ
可

能
か
を

把
握
し

て
お
く

④
災
害

直
後

に
母

子
や

妊
産
婦
専

用
室

，
あ

る
い

は
，

母
子

専
用
避

難
所

を
設

置
す

る
こ
と
を

決
め

て
き

，
事

前
に

備
蓄

表
や

使
用

す
る

ポ
ス

タ
ー

，
マ

ニ
ュ

ア
ル

な
ど

を
準
備

し

て
お
く

地
域

で
助
産

師
さ
ん

に
活
躍

し
て

も
ら

う
た

め
に

助
産
師

さ
ん

が
地

域
と

の
連

携
を

す
る

に
あ

た
り

想
像
以

上
に
大

き
な

障
害

も
あ

り
ま
す
。

ま
ず

，
行

政
で

は
一

般
的

に
「
高

リ
ス

ク
で

な
く

て
も
，
分

娩
は

病
院

で
，

産
後

の
ケ

ア
を
助

産
師

，
と

い
う

役
割
分
担

が
必

要
」

と
い

う
声

が
あ

り
，
災

害
時

の
母

子
避

難
所
へ
の

助
産

師
さ

ん
の

派
遣

に
抵

抗
が
あ

る
と

い
う

地
域

も
あ
り
ま

し
た

。
し

か
し

，
私

に
と

っ
て

は
，

医
師

主
体

の
災

害
救

護
シ

ス
テ

ム
に

あ
と

か
ら

コ
・
メ

デ
ィ

カ
ル

分
野

の
組
織
を

入
れ

る
の

は
難

し
い

印
象

で
し
た

し
，

助
産

師
さ

ん
を
中
心

に
し

た
防

災
シ

ス
テ

ム
の
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 ほ

う
が

，
実

際
の

現
場

で
は
動
け

る
と

信
じ

て
い

ま
し

た
の

で
，「

災
害
の

時
に
ど

ん
な
状

況
に

な
っ
て

も
真
っ

先
に
母

子

を
守
る

仕
組

み
を

つ
く

る
」
と
い

う
共

通
の

目
的

の
も

と
に

医
療
機

関
と

助
産

師
会

が
チ
ー
ム

と
し

て
取

り
組

む
仕

組
み

づ
く
り

を
，

文
京

区
で

つ
く
っ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

自
分

自
身
の

人
の
妊

娠
・
出
産

で
，
助
産
師

さ
ん
の

存
在
価

値

を
強
く

実
感

し
た

母
親

と
し
て
は

，
こ

れ
か

ら
も

，
地

域
防

災
シ
ス

テ
ム

の
母

子
支

援
の
分
野

で
は

助
産

師
さ

ん
に

活
躍

し
て
ほ
し

い
と
心

か
ら
願

っ
て
い

ま
す
。

災
害

に
備
え

た
地
域

で
の
取

り
組

み

今
後
，

紛
争

・
内

戦
時

と
同

様
，

妊
産

婦
さ

ん
用

の
母
子

シ
ェ
ル
タ

ー
助
産
院

や
一
戸
建

て
の
住

宅
で
，
分
娩
前

後
の

母
子

が
生

活
で

き
る

場
所

が
必

要
に

な
っ

て
く

る
の

で
は

と
思
わ

れ
ま

す
。

ま
た

，
今
回
私

た
ち

が
行

な
っ

た
支

援
者

派
遣
の

取
り

組
み

同
様

，
開
業
産

婦
人

科
診

療
所

の
回

復
ま

で
は
訪

問
妊

婦
健

診
，

訪
問
産
後

健
診

が
必

要
で

す
。

そ
の

た
め
に
，

平
時
か

ら
準
備

で
き
る

こ
と
は

何
で
し

ょ
う
か

。

母
子

支
援
医

療
連
携

協
議
会

を
開

き
，
顔
の

見
え
る

会
議

の
場

を
も
つ

・
あ

ら
か
じ

め
，
災
害

時
に
は

こ
の

病
院
か

ら
何
人

の
医
師

，

看
護
師

を
派

遣
し

，
区

内
の
避
難

所
を

回
っ

て
も

ら
う

，
と

い
う
具
体

的
な
内

容
を
取

り
決
め

て
お
く

・
妊
婦

さ
ん

の
母

体
搬

送
先
と
し

て
受

け
入

れ
て

も
ら

え
る

よ
う
病
院

や
助
産

院
に
頼

ん
で
お

く

・
災

害
時
に

確
実
に

つ
な
が

る
病

院
の
連

絡
先
，
連

絡
手
段

，

病
床
の
確

保
に
つ

い
て
詰

め
て
お

く

・
非
常

時
の

暫
定

的
な

妊
婦
健
診

や
予

防
接

種
の

場
を

決
め

て
お
く

・
助
産

師
会

や
保

健
所

の
中
か
ら

訪
問

診
療

で
き

る
人

材
を

確
保
で

き
る

よ
う

，
今

か
ら
助
産

師
さ

ん
，

母
乳

専
門

家
，

保
健
セ
ン

タ
ー
と

の
間
で

協
定
を

結
ん
で

お
く

・
災
害

時
に

は
産

後
の

新
生
児
訪

問
が

い
つ

も
抜

け
お

ち
や

す
い
た

め
，

産
後

は
母

子
と
も
に

リ
ス

ク
が

高
く

，
人

生
の

ス
タ
ー

ト
に

お
け

る
養

育
環
境
や

愛
着

形
成

が
そ

の
後

の
人

生
に
影

響
を

与
え

る
こ

と
，
母
の

メ
ン

タ
ル

ケ
ア

も
忘

れ
な

い
こ
と

を
災

害
時

に
徹

底
さ
せ
る

よ
う

な
研

修
を

定
期

的
に

行
な
う

。
ま

た
，

助
産

師
，
臨
床

心
理

士
，

保
育

士
な

ど
を

派
遣
で

き
る

よ
う

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

・
セ

ン
タ

ー
と

調
整

を
す

る ・
イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
握

る
の
は
地

域
の

ス
タ

ッ
フ

で
あ

る
の

だ
か
ら

，
保

健
セ

ン
タ

ー
で
災
害

時
母

子
保

健
業

務
を

行
な

っ
て
い

る
場

合
，

そ
の

現
場
の
ス

タ
ッ

フ
を

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
意
見
を

尊
重
す

る

・
震
災

以
前

か
ら

の
産

科
医
療
・

地
域

医
療

の
問

題
点

で
あ

る
「
人

手
不

足
」

を
解

消
す
る
た

め
，

地
域

に
い

る
潜

在
助

産
師
の

発
掘

と
復

職
サ

ポ
ー
ト
，

助
産

師
に

な
り

た
い

看
護

師
や
看

護
学

生
へ

の
奨

学
金
貸
与

，
そ

れ
に

伴
っ

た
地

域
医

療
保
健

施
設

へ
の

就
職

，
地
域
外

の
助

産
師

に
対

し
て

「
母

子
保
健

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

担
当
助
産

師
と

し
て

の
長

期
雇

用
と

現
地

派
遣

な
ど

の
制

度
を

考
え

る
医

療
連

携
の

一
環

と
し

て
避

難
訓
練

・
妊
産

婦
に

か
か

わ
る

医
療
機
関

向
け

，
産

科
病

棟
や

助
産

院
で
の

避
難

訓
練

，
ヘ

ル
メ
ッ
ト

や
新

生
児

用
防

災
頭

巾
な

ど
の
備
蓄

確
認

・
妊
産

婦
を

ど
れ

だ
け

所
在
把
握

，
生

存
確

認
で

き
る

か
と

い
う
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

・
区
内

の
病

院
に

一
斉

に
連
絡
し

て
ど

れ
だ

け
レ

ス
ポ

ン
ス

が
あ
る

か
，

そ
の

時
点

で
の
提
供

可
能

な
病

床
数

，
医

師
・

看
護
師

数
，

分
娩

対
応

可
能
か
ど

う
か

，
備

蓄
が

あ
る

か
ど

う
か
も
確

認
で
き

る
と
よ

い

・
区
の

職
員

や
保

健
師

さ
ん
が
妊

婦
さ

ん
の

状
態

を
評

価
で

き
る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ
る

の
で

，
関

係
者

は
こ

れ
を
定

期
的

に
受

講
し

，
安
心
し

て
自

信
を

も
っ

て
妊

婦
さ

ん
を
扱
え

る
よ
う

に
す
る

・
母
子

避
難

所
に

指
定

さ
れ
た
大

学
で

，
定

期
的

に
備

蓄
を

チ
ェ
ッ

ク
し

，
使

え
る

か
ど
う
か

訓
練

し
て

み
る

。
現

在
，

上
記
の

内
容

を
災

害
時

母
子
支
援

内
容

と
し

て
パ

ッ
ケ

ー
ジ

化
，
プ

ロ
グ

ラ
ム

化
し

て
，
よ
り

使
い

や
す

い
具

体
的

な
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に

す
る

こ
と
，
他

の
地

域
で

も
使

え
る

よ
う

な
試
行

版
に

す
る

こ
と

，
各
大
学

病
院

に
連

絡
を

取
る

こ
と

な
ど
を

文
京

区
で

進
め

て
い

る
。

現
在

つ
く

っ
て

い
る

災
害

時
妊
産

婦
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル
に
は

，
行

動
指

針
と

し
て

下
記

の
こ
と
を

掲
げ
て

い
る

。

妊
産
婦

，
乳
幼

児
は
，
高
齢
者

，
障

害
者
と

並
ぶ
「

災
害

時
要
援
護

者
」
と

の
認
定

，
再
定

義

発
災
後
，
実
際
に

支
援
を
行

な
う
，
情
報
が

集
ま
る
「
効

率
的
な
母

子
救
護

所
」
の

設
置
と

周
知

平
時
か
ら

の
連
絡

体
制

，
情
報

伝
達
網

の
整
備

ま
た

，
具

体
策

と
し

て
，

実
際

の
震

災
時

を
想

定
し

て
の

具
体

的
連

携
・
役

割
分

担
・

シ
ミ

ュ
レ
ー
シ

ョ
ン

を
行

な
い

，
設

備
・

備
蓄
物

資
の

リ
ス

ト
（

表
）

を
つ

く
っ

て
常

備
し

，
助

産
師

等
の
派

遣
協

力
と

情
報

ツ
ー
ル
の

整
備

ま
で

細
か

く
具

体
的

に
記
載

す
る

。
災

害
が

起
き
た
ら

，
母

子
を

守
る

立
場

に
あ

る
人
が

す
ぐ

に
使

え
る

マ
ニ
ュ
ア

ル
づ

く
り

に
加

え
，

母
子

向
け
の

自
助

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス
ト
も

つ
く

り
，

母
子

手
帳

と
同

じ
ぐ
ら
い

普
及
さ

せ
る
必

要
が
あ

る
。

い
つ
来

る
の

か
は

わ
か

り
ま

せ
ん

が
，

災
害

は
必

ず
ま
た

起
き
ま

す
。

怖
が

っ
て

目
を
つ
ぶ

っ
て

対
策

を
考

え
な

け
れ

ば
，
ま

た
同

じ
こ

と
の

く
り
返
し

で
す

。
非

常
時

で
あ

っ
て

も
当
た

り
前

の
よ

う
に

妊
産
婦
さ

ん
が

守
ら

れ
，

大
事

に
さ

れ
，
歓

迎
さ

れ
，

誰
に

気
兼
ね
す

る
こ

と
な

く
子

連
れ

で
居

心
地
よ

く
過

ご
せ

る
よ

う
な
地
域

を
つ

く
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し
な

が
ら

，
楽

し
く

前
向
き
に

災
害

対
策

シ
ス

テ
ム

を
つ

く
っ
て
い

き
た
い

と
思
い

ま
す
。
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第

12
回

妊
産
婦
を
守
る
た
め
の
平
時
か
ら
の
備
え

 
 今

月
の
教

訓

●
災
害
時

に
派
遣

さ
れ
た

り
，
避

難
所
で

お
産
が

あ
る
場

合

に
居
合
わ

せ
た
り

す
る
確

率
が
高

い
の
は

，
産
科

専
門
家

以

外
の
医
療

従
事
者

で
あ
る

。
こ
れ

ら
の
人

々
が
平

時
か
ら

産

科
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

ら
れ

る
機

会
を

つ
く

る
よ

う
に

す
る
。

●
普
段
か

ら
支
援

者
間
の

連
絡
会

議
を
も

ち
，
避

難
訓
練

を

実
施
し
，

備
蓄
の

確
認
を

し
て
お

く
。

参
考

文
献

平
野

か
よ

子
，

ほ
か

：
「

東
日

本
大

震
災

・
被

災
地

か
ら

学
ぶ

母
子

保

健
活

動
の
手

引
き
」
「
東

日
本
大

震
災
時

の
地

域
母

子
保
健

活
動
の

課

題
に

関
す
る

研
究
」

研
究
班

報
告
書

．
．

表
災

害
時

妊
産
婦

・
乳
児

救
護

所
に

必
要

な
備
蓄

品
リ
ス

ト
優

先
度

必
須

の
も
の

の
み

Ⅰ
妊

婦
分

娩
セ
ッ

ト
①

ひ
と

ま
と
め

に
包
布

に
包
み
滅

菌
処
理

し
た
物

品
，

人
分

。
救
護

所
か

所
に

セ
ッ
ト

①
分
娩
シ

ー
ツ

②
胎
盤
受

け
シ
ー

ツ
③

デ
ィ
ス

ポ
膿
盆

大
④

ガ
ー
ゼ

枚
⑤

カ
ッ
ト

綿
枚

⑥
臍
帯
ク

リ
ッ
プ

⑦
は
さ
み

⑧
ゴ
ム
手

袋
号

双
⑨

デ
ィ
ス

ポ
ガ
ウ

ン
枚

分
娩
セ
ッ

ト
②

分
娩

前
後
に

必
要
な

物
品
，

人
分

。
救
護

所
か

所
に

セ
ッ
ト

①
大
人
用

紙
お
む

つ
枚

②
お
産
パ

ッ
ド

枚
③

お
産
パ

ッ
ド

枚
④

生
理
用

ナ
プ
キ

ン
・
ナ

イ
ト
用

パ
ッ
ク

⑤
生
理
用

ナ
プ
キ

ン
・
レ

ギ
ュ
ラ

ー
パ
ッ

ク
⑥

ア
ル
コ

ー
ル
綿

包
⑦

新
生
児

用
紙
お

む
つ

パ
ッ

ク
⑧

新
生
児

用
肌
着

組
⑨

収
納
容

器
個

分
娩
用
備

品
救
護
所

か
所

分
①

超
音
波

ド
プ
ラ

ー
台

②
体
重
計

台
③

聴
診
器

台
④

血
圧
計

台
⑤

体
温
計

本
⑥

メ
ジ
ャ

ー
本

⑦
ヘ
ル
フ

ク
レ
ン

メ
⑧

ア
ル
コ

ー
ル
消

毒
剤

個
⑨

湯
た
ん

ぽ
個

処
置
用
備

品
救
護
所

か
所

分
①

滅
菌
ゴ

ム
手
袋

双
②

滅
菌
ガ

ー
ゼ

個
③

は
さ
み

個
④

ポ
ア
テ

ー
プ

数
個

⑤
ア
ル
コ

ー
ル
綿

箱
⑥

ゴ
ミ
袋

⑦
使
い
捨

て
マ
ス

ク
緊

急
医
療

処
置
用

備
品

救
護

所
か

所
分

①
輸
液
セ

ッ
ト

②
三
方
活

栓
付
延

長
チ
ュ

ー
ブ

③
サ
ー
フ

ロ
ー

④
針
付
注

射
器

⑤
酸
素
ボ

ン
ベ

本
⑥

酸
素
マ

ス
ク

各
個

⑦
ア
ン
ビ

ュ
ー
バ

ッ
ク

台
医

薬
品

救
護

所
か

所
分

①
ア
ト
ニ

ン
・
メ

テ
ナ
リ

ン
②

輸
液
用

製
剤

③
シ
ロ

ッ
プ

④
消
毒
液

⑤
検

査
用
紙

ま
た
は

リ
ト
マ

ス
試
験

紙
※

滅
菌
パ

ッ
ク
に

入
っ
て

い
る
物

の
使
用

期
限
は

，
適
切

に
保
管
す

れ
ば
無

期
限
で

あ
る
。

※
薬
品
は

使
用
期

限
が
限

ら
れ
て

い
る
た

め
，
定

期
的
に

点
検
，
管

理
す
る

必
要
が

あ
る
。

※
緊
急
時

に
お
け

る
血
管

確
保
お

よ
び
子

宮
収
縮

剤
ア

ト
ニ
ン
・

メ
テ
ナ

リ
ン

の
使
用

許
可
を

医
師
か

ら
事

前
に
得
て

お
く
必

要
が
あ

る
。

Ⅱ
乳

児
と
そ

の
母
親

お
む
つ
関

係
①

紙
お
む

つ
②

お
し
り

拭
き

③
手
洗
い

石
鹸
ま

た
は
手

指
消
毒

剤
④

使
い
捨

て
マ
ス

ク
⑤

ご
み
袋

母
乳
で
育

っ
て
い

る
乳
児
に

必
要
な

も
の

①
ガ
ー
ゼ

タ
オ
ル

人
工
乳
で

育
っ
て

い
る
乳
児

に
必
要

な
も
の

ミ
ル

ク
を
作

る
①

粉
ミ
ル

ク
②

飲
料
水

③
ふ
た
付

き
の
小

さ
な
鍋

④
や
か
ん

⑤
カ
セ
ッ

ト
コ
ン

ロ
⑥

カ
セ
ッ

ト
ボ
ン

ベ
⑦

割
り
箸

⑧
計
量
カ

ッ
プ

ミ
ル

ク
を
飲

ま
せ
る

・
そ
の

他
①

紙
コ
ッ

プ
②

ペ
ー
パ

ー
タ
オ

ル
③

洗
剤

④
手
洗
い

石
鹸
ま

た
は
手

指
消
毒

剤
参

考
液

体
人
工

乳
を
備

蓄
す
る

場
合
に

必
要
な

も
の

①
液
体
人

工
乳

②
水

③
金
属
は

さ
み

④
消
毒
液

付
き
手

ふ
き

抗
菌
物

質
の
つ

い
た
テ

ィ
ッ
シ

ュ
⑤

液
体
人

工
乳
の

使
用
方

法
説

明
シ
ー

ト

－163－－ 169 －
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第

13
回

い
ざ
と
い
う
時
の
安
心
リ
ソ
ー
ス

 
 次

世
代

を
守

る
た

め
に

出
来

る
自

助

今
ま

で
の

連
載

を
お

読
み

い
た

だ
き

，
被

災

地
で

は
い

か
に

妊
産

婦
や

乳
幼

児
に

対
す

る
ケ

ア
が

行
き

届
か

な
い

か
，

と
い

う
こ

と
，

そ
し

て
，

そ
も

そ
も

防
災

対
策

の
な

か
に

母
子

へ
の

視
点

が
入

っ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

を
，

痛
切

に
感

じ
ら

れ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

で
は

今
，

自
分

た
ち

は
ど

う
し

て
い

け

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

，
秒

単
位

で
近

づ
い

て
い

る
次

の
大

震
災

に
は

，
ど

の
よ

う
に

備
え

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

。
前

回
，

備
え

の
た

め
の

訓
練

方
法

や
連

携
に

つ
い

て
書

き
ま

し
た

が
，

こ
の

回
で

は
，

で
き

る
だ

け
具

体
的

で
現

実
的

な
，

す
ぐ

に
使

え
る

情
報

を
集

め
ま

し
た

。

日
ご

ろ
か

ら
で

き
る

こ
と

普
段

接
し

て
い

る
妊

婦
さ

ん
や

お
母

さ
ん

た

ち
へ

，
「

災
害

時
の

こ
と

を
少

し
で

も
い

い
か

ら
考

え
て

お
い

て
ね

」
と

，
一

度
で

も
話

す
だ

け
で

，
そ

の
ご

家
族

の
人

生
が

確
実

に
変

わ
り

ま
す

。
実

践
的

な
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

お
渡

し
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

そ
の

時
の

声
掛

け
は

，
こ

ん
な

感
じ

で
は

い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

■
見

直
し

を
促

す

「
い

つ
何

時
で

も
，

情
報

網
を

も
っ

て
い

る

か
ど

う
か

が
，

そ
の

後
の

家
族

の
幸

せ
や

健
康

に
つ

な
が

る
ん

で
す

よ
」

「
見

直
し

て
み

ま
せ

ん
か

？
自

分
の

連
絡

ツ

ー
ル

」

⇒
携

帯
，

固
定

電
話

，
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

，

，
…

…
自

分
に

は
い

く
つ

連
絡

手
段

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？

⇒
家

族
と

連
絡

が
取

れ
な

く
な

っ
た

と
き

に
，

連
絡

先
と

な
る

よ
う

な
親

せ
き

や
地

域
の

友
人

，

子
ど

も
の

安
否

確
認

を
す

る
保

育
園

や
学

校
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

り
ま

す
か

？

■
貴

重
品

の
保

管
方

法

「
守

り
た

い
も

の
，

大
事

な
も

の
，

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

よ
ね

。
ま

ず
は

，
家

族
の

安
全

，
そ

れ
か

ら
お

金
…

…
。

ほ
か

に
ど

ん
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

？
」

⇒
す

べ
て

が
流

さ
れ

て
し

ま
っ

た
と

き
に

備
え

て
，

い
く

通
り

も
の

貴
重

品
の

保
管

方
法

を
知

っ
て

い
ま

す
か

？
例

え
ば

，

）
預

金
通

帳
，

カ
ー

ド
，

保
健

証
，

運
転

免

許
証

，
母

子
手

帳
，

年
金

手
帳

，
生

命
保

険
書

類
，

内
服

中
の

お
薬

の
名

前
（

意
外

と
，

今
回

の
震

災
で

は
現

在
の

持
病

に
対

す
る

治
療

内
容

が
明

ら
か

で
な

い
人

が
多

か
っ

た
）

な
ど

を
コ

ピ
ー

し
て

分
散

さ
せ

て
保

管
：

職
場

，
別

の
地

域
の

知
人

や
親

せ
き

宅
に

預
け

る

）
ス

キ
ャ

ン
し

て
あ

る
い

は
写

真
フ

ァ

イ
ル

を
メ

ー
ル

で
自

分
宛

て
に

送
る

）
ス

キ
ャ

ン
し

た
も

の
を

ク
リ

ッ
プ

ド
ラ

イ

ブ
や

に
保

存
し

て
お

く

）
上

記
の

デ
ジ

タ
ル

記
録

を
上

の
保

管

場
所

（
な

ど
）

に
置

い
て

お
く

）
特

に
，

母
子

手
帳

や
お

薬
手

帳
，

か
か

り

つ
け

医
の

連
絡

先
，

治
療

経
過

が
わ

か
る

よ
う

な
資

料
を

ま
と

め
て

お
く

な
ど

，
い

ざ
と

い
う

と
き

に
役

立
ち

ま
す

。

■
う

ろ
覚

え
で

な
く

，
確

実
に

「
身

に
つ

い
て

い
る

こ
と

は
，

災
害

時
に

も
役

立
つ

ん
で

す
よ

。
逆

に
言

え
ば

，
う

ろ
覚

え
の

知
識

だ
け

で
は

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
た

と
き

に
助

け
て

く
れ

ま
せ

ん
」

⇒
母

乳
育

児
，

食
事

の
バ

ラ
ン

ス
，

手
指

消
毒

，

避
難

訓
練

マ
ニ

ュ
ア

ル
，

近
隣

の
避

難
場

所
に

実
際

に
行

っ
て

み
た

こ
と

が
あ

る
か

な
ど

，
い

か
が

で
す

か
。

⇒
仲

間
を

つ
く

る
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
上

手
に

な
る

，
受

援
力

（
感

謝
の

気
持

ち
を

表
し

な
が

ら
人

の
支

援
を

上
手

に
受

け
取

る
，

快
く

聞
き

入
れ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

頼
み

方
を

す
る

）

を
鍛

え
る

な
ど

，
日

ご
ろ

か
ら

心
が

け
て

い
ま

す
か

？

■
災

害
時

の
連

絡
先

の
確

認

「
災

害
時

の
病

院
の

か
か

り
方

に
つ

い
て

は
，

何
か

知
っ

て
い

ま
す

か
？

」

⇒
妊

婦
さ

ん
な

ら
：

災
害

時
に

切
迫

流
・

早
産

症
状

が
出

て
き

た
と

き
と

か
，

実
際

に
陣

痛
が

来
た

場
合

と
か

，
病

院
に

間
に

合
わ

な
い

と
き

は
最

低
限

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

な
ど

，
緊

急
の

場
合

の
連

絡
先

（
救

急
車

，
自

衛
隊

，
第

三
次

救
急

を
担

当
し

て
い

る
病

院
な

ど
）

を
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

⇒
何

ら
か

の
治

療
を

受
け

て
い

る
人

な
ら

：
最

低
限

必
要

と
す

る
医

薬
品

を
週

間
分

は
家

庭

に
ス

ト
ッ

ク
し

て
お

く
，

診
断

名
，

薬
の

名
前

，

か
か

り
つ

け
医

の
名

前
を

記
載

し
て

お
く

な
ど

，

今
し

て
お

く
と

後
か

ら
役

立
つ

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
よ

。
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 協

力
体

制
を

つ
く

る
べ

き
組

織
を

探
し

て
お

く

自
分

が
支

援
を

受
け

る
役

場
，

市
役

所
（

健

康
課

？
子

育
て

支
援

課
？

高
齢

者
福

祉
課

？
…

…
自

分
の

立
場

に
よ

っ
て

，
ま

た
地

方
自

治
体

に
よ

っ
て

管
轄

が
異

な
る

）
の

連
絡

先
，

お
よ

び
非

常
時

の
支

援
体

制
を

知
っ

て
お

く
，

で
き

れ
ば

所
轄

の
人

と
顔

見
知

り
に

な
る

，
平

時
に

職
場

や
学

校
で

，
あ

る
い

は
地

域
で

，
災

害
直

後
の

避
難

所
を

確
認

し
て

お
く

。
特

に
，

地
域

や
学

区
内

で
非

常
食

や
水

の
備

蓄
を

し
て

あ
る

場
所

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

く
。

い
ざ

災
害

と
な

っ
た

ら
，

こ
の

「
顔

を
知

っ

て
い

る
」

と
い

う
関

係
が

一
番

強
い

武
器

に
な

り
ま

す
。

資
金

集
め

＜
支

援
の

要
請

を
自

ら
行

な
う

＞

災
害

が
起

こ
っ

た
ら

，
仲

間
を

介
し

て
で

き

る
だ

け
多

く
の

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

や

，
，

所
属

先
や

メ
デ

ィ
ア

の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
「

ご
支

援
の

お
願

い
」

文

（
表

）
を

流
し

ま
し

ょ
う

。

表
「

ご
支

援
の

お
願

い
」

見
本

当
団

体
は

，
母

子
の

健
康

と
幸

せ
を

守
り

，
被

災
地

の
将

来
の

発
展

の
た

め
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
立

さ
れ

ま
し

た
。 私

た
ち

の
活

動
は

，
皆

様
か

ら
の

ご
寄

付
に

よ
っ

て
支

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

活
動

趣
旨

に
ご

賛
同

頂
け

る
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

の
で

，
皆

様
の

ご
希

望
に

合
っ

た
方

法
で

ご
支

援
く

だ
さ

い
。

○
ご

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
１

．
銀

行
口

座
へ

の
寄

付
金

振
込

銀
行

振
込

に
よ

り
ご

支
援

を
い

た
だ

け
る

場
合

は
，

以
下

の
○

○
（

団
体

名
）

口
座

（
○

○
銀

行
）

へ
の

お
振

込
み

の
程

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

，
お

振
込

み
後

に
当

団
体

ま
で

ご
連

絡
を

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

お
振

込
み

先
・

銀
行

名
：

・
支

店
名

：
・

支
店

番
号

：
・

科
目

：
普

通
・

口
座

番
号

：
・

口
座

名
義

：

２
．

寄
付

金
以

外
に

よ
る

ご
支

援
（

現
物

支
給

等
）

お
よ

び
日

本
以

外
に

お
住

ま
い

の
方

寄
付

金
以

外
の

方
法

に
よ

り
，

食
事

や
宿

泊
先

，
移

動
手

段
等

に
つ

い
て

ご
支

援
を

い
た

だ
る

場
合

や
，

海
外

に
お

住
ま

い
の

方
で

，
国

内
へ

の
送

金
を

希
望

さ
れ

る
方

は
当

団
体

ま
で

ご
連

絡
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
（

代
表

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
）

○
お

問
い

合
わ

せ
先

担
当

者
名

：
〇

〇
〇

〇
電

話
番

号
：

〇
〇

〇
〇

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

〇
〇

〇
＠

〇
〇

〇

表
助

成
団

体
リ

ス
ト

【
国

内
】

〇
一

般
社

団
法

人
ジ

ェ
ス

ペ
ー

ル
（

妊
婦

さ
ん

や
お

母
さ

ん
へ

の
サ

ポ
ー

ト
）

一
般

社
団

法
人

ジ
ェ

ス
ペ

ー
ル

事
務

局
〒

東
京

都
中

野
区

松
が

丘
：

（
時

～
時

）

〇
日

本
ユ

ニ
セ

フ

〒
東

京
都

港
区

高
輪

ユ
ニ

セ
フ

ハ
ウ

ス

〇
特

定
非

営
利

活
動

法
人

（
）

〒
東

京
都

文
京

区
本

郷
山

の
手

ビ
ル ：

〇
ピ

ー
ス

ウ
ィ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン

〇
法

人
ジ

ャ
パ

ン
・

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

〇
赤

い
羽

根
共

同
募

金
「

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

支
援

」

【
海

外
】

〇 〇

－164－－ 170 －

医
学
書
院
「
助
産
雑
誌
」

20
13

年
2
月
号

P1
66

-1
71

災
害
時
の
母
子
保
健

妊
産
婦
を
守
る
助
産
師
の
役
割

 
第

13
回

い
ざ
と
い
う
時
の
安
心
リ
ソ
ー
ス

 
 【

そ
の

他
有

用
サ

イ
ト

】
〇

公
益

財
団

法
人

助
成

財
団

セ
ン

タ
ー

『
助

成
財

団
市

民
活

動
の

た
め

の
助

成
金

応
募

ガ
イ

ド
』

（
定

価
円

，
年

発
行

）

＜
助

成
金

を
申

請
す

る
＞

災
害

時
に

は
助

成
金

を
出

し
て

く
れ

る
団

体
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

の
な

か
で

も
今

回
特

に

お
世

話
に

な
っ

た
母

子
の

た
め

の
助

成
団

体
の

リ

ス
ト

は
表

の
通

り
で

す
。

報
告

書
作

成
の

重
要

性
（

別
添

見
本

）

活
動

を
始

め
た

ら
，

怒
涛

の
よ

う
に

す
る

こ
と

が

押
し

寄
せ

て
き

て
，

時
系

列
の

流
れ

を
把

握
し

た

り
，

連
絡

や
調

整
経

過
な

ど
が

う
や

む
や

に
な

り

が
ち

で
す

。
実

際
，

私
た

ち
が

派
遣

し
た

方
々

総

勢
名

ほ
ど

の
母

子
支

援
メ

ン
バ

ー
も

，
毎

日

の
報

告
や

情
報

共
有

が
で

き
ず

，
現

地
の

方
に

ご

迷
惑

を
か

け
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
た

だ
で

さ

え
立

場
が

弱
く

，
少

数
派

で
あ

る
妊

産
婦

や
乳

幼

児
の

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
に

は
，

組
織

立
っ

た
動

き

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

，
毎

日
の

活
動

内
容

を
メ

モ
し

て

お
き

，
こ

ま
め

に
報

告
書

を
作

成
す

る
よ

う
に

し

ま
し

ょ
う

。
助

成
金

や
寄

付
金

を
い

た
だ

く
相

手

へ
の

報
告

や
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

の
レ

ポ
ー

ト
に

も

使
え

ま
す

し
，

抜
け

漏
れ

を
防

ぐ
意

味
で

も
，

時

系
列

の
記

録
は

重
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上

の
や

り
取

り
に

慣
れ

て
い

る
人

で
あ

れ
ば

，

で
フ

ァ
イ

ル
を

共
有

し
，

ど
の

場

所
か

ら
で

も
活

動
内

容
を

更
新

し
て

お
く

よ
う

に

す
る

と
連

絡
の

手
間

が
省

け
ま

す
。

支
援

者
の

ケ
ア

災
害

時
の

待
っ

た
な

し
の

状
況

の
な

か
で

お
ろ

そ

か
に

な
り

が
ち

な
こ

と
の

う
ち

の
つ

が
，

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
る

自
分

た
ち

の
ケ

ア
で

す
。

混
乱

し
た

状
況

の
な

か
，

迅
速

な
対

応
を

求
め

ら

れ
る

立
場

。
著

し
い

ス
ト

レ
ス

惨
事

ス
ト

レ
ス

）

を
感

じ
う

る
業

務
性

質
…

…
。

・
惨

状
の

体
験

・
目

撃
，

二
次

被
害

の
危

険
 

・
無

限
の

業
務

，
役

割
が

不
明

確
，

 
・

慣
れ

な
い

人
間

関
係

 
・

遺
族

の
嘆

き
悲

し
み

に
直

接
ふ

れ
る

 
こ

ん
な

状
況

に
置

か
れ

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

人
の

た
め

に
尽

く
し

た
い

と
い

う
情

熱
や

使
命

感
，

正
義

感
，

責
任

感
の

強
い

私
た

ち
医

療
従

事
者

。

そ
の

な
か

で
も

特
に

助
産

師
と

い
う

立
場

で
は

，

人
を

包
み

込
み

，
守

る
気

持
ち

が
強

く
な

り
ま

す

か
ら

，
と

も
す

れ
ば

自
分

の
身

を
犠

牲
に

し
て

他

人
の

た
め

に
尽

く
し

が
ち

で
，

過
重

労
働

に
陥

り

や
す

い
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

当
然

の
業

務

と
い

う
こ

と
で

理
解

や
同

情
が

得
ら

れ
な

か
っ

た

り
，

調
子

を
崩

し
て

も
「

ひ
よ

わ
」

「
怠

け
て

い

る
」

と
み

な
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
気

苦

労
が

重
な

り
ま

す
1

）
。

支
援

者
自

身
が

被
災

者

で
あ

る
場

合
も

あ
る

と
い

う
こ

と
を

心
に

留
め

，

活
動

を
共

に
し

て
い

る
仲

間
に

は
，

下
記

の
サ

イ

ン
を

示
し

て
自

分
の

ス
ト

レ
ス

に
気

づ
け

る
よ

う
，

仲
間

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
姿

勢
を

示
し

ま
し

ょ
う

。
 

 １
）

被
災

地
の

当
事

者
で

あ
れ

，
派

遣
者

で
あ

れ
，

活
動

以
外

で
も

い
つ

も
体

験
を

思
い

出
す

（
再

体

験
，

侵
入

思
考

）
 

２
）

思
い

出
す

こ
と

を
避

け
よ

う
と

す
る

（
回

避
）

 
３

）
興

奮
，

い
ら

い
ら

，
不

眠
な

ど
の

状
態

が
続

く
（

過
覚

醒
）

 
４

）
身

体
の

不
調

：
不

眠
，

疲
労

感
，

集
中

力

の
低

下
 

５
）

周
囲

と
の

摩
擦

・
孤

立
感

：
被

災
地

の
こ

と

を
知

ら
な

い
人

た
ち

へ
の

苛
立

ち
 

６
）

罪
悪

感
，

無
力

感
：

サ
バ

イ
バ

ー
ズ

ギ
ル

ト
，

 
安

全
な

我
が

家
に

帰
っ

て
き

て
し

ま
っ

た
 

帰
っ

て
き

て
も

被
災

地
が

気
に

な
る

 
こ

れ
は

，
支

援
相

手
へ

の
共

感
に

伴
う

疲
労

で

「
二

次
受

傷
」

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

が
，

こ
の

よ

う
な

反
応

が
“

自
然

な
反

応
”

で
あ

る
こ

と
の

認

識
が

重
要

で
，

こ
う

い
う

場
合

に
は

 
・

強
い

ス
ト

レ
ス

を
体

験
し

て
も

大
多

数
は

自
然

回
復

 
・

ス
ト

レ
ス

か
ら

回
復

す
る

力
は

誰
で

も
持

っ
て

い
る

 
・

強
い

ス
ト

レ
ス

を
受

け
て

も
時

間
が

た
て

ば
ほ

と
ん

ど
の

人
が

自
然

に
回

復
す

る
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 こ

と
を

伝
え

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

，
 

・
実

現
可

能
な

目
標

を
設

定
す

る
。

 
・

役
割

を
明

確
に

す
る

。
矛

盾
し

た
役

割
を

負
わ

せ
な

い
。

 
・

時
間

を
限

定
す

る
。

根
性

論
を

捨
て

る
。

 
・

支
援

者
同

士
で

時
々

振
り

返
り

の
場

を
も

つ
 

以
上

の
こ

と
が

有
効

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い

ま
す

。
 

こ
の

振
り

返
り

の
場

で
は

，
 

支
援

者
の

つ
ら

さ
，

無
力

感
 

・
自

分
た

ち
の

使
命

感
や

エ
ゴ

に
つ

い
て

 
・

仲
間

内
で

の
意

見
の

対
立

，
感

情
の

ぶ
つ

か
り

あ
い

 
・

被
災

地
で

話
を

聴
い

て
，

現
場

を
見

て
感

じ
た

こ
と

 
な

ど
を

共
有

す
る

と
，

ス
ト

レ
ス

軽
減

に
役

立
ち

ま
す

。
 

 そ
れ

で
は

，
自

分
た

ち
が

被
災

者
で

，
お

ま
け

に

支
援

側
に

回
ら

ざ
る

を
得

な
い

よ
う

な
被

災
地

の

助
産

師
だ

っ
た

ら
…

…
。

 
被

災
者

の
ス

ト
レ

ス
，

支
援

者
ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
心

理
教

育
を

行
な

う
時

間
を

取
れ

る
よ

う
，

組

織
全

体
に

向
け

て
提

案
す

る
こ

と
が

一
番

よ
い

の

で
す

が
，

「
心

の
ケ

ア
も

し
ま

し
ょ

う
」

と
言

う

の
は

な
か

な
か

難
し

い
も

の
で

す
。

個
別

相
談

に

来
る

こ
と

へ
の

抵
抗

感
（

恥
ず

か
し

さ
や

不
安

）

も
あ

る
で

し
ょ

う
。

マ
ッ

サ
ー

ジ
や

体
操

，
鍼

灸

や
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

取
り

入
れ

，
あ

か

ら
さ

ま
で

は
な

い
形

の
心

理
サ

ポ
ー

ト
か

ら
始

め

る
と

有
効

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

被
災

地
で

は
，

周

り
の

人
た

ち
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
の

も
大

切
だ

け

れ
ど

，
や

り
す

ぎ
な

い
こ

と
，

自
分

た
ち

だ
っ

て

生
活

基
盤

が
安

定
し

て
い

な
い

被
災

者
と

し
て

不

安
な

気
持

ち
を

吐
き

出
し

て
い

い
の

だ
と

い
う

こ

と
を

，
知

っ
て

お
く

だ
け

で
随

分
と

PT
SD

の
よ

う
な

二
次

災
害

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 ま
と

め

私
た

ち
の

団
体

は
，

さ
ま

ざ
ま

な
人

々
に

支
え

ら

れ
て

被
災

地
の

妊
産

婦
お

よ
び

乳
幼

児
支

援
活

動

を
行

な
っ

て
き

ま
し

た
が

，
失

敗
や

体
験

か
ら

学

ぶ
こ

と
は

多
く

，
こ

こ
か

ら
吸

い
上

げ
た

エ
ッ

セ

ン
ス

を
，

次
の

機
会

に
ぜ

ひ
生

か
し

て
い

た
だ

き

た
く

思
っ

て
か

な
り

細
か

な
情

報
ま

で
オ

ー
プ

ン

に
し

ま
し

た
。

私
と

同
じ

失
敗

を
く

り
返

し
て

ほ

し
く

な
い

，
同

じ
苦

労
を

ゼ
ロ

か
ら

始
め

て
欲

し

く
な

い
，

次
回

は
も

っ
と

早
く

，
効

率
的

に
，

苦

し
ん

で
い

る
母

子
を

救
っ

て
あ

げ
て

欲
し

い
，

と

強
く

願
っ

て
い

ま
す

。
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  今
月

の
教

訓
 

●
発

災
後

、
実

際
に

自
分

が
援

助
に

ま
わ

る
こ

と

を
想

定
し

て
、

資
金

援
助

の
申

請
、

報
告

書
の

書

き
方

な
ど

に
目

を
通

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
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 次

世
代

を
守

る
た

め
に

出
来

る
自

助

今
ま

で
の

連
載

を
お

読
み

い
た

だ
き

，
被

災

地
で

は
い

か
に

妊
産

婦
や

乳
幼

児
に

対
す

る
ケ

ア
が

行
き

届
か

な
い

か
，

と
い

う
こ

と
，

そ
し

て
，

そ
も

そ
も

防
災

対
策

の
な

か
に

母
子

へ
の

視
点

が
入

っ
て

い
な

い
と

い
う

こ
と

を
，

痛
切

に
感

じ
ら

れ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

で
は

今
，

自
分

た
ち

は
ど

う
し

て
い

け

ば
い

い
の

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

，
秒

単
位

で
近

づ
い

て
い

る
次

の
大

震
災

に
は

，
ど

の
よ

う
に

備
え

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
か

。
前

回
，

備
え

の
た

め
の

訓
練

方
法

や
連

携
に

つ
い

て
書

き
ま

し
た

が
，

こ
の

回
で

は
，

で
き

る
だ

け
具

体
的

で
現

実
的

な
，

す
ぐ

に
使

え
る

情
報

を
集

め
ま

し
た

。

日
ご

ろ
か

ら
で

き
る

こ
と

普
段

接
し

て
い

る
妊

婦
さ

ん
や

お
母

さ
ん

た

ち
へ

，
「

災
害

時
の

こ
と

を
少

し
で

も
い

い
か

ら
考

え
て

お
い

て
ね

」
と

，
一

度
で

も
話

す
だ

け
で

，
そ

の
ご

家
族

の
人

生
が

確
実

に
変

わ
り

ま
す

。
実

践
的

な
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

お
渡

し
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

そ
の

時
の

声
掛

け
は

，
こ

ん
な

感
じ

で
は

い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

■
見

直
し

を
促

す

「
い

つ
何

時
で

も
，

情
報

網
を

も
っ

て
い

る

か
ど

う
か

が
，

そ
の

後
の

家
族

の
幸

せ
や

健
康

に
つ

な
が

る
ん

で
す

よ
」

「
見

直
し

て
み

ま
せ

ん
か

？
自

分
の

連
絡

ツ

ー
ル

」

⇒
携

帯
，

固
定

電
話

，
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

，

，
…

…
自

分
に

は
い

く
つ

連
絡

手
段

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

？

⇒
家

族
と

連
絡

が
取

れ
な

く
な

っ
た

と
き

に
，

連
絡

先
と

な
る

よ
う

な
親

せ
き

や
地

域
の

友
人

，

子
ど

も
の

安
否

確
認

を
す

る
保

育
園

や
学

校
の

シ
ス

テ
ム

が
あ

り
ま

す
か

？

■
貴

重
品

の
保

管
方

法

「
守

り
た

い
も

の
，

大
事

な
も

の
，

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

よ
ね

。
ま

ず
は

，
家

族
の

安
全

，
そ

れ
か

ら
お

金
…

…
。

ほ
か

に
ど

ん
な

も
の

が
あ

り
ま

す
か

？
」

⇒
す

べ
て

が
流

さ
れ

て
し

ま
っ

た
と

き
に

備
え

て
，

い
く

通
り

も
の

貴
重

品
の

保
管

方
法

を
知

っ
て

い
ま

す
か

？
例

え
ば

，

）
預

金
通

帳
，

カ
ー

ド
，

保
健

証
，

運
転

免

許
証

，
母

子
手

帳
，

年
金

手
帳

，
生

命
保

険
書

類
，

内
服

中
の

お
薬

の
名

前
（

意
外

と
，

今
回

の
震

災
で

は
現

在
の

持
病

に
対

す
る

治
療

内
容

が
明

ら
か

で
な

い
人

が
多

か
っ

た
）

な
ど

を
コ

ピ
ー

し
て

分
散

さ
せ

て
保

管
：

職
場

，
別

の
地

域
の

知
人

や
親

せ
き

宅
に

預
け

る

）
ス

キ
ャ

ン
し

て
あ

る
い

は
写

真
フ

ァ

イ
ル

を
メ

ー
ル

で
自

分
宛

て
に

送
る

）
ス

キ
ャ

ン
し

た
も

の
を

ク
リ

ッ
プ

ド
ラ

イ

ブ
や

に
保

存
し

て
お

く

）
上

記
の

デ
ジ

タ
ル

記
録

を
上

の
保

管

場
所

（
な

ど
）

に
置

い
て

お
く

）
特

に
，

母
子

手
帳

や
お

薬
手

帳
，

か
か

り

つ
け

医
の

連
絡

先
，

治
療

経
過

が
わ

か
る

よ
う

な
資

料
を

ま
と

め
て

お
く

な
ど

，
い

ざ
と

い
う

と
き

に
役

立
ち

ま
す

。

■
う

ろ
覚

え
で

な
く

，
確

実
に

「
身

に
つ

い
て

い
る

こ
と

は
，

災
害

時
に

も
役

立
つ

ん
で

す
よ

。
逆

に
言

え
ば

，
う

ろ
覚

え
の

知
識

だ
け

で
は

パ
ニ

ッ
ク

に
な

っ
た

と
き

に
助

け
て

く
れ

ま
せ

ん
」

⇒
母

乳
育

児
，

食
事

の
バ

ラ
ン

ス
，

手
指

消
毒

，

避
難

訓
練

マ
ニ

ュ
ア

ル
，

近
隣

の
避

難
場

所
に

実
際

に
行

っ
て

み
た

こ
と

が
あ

る
か

な
ど

，
い

か
が

で
す

か
。

⇒
仲

間
を

つ
く

る
，

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
上

手
に

な
る

，
受

援
力

（
感

謝
の

気
持

ち
を

表
し

な
が

ら
人

の
支

援
を

上
手

に
受

け
取

る
，

快
く

聞
き

入
れ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

頼
み

方
を

す
る

）

を
鍛

え
る

な
ど

，
日

ご
ろ

か
ら

心
が

け
て

い
ま

す
か

？

■
災

害
時

の
連

絡
先

の
確

認

「
災

害
時

の
病

院
の

か
か

り
方

に
つ

い
て

は
，

何
か

知
っ

て
い

ま
す

か
？

」

⇒
妊

婦
さ

ん
な

ら
：

災
害

時
に

切
迫

流
・

早
産

症
状

が
出

て
き

た
と

き
と

か
，

実
際

に
陣

痛
が

来
た

場
合

と
か

，
病

院
に

間
に

合
わ

な
い

と
き

は
最

低
限

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

な
ど

，
緊

急
の

場
合

の
連

絡
先

（
救

急
車

，
自

衛
隊

，
第

三
次

救
急

を
担

当
し

て
い

る
病

院
な

ど
）

を
確

認
し

て
み

ま
し

ょ
う

。

⇒
何

ら
か

の
治

療
を

受
け

て
い

る
人

な
ら

：
最

低
限

必
要

と
す

る
医

薬
品

を
週

間
分

は
家

庭

に
ス

ト
ッ

ク
し

て
お

く
，

診
断

名
，

薬
の

名
前

，

か
か

り
つ

け
医

の
名

前
を

記
載

し
て

お
く

な
ど

，

今
し

て
お

く
と

後
か

ら
役

立
つ

こ
と

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
よ

。
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い
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ソ
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 協

力
体

制
を

つ
く

る
べ

き
組

織
を

探
し

て
お

く

自
分

が
支

援
を

受
け

る
役

場
，

市
役

所
（

健

康
課

？
子

育
て

支
援

課
？

高
齢

者
福

祉
課

？
…

…
自

分
の

立
場

に
よ

っ
て

，
ま

た
地

方
自

治
体

に
よ

っ
て

管
轄

が
異

な
る

）
の

連
絡

先
，

お
よ

び
非

常
時

の
支

援
体

制
を

知
っ

て
お

く
，

で
き

れ
ば

所
轄

の
人

と
顔

見
知

り
に

な
る

，
平

時
に

職
場

や
学

校
で

，
あ

る
い

は
地

域
で

，
災

害
直

後
の

避
難

所
を

確
認

し
て

お
く

。
特

に
，

地
域

や
学

区
内

で
非

常
食

や
水

の
備

蓄
を

し
て

あ
る

場
所

を
チ

ェ
ッ

ク
し

て
お

く
。

い
ざ

災
害

と
な

っ
た

ら
，

こ
の

「
顔

を
知

っ

て
い

る
」

と
い

う
関

係
が

一
番

強
い

武
器

に
な

り
ま

す
。

資
金

集
め

＜
支

援
の

要
請

を
自

ら
行

な
う

＞

災
害

が
起

こ
っ

た
ら

，
仲

間
を

介
し

て
で

き

る
だ

け
多

く
の

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

や

，
，

所
属

先
や

メ
デ

ィ
ア

の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
「

ご
支

援
の

お
願

い
」

文

（
表

）
を

流
し

ま
し

ょ
う

。

表
「

ご
支

援
の

お
願

い
」

見
本

当
団

体
は

，
母

子
の

健
康

と
幸

せ
を

守
り

，
被

災
地

の
将

来
の

発
展

の
た

め
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

設
立

さ
れ

ま
し

た
。 私

た
ち

の
活

動
は

，
皆

様
か

ら
の

ご
寄

付
に

よ
っ

て
支

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
う

し
た

活
動

趣
旨

に
ご

賛
同

頂
け

る
方

を
募

集
し

て
い

ま
す

の
で

，
皆

様
の

ご
希

望
に

合
っ

た
方

法
で

ご
支

援
く

だ
さ

い
。

○
ご

支
援

の
方

法
に

つ
い

て
１

．
銀

行
口

座
へ

の
寄

付
金

振
込

銀
行

振
込

に
よ

り
ご

支
援

を
い

た
だ

け
る

場
合

は
，

以
下

の
○

○
（

団
体

名
）

口
座

（
○

○
銀

行
）

へ
の

お
振

込
み

の
程

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

ま
た

，
お

振
込

み
後

に
当

団
体

ま
で

ご
連

絡
を

い
た

だ
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

お
振

込
み

先
・

銀
行

名
：

・
支

店
名

：
・

支
店

番
号

：
・

科
目

：
普

通
・

口
座

番
号

：
・

口
座

名
義

：

２
．

寄
付

金
以

外
に

よ
る

ご
支

援
（

現
物

支
給

等
）

お
よ

び
日

本
以

外
に

お
住

ま
い

の
方

寄
付

金
以

外
の

方
法

に
よ

り
，

食
事

や
宿

泊
先

，
移

動
手

段
等

に
つ

い
て

ご
支

援
を

い
た

だ
る

場
合

や
，

海
外

に
お

住
ま

い
の

方
で

，
国

内
へ

の
送

金
を

希
望

さ
れ

る
方

は
当

団
体

ま
で

ご
連

絡
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
（

代
表

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
）

○
お

問
い

合
わ

せ
先

担
当

者
名

：
〇

〇
〇

〇
電

話
番

号
：

〇
〇

〇
〇

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

〇
〇

〇
＠

〇
〇

〇

表
助

成
団

体
リ

ス
ト

【
国

内
】

〇
一

般
社

団
法

人
ジ

ェ
ス

ペ
ー

ル
（

妊
婦

さ
ん

や
お

母
さ

ん
へ

の
サ

ポ
ー

ト
）

一
般

社
団

法
人

ジ
ェ

ス
ペ

ー
ル

事
務

局
〒

東
京

都
中

野
区

松
が

丘
：

（
時

～
時

）

〇
日

本
ユ

ニ
セ

フ

〒
東

京
都

港
区

高
輪

ユ
ニ

セ
フ

ハ
ウ

ス

〇
特

定
非

営
利

活
動

法
人

（
）

〒
東

京
都

文
京

区
本

郷
山

の
手

ビ
ル ：

〇
ピ

ー
ス

ウ
ィ

ン
ズ

・
ジ

ャ
パ

ン

〇
法

人
ジ

ャ
パ

ン
・

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

〇
赤

い
羽

根
共

同
募

金
「

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

支
援

」

【
海

外
】

〇 〇

－164－－ 170 －
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 【

そ
の

他
有

用
サ

イ
ト

】
〇

公
益

財
団

法
人

助
成

財
団

セ
ン

タ
ー

『
助

成
財

団
市

民
活

動
の

た
め

の
助

成
金

応
募

ガ
イ

ド
』

（
定

価
円

，
年

発
行

）

＜
助

成
金

を
申

請
す

る
＞

災
害

時
に

は
助

成
金

を
出

し
て

く
れ

る
団

体
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
そ

の
な

か
で

も
今

回
特

に

お
世

話
に

な
っ

た
母

子
の

た
め

の
助

成
団

体
の

リ

ス
ト

は
表

の
通

り
で

す
。

報
告

書
作

成
の

重
要

性
（

別
添

見
本

）

活
動

を
始

め
た

ら
，

怒
涛

の
よ

う
に

す
る

こ
と

が

押
し

寄
せ

て
き

て
，

時
系

列
の

流
れ

を
把

握
し

た

り
，

連
絡

や
調

整
経

過
な

ど
が

う
や

む
や

に
な

り

が
ち

で
す

。
実

際
，

私
た

ち
が

派
遣

し
た

方
々

総

勢
名

ほ
ど

の
母

子
支

援
メ

ン
バ

ー
も

，
毎

日

の
報

告
や

情
報

共
有

が
で

き
ず

，
現

地
の

方
に

ご

迷
惑

を
か

け
た

こ
と

が
あ

り
ま

し
た

。
た

だ
で

さ

え
立

場
が

弱
く

，
少

数
派

で
あ

る
妊

産
婦

や
乳

幼

児
の

サ
ポ

ー
ト

の
た

め
に

は
，

組
織

立
っ

た
動

き

が
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

，
毎

日
の

活
動

内
容

を
メ

モ
し

て

お
き

，
こ

ま
め

に
報

告
書

を
作

成
す

る
よ

う
に

し

ま
し

ょ
う

。
助

成
金

や
寄

付
金

を
い

た
だ

く
相

手

へ
の

報
告

や
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

の
レ

ポ
ー

ト
に

も

使
え

ま
す

し
，

抜
け

漏
れ

を
防

ぐ
意

味
で

も
，

時

系
列

の
記

録
は

重
要

で
す

。
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上

の
や

り
取

り
に

慣
れ

て
い

る
人

で
あ

れ
ば

，

で
フ

ァ
イ

ル
を

共
有

し
，

ど
の

場

所
か

ら
で

も
活

動
内

容
を

更
新

し
て

お
く

よ
う

に

す
る

と
連

絡
の

手
間

が
省

け
ま

す
。

支
援

者
の

ケ
ア

災
害

時
の

待
っ

た
な

し
の

状
況

の
な

か
で

お
ろ

そ

か
に

な
り

が
ち

な
こ

と
の

う
ち

の
つ

が
，

サ
ポ

ー
ト

し
て

い
る

自
分

た
ち

の
ケ

ア
で

す
。

混
乱

し
た

状
況

の
な

か
，

迅
速

な
対

応
を

求
め

ら

れ
る

立
場

。
著

し
い

ス
ト

レ
ス

惨
事

ス
ト

レ
ス

）

を
感

じ
う

る
業

務
性

質
…

…
。

・
惨

状
の

体
験

・
目

撃
，

二
次

被
害

の
危

険
 

・
無

限
の

業
務

，
役

割
が

不
明

確
，

 
・

慣
れ

な
い

人
間

関
係

 
・

遺
族

の
嘆

き
悲

し
み

に
直

接
ふ

れ
る

 
こ

ん
な

状
況

に
置

か
れ

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う

か
。

人
の

た
め

に
尽

く
し

た
い

と
い

う
情

熱
や

使
命

感
，

正
義

感
，

責
任

感
の

強
い

私
た

ち
医

療
従

事
者

。

そ
の

な
か

で
も

特
に

助
産

師
と

い
う

立
場

で
は

，

人
を

包
み

込
み

，
守

る
気

持
ち

が
強

く
な

り
ま

す

か
ら

，
と

も
す

れ
ば

自
分

の
身

を
犠

牲
に

し
て

他

人
の

た
め

に
尽

く
し

が
ち

で
，

過
重

労
働

に
陥

り

や
す

い
こ

と
が

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

当
然

の
業

務

と
い

う
こ

と
で

理
解

や
同

情
が

得
ら

れ
な

か
っ

た

り
，

調
子

を
崩

し
て

も
「

ひ
よ

わ
」

「
怠

け
て

い

る
」

と
み

な
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
気

苦

労
が

重
な

り
ま

す
1

）
。

支
援

者
自

身
が

被
災

者

で
あ

る
場

合
も

あ
る

と
い

う
こ

と
を

心
に

留
め

，

活
動

を
共

に
し

て
い

る
仲

間
に

は
，

下
記

の
サ

イ

ン
を

示
し

て
自

分
の

ス
ト

レ
ス

に
気

づ
け

る
よ

う
，

仲
間

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
姿

勢
を

示
し

ま
し

ょ
う

。
 

 １
）

被
災

地
の

当
事

者
で

あ
れ

，
派

遣
者

で
あ

れ
，

活
動

以
外

で
も

い
つ

も
体

験
を

思
い

出
す

（
再

体

験
，

侵
入

思
考

）
 

２
）

思
い

出
す

こ
と

を
避

け
よ

う
と

す
る

（
回

避
）

 
３

）
興

奮
，

い
ら

い
ら

，
不

眠
な

ど
の

状
態

が
続

く
（

過
覚

醒
）

 
４

）
身

体
の

不
調

：
不

眠
，

疲
労

感
，

集
中

力

の
低

下
 

５
）

周
囲

と
の

摩
擦

・
孤

立
感

：
被

災
地

の
こ

と

を
知

ら
な

い
人

た
ち

へ
の

苛
立

ち
 

６
）

罪
悪

感
，

無
力

感
：

サ
バ

イ
バ

ー
ズ

ギ
ル

ト
，

 
安

全
な

我
が

家
に

帰
っ

て
き

て
し

ま
っ

た
 

帰
っ

て
き

て
も

被
災

地
が

気
に

な
る

 
こ

れ
は

，
支

援
相

手
へ

の
共

感
に

伴
う

疲
労

で

「
二

次
受

傷
」

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

が
，

こ
の

よ

う
な

反
応

が
“

自
然

な
反

応
”

で
あ

る
こ

と
の

認

識
が

重
要

で
，

こ
う

い
う

場
合

に
は

 
・

強
い

ス
ト

レ
ス

を
体

験
し

て
も

大
多

数
は

自
然

回
復

 
・

ス
ト

レ
ス

か
ら

回
復

す
る

力
は

誰
で

も
持

っ
て

い
る

 
・

強
い

ス
ト

レ
ス

を
受

け
て

も
時

間
が

た
て

ば
ほ

と
ん

ど
の

人
が

自
然

に
回

復
す

る
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 こ

と
を

伝
え

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

，
 

・
実

現
可

能
な

目
標

を
設

定
す

る
。

 
・

役
割

を
明

確
に

す
る

。
矛

盾
し

た
役

割
を

負
わ

せ
な

い
。

 
・

時
間

を
限

定
す

る
。

根
性

論
を

捨
て

る
。

 
・

支
援

者
同

士
で

時
々

振
り

返
り

の
場

を
も

つ
 

以
上

の
こ

と
が

有
効

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
て

い

ま
す

。
 

こ
の

振
り

返
り

の
場

で
は

，
 

支
援

者
の

つ
ら

さ
，

無
力

感
 

・
自

分
た

ち
の

使
命

感
や

エ
ゴ

に
つ

い
て

 
・

仲
間

内
で

の
意

見
の

対
立

，
感

情
の

ぶ
つ

か
り

あ
い

 
・

被
災

地
で

話
を

聴
い

て
，

現
場

を
見

て
感

じ
た

こ
と

 
な

ど
を

共
有

す
る

と
，

ス
ト

レ
ス

軽
減

に
役

立
ち

ま
す

。
 

 そ
れ

で
は

，
自

分
た

ち
が

被
災

者
で

，
お

ま
け

に

支
援

側
に

回
ら

ざ
る

を
得

な
い

よ
う

な
被

災
地

の

助
産

師
だ

っ
た

ら
…

…
。

 
被

災
者

の
ス

ト
レ

ス
，

支
援

者
ス

ト
レ

ス
に

関
す

る
心

理
教

育
を

行
な

う
時

間
を

取
れ

る
よ

う
，

組

織
全

体
に

向
け

て
提

案
す

る
こ

と
が

一
番

よ
い

の

で
す

が
，

「
心

の
ケ

ア
も

し
ま

し
ょ

う
」

と
言

う

の
は

な
か

な
か

難
し

い
も

の
で

す
。

個
別

相
談

に

来
る

こ
と

へ
の

抵
抗

感
（

恥
ず

か
し

さ
や

不
安

）

も
あ

る
で

し
ょ

う
。

マ
ッ

サ
ー

ジ
や

体
操

，
鍼

灸

や
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
を

取
り

入
れ

，
あ

か

ら
さ

ま
で

は
な

い
形

の
心

理
サ

ポ
ー

ト
か

ら
始

め

る
と

有
効

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

被
災

地
で

は
，

周

り
の

人
た

ち
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
の

も
大

切
だ

け

れ
ど

，
や

り
す

ぎ
な

い
こ

と
，

自
分

た
ち

だ
っ

て

生
活

基
盤

が
安

定
し

て
い

な
い

被
災

者
と

し
て

不

安
な

気
持

ち
を

吐
き

出
し

て
い

い
の

だ
と

い
う

こ

と
を

，
知

っ
て

お
く

だ
け

で
随

分
と

PT
SD

の
よ

う
な

二
次

災
害

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

 ま
と

め

私
た

ち
の

団
体

は
，

さ
ま

ざ
ま

な
人

々
に

支
え

ら

れ
て

被
災

地
の

妊
産

婦
お

よ
び

乳
幼

児
支

援
活

動

を
行

な
っ

て
き

ま
し

た
が

，
失

敗
や

体
験

か
ら

学

ぶ
こ

と
は

多
く

，
こ

こ
か

ら
吸

い
上

げ
た

エ
ッ

セ

ン
ス

を
，

次
の

機
会

に
ぜ

ひ
生

か
し

て
い

た
だ

き

た
く

思
っ

て
か

な
り

細
か

な
情

報
ま

で
オ

ー
プ

ン

に
し

ま
し

た
。

私
と

同
じ

失
敗

を
く

り
返

し
て

ほ

し
く

な
い

，
同

じ
苦

労
を

ゼ
ロ

か
ら

始
め

て
欲

し

く
な

い
，

次
回

は
も

っ
と

早
く

，
効

率
的

に
，

苦

し
ん

で
い

る
母

子
を

救
っ

て
あ

げ
て

欲
し

い
，

と

強
く

願
っ

て
い

ま
す

。
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  今
月

の
教

訓
 

●
発

災
後

、
実

際
に

自
分

が
援

助
に

ま
わ

る
こ

と

を
想

定
し

て
、

資
金

援
助

の
申

請
、

報
告

書
の

書

き
方

な
ど

に
目

を
通

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
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 災

害
時
の
母

子
保
健

妊
産
婦

を
守
る

助
産
師

の
役
割

 
第

14
回
（

最
終
回

）
必
ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 本
連

載
の
ゴ

ー
ル
を

再
考
し

て

東
日
本
大

震
災
は

，
死
者

・
行
方

不
明
者

合
わ
せ

て
万

人
，
被

災
者

万
人
に

の
ぼ
り

ま
し

た
。

被
災

者
支

援
に

お
い
て

は
，

子
ど

も
や

高
齢
者
な

ど
社

会
的

弱
者

に
配

慮
し

た
対
策

が
課

題
と

し
て

浮
か
び
上

が
り

ま
し

た
が

，
忘

れ
ら

れ
が
ち

な
「

弱
者

」
に

妊
産
婦
が

い
ま

し
た

。
震

災
発

生
か

ら
か
月
の

間
に
生

ま
れ
た

赤
ち

ゃ
ん
は

宮
城
県

だ
け
で

も

人
以

上
に
の

ぼ
り
ま

す
。

世
界
各

国
の

災
害

時
に

お
け

る
報

告
か

ら
，

被
災

地
の
女

性
と
子

ど
も

を
死

に
追

い
や
る
原

因
は

出
産

と
性

暴
力

で
あ

る
こ
と

が
知

ら
れ

て
い

ま
す
。
そ

の
た

め
，

被
災

地
避

難
民

の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

子
ど
も
を

産
み
育

て
る
こ

と
対
策

を
重
視

す
べ

き
と

い
う

こ
と

が
提

唱
さ

れ
て
お

り
，

国
連
や

の
災

害
支
援

ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク

に
は
，
災

害
直
後

に
と
る

べ
き

支
援

行
動

指
針
が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
に

も
か

か
わ
ら

ず
，

東
日

本
大

震
災
後
の

被
災

地
支

援
を

通
し

て
筆

者
ら
が

直
面

し
た

の
は

，
妊
産
婦

お
よ

び
新

生
児

に
対

す
る

災
害
時

の
基

本
的

政
策

あ
る
い
は

医
療

支
援

シ
ス

テ
ム

が
欠

如
し
て
い

た
と
い

う
こ
と

で
し
た

。

日
本
の

減
災

体
制

は
，

今
，

大
き

な
転

換
期

を
迎

え
て
い

ま
す
。

年
前

の
人

口
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

を
も

と
に

つ
く

ら
れ

た
シ

ス
テ
ム
で

は
，「

数
が
少
な

く
弱
い

高
齢
者

」
を

弱
者
の

メ
イ

ン
タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

救
っ
て
き

ま
し

た
。

し
か

し
，

図
の

よ
う
に

，
急

激
な

少
子

高
齢
化
を

経
験

し
て

い
る

現
在

，

歳
以
上
の

人
口
が

人
口
の

約
％

弱
，

歳
以

下
の
乳

幼
児

は
人
口
の
約

％
，
妊
婦

や
胎
児

は
年
間

万
人

で
す
か

ら
人
口
の

約
％
未
満

で
す
。
平
均

余
命
が

〜
年

の
高

齢
者
と
，

生
き
延

び
れ
ば

年
，

年
の
人
生

が
待
っ

て

い
る
新

し
い

命
。

こ
れ

か
ら
の
災

害
対

策
方

針
に

こ
の

認
識

が
な
け

れ
ば

，
今

回
の

東
日
本
大

震
災

と
同

じ
よ

う
に

次
世

代
が
海

の
藻

屑
と

な
る

よ
う
な
悲

し
み

が
く

り
返

さ
れ

る
こ

と
で
し
ょ

う
。

今
回
の

連
載

で
は

，
災

害
時

の
妊

産
婦

の
支

援
方

法
に
焦

点
を
当

て
，

東
日

本
大

震
災
を
経

験
し

た
妊

産
婦

，
現

地
入

り
し
た
医

療
職
者

に
よ
る
「
こ
れ

が
な
く

て
困
っ

た
」「

あ
れ

が
あ
れ

ば
と

悔
や

ん
だ

」
と
い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
も

含
め

，
医

療
職
に
よ

る
実
際

の
援
助

経
験
を

通
し
て

，「
ど
う
す

れ
ば
よ

か
っ
た
の

か
」「

何
が
あ
っ

た
ら
よ

か
っ
た

の
か

」
と
い

う
解

決
方
法

を
提

供
す

る
こ

と
で
，
次

世
代

に
役

立
つ

記
録

と
す

る
こ
と

を
目

的
と

し
て

き
ま
し
た

。
課

題
は

た
く

さ
ん

出
て

き
ま
し

た
が

，
一

貫
し

て
心
が
け

て
き

た
の

は
，

前
向

き
な

「
学
ぶ
姿

勢
」
を

も
ち
続

け
る
こ

と
で

す
。

・
何
を
し

た
ら
，

う
ま
く

い
く
？

・
こ
の
件

か
ら
私

た
ち
は

何
を
学

べ
る
だ

ろ
う
か

？

・
今

で
き

る
こ
と

は
何
か

？
何

を
す
る

の
が
ベ

ス
ト
か
？

今
ま
で

，
災

害
支

援
と

い
え

ば
行

政
側

の
「

制
度

」
に
焦

点
を
当
て

た
も
の

，
個

人
の
「
情

報
」「

安
心
」
に

焦
点
を

当

て
た
も
の

，「
実
際

の
体
験

談
」
を

つ
づ
っ

た
も
の

が
多
く

見

ら
れ
ま

し
た

。
一

般
的

に
は
，
震

災
の

な
か

で
無

事
に

出
産

で
き
た

と
い

う
話

が
メ

デ
ィ
ア
で

取
り

上
げ

ら
れ

る
こ

と
が

多
く
，

出
産

の
前

後
で

妊
婦
さ
ん

や
産

後
の

母
親

が
ど

れ
だ

け
苦
労

し
て

い
る

か
に

関
し
て
は

語
ら

れ
て

こ
な

か
っ

た
の

で
す
。

し
か

し
，

被
災

地
の
産
後

う
つ

の
増

加
や

，
被

災
地

か
ら
の

子
育

て
世

代
の
流

出
等
の

報
道

か
ら

も
わ

か
る
通

り
，

震
災
を

経
験

し
た

母
子

に
対
す
る

迅
速

で
手

厚
い

支
援

が
必

要
で
あ
っ

た
こ
と

が
明
ら

か
に
な

っ
て
き

ま
し
た

。

東
日
本

大
震

災
発

災
後

，
筆

者
は

日
本

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会

被
災

地
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
環

と

し
て
家

庭
医

と
産

婦
人

科
医
，
助

産
師

の
な

か
か

ら
被

災
地

支
援
者
を

募
り
，

震
災
直

後
か
ら

月
日

ま
で
石

巻
市
・

東
松
島
市

に
て

計
名
の

医
師

と
名

の
助
産

師
を
派

遣

し
，
母

子
保

健
シ

ス
テ

ム
の
サ
ポ

ー
ト

を
行

な
っ

て
き

ま
し

た
。
筆
者

は
石
巻

市
に
派

遣
さ
れ

た
産
婦

人
科
医

師
と
し

て
，

活
動
を

通
し

て
得

た
大

量
の
文
献

や
資

料
，

報
告

書
，

そ
し

て
筆
者

ら
が

現
場

か
ら

行
な
っ
た

情
報

発
信

を
こ

の
連

載
で

す
べ
て
共

有
し
て

い
ま
す

。

「
災
害

時
の

妊
産

婦
お

よ
び

母
子

の
健

康
」

を
守

る
医
療

者
の
視

点
，

国
際

的
資

料
，
実
際

の
災

害
現

場
で

有
効

に
機

能
す
る

ツ
ー

ル
に

関
す

る
情
報
が

皆
さ

ん
の

お
役

に
立

て
ば

と
願
う
ば

か
り
で

す
。

徐
々

に
表
わ

れ
て
き

た
本
連

載
の

成
果

東
日
本

大
震

災
の

際
，

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

妊
婦

さ
ん
を

弱
者
と

し
て

認
識

し
て

も
ら
い
，

優
先

的
な

安
全

確
保

が
図

れ
る
の

か
模

索
し

て
い

ま
し
た
が

，
そ

の
後

の
取

り
組

み
の

な
か
で

，
つ
，

日
の

目
を
見
そ

う
な

分
野

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ
は

，「
災

害
時
に

妊
婦
の

ト
リ

ア
ー
ジ

を
ラ

ン
ク
上

げ

て
も
ら

う
」

と
い

う
ア

プ
ロ
ー
チ

で
す

。
震

災
後

に
い

ろ
い

ろ
教

え
て

い
た

だ
い

た
災

害
医

療
の

専
門

家
の

先
生

か
ら

，

「
災

害
の

時
の

ト
リ

ア
ー

ジ
病

院
の

救
急

外
来

や
災

害
時

に
誰
か
ら

助
け
る

か
と
い

う
優
先

順
位
を

つ
け
る

こ
と

」
で

，

こ
れ
ま

で
に

妊
婦

さ
ん

が
不
利
益

を
得

た
事

実
が

あ
り

ま
す

か
，
と
い

う
お
問

い
合
わ

せ
を
い

た
だ
き

ま
し
た

。

「
ト
リ
ア

ー
ジ
・
タ
グ

災
害

や
事

故
現
場

で
負
傷

者
の
重

症
度
を
色

分
け
す

る
カ
ー

ド
」
に

，
そ

の
人
が

妊
婦
さ

ん
か

ど
う
か

わ
か

る
よ

う
な

チ
ェ
ッ
ク

欄
を

つ
け

て
は

ど
う

か
，

と
い
う

こ
と

は
，

東
日

本
大
震
災

の
経

験
か

ら
，

多
く

の
産

婦
人
科
医

師
が
感

じ
，
提

案
し
て

き
た
こ

と
で
す

。

た
と
え

ば
私

た
ち

は
，

妊
娠

中
に

津
波

に
飲

ま
れ

，
そ
の

晩
か
ら

体
調

が
お

か
し

く
な
っ
た

と
い

う
方

に
お

会
い

し
ま

し
た
。

震
災

当
日

は
病

院
も
避
難

所
も

陸
の

孤
島

状
態

で
し

た
の
で

，
翌

日
大

き
な

病
院
に
搬

送
さ

れ
ま

し
た

が
流

産
で

し
た
。

津
波

の
犠

牲
者

に
カ
ウ
ン

ト
さ

れ
て

は
い

な
い

の
で

し
ょ
う

が
，

津
波

が
な

け
れ
ば
生

ま
れ

て
き

た
命

だ
っ

た
と

思
う
と

本
当

に
残

念
で

し
た
。
そ

の
他

，
命

か
ら

が
ら

避
難

し
て
き

た
妊

婦
さ

ん
が

，
経
過
を

見
る

た
め

に
病

院
に

搬
送

さ
れ
ま

し
た

が
，

妊
婦

さ
ん
を
診

察
で

き
る

医
療

者
が

い
な

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」
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年
3
月
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第

14
回
（

最
終
回

）
必
ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 か
っ
た

た
め

，
ト

リ
ア

ー
ジ
な
い

し
は

評
価

を
受

け
ら

れ
ず

に
「
大

丈
夫

な
の

で
帰

っ
て
く
だ

さ
い

」
と

言
わ

れ
た

と
い

う
話
も

聞
き

ま
し

た
。

そ
の
方
は

帰
る

交
通

手
段

が
な

く
，

苦
労

し
て

い
ろ

い
ろ

な
方

の
車

に
同

乗
さ

せ
て

も
ら

い
，

日
間
か
け

て
地
元

ま
で
戻

っ
て
き

た
と
い

う
こ
と

で
す
。

病
院
に

受
診

し
て

医
師

に
診

察
し

て
も

ら
い

，
ト

リ
ア
ー

ジ
を
受

け
ら

れ
た

方
は

む
し
ろ
よ

い
ほ

う
で

，
避

難
所

か
ら

移
動
で

き
ず

，
病

院
受

診
も
で
き

ず
に

産
褥

熱
を

き
た

し
て

い
た
褥

婦
さ

ん
が

気
仙

沼
の
避
難

所
に

い
た

そ
う

で
，

妊
婦

さ
ん
や

産
後

の
褥

婦
さ

ん
が
ど
こ

で
ど

の
よ

う
な

状
況

に
お

か
れ
て

い
る

か
，

把
握

す
る
こ
と

の
大

切
さ

を
感

じ
た

と
の

話
も
聞
き

ま
し
た

。

あ
る
妊
娠

か
月
の

妊
婦
さ

ん
は

，
津
波

に
追
わ

れ
て
車

で
逃
げ

た
け

れ
ど

結
局

は
津
波
に

巻
き

込
ま

れ
，

サ
ン

ル
ー

フ
か
ら

脱
出

し
て

流
れ

て
き
た
畳

に
し

が
み

つ
い

て
い

た
ら

意
識
消

失
し

て
命

を
失

う
一
歩
手

前
で

あ
っ

た
と

の
こ

と
。

救
急
隊

か
ら

大
学

へ
搬

送
さ
れ
る

途
中

に
救

急
車

内
で

蘇
生

し
て
も
ら

っ
て
助

か
っ
た

，
と
い

う
こ
と

で
し
た

。

こ
れ
ら

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

は
，

個
人

レ
ベ

ル
の

話
を

集
め
た

も
の
で

あ
り

，
学

術
的

な
調
査
報

告
と

し
て

ま
と

ま
っ

て
い

な
い
の

が
実

情
で

す
。

今
現
在
，

救
急

外
来

や
災

害
現

場
で

使
わ
れ

て
い

る
ト

リ
ア

ー
ジ
で
妊

婦
さ

ん
に

対
し

て
不

適
切

な
対
応

が
あ

っ
た

か
な

か
っ
た
か

と
い

う
こ

と
は

，
詳

細
な

調
査
が

し
っ

か
り

終
わ

っ
て
な

い
と
こ

ろ
で

語
る

こ
と

は
で

き
な
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
，
い

ろ
い

ろ
な
話

を
総
合

す
る
と

，

妊
婦
さ

ん
へ

の
対

応
は

緊
急
を
要

す
る

場
合

が
あ

り
，

か
つ

ス
ト
レ

ス
や

务
悪

な
環

境
で
急
に

重
症

化
し

や
す

い
と

い
う

情
報
の
周

知
を
よ

り
徹
底

さ
せ
る

必
要
が

あ
り
そ

う
で
す

。

ま
た
，

ど
ん

な
症

状
や

疾
患

で
あ

ろ
う

が
，

妊
婦

さ
ん
と

い
う
だ

け
で

，
産

婦
人

科
以
外
の

医
者

か
ら

敬
遠

さ
れ

る
こ

と
が
あ

り
ま

す
が

，
こ

れ
は
，
日

本
で

は
産

婦
人

科
医

師
や

助
産
師

以
外

は
産

婦
人

科
診
療
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
ほ

と
ん

ど
受
け

て
い

な
い

た
め

で
す
。
災

害
医

療
者

や
開

業
医

，
家

庭
医
，

救
急

救
命

士
な

ど
病
院
前

医
療

者
，

そ
し

て
救

急
医

療
者
の

な
か

で
妊

婦
さ

ん
を
ケ
ア

で
き

る
人

員
を

増
や

し
，

そ
の
訓

練
の

機
会

を
増

や
し
，
妊

婦
さ

ん
が

不
適

切
な

ト
リ

ア
ー
ジ

を
受

け
な

い
よ

う
に
，
あ

る
い

は
後

回
し

に
さ

れ
な

い
よ
う

に
す

る
対

策
が

必
要
な
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

ま
す
。

妊
婦
さ

ん
だ

け
で

な
く

，
高

齢
者

／
要

介
護

の
老

人
は
妊

婦
さ
ん

と
同

じ
く

時
間
が

経
つ
と

す
ぐ

に
緑

正
常

か
ら
黄

色
要
注

意
，
黄

色
か

ら
赤

危
険

の
状
態
に

変
わ

る
可

能

性
が
あ
り

ま
す
。

認
知
症

予
備
軍

，
要
介

護
者
は

日
も
あ

れ
ば
廃
用

症
候
群

に
移
る

か
ら
で

す
。
大

き
な
災

害
の
場

合
，

こ
の
日

付
単

位
，

週
単

位
の
時
間

経
過

を
予

測
し

て
お

く
こ

と
が
必
要

で
す
。

こ
の
よ
う

に
，
妊
婦

さ
ん
や

子
ど

も
を
は

じ
め
，
高

齢
者
，

障
が

い
を
も

つ
人

，
外

国
人
な
ど

弱
者

の
ト

リ
ア

ー
ジ

に
関

し
て
は

，
こ

の
ま

ま
に

せ
ず
議
論

の
場

を
設

け
よ

う
と

い
う

方
が
増

え
て

き
ま

し
た

。
救
急
医

師
や

災
害

医
療

の
専

門
家

の
方
々

も
，

弱
者

に
配

慮
し
た
ト

リ
ア

ー
ジ

方
法

を
考

え
よ

う
と
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
ま
す
。

日
本

産
科

婦
人

科
学

会
が

妊
婦
の

識
別

欄
を

設
け

る
よ
う
，

日
本

救
急

医
学

会
に

要
望

し
た
と
い

う
こ
と

が
年

月
日
の
読

売
新
聞

夕
刊

ト
ッ
プ
記

事
で
取

り
上
げ

ら
れ
ま

し
た
。

マ
イ
ノ

リ
テ

ィ
の

妊
婦

さ
ん

と
赤

ち
ゃ

ん
の

命
を

守
る
た

め
に
，

で
き

る
こ

と
か

ら
し
て
い

こ
う

と
い

う
救

急
分

野
の

専
門
家
，
災

害
医
療

の
専
門

家
，
産

婦
人
科

医
の
連

携
姿
勢

。

今
後
，
非

常
時
の

ト
リ

ア
ー
ジ
方

法
を
変

え
る
の

で
あ
れ

ば
，

い
ろ
い

ろ
な

分
野

の
方

々
と
協
働

し
て

，
す

べ
て

の
弱

者
を

カ
バ
ー
す

る
改
訂

に
つ
な

げ
な
い

と
い
け

ま
せ
ん

。
そ
し

て
，

高
齢
化

が
進

む
日

本
で

弱
者
視
点

を
持

つ
ト

リ
ア

ー
ジ

・
タ

グ
を
つ

く
っ

て
世

界
に

発
信
し
，

日
本

が
誇

る
世

界
貢

献
に

で
き
る
と

い
い
な

，
と
希

望
を
抱

い
て
い

ま
す
。

必
ず

成
功
す

る
！
災

害
時
の

妊
産

婦
支

援
マ

ニ
ュ
ア

ル

現
在
，
国

か
ら

つ
の
研
究

資
金
（
下
記
）
を
い
た

だ
い

て
，
表

の
よ

う
な

災
害

時
妊
産
婦

支
援

ツ
ー

ル
を

開
発

し
て

お
り
，

訓
練

や
改

善
を

重
ね
て
，

全
国

の
誰

も
が

使
え

る
よ

う
な
も
の

に
し
て

い
ま
す

。

１
）

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
健
康
安
全
・
危

機
管
理
対
策
総
合
研
究
事
業
）「

妊
産
婦
・
乳
幼
児

を
中
心
と
し
た
災
害
時
要
援
護
者
の
福
祉
避
難
所

運
営
を
含
め
た
地
域
連
携
防
災
シ
ス
テ
ム
開
発
に

関
す
る
研
究

」（
研
究
代
表
者

吉
田
穂
波
、
平
成

２
５
～
２
７
年
度
）

２
）

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助

成
金
：
若
手
研
究

）「
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る

母
子
保
健
―
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
母
子
の
健

康
影
響
に
関
す
る
研
究
か
ら
―
」
（
研
究
代
表
者

吉
田
穂
波
、
平
成
２
４
～
２
６
年
度
）

今
後

の
展
望

と
謝
辞

最
終
回

ま
で

お
読

み
い

た
だ

き
，

本
当

に
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た

。
本

誌
を

ご
覧
に
な

っ
て

い
る

皆
様

と
今

回
の

被
災
経

験
を

共
有

で
き

た
こ
と
，

次
の

災
害

へ
の

準
備

に
つ

な
が
る

よ
う

な
経

験
値

の
蓄
積
が

で
き

た
こ

と
は

幸
運

だ
っ

た
と
感
謝

し
て
お

り
ま
す

。
今
後

と
も
，
地
域
で

，
行

政
で
，

社
会
全

体
で

，
災

害
時

の
母
子
を

守
る

仕
組

み
づ

く
り

に
奔

走
し
，

い
つ

の
日

か
皆

様
に
成
果

を
ご

報
告

で
き

る
機

会
が

あ
れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す
し
，

災
害

時
の

妊
産

婦
さ

ん
，

乳
幼
児

の
命

を
守

る
た

め
に
少
し

で
も

お
役

に
た

て
る

こ
と

が
あ
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま
す
。

読
者

の
皆

様
か

ら
の

災
害

対
応
に

関
す

る
ご

意
見

，
ご
質
問

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
い
た
だ

け
れ
ば

嬉
し
い

で
す
。

い
た
だ
い

た
励
ま

し
を
糧

に
，「

新
し
い
命

を
身
籠

る
こ
と
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第

14
回
（

最
終
回

）
必
ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 は
最
大
の

幸
運
で
，
最
高
の

社
会

貢
献
」
と

思
え
る

よ
う
な

，

誰
で
も

産
み

た
く

な
る

よ
う
な
社

会
づ

く
り

の
た

め
に

精
進

し
て
い
こ

う
と
思

っ
て
お

り
ま
す

。

最
後
に

，
で
お
世

話
に
な
っ

た
皆
様

，
プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
の

太
田

寛
先

生
北

里
大

学
医

学
部

公
衆

衛
生
学

，
池
田
裕

美
枝
先

生
洛

和
会
音

羽
病
院

，
大
塚

恵

子
先
生

東
京
大

学
医

学
部

国
際

地
域

保
健

学
，
春

名
め

ぐ

み
先
生

東
京

大
学
医

学
部
母
子

保
健
学

，
宗
祥
子

氏
松
が

丘
助
産
院

，
災
害
時

妊
産
婦

救
護

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

の
開
発

に

尽
力

さ
れ

て
い

る
新

井
隆

成
先

生
金

沢
大

学
医

学
部

周
生

期
医
療

専
門

医
養

成
学

，
初
期

か
ら

妊
婦

さ
ん

へ
の

視
点
を

持
っ

て
活

動
さ

れ
て
い
た

藤
岡

洋
介

先
生

，
綱

分
信

二
先
生

静
岡
家

庭
医

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
，
林

健
太

郎
先

生

裸
足
醫

チ
ャ
ン

プ
ル

ー
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
貴

重
な
示

唆

を
与

え
て

く
だ

さ
っ

た
渡

邊
亮

氏
東

京
大

学
医

学
部

公
共

健
康

政
策

学
に

は
こ

の
場

を
お

借
り

し
て

深
謝

い
た

し
ま

す
。

表
災
害

時
妊
産

婦
支
援

ツ
ー
ル

開
発
中

【
実
践
編

：
災
害

時
に
す

ぐ
使
え

る
ツ
ー

ル
】

①
被

災
地

の
妊

産
婦

さ
ん

や
乳
児

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・

ツ
ー
ル

②
災

害
時

の
母

子
抽

出
・

申
し
送

り
・

災
害

医
療
専

門
家
か
ら

母
子
専

門
家
へ

の
引
き

継
ぎ
シ

ス
テ
ム

③
妊

産
婦

支
援
セ

ン
タ

ー
マ
タ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

あ

る
い

は
母

子
救

護
所

設
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
安

全
な

飲

料
水

，
食

糧
，

母
乳

育
児

援
助
に

精
通

し
た

人
員
の

確
保

，
哺

乳
び

ん
，

乳
首

な
ど
の

煮
沸

・
洗

浄
が
可

能
な

設
備

，
オ

ム
ツ

や
ト

イ
レ
な

ど
最

低
限

必
要
な

物
品
の
備

蓄
，
な

ど

【
準

備
編

：
支

援
す

る
側

が
平
時

に
準

備
す

べ
き
こ

と
】

④
避

難
所

運
営

訓
練

：
避

難
所

運
営

ゲ
ー

ム

を
使
用
し

た
訓
練

⑤
母

子
保

健
に

特
化

し
た

専
門
家

の
人

材
派

遣
シ
ス

テ
ム
づ
く

り

⑥
医

師
，

保
健

師
，

助
産

師
，
栄

養
士

そ
の

他
専
門

家
団

体
の

連
携

で
，

従
来

よ
り
も

ス
ピ

ー
ド

を
重
視

し
た

援
助

：
が

配
布

す
る

分
娩

セ
ッ
ト

，
避
妊

セ
ッ
ト

，
内

診
台

，

分
娩

台
，

ポ
ー

タ
ブ

ル
小

型
超
音

波
検

査
，

分
娩
セ

ッ
ト
，
体

重
計
な

ど
を
要
請

す
る

シ
ス
テ

ム
づ
く
り

⑦
全

国
の

各
地
方

自
治

体
二
次

医
療

圏
に

お
け
る

災
害

時
産

科
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
登
録

・
派

遣
シ

ス
テ
ム

と
派
遣
前

研

修
研
修
内

容
：

日
間
コ
ー

ス

母
子

専
門

家
向

け
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
周

囲
の

目
を

気
に

す
る

人
が

負
担

に

感
じ

な
い

会
話

の
ボ

キ
ャ

ブ
ラ
リ

ー
，

問
い

か
け
の

ボ
キ
ャ
ブ

ラ
リ
ー

，
な
ど

災
害

時
母

子
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
訓

練

保
健

師
，
助
産
師

，
栄
養

士
，
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
団

体
，

産
婦

人
科

医
，

小
児

科
医

，
小
児

精
神

科
医

，
助
産

師
，
保
健

師
，
栄

養
士
，

そ
の
他

内
容
・
人
材
派
遣

，
ロ
ジ

ス
テ
ィ

ク
ス

人
事

，
車
や

宿
舎
手
配

・
物
品
・
薬

品
の
寄

付
を
申

請
す

る
方
法

，
要

請
先

：

国
際
保
健

医
療
機

関
，
国

内
外

，
，
製

薬
協

，

製
薬

ユ
ニ

オ
ン

，
日

本
赤

十
字
社

，
済

生
会

病
院
本

部
，
日
本

国
立
病

院
協
会

な
ど

・
支
援
イ

ベ
ン
ト

，
研
修

会
，
講

習
会
，

広
報

・
助

成
金

申
請

方
法

，
助

成
団
体

連
絡

先
，

申
請
書

の
書
き
方

，
企
画

書
の
書

き
方

支
援

者
へ
の

ケ
ア

ス
ト

レ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

含
む

組
織

内
で
の

コ
ン
フ

リ
ク
ト

・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

⑧
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

で
必
要

と
な

る
業

務
，
役

割
分

担
に

つ
い

て
マ

ニ
ュ

ア
ル
や

ア
ク

シ
ョ

ン
・
シ

ー
ト
の
開

発
・
作

成

避
難

所
に
入

所
す
る

際
の
手

順

避
難

所
管
理

者
用
キ

ッ
ト

避
難

所
住
民

名
簿
・

調
査
票

施
設

使
用
の

際
の
決

ま
り

食
料

配
布
の

決
ま
り

情
報

共
有
の

決
ま
り

健
康
管
理

サ
ー
ビ

ス

メ
ン

タ
ル
・

ヘ
ル
ス

・
ケ
ア

の
サ
ー

ビ
ス

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
採
用

・
配
置

の
決
ま

り

資
源

・
物
資

供
給
と

受
け
入

れ
の
決

ま
り

メ
デ

ィ
ア
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

寄
付

に
対
す

る
姿
勢

貸
借

品
に
関

す
る
決

ま
り

【
準

備
編

：
支

援
を

受
け

る
側
が

平
時

に
準

備
す
べ

き
こ
と
】

⑨
自

助
力

ア
ッ

プ
講

習
会

：
平
時

か
ら

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス
ト

母
子

手
帳
，
保

険
証
，
地

域
の
給

水
施
設

や

備
蓄
場
所

，
か
か

り
つ
け

医
連
絡

先

⑩
母
子
向

け
防
災

講
習
会

⑪
災
害
時

の
栄
養

講
習
会

⑫
リ
ー
ダ

ー
育
成

講
習
会
：
子
育

て
支
援

グ
ル
ー

プ
，

行
政

の
連

携
で

子
育

て
防

災
フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の
開

催
な
ど

⑬
町
会

，
民
生

委
員

，
自
治

会
，
行

政
の
担

当
部
署

健

康
課

か
子

育
て

支
援

課
：

担
当
が

地
方

自
治

体
に
よ

っ
て
異
な

る
な
ど
，
協
力
体

制
を

つ
く
る

べ
き
組

織

と
の
定
期

的
な
連

携
協
議

会
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第

14
回
（

最
終
回

）
必
ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 本
連

載
の
ゴ

ー
ル
を

再
考
し

て

東
日
本
大

震
災
は

，
死
者

・
行
方

不
明
者

合
わ
せ

て
万

人
，
被

災
者

万
人
に

の
ぼ
り

ま
し

た
。

被
災

者
支

援
に

お
い
て

は
，

子
ど

も
や

高
齢
者
な

ど
社

会
的

弱
者

に
配

慮
し

た
対
策

が
課

題
と

し
て

浮
か
び
上

が
り

ま
し

た
が

，
忘

れ
ら

れ
が
ち

な
「

弱
者

」
に

妊
産
婦
が

い
ま

し
た

。
震

災
発

生
か

ら
か
月
の

間
に
生

ま
れ
た

赤
ち

ゃ
ん
は

宮
城
県

だ
け
で

も

人
以

上
に
の

ぼ
り
ま

す
。

世
界
各

国
の

災
害

時
に

お
け

る
報

告
か

ら
，

被
災

地
の
女

性
と
子

ど
も

を
死

に
追

い
や
る
原

因
は

出
産

と
性

暴
力

で
あ

る
こ
と

が
知

ら
れ

て
い

ま
す
。
そ

の
た

め
，

被
災

地
避

難
民

の
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

子
ど
も
を

産
み
育

て
る
こ

と
対
策

を
重
視

す
べ

き
と

い
う

こ
と

が
提

唱
さ

れ
て
お

り
，

国
連
や

の
災

害
支
援

ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク

に
は
，
災

害
直
後

に
と
る

べ
き

支
援

行
動

指
針
が
示

さ
れ

て
い

ま
す

。
に

も
か

か
わ
ら

ず
，

東
日

本
大

震
災
後
の

被
災

地
支

援
を

通
し

て
筆

者
ら
が

直
面

し
た

の
は

，
妊
産
婦

お
よ

び
新

生
児

に
対

す
る

災
害
時

の
基

本
的

政
策

あ
る
い
は

医
療

支
援

シ
ス

テ
ム

が
欠

如
し
て
い

た
と
い

う
こ
と

で
し
た

。

日
本
の

減
災

体
制

は
，

今
，

大
き

な
転

換
期

を
迎

え
て
い

ま
す
。

年
前

の
人

口
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

を
も

と
に

つ
く

ら
れ

た
シ

ス
テ
ム
で

は
，「

数
が
少
な

く
弱
い

高
齢
者

」
を

弱
者
の

メ
イ

ン
タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

救
っ
て
き

ま
し

た
。

し
か

し
，

図
の

よ
う
に

，
急

激
な

少
子

高
齢
化
を

経
験

し
て

い
る

現
在

，

歳
以
上
の

人
口
が

人
口
の

約
％

弱
，

歳
以

下
の
乳

幼
児

は
人
口
の
約

％
，
妊
婦

や
胎
児

は
年
間

万
人

で
す
か

ら
人
口
の

約
％
未
満

で
す
。
平
均

余
命
が

〜
年

の
高

齢
者
と
，

生
き
延

び
れ
ば

年
，

年
の
人
生

が
待
っ

て

い
る
新

し
い

命
。

こ
れ

か
ら
の
災

害
対

策
方

針
に

こ
の

認
識

が
な
け

れ
ば

，
今

回
の

東
日
本
大

震
災

と
同

じ
よ

う
に

次
世

代
が
海

の
藻

屑
と

な
る

よ
う
な
悲

し
み

が
く

り
返

さ
れ

る
こ

と
で
し
ょ

う
。

今
回
の

連
載

で
は

，
災

害
時

の
妊

産
婦

の
支

援
方

法
に
焦

点
を
当

て
，

東
日

本
大

震
災
を
経

験
し

た
妊

産
婦

，
現

地
入

り
し
た
医

療
職
者

に
よ
る
「
こ
れ

が
な
く

て
困
っ

た
」「

あ
れ

が
あ
れ

ば
と

悔
や

ん
だ

」
と
い
う

エ
ピ

ソ
ー

ド
も

含
め

，
医

療
職
に
よ

る
実
際

の
援
助

経
験
を

通
し
て

，「
ど
う
す

れ
ば
よ

か
っ
た
の

か
」「

何
が
あ
っ

た
ら
よ

か
っ
た

の
か

」
と
い

う
解

決
方
法

を
提

供
す

る
こ

と
で
，
次

世
代

に
役

立
つ

記
録

と
す

る
こ
と

を
目

的
と

し
て

き
ま
し
た

。
課

題
は

た
く

さ
ん

出
て

き
ま
し

た
が

，
一

貫
し

て
心
が
け

て
き

た
の

は
，

前
向

き
な

「
学
ぶ
姿

勢
」
を

も
ち
続

け
る
こ

と
で

す
。

・
何
を
し

た
ら
，

う
ま
く

い
く
？

・
こ
の
件

か
ら
私

た
ち
は

何
を
学

べ
る
だ

ろ
う
か

？

・
今

で
き

る
こ
と

は
何
か

？
何

を
す
る

の
が
ベ

ス
ト
か
？

今
ま
で

，
災

害
支

援
と

い
え

ば
行

政
側

の
「

制
度

」
に
焦

点
を
当
て

た
も
の

，
個

人
の
「
情

報
」「

安
心
」
に

焦
点
を

当

て
た
も
の

，「
実
際

の
体
験

談
」
を

つ
づ
っ

た
も
の

が
多
く

見

ら
れ
ま

し
た

。
一

般
的

に
は
，
震

災
の

な
か

で
無

事
に

出
産

で
き
た

と
い

う
話

が
メ

デ
ィ
ア
で

取
り

上
げ

ら
れ

る
こ

と
が

多
く
，

出
産

の
前

後
で

妊
婦
さ
ん

や
産

後
の

母
親

が
ど

れ
だ

け
苦
労

し
て

い
る

か
に

関
し
て
は

語
ら

れ
て

こ
な

か
っ

た
の

で
す
。

し
か

し
，

被
災

地
の
産
後

う
つ

の
増

加
や

，
被

災
地

か
ら
の

子
育

て
世

代
の
流

出
等
の

報
道

か
ら

も
わ

か
る
通

り
，

震
災
を

経
験

し
た

母
子

に
対
す
る

迅
速

で
手

厚
い

支
援

が
必

要
で
あ
っ

た
こ
と

が
明
ら

か
に
な

っ
て
き

ま
し
た

。

東
日
本

大
震

災
発

災
後

，
筆

者
は

日
本

プ
ラ

イ
マ

リ
・
ケ

ア
連
合

学
会

被
災

地
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

一
環

と

し
て
家

庭
医

と
産

婦
人

科
医
，
助

産
師

の
な

か
か

ら
被

災
地

支
援
者
を

募
り
，

震
災
直

後
か
ら

月
日

ま
で
石

巻
市
・

東
松
島
市

に
て

計
名
の

医
師

と
名

の
助
産

師
を
派

遣

し
，
母

子
保

健
シ

ス
テ

ム
の
サ
ポ

ー
ト

を
行

な
っ

て
き

ま
し

た
。
筆
者

は
石
巻

市
に
派

遣
さ
れ

た
産
婦

人
科
医

師
と
し

て
，

活
動
を

通
し

て
得

た
大

量
の
文
献

や
資

料
，

報
告

書
，

そ
し

て
筆
者

ら
が

現
場

か
ら

行
な
っ
た

情
報

発
信

を
こ

の
連

載
で

す
べ
て
共

有
し
て

い
ま
す

。

「
災
害

時
の

妊
産

婦
お

よ
び

母
子

の
健

康
」

を
守

る
医
療

者
の
視

点
，

国
際

的
資

料
，
実
際

の
災

害
現

場
で

有
効

に
機

能
す
る

ツ
ー

ル
に

関
す

る
情
報
が

皆
さ

ん
の

お
役

に
立

て
ば

と
願
う
ば

か
り
で

す
。

徐
々

に
表
わ

れ
て
き

た
本
連

載
の

成
果

東
日
本

大
震

災
の

際
，

ど
の

よ
う

に
し

た
ら

妊
婦

さ
ん
を

弱
者
と

し
て

認
識

し
て

も
ら
い
，

優
先

的
な

安
全

確
保

が
図

れ
る
の

か
模

索
し

て
い

ま
し
た
が

，
そ

の
後

の
取

り
組

み
の

な
か
で

，
つ
，

日
の

目
を
見
そ

う
な

分
野

が
あ

り
ま

す
。

そ
れ
は

，「
災

害
時
に

妊
婦
の

ト
リ

ア
ー
ジ

を
ラ

ン
ク
上

げ

て
も
ら

う
」

と
い

う
ア

プ
ロ
ー
チ

で
す

。
震

災
後

に
い

ろ
い

ろ
教

え
て

い
た

だ
い

た
災

害
医

療
の

専
門

家
の

先
生

か
ら

，

「
災

害
の

時
の

ト
リ

ア
ー

ジ
病

院
の

救
急

外
来

や
災

害
時

に
誰
か
ら

助
け
る

か
と
い

う
優
先

順
位
を

つ
け
る

こ
と

」
で

，

こ
れ
ま

で
に

妊
婦

さ
ん

が
不
利
益

を
得

た
事

実
が

あ
り

ま
す

か
，
と
い

う
お
問

い
合
わ

せ
を
い

た
だ
き

ま
し
た

。

「
ト
リ
ア

ー
ジ
・
タ
グ

災
害

や
事

故
現
場

で
負
傷

者
の
重

症
度
を
色

分
け
す

る
カ
ー

ド
」
に

，
そ

の
人
が

妊
婦
さ

ん
か

ど
う
か

わ
か

る
よ

う
な

チ
ェ
ッ
ク

欄
を

つ
け

て
は

ど
う

か
，

と
い
う

こ
と

は
，

東
日

本
大
震
災

の
経

験
か

ら
，

多
く

の
産

婦
人
科
医

師
が
感

じ
，
提

案
し
て

き
た
こ

と
で
す

。

た
と
え

ば
私

た
ち

は
，

妊
娠

中
に

津
波

に
飲

ま
れ

，
そ
の

晩
か
ら

体
調

が
お

か
し

く
な
っ
た

と
い

う
方

に
お

会
い

し
ま

し
た
。

震
災

当
日

は
病

院
も
避
難

所
も

陸
の

孤
島

状
態

で
し

た
の
で

，
翌

日
大

き
な

病
院
に
搬

送
さ

れ
ま

し
た

が
流

産
で

し
た
。

津
波

の
犠

牲
者

に
カ
ウ
ン

ト
さ

れ
て

は
い

な
い

の
で

し
ょ
う

が
，

津
波

が
な

け
れ
ば
生

ま
れ

て
き

た
命

だ
っ

た
と

思
う
と

本
当

に
残

念
で

し
た
。
そ

の
他

，
命

か
ら

が
ら

避
難

し
て
き

た
妊

婦
さ

ん
が

，
経
過
を

見
る

た
め

に
病

院
に

搬
送

さ
れ
ま

し
た

が
，

妊
婦

さ
ん
を
診

察
で

き
る

医
療

者
が

い
な

医
学
書
院
「

助
産
雑

誌
」
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第
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回
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最
終
回

）
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ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 か
っ
た

た
め

，
ト

リ
ア

ー
ジ
な
い

し
は

評
価

を
受

け
ら

れ
ず

に
「
大

丈
夫

な
の

で
帰

っ
て
く
だ

さ
い

」
と

言
わ

れ
た

と
い

う
話
も

聞
き

ま
し

た
。

そ
の
方
は

帰
る

交
通

手
段

が
な

く
，

苦
労

し
て

い
ろ

い
ろ

な
方

の
車

に
同

乗
さ

せ
て

も
ら

い
，

日
間
か
け

て
地
元

ま
で
戻

っ
て
き

た
と
い

う
こ
と

で
す
。

病
院
に

受
診

し
て

医
師

に
診

察
し

て
も

ら
い

，
ト

リ
ア
ー

ジ
を
受

け
ら

れ
た

方
は

む
し
ろ
よ

い
ほ

う
で

，
避

難
所

か
ら

移
動
で

き
ず

，
病

院
受

診
も
で
き

ず
に

産
褥

熱
を

き
た

し
て

い
た
褥

婦
さ

ん
が

気
仙

沼
の
避
難

所
に

い
た

そ
う

で
，

妊
婦

さ
ん
や

産
後

の
褥

婦
さ

ん
が
ど
こ

で
ど

の
よ

う
な

状
況

に
お

か
れ
て

い
る

か
，

把
握

す
る
こ
と

の
大

切
さ

を
感

じ
た

と
の

話
も
聞
き

ま
し
た

。

あ
る
妊
娠

か
月
の

妊
婦
さ

ん
は

，
津
波

に
追
わ

れ
て
車

で
逃
げ

た
け

れ
ど

結
局

は
津
波
に

巻
き

込
ま

れ
，

サ
ン

ル
ー

フ
か
ら

脱
出

し
て

流
れ

て
き
た
畳

に
し

が
み

つ
い

て
い

た
ら

意
識
消

失
し

て
命

を
失

う
一
歩
手

前
で

あ
っ

た
と

の
こ

と
。

救
急
隊

か
ら

大
学

へ
搬

送
さ
れ
る

途
中

に
救

急
車

内
で

蘇
生

し
て
も
ら

っ
て
助

か
っ
た

，
と
い

う
こ
と

で
し
た

。

こ
れ
ら

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

は
，

個
人

レ
ベ

ル
の

話
を

集
め
た

も
の
で

あ
り

，
学

術
的

な
調
査
報

告
と

し
て

ま
と

ま
っ

て
い

な
い
の

が
実

情
で

す
。

今
現
在
，

救
急

外
来

や
災

害
現

場
で

使
わ
れ

て
い

る
ト

リ
ア

ー
ジ
で
妊

婦
さ

ん
に

対
し

て
不

適
切

な
対
応

が
あ

っ
た

か
な

か
っ
た
か

と
い

う
こ

と
は

，
詳

細
な

調
査
が

し
っ

か
り

終
わ

っ
て
な

い
と
こ

ろ
で

語
る

こ
と

は
で

き
な
い
で

し
ょ
う
。
た
だ
，
い

ろ
い

ろ
な
話

を
総
合

す
る
と

，

妊
婦
さ

ん
へ

の
対

応
は

緊
急
を
要

す
る

場
合

が
あ

り
，

か
つ

ス
ト
レ

ス
や

务
悪

な
環

境
で
急
に

重
症

化
し

や
す

い
と

い
う

情
報
の
周

知
を
よ

り
徹
底

さ
せ
る

必
要
が

あ
り
そ

う
で
す

。

ま
た
，

ど
ん

な
症

状
や

疾
患

で
あ

ろ
う

が
，

妊
婦

さ
ん
と

い
う
だ

け
で

，
産

婦
人

科
以
外
の

医
者

か
ら

敬
遠

さ
れ

る
こ

と
が
あ

り
ま

す
が

，
こ

れ
は
，
日

本
で

は
産

婦
人

科
医

師
や

助
産
師

以
外

は
産

婦
人

科
診
療
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
ほ

と
ん

ど
受
け

て
い

な
い

た
め

で
す
。
災

害
医

療
者

や
開

業
医

，
家

庭
医
，

救
急

救
命

士
な

ど
病
院
前

医
療

者
，

そ
し

て
救

急
医

療
者
の

な
か

で
妊

婦
さ

ん
を
ケ
ア

で
き

る
人

員
を

増
や

し
，

そ
の
訓

練
の

機
会

を
増

や
し
，
妊

婦
さ

ん
が

不
適

切
な

ト
リ

ア
ー
ジ

を
受

け
な

い
よ

う
に
，
あ

る
い

は
後

回
し

に
さ

れ
な

い
よ
う

に
す

る
対

策
が

必
要
な
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

ま
す
。

妊
婦
さ

ん
だ

け
で

な
く

，
高

齢
者

／
要

介
護

の
老

人
は
妊

婦
さ
ん

と
同

じ
く

時
間
が

経
つ
と

す
ぐ

に
緑

正
常

か
ら
黄

色
要
注

意
，
黄

色
か

ら
赤

危
険

の
状
態
に

変
わ

る
可

能

性
が
あ
り

ま
す
。

認
知
症

予
備
軍

，
要
介

護
者
は

日
も
あ

れ
ば
廃
用

症
候
群

に
移
る

か
ら
で

す
。
大

き
な
災

害
の
場

合
，

こ
の
日

付
単

位
，

週
単

位
の
時
間

経
過

を
予

測
し

て
お

く
こ

と
が
必
要

で
す
。

こ
の
よ
う

に
，
妊
婦

さ
ん
や

子
ど

も
を
は

じ
め
，
高

齢
者
，

障
が

い
を
も

つ
人

，
外

国
人
な
ど

弱
者

の
ト

リ
ア

ー
ジ

に
関

し
て
は

，
こ

の
ま

ま
に

せ
ず
議
論

の
場

を
設

け
よ

う
と

い
う

方
が
増

え
て

き
ま

し
た

。
救
急
医

師
や

災
害

医
療

の
専

門
家

の
方
々

も
，

弱
者

に
配

慮
し
た
ト

リ
ア

ー
ジ

方
法

を
考

え
よ

う
と
し

て
く

だ
さ

っ
て

い
ま
す
。

日
本

産
科

婦
人

科
学

会
が

妊
婦
の

識
別

欄
を

設
け

る
よ
う
，

日
本

救
急

医
学

会
に

要
望

し
た
と
い

う
こ
と

が
年

月
日
の
読

売
新
聞

夕
刊

ト
ッ
プ
記

事
で
取

り
上
げ

ら
れ
ま

し
た
。

マ
イ
ノ

リ
テ

ィ
の

妊
婦

さ
ん

と
赤

ち
ゃ

ん
の

命
を

守
る
た

め
に
，

で
き

る
こ

と
か

ら
し
て
い

こ
う

と
い

う
救

急
分

野
の

専
門
家
，
災

害
医
療

の
専
門

家
，
産

婦
人
科

医
の
連

携
姿
勢

。

今
後
，
非

常
時
の

ト
リ

ア
ー
ジ
方

法
を
変

え
る
の

で
あ
れ

ば
，

い
ろ
い

ろ
な

分
野

の
方

々
と
協
働

し
て

，
す

べ
て

の
弱

者
を

カ
バ
ー
す

る
改
訂

に
つ
な

げ
な
い

と
い
け

ま
せ
ん

。
そ
し

て
，

高
齢
化

が
進

む
日

本
で

弱
者
視
点

を
持

つ
ト

リ
ア

ー
ジ

・
タ

グ
を
つ

く
っ

て
世

界
に

発
信
し
，

日
本

が
誇

る
世

界
貢

献
に

で
き
る
と

い
い
な

，
と
希

望
を
抱

い
て
い

ま
す
。

必
ず

成
功
す

る
！
災

害
時
の

妊
産

婦
支

援
マ

ニ
ュ
ア

ル

現
在
，
国

か
ら

つ
の
研
究

資
金
（
下
記
）
を
い
た

だ
い

て
，
表

の
よ

う
な

災
害

時
妊
産
婦

支
援

ツ
ー

ル
を

開
発

し
て

お
り
，

訓
練

や
改

善
を

重
ね
て
，

全
国

の
誰

も
が

使
え

る
よ

う
な
も
の

に
し
て

い
ま
す

。

１
）

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
（
健
康
安
全
・
危

機
管
理
対
策
総
合
研
究
事
業
）「

妊
産
婦
・
乳
幼
児

を
中
心
と
し
た
災
害
時
要
援
護
者
の
福
祉
避
難
所

運
営
を
含
め
た
地
域
連
携
防
災
シ
ス
テ
ム
開
発
に

関
す
る
研
究

」（
研
究
代
表
者

吉
田
穂
波
、
平
成

２
５
～
２
７
年
度
）

２
）

科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
助

成
金
：
若
手
研
究

）「
災
害
時
に
求
め
ら
れ
る

母
子
保
健
―
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
母
子
の
健

康
影
響
に
関
す
る
研
究
か
ら
―
」
（
研
究
代
表
者

吉
田
穂
波
、
平
成
２
４
～
２
６
年
度
）

今
後

の
展
望

と
謝
辞

最
終
回

ま
で

お
読

み
い

た
だ

き
，

本
当

に
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た

。
本

誌
を

ご
覧
に
な

っ
て

い
る

皆
様

と
今

回
の

被
災
経

験
を

共
有

で
き

た
こ
と
，

次
の

災
害

へ
の

準
備

に
つ

な
が
る

よ
う

な
経

験
値

の
蓄
積
が

で
き

た
こ

と
は

幸
運

だ
っ

た
と
感
謝

し
て
お

り
ま
す

。
今
後

と
も
，
地
域
で

，
行

政
で
，

社
会
全

体
で

，
災

害
時

の
母
子
を

守
る

仕
組

み
づ

く
り

に
奔

走
し
，

い
つ

の
日

か
皆

様
に
成
果

を
ご

報
告

で
き

る
機

会
が

あ
れ
ば

と
思

っ
て

お
り

ま
す
し
，

災
害

時
の

妊
産

婦
さ

ん
，

乳
幼
児

の
命

を
守

る
た

め
に
少
し

で
も

お
役

に
た

て
る

こ
と

が
あ
れ

ば
と

願
っ

て
お

り
ま
す
。

読
者

の
皆

様
か

ら
の

災
害

対
応
に

関
す

る
ご

意
見

，
ご
質
問

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

ご
連

絡
い
た
だ

け
れ
ば

嬉
し
い

で
す
。

い
た
だ
い

た
励
ま

し
を
糧

に
，「

新
し
い
命

を
身
籠

る
こ
と
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第

14
回
（

最
終
回

）
必
ず

成
功

す
る
災

害
時
の

妊
産
婦

支
援
マ

ニ
ュ
ア

ル
東

日
本
大

震
災
の

経
験
か

ら
 

 は
最
大
の

幸
運
で
，
最
高
の

社
会

貢
献
」
と

思
え
る

よ
う
な

，

誰
で
も

産
み

た
く

な
る

よ
う
な
社

会
づ

く
り

の
た

め
に

精
進

し
て
い
こ

う
と
思

っ
て
お

り
ま
す

。

最
後
に

，
で
お
世

話
に
な
っ

た
皆
様

，
プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
メ

ン
バ

ー
の

太
田

寛
先

生
北

里
大

学
医

学
部

公
衆

衛
生
学

，
池
田
裕

美
枝
先

生
洛

和
会
音

羽
病
院

，
大
塚

恵

子
先
生

東
京
大

学
医

学
部

国
際

地
域

保
健

学
，
春

名
め

ぐ

み
先
生

東
京

大
学
医

学
部
母
子

保
健
学

，
宗
祥
子

氏
松
が

丘
助
産
院

，
災
害
時

妊
産
婦

救
護

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

の
開
発

に

尽
力

さ
れ

て
い

る
新

井
隆

成
先

生
金

沢
大

学
医

学
部

周
生

期
医
療

専
門

医
養

成
学

，
初
期

か
ら

妊
婦

さ
ん

へ
の

視
点
を

持
っ

て
活

動
さ

れ
て
い
た

藤
岡

洋
介

先
生

，
綱

分
信

二
先
生

静
岡
家

庭
医

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
，
林

健
太

郎
先

生

裸
足
醫

チ
ャ
ン

プ
ル

ー
，

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
貴

重
な
示

唆

を
与

え
て

く
だ

さ
っ

た
渡

邊
亮

氏
東

京
大

学
医

学
部

公
共

健
康

政
策

学
に

は
こ

の
場

を
お

借
り

し
て

深
謝

い
た

し
ま

す
。

表
災
害

時
妊
産

婦
支
援

ツ
ー
ル

開
発
中

【
実
践
編

：
災
害

時
に
す

ぐ
使
え

る
ツ
ー

ル
】

①
被

災
地

の
妊

産
婦

さ
ん

や
乳
児

ア
セ

ス
メ

ン
ト
・

ツ
ー
ル

②
災

害
時

の
母

子
抽

出
・

申
し
送

り
・

災
害

医
療
専

門
家
か
ら

母
子
専

門
家
へ

の
引
き

継
ぎ
シ

ス
テ
ム

③
妊

産
婦

支
援
セ

ン
タ

ー
マ
タ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

あ

る
い

は
母

子
救

護
所

設
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
安

全
な

飲

料
水

，
食

糧
，

母
乳

育
児

援
助
に

精
通

し
た

人
員
の

確
保

，
哺

乳
び

ん
，

乳
首

な
ど
の

煮
沸

・
洗

浄
が
可

能
な

設
備

，
オ

ム
ツ

や
ト

イ
レ
な

ど
最

低
限

必
要
な

物
品
の
備

蓄
，
な

ど

【
準

備
編

：
支

援
す

る
側

が
平
時

に
準

備
す

べ
き
こ

と
】

④
避

難
所

運
営

訓
練

：
避

難
所

運
営

ゲ
ー

ム

を
使
用
し

た
訓
練

⑤
母

子
保

健
に

特
化

し
た

専
門
家

の
人

材
派

遣
シ
ス

テ
ム
づ
く

り

⑥
医

師
，

保
健

師
，

助
産

師
，
栄

養
士

そ
の

他
専
門

家
団

体
の

連
携

で
，

従
来

よ
り
も

ス
ピ

ー
ド

を
重
視

し
た

援
助

：
が

配
布

す
る

分
娩

セ
ッ
ト

，
避
妊

セ
ッ
ト

，
内

診
台

，

分
娩

台
，

ポ
ー

タ
ブ

ル
小

型
超
音

波
検

査
，

分
娩
セ

ッ
ト
，
体

重
計
な

ど
を
要
請

す
る

シ
ス
テ

ム
づ
く
り

⑦
全

国
の

各
地
方

自
治

体
二
次

医
療

圏
に

お
け
る

災
害

時
産

科
プ

ロ
バ

イ
ダ

ー
登
録

・
派

遣
シ

ス
テ
ム

と
派
遣
前

研

修
研
修
内

容
：

日
間
コ
ー

ス

母
子

専
門

家
向

け
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
周

囲
の

目
を

気
に

す
る

人
が

負
担

に

感
じ

な
い

会
話

の
ボ

キ
ャ

ブ
ラ
リ

ー
，

問
い

か
け
の

ボ
キ
ャ
ブ

ラ
リ
ー

，
な
ど

災
害

時
母

子
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
養

成
訓

練

保
健

師
，
助
産
師

，
栄
養

士
，
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
団

体
，

産
婦

人
科

医
，

小
児

科
医

，
小
児

精
神

科
医

，
助
産

師
，
保
健

師
，
栄

養
士
，

そ
の
他

内
容
・
人
材
派
遣

，
ロ
ジ

ス
テ
ィ

ク
ス

人
事

，
車
や

宿
舎
手
配

・
物
品
・
薬

品
の
寄

付
を
申

請
す

る
方
法

，
要

請
先

：

国
際
保
健

医
療
機

関
，
国

内
外

，
，
製

薬
協

，

製
薬

ユ
ニ

オ
ン

，
日

本
赤

十
字
社

，
済

生
会

病
院
本

部
，
日
本

国
立
病

院
協
会

な
ど

・
支
援
イ

ベ
ン
ト

，
研
修

会
，
講

習
会
，

広
報

・
助

成
金

申
請

方
法

，
助

成
団
体

連
絡

先
，

申
請
書

の
書
き
方

，
企
画

書
の
書

き
方

支
援

者
へ
の

ケ
ア

ス
ト

レ
ス

・
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

含
む

組
織

内
で
の

コ
ン
フ

リ
ク
ト

・
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

⑧
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

で
必
要

と
な

る
業

務
，
役

割
分

担
に

つ
い

て
マ

ニ
ュ

ア
ル
や

ア
ク

シ
ョ

ン
・
シ

ー
ト
の
開

発
・
作

成

避
難

所
に
入

所
す
る

際
の
手

順

避
難

所
管
理

者
用
キ

ッ
ト

避
難

所
住
民

名
簿
・

調
査
票

施
設

使
用
の

際
の
決

ま
り

食
料

配
布
の

決
ま
り

情
報

共
有
の

決
ま
り

健
康
管
理

サ
ー
ビ

ス

メ
ン

タ
ル
・

ヘ
ル
ス

・
ケ
ア

の
サ
ー

ビ
ス

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
採
用

・
配
置

の
決
ま

り

資
源

・
物
資

供
給
と

受
け
入

れ
の
決

ま
り

メ
デ

ィ
ア
・

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

寄
付

に
対
す

る
姿
勢

貸
借

品
に
関

す
る
決

ま
り

【
準

備
編

：
支

援
を

受
け

る
側
が

平
時

に
準

備
す
べ

き
こ
と
】

⑨
自

助
力

ア
ッ

プ
講

習
会

：
平
時

か
ら

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス
ト

母
子

手
帳
，
保

険
証
，
地

域
の
給

水
施
設

や

備
蓄
場
所

，
か
か

り
つ
け

医
連
絡

先

⑩
母
子
向

け
防
災

講
習
会

⑪
災
害
時

の
栄
養

講
習
会

⑫
リ
ー
ダ

ー
育
成

講
習
会
：
子
育

て
支
援

グ
ル
ー

プ
，

行
政

の
連

携
で

子
育

て
防

災
フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の
開

催
な
ど

⑬
町
会

，
民
生

委
員

，
自
治

会
，
行

政
の
担

当
部
署

健

康
課

か
子

育
て

支
援

課
：

担
当
が

地
方

自
治

体
に
よ

っ
て
異
な

る
な
ど
，
協
力
体

制
を

つ
く
る

べ
き
組

織

と
の
定
期

的
な
連

携
協
議

会
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小さいけれど、大きな未来を抱えた「いのち」
災害時に胎児や子どもを守るため、
どんなシステム作りが進められているのか、何が出来るのか
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● はじめに ●●●

　消防分野の方々は、地域防災の要です。地域の安全を守
り、いつ起こるか分からない有事に備えて日々ご活躍され
ている皆さんに、地域で取り組む赤ちゃんとお母さんへの
災害対策や、災害時に次世代を守る仕組みを広く共有した
いという願いから、この連載が生まれました。
　災害時のファミリー層向け危機管理システムは現在どの
地方自治体でも盲点となっており、早急な対策が必要です
が、子どもや妊産婦を誰がどのように守るのか明確な指針
や基準がないのが実情です。
　災害時要援護者支援については、その重要性が広く理解
され、各地域でさまざまな取組が始まっているところです
が、妊産婦や乳幼児は災害時要援護者の対象から漏れてし
まっている地域が少なくなく、国や地方自治体の防災計画
でも定義があいまいです。
　自治会や地方公共団体、災害医療専門家の方とお話して
いても、「母子（特に乳幼児と妊産婦）も災害時要援護者で
あり、特殊な配慮が必要である」ということがあまり知
られていないようです。そのため東日本大震災でも、多く
の母子が支援から漏れてしまったり、お腹にやどっていた
大切な命が失われてしまったりしました。適切な対応が
あったら救えた命があったかもしれないということを被災
された方の体験談や調査からも痛感しました。
　今回、そのように忘れられている次世代を災害時に救助
する方策について、「なぜ母子支援の視点が必要なのか？」

「母子支援に必要な知識、スキル」「母子救護所を設立す
るにあたっての必要な要素」「母子救護所の今後について」
の４つについて、専門家の先生方から最新の知見を提供し
ていただけることになりました。
　厚生労働省の研究班「妊産婦・乳幼児を中心とした災害
時要援護者の福祉避難所運営を含めた地域連携防災システ
ム開発に関する研究」では、妊産婦や子どもを取り巻く
地域連携の重要性について政策研究を行ってまいりました
が、連載第１回目では、東日本大震災（以下、「３・11」）

で東北３県の妊婦がどのような状況に置かれ、何が必要と
されたのか。また３・11の教訓から、次の災害時にどのよ
うな備え、対策が必要なのかについて、地域の防災を担う
皆さんにお伝えします。
　災害時の母子対応を考えることは、とりもなおさず、消
防・警察・保健・行政・医療の各分野にまたがる人々と次
世代への視点を共有することです。それは妊娠・出産・産
後・乳幼児期における切れ目のないサポートを考えること
に繋がり、子どもを産みたくなるような環境や若い世代が
子どもを育てやすい地域作りへと繋がっていきます。
　「防災」というキーワードで、平時から、次世代を守り
育む関係者の連携を図ろうとする取組は、そんな俯瞰的な
視点から生まれ、各地に広がっています。

● 背　景 ●●●

　現在まで、海外では妊婦は強いストレスのかかる環境下
において異常症状や胎児に対する強い不安を呈することが
多いということ、非常時には５歳未満の子どもの死亡率や
罹患率が他の年齢層に比べて通常時の20倍以上になるこ
と、災害や紛争が起こったとき、妊産婦の致死率が西欧諸
国の200倍になること（文献１）、新生児死亡率、低出生体
重児の率も平時の２倍以上になること（文献２）、そして
その原因は、災害や紛争によるストレスによるものより、
むしろ医療へのアクセスの悪さによるものということが分
かっています。現に、乳児は被災地において特にリスク下
に置かれること、災害時には母子にとって安心して過ごせ
る場所や安全で十分な食糧・飲料水が確保されにくいとい
うことが知られてきました（文献３）。これに対し、国際
的な人道支援原則である Sphere Standard では、災害時・
紛争下・紛争後などにおいて、弱者となる妊産婦や乳幼児
に必要な特別なケアに関して定めています（文献４）。
　1996年、阪神・淡路大震災を経験した妊産婦への疫学調
査からは、周産期現場における早産率・流産率の上昇、2,500
ｇ未満の児の出生率の（被災地区と兵庫県全体）有意な増
加が見られ、災害による周産期への影響が明らかになりま
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した（文献５）。この経験を踏まえて1996年に兵庫県では「災
害時の妊産婦の取扱いに関する十箇条の提言」が出され、
平時から災害時の対応についてのカリキュラムを義務付け
ることや、移動できる妊産婦は可能な限り被災地域外へ移
すこと、そのための搬送手段を確保することなどが教訓と
して残されています。

● ３・11からの報告 ●●●

　現在、日本は世界一子ども（15歳以下）率の低い国とな
り（12.9％）、子どもや子育て家庭がマイノリティとなりま
した。そのため避難所の妊産婦や乳児は少数派で、困って
いることやニーズを把握する必要があっても管理・運営側
からはアセスメントが困難でした。
　今回、東日本大震災の被害を受けた東北地方では、分娩
を扱うクリニックの７割が分娩対応中止となり、出産でき
る病院を失った妊婦さんが後を絶ちませんでした。被災地
の市町村では災害対応業務や避難所の衛生管理に追われて
保健所や妊産婦さんの状況把握ができず、陣痛が起こって
から急いで救急車での搬送依頼をし、病院外分娩となる
ケースが平時の３倍以上に上ったことが震災後の調査で分
かりました（文献６）。筆者らが４月１日から５月15日ま
での間に避難所で被災した妊産婦を訪れ行ったニーズ調査
から浮き彫りになった妊産婦のニーズには「妊婦であるこ
とを気づかれていない」「産科医療機関に関する情報がな
い」「栄養が非常に偏っており脱水傾向、便秘（配給され
る水では飲水が不十分）」「不衛生な環境で一日中寝ている

（ＤＶＴのリスク）」「避難所の救護所で妊婦であることを
理由に診察を断られている」「プライバシーを得るため、
避難所からライフラインが通っていない自宅に帰っている

（重い水を運び寒さを耐え忍んでいる）」などがありまし
た（文献７－10）。震災後の１か月間に受診した妊婦に関
する岩手県立大船渡病院での調査では、劣悪な環境に置か
れたストレスで切迫流早産兆候や不安・便秘・不眠が急増
していました。津波で車を流された、ガソリンが無いなど
移動手段を失ったことで、居住地近くのクリニックや病院
を受診するものの、妊娠初期の受診が遅れる、妊婦健診を
受けられない、情報や連絡方法がない、といった理由によ
り飛び込み受診・飛び込み分娩が多発したことが明らかに
なっています（文献11）。
　筆者が「人口動態調査死亡票 」を用いて解析した３・
11当日のゼロ歳児の死亡者は、被災３県で70名もおり、そ
のうち44名は溺死で、生後４か月以降が60名であり、全
て病院外での死亡であったことが明らかになりました（注

１）。これらの被災地支援の経験から、筆者は病院で患者
さんを守るのではなく地域とともに健康な人々を守るア

ウトリーチの姿勢（地方自治体や地域とともに支援の手に
たどり着くことが出来なかった母子へこちらから出向くこ
と）の重要性を痛感し、特に避難所で妊産婦と乳幼児を把
握する方法や災害時の分娩対応への十分な準備、妊産婦搬
送手段と地域医療連携の仕組みを次の災害までに確立する
べく政策作りに関わっています（文献12）。母子を災害時
に助け出すためには、保健、医療、地域、消防、警察など、
全ての立場の方々の協力を必要とするため、仕組み作りに
は読者の皆さんをはじめ、幅広い分野の方々との連携が必
要です。

● 災害時次世代救護の最新トレンド ●●●

　個人として出来ることとしては、被災地域や救護所で
発災後に最低限の分娩介助を行うための研修（Basic Life 

Support in Obstetrics：BLSO、注２）を受けておくと災
害対応能力に繋がります。
　実際、東北メディカル・メガバンク機構とＮＰＯ法人日
本周生期機構では、2012年より石巻、八戸、女川など被災
地で震災後から定期的に救急救命士向けの「災害対応ＢＬ
ＳＯ」を開催しており、受講生からは「自信がついた」「分
娩介助や新生児蘇生の技術を身に着けられたことが自分の
強みになった」という声を聴くことが多く、周囲の救急
救命士に受講の輪が広がっています（写真）。このような
準備をしておくことが、明日、あるいは１年後に、災害の
場で貴重な命を救うことに結びつくことになるでしょう。

　現在、文京区、世田谷区、北区など都内の自治体で「災
害時母子救護所」「災害時妊産婦避難所」の立ち上げが行
われているのも、災害時に母子を集め必要なケアを提供す
るための準備です。
　災害時に備えて地域レベルで計画すべき対策には、
①母子の緊張を緩和できる場所や妊婦、授乳婦、乳児が必

要とする食糧と飲料水の優先的な確保
②被災者自身と避難所運営者、医療者や助産師、行政や消

防との連携方法
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③実際に役立つ研修内容、開催日、参加者など具体的かつ
現実的な内容が期待されています。

　そのため、上記の研究班では、母子に特化した避難所・
救護所マニュアルやリスク・アセスメント・シート、妊産
婦や乳幼児が避難してきた場合のチェックリスト、避難
所で母子を守るためのアクション・カード、平時から両
親学級や子育て支援セミナー等で災害時について学ぶた
めの教材や情報カード、教育・啓発チラシを作成し、無料
でインターネットよりダウンロードできるようにしていま
す。
　また、子育て世代向けに「受援力」のセミナーを行い、
心地よい頼み方、人との支えあい方について具体的なノ
ウハウを伝達・訓練しています（文献13、14）。地域での
備えに関しては東京都の母子救護所備蓄リスト（文献15、

P.126）が参考になります。
　現在、いくつかの地方自治体では防災関係者の連携会議
と定期的な母子救護研修を行っており、研修を通じて妊婦
や新生児救護に関する実務者レベルでの顔の見える関係作
りに繋がっています。

● おわりに ●●●

　妊産婦の体は１人だけのものではなく、必要とするエネ
ルギーがとても大きいうえに、母親としての本能で子ども
や自分を守ろうとするため外界からの刺激や言葉、ストレ
スに敏感で、特に、寒さや騒音、照明や外の光などが妊婦
に対しストレスが大きく、劣悪な環境で急速に妊娠経過が
悪化します。
　貴重な次世代の命を社会全体で守るために、今回の東日
本大震災から学んだ大きな教訓を本連載を通じて地域や社
会全体で共有し、災害時の母子を守る仕組み作りを進めて
行きたいと思っています。読者の皆さんからのご経験、ご
感想など頂ければ嬉しいです。そして、近いうちに、皆さ
んの勤務される地域でもこの母子救護所が開設され、お会
いできる日が来るかもしれません。
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災害時要援護者支援の
グローバルスタンダード
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　私は救命救急医として災害医療に関わる中で、2013年
フィリピン台風被害に対してＮＧＯの活動で医療支援を行
いました。その活動中、現地の助産師が行う妊婦健診に参
加する機会がありました。現地助産師は、赤ちゃんが心配
でやってくる妊婦に対し、体重測定、血圧測定、子宮底長
の測定、ドップラーを用いた胎児心拍数測定を行い胎児が
元気か、妊婦の健康状態をチェックしていました。
　日本での一般的な妊婦健診でも、同様の検査は行われて
おり、それに加えて経腹超音波検査、経腟超音波検査、妊
娠の時期や状況によっては胎児心拍数モニタリングの機械
を腹部に装着し、胎児が元気であるかどうかを調べたり採
血をしたりします。普段から日本とは全くちがうシステム
で妊婦健診をしている地域で、被災した妊婦に行われてい
た妊婦健診は、はたしてグローバルスタンダードに基づい
たものなのであろうか、という疑問を持ち、災害時要支援

者に対するグローバルスタンダードについて国内外の文献
を検索しました。
　以下に、検索した文献を紹介します。
　人道支援のバイブルとも言える The Sphere Projectに
は、子ども、女性、ＨＩＶ感染患者、高齢者、身体障害者
が災害時要援護者としてあげられており、災害時要援護者
の声を聴くことの困難さについても言及されています。具
体的に、女性が安全に使えるトイレや授乳場所の確保、妊
娠中の低栄養を回避するためのサプリメントの配布、性暴
力に対する性感染症予防やカウンセリングなどの対応と
いった目標が記されています。
　「Health Concerns of Women and Infants in Times 

of Natural Disasters: Lessons Learned from Hurricane 

Katrina」という論文が2007年にアメリカで発表されまし
た。ハリケーンカトリーナにより、被災したたくさんの妊

千船病院産婦人科　山下　公子
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図１　災害時の女性に対しどのような支援が必要か、という模式図
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すべての患者の血液・体液、
分泌物、排泄物に注意する
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婦や小児は、シェルターに避難しても安全な水や食料を手
に入れたり、適切な医療を受けることは困難であり、スト
レスから胎児に重篤な影響を受ける危険性があると指摘さ
れています。災害後、ＭＲワクチン（麻疹と風疹のワクチン）
接種が勧められますが、妊婦は風疹ワクチンの接種が禁忌
であるので、妊娠しているかどうかの確認をする必要があ
ると記されています。総じて、自然災害において妊婦、小
児は災害時要援護者となりうるため、平時から妊産婦、小
児への対応を準備しておくべきであると勧めています。
　Women's refugee commitment と い う 機 関 に よ り 人
道支援に使用するために作られた「ＭＩＳＰ（Minimal 

Initial Service Package）」 と い う 指 標 の 中 に は、for 
Reproductive Health として、女性や周産期に対応するべ
くまとめられた章があります。ここには災害時や紛争時に
は女性を性暴力の被害から守るシステム作りや望まない妊
娠に対する避妊法が必要であると記されています。周産期
死亡率・新生児死亡率の低下をめざし安全な分娩環境を整
えることが推奨されています（図１）。
　アメリカの州や地域の防災計画のための指標として作
成された、「A Toolkit for State and Local Planning and 

Response」には、災害弱者として特に小児のへの対応が
詳細に示されています。この文献によると、災害発生が日
中であれば被災児が親と離れている可能性があり、それだ
けでもリスクになります。また、小児は状況の理解ができ
ないためにストレスを受けやすく、年齢（月齢）によって
身体的にも精神的にも大きく異なるので、それぞれ個別の
対応をする必要があります。
　ニューヨーク市で作成された「Hospital Guidelines for 

Pediatric Preparedness」にも同様に小児への対応が記載
されています。このガイドラインによると、小児は月齢に
よって食事内容が母乳から離乳食、成人と同じ食事へと大
きく異なるため、各々の月齢に対応できる食事を備蓄して
おく必要があるとされています。具体的には、新生児には

母乳が望ましく、６か月～９か月児には粉ミルクと母乳や
離乳食、９か月～１歳児には一口サイズの野菜やマッシュ
ポテトなど、１歳～２歳児にはやわらかい一口サイズの食
べ物を用意するよう記載されています。窒息するリスクの
あるもの、ホットドックやぶどう、肉の塊は避けるように、
という指示までありました。
　国内の文献では、東京都福祉保健局が作成した「妊産婦・

乳幼児を守る災害対策ガイドライン」に災害時要援護者
としての妊産婦、乳幼児への対応が詳しくまとめられてい
ます。このガイドラインは東日本大震災時、子どもがうる
さいと言われ避難所を出ていかざるを得なかった家族や物
資がなかなか届かなかった妊産婦の声を拾い上げ作成され
たもので、妊産婦、授乳婦への特別なケアが必要であると
最初に明記されています。そのために準備するべき具体的
な物品があげられており、赤ちゃんのための紙おむつや粉
ミルク、離乳食、保温用のタオルや衣服、授乳婦のための
母乳パッドや褥婦のための生理用ナプキンなどの細やかな
対応が求められています。もちろん準備するのは物資だけ
ではなく、メンタルケアも必要であると記されています。
　ここまでご紹介した文献から言えることは、人道支援分
野では世界的に妊産婦や小児は災害弱者として広く認識さ
れており、対応するための詳細なガイドラインがたくさん
作られているということです。日本は特に、東日本大震災
という大きな災害を乗り越えつつあり、その経験を生かし
防災計画やガイドラインが再検討されているところが多い
と思います。世界の流れに乗るだけでなく、日本からも災
害が起こったら被災者の中に妊婦や乳幼児がいないかどう
かを確認し、妊婦・乳幼児の安全を確保するため真っ先に
動く必要があること、地域とのつながりが強い消防関係者
が次世代を守るために中心的な役割を果たすことを、世界
に先駆けて発信していく必要があると思います。

69’15.02 THE FIREFIGHTER69 ’15.02THE FIREFIGHTER 

【参考文献】
１）The Sphere Project　 http://www.sphereproject.org/

handbook/　
２）William M. Callaghan ・ Sonja A. Rasmussen. Health Concerns 

of Women and Infants in Times of Natural Disasters: Lessons 
Learned from Hurricane Katrina. Matern Child Health J (2007) 
11:307‒311. 

３）UNFPA　Reproductive Health Response in Crises (RHRC) 
Consortium　http://misp.rhrc.org/

４）Jeanne S. Ringel, Anita Chandra, Malcolm Williams, Karen 
A. Ricci, Alexandria Felton, David M. Adamson, Margaret M. 
Weden, Meilinda Huang. A Toolkit for State and Local Planning 
and Response. RAND Corporation Technical Reports http://
www.rand.org/pubs/technical_reports/TR681.html

５）Hospital Guidelines for Pediatric Preparedness http://www.
nyc.gov/html/doh/downloads/pdf/bhpp/bhpp-hospital-pediatric-
guidelines.pdf

６）妊産婦・乳幼児を守る災害対策ガイドライン
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kodomo/shussan/
nyuyoji/saitai_guideline.files/guideline.pdf



－ 91 －

救急救命士のための産科トレーニング
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背　景
　加藤ら１）が行った全国684消防本部へのアンケート調査
の報告によると、2010年１月～ 12月の１年間で、全消防
本部の約半数に及ぶ341本部において743件もの病院前分娩
事例が存在し（人口換算で約1,200名／年）、分娩以外でも
１万件を超える妊婦搬送事例が存在した。また、妊婦にとっ
て産科的疾患を除けば死亡原因の第１位は外傷であるが、
わが国においては妊婦の交通事故についての包括的な調査
結果がなく、交通事故による妊婦・胎児の正確な年間負傷
者数は不明である。一杉ら２）の報告や、2011産婦人科診療
ガイドライン３）によると年間約１万人の妊婦が交通事故に
遭遇し、20人前後の妊婦が死亡しているものと推定されて
おり、その数は決して少なくない。仮に少ないと認識され
ているとすれば、それは大きな誤解である。
　産婦人科医の絶対数不足・それに伴う大規模施設への集
約化傾向・開業産科診療所の減少から、産科医療の危機・
崩壊がうたわれ始めた時期からやがて10年が経過しようと
している。2007年における日本産科婦人科学会・産婦人科
医療提供体制検討委員会の最終報告書４）にも、①産婦人科
医の絶対数減少、②分娩施設の減少、③分娩の現場にいる
医師の絶対数減少、④助産師の不足と施設間の偏在、⑤地
域における分娩施設閉鎖の影響、⑥新生児集中治療室（Ｎ
ＩＣＵ）の不足と地域における母体救急対応体制の整備を
原因とする周産期救急搬送における搬送先決定の困難さと
制度不備、の現状が示されている。この問題への中・長期
対策が遅れると、隠岐の島で起こったような地域生活存続
危機という社会問題が再燃する可能性を秘めており、依然
として効果的な解決策が求められている。
　近隣の産科施設の減少は、妊婦の医療機関へのアクセス
距離増加を意味し、ここに陣痛の増強、産後の大出血や新
生児の蘇生など急変・病状の進行が起こりうる産科的疾患
の特徴を合わせると、搬送する救急車内での対応や、産婦
人科医が到着するまでの対処、といった非周産期医療従事
者による対応の必要性が生じる。冒頭にあげた加藤ら１）の
病院前分娩事例の報告結果はそれを端的に現している。ま
た、近年の社会的な事情として、未受診妊婦・飛び込み出
産も非周産期医療従事者による対応の必要性に関わる因子
であり、大阪府をはじめ都道府県レベルでの大規模な実態

調査の報告５）が増えている。前田６）の行った静岡県におけ
る未受診妊婦に関する検討では、未受診妊婦が救急車を利
用する率は31％に及び、15％は自宅・路上・車中の墜落産
であったと報告している。また、医療の供給レベルが極端
に減少する大災害においては、妊産婦への救急搬送への需
要がさらに跳ね上がる。東北メディカルメガバンクが、東
日本大震災後に行った宮城県の調査では、救急搬送を必要
とした病院前の出産数が、震災前と比較して３倍に増加し
ていることはわかった。

教育提供の状況　
　救急医療の実際の現場では、日常的に産科医療に従事す
る者がいない状況であっても、分娩の介助や出生した児の
管理、産後大出血、妊婦の外傷など、周産期救急の切迫し
た状況への対応が求められる。しかし、前記加藤らの調査
で、過半数の消防本部においては病院前周産期救急教育が
行われておらず、大半の消防本部がその教育の必要性を感
じているとの調査結果が得られた。
　ここで教育内容として考えられるのは、
① 生殖可能年齢の女性傷病者に遭遇した場合、妊娠もし

くは、妊娠にまつわる合併症を、一般的な鑑別に加えて
想起すること

② ①を意識し、妊娠女性特有の腹部・会陰部の診察の行
い方を学ぶこと　

　　また、分娩が切迫しているような状況を想定し、分娩
の介助方法・医療機関搬送までの新生児蘇生・管理方法
を学ぶこと

③ 在胎週数に応じた医療機関の選定方法ならびに情報提
供方法を学ぶこと

といった内容が含まれる必要がある。

周産期教育の提供ツールとしてＡＬＳＯとＢＬＳＯ
　我々は2008年11月からAdvanced Life Support in Obstetrics

（以下、ＡＬＳＯ）プロバイダーコースを全国で開催し、産
婦人科医師のみならず救急医やプライマリケア医、助産
師・看護師、そして救急救命士等が受講してきた。ＡＬＳ
Ｏは、1991年にアメリカの一般診療医師が考案したマネキ
ンを用いたシミュレーション教育であり、1993年にコース

小さな命を救え。災害時の母子救護  〈短期集中連載〉

　伊達岡　要恵寿総合病院 家族みんなの医療センター

　新井　隆成恵寿総合病院 家族みんなの医療センター　センター長
山梨大学医学部臨床教授
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権利は American Academy of Family Physicians（ＡＡＦ
Ｐ－米国家庭医療学会　以下、ＡＡＦＰ）によって認可さ
れ、現在全米ではほとんどの分娩施設において、分娩に関
わる医療プロバイダーがＡＬＳＯの受講を義務付けられて
いる。日本においては2008年に金沢大学周生期医療専門医
養成支援プログラムグループが、米国家庭医療学会からわ
が国のＡＬＳＯセミナー運営権を獲得し、現在、ＮＰＯ法
人周生期医療支援機構（ＯＰＰＩＣ、 本部：石川県七尾市）
が、全国普及事業を行っている。
　シミュレーション教育の効果はＢＬＳ・ＡＣＬＳをはじ
め異論がないところであり、著者ら７）による初期臨床研修
医を対象とした産科技能修得度の調査結果では、ＡＬＳＯ
を受講した群が受講していない群に比べて有意に産科技能
修得度が高かった。しかし、ＡＬＳＯには、内診手技から
会陰縫合、胎児心拍数モニタリングの判読まで含まれてお
り、救急救命士や救急医等のように日常頻繁に周産期医療
に携わらない医療従事者には修得すべき範囲が広すぎると
いう意見がＡＬＳＯコースのアンケート調査に寄せられて
いた。ＡＬＳＯ International においては、そのような受
講者を対象に Basic Life Support in Obstetrics （以下、Ｂ
ＬＳＯ）コースが提供されており、その内容は各国の事情・

ニーズに合わせた形で行われている。日本においては冒頭
にあげた現状を踏まえ、主に救急救命士・救急医など、頻
繁ではないが周産期救急医療に遭遇する可能性のある医療
従事者を対象にした内容でＢＬＳＯコースを作成し、2011
年から開催が始まった。2014年12月までの51回開催で、合
計914名が受講し年々開催数が増している。

ＢＬＳＯプロバイダーコースの内容
　ＢＬＳＯプロバイダーコースは、日本においては、内診
を要しない産科的基本手技という考え方をもとに、ＡＬＳ
Ｏシラバスの内容から土台作りが行われ、以下のような
コーススケジュールが組まれている。
① 妊婦の評価：生殖可能年齢の女性傷病者に対する体系

的なアプローチ法の習熟（図１、図２）
② 分娩介助：仮に①のアプローチで分娩が切迫している

場合の対処法（図３）
③ 新生児蘇生：仮に現場で新生児が存在した場合の対処

法
④ 産後大出血/妊婦の蘇生：分娩後の母体に対する対応　

妊婦心肺停止時特有の対処法
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図　３ 図　4

図　1 図　2
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⑤ 救急車内分娩：実際の救急車と模擬
患者を用いて救急車内で分娩になっ
てしまった場合の対処法（図４）

⑥ 症例検討：ＢＬＳＯプロバイダー
コースで受講した内容をもとに受講
者の遭遇した体験症例を検討する

　また英国では救急隊員に対する病院
前産科救急のシミュレーション教育が
1999年 以 降Prehospital Obstetrics 
Emergency Course（以下、ＰＯＥＴ）
を必須として確立している。2014年３
月には我々ＡＬＳＯ－Ｊａｐａｎ認定イ
ンストラクターグループがこのＰＯＥ
Ｔテキストを翻訳・出版（『病院前救護
のための産科救急トレーニング～妊娠女性・院外分娩に対
する実践的な対処法～』中外医学社　監訳：新井隆成）、Ｂ
ＬＳＯプロバイダーコースの参考書としても活用している。

ＢＬＳＯインストラクターコースへの反応と
今後の目標
　ＢＬＳＯプロバイダーコースの内容に対するアンケー
ト８）では、「地域周産期医療危機への対策としてこのセミ
ナーが役立つと感じる」「このコースは周産期チーム医療
の標準化・質の向上に役立つと思う」「コースの内容は自
身の参加動機に合致していたと思う」という問いに対し

「強くそう思う」「そう思う」と回答した割合はそれぞれ、
89.2％、96.9％、90.7％であり、幸い大多数の受講者から
好評の回答を得た（図５）。
　今後目標とすべきは、全国的に要望のある妊産婦救護の
基本コースをできるだけ多くの医療者に受講してもらえる
環境整備を行うことである。そのことによって、妊産婦の
傷病者が一般成人傷病者と同様に医療者に苦手意識なく扱
われることに寄与するものと期待している。産科医療施
設が減少している社会のニーズに対応できる医療提供は、

“病院前から病院への連携”で検討されていくべきである。
それは、災害対策にも直結するものであり、地域防災計画
に盛り込まれていくべき課題であるとも言える。ＯＰＰＩ
Ｃは、コース開催数を増やすためにも、2014年９月、2015
年１月にＢＬＳＯインストラクターコースを初めて開催
し、ＢＬＳＯプロバイダーコースの指導者養成事業を開始
した。ここでは、成人教育の手法のみならず、救急隊員に
広く普及しているＪＰＴＥＣとの整合性をはかり、日本で
は日頃共通言語が乏しい産科プロバイダーと病院前医療従
事者との連携強化への取組を始めている。
　ＢＬＳＯ普及に際して、病院前傷病者救護全体の中では、
妊産婦は“対象数”が少ないからという理由で、病院前
の傷病者救護教育において優先学習項目からは置いてこら
れたのかもしれない。しかし、ＢＬＳＯを受講した救急隊
の方々、あるいはその教育に長く関わっている方々からは、

「数は少なくても適切に対応しないと二つの命が危険に曝
される妊産婦への対応を怠るわけにはいかない」「少ない
からこそ、ＢＬＳＯのようなシミュレーション教育で、い
つ出くわしても最善の結果が得られるように対応したい」
といった力強いコメントを聞かされる。そして、冒頭に述
べたようにその実態は決して少ないとは言うことはでき
ず、そのニーズが妊産婦救護をしっかり学びたいという現
場の声になり、徐々にＢＬＳＯを全国に広めつつある。ま
た、地域によっては病院との教育連携で、分娩施設での救
急隊の実地研修を行っているところもある。これらの声や
活動が人命救助を求める現場の真の声であり、新しい命と
未来を守ろうとする日本社会全体の心であると考える。こ
の声を全国で共有してＢＬＳＯ普及事業を一層進めていく
ことが、毎日日本のどこかで危機に瀕している母体と赤
ちゃん、すなわちその家族を守るために有用であることを
我々は確信している。

　（引用文献）
1加藤一朗,新井隆成,伊達岡要 他：全国の病院前周産期救護の現状

調査と教育コースプログラム開発. へき地・離島救急医療研究会誌　
Vol.13，2014：22－25

2一杉正仁,川戸仁,宇田川秀雄,他：妊婦自動車乗員の快適性向上へ
の対策.　日職災医誌,2011；59：85－89

3日本産科婦人科学会,日本産婦人科医会:産婦人科診療ガイドライン
産科編 2011. 東京, 日本産科婦人科学会, 日本産婦人科医会,2011, 
p189－190

4日本産婦人科医学会・産婦人科医療提供体制検討委員会：わが国
の産婦人科医療の将来像とそれを達成するための具体策の提言,
厚生労働省　平成19年医道審議会　医師分科会　医師臨床研修部
会,2008.p2－3

5大阪府産婦人科医会：未受診や飛び込みによる出産等実態調査,大
阪府委託事業,2011

6前田津紀夫：未受診妊婦の実態とその問題点,母子保健情報,2008；
58：p33－40

7新井隆成,伊藤雄二,安日一郎,他：平成22年度厚生労働省科学研究　
医師国家試験の改善に関する研究　わが国における「初期臨床研
修前の産科技能とトレーニングのあり方」に関する研究

8伊達岡 要,他：「BLSO（Basic Life Support in Obstetrics）プロバイダー
コースの導入の現状」日本臨床救急医学会雑誌　vol.15,No.4,2012；
529－535

コース参加による総合満足度

このコースに参加することによって将来有益
な交流ができたと思う

このコース内容は自信の参加同機に合致して
いたと思う

地域周産期医療危機への対策としてこのセミ
ナーが役立つと思う

このコースは周産期チーム医療の標準化・質
の向上に役立つと思う

産科医療に関わるためにスキルアップができ
たと思う

産科医療に関わるために知識の向上が出来た
と思う

非常にそう思う　　そう思う　   普通　　そうは思わない　   全くそう思わない

０％　10％　20％　30％　40％　50％　60％　70％　80％　90％　100％
総回答数 65名

図　５
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災害救助現場での活動にあたっての
小児・新生児の救急知識

はじめに
　災害時、危険を察知し避難することができる成人とは異

なり、東日本大震災の津波の被害でもみられたように、子

どもたちは簡単には危険を察知できませんし、誘導してく

れる養護者がいなければ、安全な避難もできません。その

為子どもたちは災害時要援護者と言われます。確かに子ど

もたちは災害時に支援を必要としますが、支援の際には子

どもの特性に配慮が必要です。本稿では、災害時に支援者

が考慮すべき子どもの特性、そしてその特性に配慮した対

応方法について解説したいと思います。

Ⅰ．災害時に配慮すべき子どもの特性
　成長の過程にある子どもたちには、その過程に応じて主

に身体的、精神的、そして社会的な分野の特性があります。

１．身体的特性

１）解剖学的特性

　子どもは体格が小さい為、同じ量の毒性物質に暴露され

ても、大人よりも被害が大きくなります。また地表近くに

ガスが停滞すると、背の低い子どものほうがより暴露され

る為、影響を受けやすくなります。

２）生理学的特性

　子どもの心拍数、呼吸数、血圧は、年齢によって正常値

が異なります。大人の心拍数120回／分は異常ですが、乳

児だと全く異常ではありません。また脱水や出血のために

循環血液量が減少すると、成人に比べて顕著に心拍数が上

昇することが知られています。また子どもは体温調節機能

が未熟です。その為大人が寒さを感じない程度の環境温で

も、薄着でいると簡単に低体温になります。

　さらに特に乳幼児では、体内の水分や糖分の蓄えが潤沢

ではない為、授乳や飲食ができない期間が続くと簡単に脱

水や低血糖になります。

３）免疫学的特性

　乳幼児はよく熱をだします。これはウイルス等に対する

免疫を獲得している過程にある為で、成人に比べて感染症

に罹患しやすくなります。また予防接種がスケジュールど

おり接種されていなければ、予防可能な感染症に対する防

御も甘くなります。

４）行動発達面での特性

　危険を予知することができない乳幼児は、適切な誘導が

なければ避難が遅れてしまいます。乳児は自分で歩けませ

んので、抱っこしてくれる人がいなければ避難もできませ

ん。また監督する人がいなければ、災害後の倒壊した建物

へ遊びのつもりで侵入したり、危険な物質に触れたりする

こともあります。

　言語能力が十分獲得できていなければ、自分の苦痛を周

囲にうまく伝えることができません。そのため周囲にいる

大人たちから問題が過小評価されがちです。保護者が異常

に気づかなければ、災害時に助けを求めたり、医療機関等

へ受診したりすることは困難です。

２．精神的特性

　実は、子どもは大人よりも災害時の混乱に精神的にうま

く対応できることがあるとも言われています。これは大人

よりも心配しなければいけないことが少なく、また周囲の

目を気にすることなく自分の気持ちを自由に表現できるか

らだとも考えられています。

　しかし一方には周囲にいる大人たちの不安を感じて「元

気な子ども」を演じる子どもたちもいます。災害後の心

的ストレスを自分の言葉で表現したり、気分転換してスト

レスを発散したりできない子どもは、ストレス反応として

身体症状や行動の問題（おねしょや赤ちゃん返り等）を認

めることがあります。その程度は子どもの発達段階、被災

前の家庭環境、子どものレジリエンス（ストレスからの回

復力）、被災状況（家族の喪失の有無等）、また保護者の精

小さな命を救え。災害時の母子救護  〈短期集中連載〉

井上　信明都立小児総合医療センター救命救急科
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神状態等の影響により異なります。

　また子どもたちは、直接被害に遭っていなくても、心的

外傷後ストレス障害など様々な精神的後遺症を残すことが

あります。現実世界と非現実世界との区別がつかない年代

では、テレビの報道が心に大きく影響することもあります。

３．社会的特性

１）乳幼児期

　乳幼児期の子どもたちは、生活の全てを養育者に依存し

ています。養育者がいなければ、生きていけません。また

乳幼児が必要とする食事内容や衛生用品は大人と異なりま

すので、大人の製品を代用することは困難です。

２）学童期

　まだ生活の基盤は家庭にありますが、徐々に社会性が発

達し、自分で生き抜く知恵をつけていく年代です。この年

代の子どもたちにとっての日常は、学校での生活がその割

合の多くを占めます。

３）思春期

　ある程度自立して生活することも可能です。また性を意

識し始める時期です。子どもによってはあえて反社会的な

行動、危険な行動をとる時期でもあります。

Ⅱ．子どもの特性に配慮した災害時対応
　発災し多数傷病者が発生すると、まず現場でのトリアー

ジ（一次トリアージ）が行われ、続けていわゆる「赤タグ」

および「黄タグ」の患者を中心に、現場の医療救護所や

近隣の医療施設へ搬送する直前に、通常二次トリアージが

行われますが、それらの過程でも子どもへの配慮が必要で

す。また避難所で生活をする場合も、子どもへの配慮が必

要です。

１．身体的特性に配慮した災害時対応

１）解剖学的および生理学的特性

　一次トリアージにおいて一般的に利用されるＳＴＡＲＴ

法（図１）は、気道、呼吸、循環、神経の項目を評価して

おり簡便に利用できますが、子どもに当てはめると混乱を

招きます。例えば呼吸回数の30回／分は乳児では正常です

し、言語能力が未発達子どもは、簡単な指示にも従えませ

ん。これらの点を考慮して作成されたＪｕｍｐＳＴＡＲＴ

法（図２）という一次トリアージ法があります。ただ慣れ

ていない人が使用を試みても、すぐには使いこなせません。
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歩行

自発呼吸

呼吸回数

撓骨動脈触知
ＣＲＴ

簡単な指示

待機的治療群（Ⅱ）

最優先治療群（Ｉ）

自発呼吸用手気道確保

治療対象外（０）

軽症群（Ⅲ）

不可能

可能

なし

あり
30回／分以上
9回／分以下

10回－29回／分

触知不能
２秒以上

触知可能
２秒以上

応じない

応じる

※ＣＲＴ：爪床毛細血管再還流時間

図１　START式トリアージ
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図２　JumpSTART：小児
（１歳～８歳）
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そこでいざというときにＪｕｍｐＳＴＡＲＴ法を使用でき

るように、この評価法をラミネート化してすぐに参照でき

るように工夫するか、一次トリアージはＳＴＡＲＴ法に統

一し、小児患者用の基準を用いて二次トリアージを行う方

がよいと思われます。

２）免疫学的特性

　避難所等多くの人たちが密集する空間では呼吸器や消

化器系の感染症が流行しやすく、早期に発見し隔離する

等の対応が必要です。当然子どもだけでの隔離は難しく、

家族全体での隔離が必要です。また下痢症状を認める乳幼

児のオムツは、感染源とならないよう扱いには配慮が必要

です。

３）行動発達面での特性

　子どもたちが危険に遭遇しないように、保育士や教師、

あるいは保護者同士が交代で子どもの監督をする、同年代

の子どもたちが集まり、子どもたちの日常を取り戻すこと

ができる空間を作る、危険な区域には常時大人が監視する

体制を確立する等の対応が必要です。これらはできる限り

各避難所等、地域での対応が望ましいです。

２．精神的特性

　災害後早期においては、秩序と日常生活を再確立し、子

どもたちが自分たちの安全を感じられるようにすることが

重要です。また災害について子どもたちに分かる言葉で説

明し、子どもたちに自分たちの気持ちをしゃべらせたり、

絵に描かせたりすることも必要です。大人は極端な感情表

現を子どもの前ですべきではなく、災害の映像を繰り返し

みることも制限すべきです。

　なお頭痛や慢性の腹痛、繰り返す悪夢、行動パターンの

変化、稀死念慮等、ストレス反応の徴候を示している子ど

もは、専門家による精神医学的な評価を受けるべきです。

３．社会的特性

　子どもたちや乳幼児を抱える保護者たちは、自分たちの

問題を社会に訴えることができないことがあります。また

災害時に養育者を失った子どもたちは、自分たちの代弁者

がいなければ、社会に対して声を上げることができません。

　保護者と離別した子どもたちへの対応は、行政主導でな

されるべきですが、まず現場レベルでは子どもの安全を確

保することが最優先課題です。そしてその課題を解決する

為には、子どもと保護者を結びつけることも重要です。子

どもたちの安全確保の為には、一般的に乳児４名、幼児10

名、学童児20名に対して成人１名の専任の監視者が必要で

あると言われており、厳重に安全管理された場所を確保す

る必要があります。また子どもたちと保護者をつなげる為

には、写真を含む児の個人情報を特定の記録用紙を利用し

て収集し、かつ必要に応じて子どもたちが保護されている

場所が追跡できるシステムが必要です。

１）乳幼児期

　赤ちゃんにとって、母乳は最高の栄養源です。可能な限

り母乳栄養は続けるべきですし、母親が安心して母乳を与

えるためにプライバシーを保つ為の空間の確保も必要で

す。人工乳が必要な場合は、清潔な哺乳瓶を準備できない

こともあるので、紙コップ等で代用することも考えます。

ちなみに、人工乳は乳児の成長度に応じて利用するミルク

は異なりますし、生後半年をすぎると離乳食も必要です。

オムツも成長に応じて大きさが異なる為、各種サイズが必

要です。

２）学童期以降

　子どもたちにとっての日常を早く取り戻し、精神的に安

心できる環境を確保することが重要です。その為には、保

護者の精神的安定も必要です。また学校は避難所として利

用されていることが多い為、子どもたちの日常が崩壊して

いることに留意しましょう。わたしたちが関わることがで

きる対応は限られたものですが、子どもたちと遊ぶ等の交

流は、決して無駄ではありません。

おわりに
　皆さんもご存知のＤＭＡＴは Disaster Medical Assistance 

Team の略ですが、このなかの Assistance には「支援 」

という意味があります。そしてその語源をたどると「そば

にそっと寄り添う」という意味にたどり着きます。普段

子どもの対応に慣れていないと、災害時に何をしてよいか、

どのように対応してよいかわからないことがあるでしょ

う。しかし支援の根源は「そっと寄り添う」ことにあり

ます。一番大切なことは「何をするか」「何ができるか」

ではなく、「何を必要としているのか」を探ろうとする気

持ちであり、弱者と呼ばれる子どもたちとその家族の心に

寄り添う気持ちではないかと思います。この気持ちこそは、

「地域の人たちの役に立ちたい」という熱い思いで、最前

線で防災活動に取り組んでおられる消防団員や消防・救急

隊員の皆さんだからこそ持つことができるものであり、被

災した子どもたちが最も必要としているものだと思いま

す。皆さんだからこそできる支援に期待しています。
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災害時母体搬送、
新生児搬送について！小児搬送について！

　周産期というのは出産前後のことを指し、妊娠22週から
出生後７日未満と定義されている。周産期医療は救急医療
の一つであるが、産科領域と新生児領域に分けられ、専門
性が高く、他科と連携がとりづらい分野であると思われ
る。産科領域では対象が母体と胎児であり、発生する疾患
としては切迫早産、妊娠高血圧症候群や常位胎盤早期剥離
など多岐にわたる。一方、新生児領域では対象が新生児で
あり、疾患としては呼吸障害や先天性心疾患、超低出生体
重児など高度な専門性が必要とされる。平常時における周
産期医療は都道府県ごとに設置されている、総合周産期母
子医療センター、地域周産期母子医療センター、産科診療
所の連携で医療が完結していることが多い。このため救急
隊の方は施設間搬送で診断のついた患者さんを診る機会は
多いが、救急現場で直接患者さんを診る機会は少ない。し
かし、災害発生時には産科診療所へのアクセスが途絶され
ているため、診断のついていない母体胎児救急疾患や新生
児疾患に現場救急隊が直面する可能性がある。
　本稿では鹿児島県で行っている母体、胎児、新生児救急
の現状と取組について紹介する。

鹿児島県の現状
　鹿児島県は本土の最南端に位置し、離島を含めると南北
には600km にも渡る日本でも有数な広大な県である。ま

た、鹿児島県の本土は錦江湾を挟んで薩摩半島と大隅半島
に隔てられている。
　鹿児島県の周産期医療は38か所の診療所、４か所の二次
病院、３か所の三次病院で行われており、NICU（Neonatal 
IntensiveCareUnit）は三次病院に併設された地域周産期母
子医療センター及び総合周産期母子医療センターに集約さ
れ、MFICU（Maternal Fetal Intensive Care Unit）は 総
合周産期母子医療センターにのみ配置されている（図１）。
周知のとおり全国では産科医と新生児科医が不足している
とされ、鹿児島県においては産科医一人当たりの分娩取扱
数が267.2件／年となっており、全国平均の128件／年の２
倍以上となっている。また一次医療施設である産科診療所
の産科医の平均年齢は59.2歳と高齢化が進んでおり、診療
所で勤務する産科医の大きな負担となっている。
　鹿児島県では NICU、MFICU を有する周産期医療セン
ターはいずれも鹿児島市内にあり、重症母体や新生児治療
を必要とする児が出生した場合は鹿児島市内へ搬送する必
要がある。
　平成24年度における鹿児島県の出生数は１万4,841人で
あり、鹿児島市外での出生数は9,076人（61%）だった。一
般的に 7－10%程度の新生児が何らかの理由で NICU への
入院が必要とされており、予め母体搬送される症例と診療
所で出生後に新生児搬送される症例に分けられる。

小さな命を救え。災害時の母子救護 � 〈短期集中連載〉

平川　英司鹿児島市立病院 総合周産期母子医療センター 新生児科
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平成24年度
出生数：14,841人
市外：9,076人（61％）

今給黎総合病院（19床、NICU9床）

鹿児島市立病院（80床、NICU36床）

鹿児島大学病院（15床、NICU9床）

薩摩半島北部：49件
ドクターヘリ：11件

霧島地区：121件
ドクターヘリ：22件

大隅地区：48件
ドクターヘリ：15件

薩摩半島南部：38件
ドクターヘリ：14件

ドクターヘリ：２件

離島：26件
120km：種子島、屋久島
400km：奄美大島

ドクターヘリ：５件

新生児全搬送件数：475件
市外：291件

ヘリ搬送：108件
防災、自衛隊ヘリ：39件
ドクターヘリ：69件

図１
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　当院での過去５年間の母体搬送症例は761件、新生児搬
送症例は475件だった。
　母体搬送では主に一般の救急車を使用するが、新生児搬
送の場合は全国の多くの地域で新生児専用ドクターカーが
利用されている。

救急搬送のパターン
①母体搬送の場合
　通常の母体搬送であれば、自宅 ⇒ 診療所 や 診療所 ⇒ 
周産期センターの搬送であり、搬送手段には一般の救急車
が使用され、搬送元病院の産科医または助産師が同乗し、
搬送中の全身状態を管理していることが多い。
②新生児搬送の場合
　一方、新生児搬送では新生児専用ドクター
カーを周産期センターから出動させ、周産期
センター ⇒ 診療所 ⇒ 周産期センターとな
り、診療所へ新生児科医が出向いて治療をし
ながら周産期センターへ搬送することが多
い。このため、重症新生児を一般の救急車で
搬送することは少なく、救急隊の方が重症新
生児を診る機会も少ない。
　新生児専用ドクターカーには保育器、新生
児専用人工呼吸器、生体モニタリングなど
NICU で使用されているものと同等の医療機
器が装備されている（図２）。しかし、鹿児島
県では周産期センターが鹿児島市内にあるこ

とから救急車やドクターカーを用いた施設間搬送に時間を
要する地域があるため、母体搬送、新生児搬送にヘリコプ
ター搬送を用いている。

ヘリコプターを用いた搬送
　鹿児島県には有人離島が多数あることから以前より離島
との間ではヘリコプターを用いた搬送を行ってきたが、平
成23年の鹿児島県ドクターヘリの導入とヘリコプター搬送
専用の新生児搬送システムが完成したことによりヘリコプ
ター搬送件数が増加している。また、ドクターヘリの役割
は近年多様化してきており、当初の半径50km圏内の初期治
療開始時間の短縮から、現在では広域連携による第４次医
療圏を確立すること、小児や周産期医療との連携、医療の
地域格差是正の一つの手段としての役割が問われている。
　鹿児島県では平成13年に新生児専用ドクターカーを導入
し、早期新生児死亡率の改善を認めた。しかし、新生児
専用ドクターカー導入以降も全国平均を上回る地域は存
在し、それらは搬送時間を要する地域と一致していた（図
３）。早期新生児死亡に関連するような疾患としては超早
産児、新生児仮死、先天性心疾患などの循環器疾患、横隔
膜ヘルニアなどの小児外科疾患が挙げられ、新生児仮死で
は院外出生が神経学的発達予後不良のリスク因子として報
告されている（引用１）。また、平成26年４月の産科医療
補償制度の再発防止に関する報告書ではテーマに沿った分
析の一つとして搬送体制が挙げられており、緊急母体搬送
を必要とした症例の搬送決定から児娩出までの全国平均時
間は80.8分となっている（引用２）。報告書では出発から到
着までの全国平均時間は17.7分であるが、鹿児島県では地
域により60分以上と非常に時間を要する地域がある。これ
らの地域ではドクターヘリを使用することで出発から到着
までの時間を短縮することが可能となる。また、80.8分の
うち搬送決定から出発まで、到着から児娩出までの時間は
それぞれ24.7分、41.1分費やしており、合計で65.8分となる。
この時間は家族説明などを含む転院準備や救急車の到着待
ち、また搬送先病院での手術室の準備や術前検査の時間で
あり、この65.8分を短縮させることは非常に重要であり、
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可能と考えられる。それを可能とするのは母体
搬送ではなく、産婦人科、新生児科専門医を『現
場』（＝搬送元病院）へ搬送することである。周
産期の領域では患者発生場所が診療所となるこ
とが多く、患者接触場所の『現場』も診療所と
なる。したがって、周産期分野における『現場』

（＝搬送元病院）での治療介入をさらに早く行え
るように鹿児島県ではドクターヘリを用いた医
師、医療資器材の投入＝ドクターデリバリーを
開始した。
　このように鹿児島県では施設間搬送の時間短
縮による『決定的治療開始時間』の短縮と早期
の医師、医療資器材の投入による『初期治療開
始時間』の短縮のためにドクターヘリを使用し
ている。全国の周産期におけるドクターヘリ出
動件数は全体の１％であるのに対し、鹿児島県
では出動件数の８％と全国の８倍となっている。
　ドクターヘリ導入以降は『決定的治療開始時
間』の短縮効果を地域ごとに見ると、薩摩半島
北部：228分 → 83分、薩摩半島南部：150分 → 
83分、大隅地区：218分 → 74分と劇的に短縮を
認めた。地域によっては４時間近くかかってい
たものが短縮されることで、脳低体温療法など
治療を開始するまでのゴールデンタイムがある
疾患においては治療を速やかに開始することが
可能となった。また、ドクターデリバリー導入により『初
期治療開始時間』は地域ごとに薩摩半島北部29分、薩摩
半島南部20分、霧島地区20分と劇的に短縮された。今後は
早期新生児死亡率の改善だけでなく、児の神経学的予後の
改善が期待される。
　鹿児島県で周産期におけるドクターヘリの運用が効果的
に導入できた要因を挙げる。
①地理的要因。
②ドクターヘリ基地病院と総合周産期母子医療センターが

同一の病院。
③周産期（母体、新生児）の搬送システムが成熟していた。
④ドクターヘリの機内が十分に広く、周産期で使用しやすい。
の４点が挙げられる。
　①について　鹿児島県は南北に長く、東西は錦江湾に
よって分離されており、ドクターヘリを導入することによ
る時間短縮効果が期待できた。
　②について　鹿児島県では母体搬送、新生児搬送ともに
鹿児島市立病院　総合周産期母子医療センターが中心と
なっており、ドクターヘリ基地病院も鹿児島市立病院だっ
たことから産科、新生児科との連携をスムーズに行うこと
ができた。さらに、救命救急センター、産科、新生児科、
３科合同のドクターヘリ事後検証会の開催、救急隊とのド
クターヘリ事後検証会への参加や産科診療所への啓発活動
も地域の研究会を通じて行い、救命救急センターと周産期

母子医療センターは絶えず連携している。特に救急隊との
ドクターヘリ事後検証会は通常周産期分野との情報交換が
少ない現場救急隊との情報交換ができる貴重な場と考えて
いる。
　③について　鹿児島県では県内の母体、新生児搬送のほ
とんどは総合周産期母子医療センターである鹿児島市立病
院へ依頼する仕組みになっている。このため地域の診療所
と鹿児島市立病院との間では母体、新生児搬送のシステム
が成熟していた。また、以前より離島との間では防災ヘリ
や自衛隊ヘリを用いたヘリコプター搬送の経験があり、航
空搬送に対する医療的な懸念が生じなかった。ヘリコプ
ターによる新生児搬送は搬送による児へのストレスが考え
られるが、ヘリコプターによる搬送は救急車に比べても変
わらないことが報告されている（引用３）。
　④鹿児島県で導入された機体、AgustaWestland社の
GrandNew はドクターヘリとしては機内空間が広く、患
者以外に４名搭乗できる。したがって、周産期の搬送では
フライトドクター、フライトナースに加え、周産期ドクター
２名の搭乗を可能にしている。また、新生児についてはヘ
リコプター搬送専用システムを導入している（図４）。こ
のシステムには保育器に加え、人工呼吸器、酸素ボンベ×
２、空気ボンベ、ブレンダー（酸素濃度調節器）、微量シ
リンジポンプ、生体監視モニターが搭載され、GrandNew
専用のストレッチャーとセットになっていることから、ワ
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ンタッチで固定することができ、ラン
デブーポイントでは速やかに現地の救
急車に載せ替えることができる。

広域搬送
（航空自衛隊 機動衛生ユニット）
　一方、さらなる広域搬送では航空自
衛隊の機動衛生ユニットを使用した
鹿児島 ⇒東京間の搬送、鹿児島県の
DMAT訓練では海上保安庁の固定翼を使用した新生児搬
送訓練も行っている。
　航空自衛隊の機動衛生ユニットでは航空自衛隊C－130
輸送機の中に機動衛生ユニット（貨物用コンテナ）がセッ
トされており、通常は成人仕様になっている。平常時は災
害時を想定して、４つ程度ベッドが配置されているが、当
院が行った新生児搬送の場合はユニットの中心にベッドが
１つ配置されていた。当該症例では、気管からの大量出血
のリスクが非常に高いため、通常の搬送手段では搬送困難
と判断し、航空自衛隊の機動衛生ユニットを使用した（図
５）。機内では緊急で気管支ファイバーが行える体制で搬
送した。搬送時には航空機動衛生隊の医官、救急救命士、
看護士と当科の医師、看護士が同乗した。輸送機内では機
内温度や気圧を調整することが可能であり、安全に長距離
搬送することができた。新生児においても特殊な疾患では
広域での連携が必要であり、安全に行うことができた。
　また、鹿児島県には有人離島が多数あることから離島で
の分娩や母体搬送、新生児搬送が日常的に発生する。この
ため、平成26年８月に行われた政府広域搬送医療訓練にお
いては訓練の１つとして新生児搬送が組み込まれ、海上保
安庁の固定翼を使用した新生児搬送訓練が鹿児島－離島間
で行われた。機内に小型の搬送用保育器を配置し、搬送中
でも処置を継続することが可能だった（図６）。
　周産期医療というのは救急現場が診療所となることが多

く、現場救急隊が超緊急帝王切開や重症新生児を診る機会
は少ないと思われる。しかし、周産期医療では、順調に妊
娠が継続すると思っている妊婦と胎児が突然、命の危険に
さらされ、１分でも早い対応が必要な現場が数多くある。
さらに、診療所は医師１人の場合も少なくなく、限られた
医療資源、医療資器材で２つの命に同時に対応しなくては
ならない。このため人的医療資源、医療資器材を『現場』（＝
搬送元病院）へ即座に投入することを可能にするドクター
デリバリーは地域によっては非常に重要なツールになると
思われる。鹿児島県ではドクターヘリだけでなく、ドクター
カー、防災ヘリ、自衛隊ヘリ、新幹線など搬送元の地域、
時間、天候に応じて『初期治療開始時間』、『決定的治療
開始時間』が最短となるよう症例に応じて対応している
（図７）。

引用１：Incidence and prediction of outcome in hypoxic–ischemic 
encephalopathy in Japan. Hayakawa M et al. Pediatr Int. 
2014 Apr；56 ⑵：215－21.

引用２：第４回 産科医療補償制度 再発防止に関する報告書〜
産科医療の質の向上に向けて〜 公益財団法人 日本医療機
能評価機構 産科医療補償制度 再発防止委員会

引用３：Physical stressors during neonatal transport: helicopter 
compared with ground ambulance. Bouchut JC et al. Air 
Med J. 2011 May-Jun；30 ⑶：134－9.
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小さな命を救え。災害時の母子救護⑤ 


